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I 本者は R.w 「1o.o. Eeoxoic f RcaイFotc4. 
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Tメ Iot/cd4icn- /?j夕. をﾡ契Lたものてある.

2. 者者R.w. マーキス氏の軍星に向しては私は全く知らない. 4 

落者の月書によば. 氏に本者出版当時は. ロ.チェスター大学 

の基赤学功教使ささ ていたﾡ様である. 氏は:の*e ぶた る 

優ﾡ学をてあり. オ文の中にﾡいても知り 得るﾡに林不面の貴 

口なでにない. でら- それだワに林茶の冬済的か析を. わわ 

林*専口次とにヌっ たさ場からされていて. :の長て本者にP 

れわれに 多大 の耳ﾡをう えている.・
3 経ﾡ e東やﾡ習やな育"広倉αどに代ﾡ した 副次的氏現 傻 と 

に%えαいで. ﾡ立のを味と ﾡ能 ふもったものとして 処理 して行 

4ﾡﾡを妊ﾡ的色蹴と云うロらば. 今日に於いて. 遅度の送はあ 

って tが、る高ざが炭支っ ている. ﾡ言すれば優済町るﾡと5. 

単に経済にﾡいての意ぎてはロくて. 冬ﾡを優済の場がら 取坂 

う を営で ある. 二 の音営ロﾡr 体ポ化さル た r m」のWそとっ 

ている 匕 に限り ない か, 如仰ZるJ合でら一つの実区ﾡな F海愛」 

E#っ ている・ スが、る恐試にアる科定の最所整並びにみる時期に 

いて芽定的8ものてあって- ﾡ常約でもので2い. 経済学はか 

がる優落的花ﾡの中がら形炭されてきだ もので募る. ぞ 北 近ある 
料定の回に飛ﾡしてSた・ ヌ現在している経済号を理解するん 

に a. 二 の経府きを M燃し灰向させたその回の経ﾡ的意ﾡ -- 

このボ示じに&って いる社会的な済的ﾡ予 も --- との 南產 に於い

て行われ互くては不ﾡ分さある. 二の塚な垣ﾡにこって始めてセ 

の国で搭長しだ・ ヌ在している盗済等&ﾡに祀セしfて、わが国に於け 

る同種の 経済的 計 向順 の 解決に 利 用 する二 とが出るのてある, 

以上のﾡ々型由で. 本書を理解する為に, たず本者が生み出さ 

ﾡ当時のアメ り 力経ﾡの一桜印ロ歯»にﾡれ乙みよ う,



紙海ﾡ#と低ﾡ経ﾡ"とのテAの新しい日ﾡとし てﾡ依 づら 

る /2 のせﾡはﾡら がに*町ﾡ本主料楽置支上 にポいて一 
べそ面している・ ニの*及受済的す永のもとに二の資本主求紙

清ﾡ裕の矛方解ﾡの 一政Xとしてしてﾡﾡ「ニューディール」と 

呼ば る一貴し たﾡﾡ体玉 をしった 武城か的 ヶ野向く/ク3ョ〜/" 

o> は金ごれた. ともマ1れ/ク?のﾡﾡス森の木ﾡ冬斉の 

勃にﾡ干のあめを示め しながら もが次上承し. /ク36年に至って 

メ上ﾡのビークさ示したが. き れを現に して ヌアブレ、ン ション 

勿 様 相を示し. ア>37 年に ヌ ノ? X来の 不 ﾡにみ ま わルた. 

付でら. 二の不えに/9384 5月項にるさついた後新次回の 

の違っご. *の後/タク・年に承本時は例に入るに及び. 承畑に 

aみに上耳の路zuり. ざのヨ、ﾡ=沢世大戦牧な*でっづい 

て行った. 上が2夕? 年がら単後ヨ での*回狂森の訪向の め 

らさしでみる・"
ごて次に向Xと量えに合わしてみーラ・

本者の出ﾡこれたのは/:? 年であり・ 3ヶの不類からポ 

次回項の並にっごめたﾡ期でみる. そ 放き時の経済的念 A)a 

34 牙の不えの水&景と しご . そのき田の諸内ﾡをK訟の対 

象としたものてみっで・ ては当pの 向ﾡの日な的な冬森的松 

と は何か・

配成 L を 教に /夕今年のメネ*目登済は諾並的変化そぜX 

し. しかしそれ は冬済*営 ど ﾡ社長力 との内の矛倉てみると云 

われている,
二 の禄し協済的セダレ ンマはすでにィ ギリスにいてめらわれ 

ていたものてﾡ営的2意型をかりれば 「車Kの中の負函- とい 

うなな豆みでめる. ﾡ平白由投4や浜本不xや完会ﾡ体ア至-町 

的失茶と(た古由経ﾡ曲代のﾡ相とﾡり. 独占や及直さ々パ首 

登ﾡや有ﾡ受の不天 ◇不字会権区零のﾡ飲を示めす様にロっ さ. 

全く /ク2?のだぜメ本量ボ述口一友したのてみる. 経済向念 

ﾡの具は的Xし当JXの しのとに相具し乙さた・ 1ギリスに

ぐいては. びでにが、ろ経済的ﾡ諾のもとにケィ ンス経済学かピ 

グーJメ前の古共求経済学のﾡ判ヒ して予ばさ永項L て=た. 

・ケイ ンズの「一桜始- はノ◇84出放) ノ937耳の不えも同 

樣 に 支苦し い 個人 主 異 的貴本まねの 矛 片と いてのﾡ位の号ﾡ口で 

経森町題中有ﾡﾡ登の不尽ユ w に不完全区体の向題が大:く ク 

ロー ズ・ァッ プさルていた・ ニ のてﾡ発の中て本書に着式さ た 

bのである・

マーキス氏しヨ※:の様な 当呼の冬森白て蹴の形管そ大なり小 

ロレうワている. 二の二と に本者の理かずをみ てし明白てある.

すロクちによ音において. 型ﾡ的にに故ﾡ的ロ生格分ﾡ

( Pwcc antcムッイ ) を中的ぶるとして ・妥とﾡ会の高面 

に分けてぬじている. *して杯林生産ﾡの供的面では、 価格法則 

のボ乱因と し て承生林の存在&めげ、ヌ法好の 痕計画隹 と Lては 

森林ﾡ有オの経任済中式の不足をあげて, 快ﾡ書にﾡける林本 

の任済向次陥をﾡし ている・ ヌ叩ﾡmさに有双ﾡ登を中にに 論 

じ. 有ﾡ符登塔次そ計るために. ネべ墜ﾡ利用の田止式いに有 

問ロ木主物のぷﾡ並びに剥所ﾡﾡﾡる強契 している. しなレ 

てﾡ在 の林不の社会的むﾡと してに.叫単に媒求福さ てい 

た毋る 拓種の向度的効用(例えば土砂許止. 分れ*. 休数.41 

内止・夏区・ 々)にﾡﾡされるものてでく. 尚立登なを*とし 

て林ﾡにﾡ事 L ている人々のﾡのﾡ係を 強ﾡじている.そして 

以上のネZ 流夬にわたる一 企茶体どしての林六な各*びに休 

*の会的るボという株さ—— 分精の悠ゃとして. 林索备なと 

しては, 生産係ﾡ経各( 4w4オ wuc y2d C /ouaxcvn ) が 

いのてはaいかとゃじている. この様に本者の型崎諾直にﾡ頃 

的なﾡﾡ分神さ中じに Lたものてみる 登ﾡ印試とレてに 

#不のデブレ ッシヨンさ景と して有効符致のx加並びに本ﾡと 

いっだ 向屋を大ロり小ロり ﾡﾡしている二 とが東知で e る .

以上がマーキ ス氏の「私有*の経済→ の時バ的ﾡ*と. の 

内なの あらユレ ・ 及び西者のﾡ係の略盛て みる.



次に本ﾡてﾡ用されている経ﾡﾡの武吾にいて 一古 触して 

みよう.'

信人主較的本主長の体ﾡ矛倉のあう われと共に,どの体W系 

済のﾡﾡ並び2解みの武還と してヶ4 >ズ経済学24ギリスにお 

いて形成ダﾡさLたことは前に一寸般レたが。ケィ ンズ盤済孝は 

一衣に 巨 税向 経ﾡ学 < nzcaccotouce ) と云われている・ 
二に対してヶ >ズ前のほ済学とﾡﾡ的経済号(c。一 

oco.u2c)とxでいる. Eﾡ的分祈とは所料、消賞- 貯蓄. 

投ず.ﾡﾡの一武の所詞「総体量」 くQ3723aズ4) の相 

互向にﾡわる地体的な経ﾡﾡ係の分ﾡを主体どしてあ"・ この稼 

ロEﾡ町分竹さ体余的に狙式化する冬済学が「巨視的経済学 て 
ある. ヌ複的優ﾡ字とに. ﾡ々のﾡ人三左はﾡ々の企茶の年済 

行勤を分がび る も のc あるといいう ろが その中向 な分希用具 

としてはな拠印な「価格分祈」(Pc&a-必4%) を主体と 
している, (3 価人主然的本主ﾡの予倉の理ﾡ並びに岬泳と し 

ては当ダケィ ン ズセ済労の 係なEﾡ的経済の 分析用県を必愛と す 

るが. マーペス氏は上磁の孫に. 人主教的女太主求の重苦しい 

ダレンマといったケィ> ズ安済孝 を形炭さ せたと岡じ経済的 港 議 

を詮試しながら と,本春の翌合的gると して ほ古典派轻福学の 故 

ﾡ的分研方※ を中として利用している. #でら私は二の:とに

よってマー キス氏 の経済理 除 か 不塔 を指ﾡし工うとするのではな 
い. 本書は数ﾡ的分祈を中と して明ﾡな。,ぐれた着作であり. 

球業量済の上に営頃すべさ 貢献を為してい ることば言をぶたない・ 

しかもケィ > ズ経済学はき時アメ り力に於いてに登府ﾡﾡとりて 

旗 国たる 武 駅と して試番車にじめられてい さかっ た •事鬲に 胆い を 

いたせば. 尚氏の末落のこ*である:とがわがる- 私のれ店した 

もの. われわれにはそのﾡﾡ足のﾡ歩をとげ広"経済の中に確 

画Eる地位を5めた 巨ﾡ的終済号の庫論武毒を利用し てマーキス 

fのすぐれた永績さごら ご展べミ仕務がみるとい う ニビがで 

さる.

4. 本せのる訳に優が坂7月・ それも主としてﾡﾡみの時向をニル 

にのてたので. ﾡ分な叶向る今までらたす 全くﾡ本社ﾡの訳文 

である. しがしながらうこの者の目的に, わわル経部のゼミ 

テールにじ用する為てあり. 二 の目的に於いで,設旅並びにﾡ雅 

な訳文にしわらず印ﾡする二 ととなっ こ次ﾡである-

姿りに. 本きのぶ之さで共5のおさとﾡﾡ4をあたえ て下ざ 

っ石林茶ぶぷ場営管部のﾡえ&αどうにが今 ご私をそだてて下 

= っ た故郷の父ﾡに深せなる培敬と対をを表する。

く/9今2年4月3日)

cI 崎陽啓之助君 姿新学の普学向背景［ﾡ文ﾡくI5lJ参間 

(2 mﾡ人寄 アメリ カ 任済の 条国 ［動草 書»L チタ)叁

ﾡ 経系ﾡ裕と経済楽校力との子倉にﾡいて. 本者32ス 

に「番系求ﾡのﾡの向思は独占素中の並ﾡとL て番ﾡ主れる 

二 と が出求. 任済発依力の側の向思は生産力 の推ﾡの形て花 

型するこ とができる..」

又/ナケ頁 に は「ﾡ中によっ てはじめてその主産全能かに血 

いしのを発揮し母Fうロ米画経済の冬済ﾡ水力と. 独占共 

中の低が犬っがのヤ旅みに的査状を努ﾡしっ つ ある冬ﾡﾡ 

ﾡ - 二 の西容の矛盾■は どグ」う な焦点におい て 己れ を 

嚣耳 しつつあるであろう”. 受切す1北ばそれは=つてあろう.

一には利ﾡ率始下の0向となっ て現わル: ニっヒは経済語 

重mの 不月街ど8っ て現われる. それ に米 固的経済制度の矛 

済がﾡ呈ごルる本来的な三っの領兵てあって. それほか、る 

毎ﾡ制よの基本的特ﾡそのものにつながっている.」 ヒいっ

, ている.



不栄一に血代経済ﾡのﾡ明 理許出/夕5e 中巻2a ロ 
てFﾡのニヒを -担人主救的資本主求の体利む矛方- とい う 

宮父て表現し ている.
ﾡ ・ ﾡ+荒 終事ケ』> ズ「一般理送 際蓑 • () 春秋仕/? 

ケバの田 死著ケ4イ ンズ区済学におけるﾡﾡ的分がと巨ﾡ分
名 ' 言

アメ リ カ合界国に旅ける山林ﾡﾡは、ﾡﾡ勝てさよIも・ よ 0株々 
の型受でぬずされ、 ¥そして又より受災的&向uとして収あげられ 

ている. 一時. 山杯向屋はﾡ生休の木保存ごいふ戦名5るのて 

わると考えられてVに ・
にVてVの林木は、 もし株林の充分び回名がﾡ実化される日らビ 

ボされるにWSWこYば今日よく理昭されてりる.
ﾡ在の向服は、生切とのﾡ皮ﾡ、 但久的杯在会止びに木喫 

甲さ産業 (/emtan2r乙 ずe2e4ズ CewwzdrutCccd anL ecd- 

zt a乡 ス cucadc )の震立、 条林べ沢のない便ﾡ&甲意するま 

の踏々の商盤てある .休の公共的有虫日性へﾡの各れび、森休町 

ﾡの際決によn最区の寺ﾡを没はするか日も局用的gるのてみろ 

うが、解にら更任にボいてH公犬によn昨有ぶハれてVる士だて東行 

さnれてWる株ﾡ d.じﾡYされに解決を受ﾡするとてがくさdVY 

いふことd卵台cゐる -

ﾡは もし木のえ分ぼ桜給が、 ・民のが宗の消京に用ﾡされ 

ているgらK、ﾡく的に竹ﾡされてVる土で行されるこいと 
とがe村的にに型てあ a .

そし てﾡく的企米の占ぶ並びに可地六が 刑式回求の四長Cよ n 

成削されてから、個く有にボる生産保促 (』anavuat 

onpxate an)は、ﾡくご母ら経ﾡﾡにざる。

こ の 目物の目的ほ,生頃ﾡぶい清ﾡく ムgucdater) にす 

ぶ計画に肉 し て. 催人森林管ぎ石に"容する優落古国をお資するz 

ごてある.大政 本名口林粉宫. 休学2生. 浜林所目名又びに保存 
aIﾡC 関wぼもっている優清学字生ﾡり対る総考言とαる〜ある。



ﾡ学の司成されにﾡdは収文的に. ﾡして沢ムの登目が 条次更 

済¥のうち Kに含ほnるこてを倉味るる、 すゴわら. 森林皆ﾡ . 則定 

・ 詡価. 木優用産栄並びに森林利問等d . 生能保部您済学 ( - 

aoted-udscenowiu )の中じ向ﾡと、ﾡ々ﾡ係がみみとして 

のユ汚來されている- 公*ﾡ附有の士ﾡて行ばわれている林栄の英 
行む, 同じ刷似されにや0方てが處されている。

本きにおて.」方奈の力受反不林生臣ﾡﾡﾡの冬済的決定回王、 
雨覆は合の分、生田ﾡ領/ボのぎ湾的ﾡ告ご経清的日に ﾡする 

考※ (そoα ccn4idetaズxcr M ccencnuic c.44Cace and carz

x。 aud-icc Pat:cc ) 逆びに 有利ぼ経営ヒV更 

だからの清ゴ ご生産保代の比験 (Q centnwイet / 上guida te 
4 4イa*ed d ピaart Pe.tと f ftofito&ee 
mand 2emoと )に置VてVる ・

本sd、 ¥ってペへ区ざA座ヒよn寒"されR武は8深と. 狙 
Eでﾡ付され てさてVる成的イボに対してﾡﾡを しぶうてして 

VるのcddV. さべしかし • 際ﾡ林からの区大ゴは合が科g し て 
いるこき、・済的係件は生産呉(に西守受バするとYgかつに z 

とほが白ごある.

ズ不言は、将示私日杯に示いてごの位 林科経ぎ (/oaaatwyrac- 

乙cca )が行はれるかていうとと &予畑 すること を企d し cVるもの 

でひgV・今ろ,もい企業の 目ﾡが派大の牧量 を生出するとごであ 

るaらば 休ﾡ#有ﾡによ n考ほされﾡく て区てらゴい麦化しろ、

ある兵件&示す

の人々の対なち

しても、私告林点の 商型&理解する上に岳するてとろがみるざっば

手Eである ・
私は呼rﾡに終育さ れた本み区 ではい. 私の林業に肉する知Nは 

☆利さ、お等亚びに会見或イロ烫案ヒよって用膜されてさたも㈤で 

ある. この月c. 林ﾡの専円ﾡ枚台 を受けにく々は. 合れてさた 
氏いロマかﾡく消ﾡさ れてきﾡ呼向ﾡ性ﾡの料 (tarnaなuiax ダ 

a wcんncoe natwua ) の中はみ < の北すべき央を4すかも 

しれバい ・
茶林産のcAfuutiaduacwy) )のおの向思に対して.優済 

的燈を硬償しようとしR円外ボである私の灰みご叱者をﾡ容して 

いたヾ ければ必V ごある・ ・

名 口. との所ﾡの初血の郎ﾡを置じて&ﾡ導して下ぶつたアメ

门 カ 合鞍 国山 林 聞 (U.S. Fouout So..。) の Mr..F3kJ.ぷadeu 
六生産ﾡ肝究所 (ts Feuc.tpedxct <&e.utヘy ) のMr C.u.

Swat びﾡ補 を才判 して桃んて下さ2P 7Ae じいッタ x 
R。oAua の のu. 9wnccd 奶 G.c&t ヒ対して ボお日る 量 & 

3、げヨす・ ,.

ヌウメ リカ合衆囲の人々 びに州山林ﾡ < at .tc) の 
自長、質易場金の皆桟. 株株学求の Pen&.ty .cfsee ) のk生生月 

任ひ にA庭 上後済的 の ▼杯にﾡWても&店ぶして下さる上に自合の 
昇mご町線をいは堤似 して下さつﾡ沢山の個へ的径営るヒ対し 

ても、こ、にﾡ大はるぶﾡの遠を去わします。
そので
<のm
素肌

ずるものてあろう。

・,生産保の経ﾡ的並びに林学的の Fこいを保監ば®を場塁き調る

z2とてしe に
ひし希が. の)

の上に一紀行はわれるむらば、向載的 コ 又ぎ利な摘点の端用般 

, 現史主陸民挖の冋物を考えるのヒ回様に困图ロもの'となるこあ
ろ う ・

私は、本 ﾡが段令林ボ価題に対してさ分叫解ぞを与えていdいと

てルいe一ど#Recdそと, 

Reootedレ , れ& o% ・
m4. ノ939.

Ra9n& - Ra2d
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CAsntvu了 erc&uter % cie ezc4才 PzcL2ewu
我初 の万 住 氏か、 アメ刀ﾡに上産したヨ以末、林桌固度 は息 

ﾡしてきたものてあり、 武後林業岡郷に初的に発ほしてぎてVる. 

ﾡ家が突ﾡし、くロが崎mし、山林が伐杯さ れ. 家衣ゃエ ﾡの ポ設 

さnれ 農関が城大され、 われわれの会及び経済ほ係がえ化し. ﾡ 

次優催化する にﾡって森林資沢に対する血切はベ昼の向ﾡはヌ化 し 

でして尚-忌区催にロってさている。

林場に対するﾡﾡもホ理呼も、杯株価図てれ自体程てもばい 

がAﾡにそ化し ・ 氏長してさている. ﾡ知 貿. 並びヒ相容れざ 
る利 占 関保 匕 立つ 宣 鹿日 今 守 どほ断してさに向ﾡの程くの問面に 

する正さG理際を回ﾡしてさている. あるるのは. 森林向ﾡが、こ 
の様 に 爆生しにとと を否定してきて あり、あるもの ば町時てる不当 

の向m &横成しているものにﾡして合致してWぼかつに。 ごしてﾡ 

林 血然 の 解決亥 並びに提案 さ れﾡﾡ東は大いてぎろまらでめつに。

来林向盟のﾡ四言ご根され紙決応は、かくっかの理由で相勇し 

てVr. aoには. 相当正ﾡごﾡ統にﾡしていたものくあるが、 

□oにばそんばに忠まれていロいものもみった・ あるる合にa、突 

際のロAが、すでに浅定さ れた田ﾡこびに政策に窒する ことを曲ﾡ 
されてさたかもしればい- ヲくの目的zして、杯え分野にKける 

公式ア開がはされてきてあn. みあるものは単に登的であ 0 ・ あ. 

るひのA式突Kの点用に対して正当でめることを示してさた.ヌあ 

るひのば尚実みび主ﾡの 画面 に 於 ける改第 をd受してきている. 

初用にがげる ﾡくの意冠ば好ましいひのてあっﾡが、 尚その他の発 

<の0のは疑わしいのてあっﾡ。Goに・ ス幸もそれらが 

ほ不え分ぞあるこてを証明されﾡﾡむﾡらく ・ 素に対する延俗的 

g府ばごして弾ってきひのしめる.
工g的G相るする主柔並びにﾡ題とは、る し森林の重裕的g城合

と 合的に向ﾡ解の役に仰つて.会在会のる8«とるぼ
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桜ぼペ置と不活ﾡ«災際が着ﾡされるていか甲突が gvれば. 初 

自いことてもめるが、 さして正裂て8い民同伝承例えはサンのーグ 

ロッスに対するチはの信仰と一箱にﾡ復しヌ解政させるニ ヒが出 索 

るであろう ・

公共的政ﾡご私的活ﾡの多く は社会的れ番に主J兵 &ﾡい てﾡ 

&取坂V、列ﾡし.保護するミと依つて行うこごが出太、 ヌ行d 

われるべさどある ようg逐部された信仰に基歴を置か a<てばgら 
a. しかる後ﾡ呉している定炎、ﾡ林mﾡのﾡ念、堤案されに解 

※渓迷びこれあの夕化し て= cVる定殺のら区南され てさたﾡ済 

※を今味する何@がでゝくるの cあ8. そしてこれば回まVﾡる 

われnれの株が政え&てる上に町し てきてしれるのみならず、引 

くのひのば型在ま でおを し、長らくごえていﾡ状又を現在祐清止 

< してる、

ノ. 区へ物としての浜ﾡ一郷血紋-
7後 あ3曲 &4 ② 2uiuoovce 一 Puxイwwo:&&r -
初用の移受、 浜林& 教対していR ・ 本処にはペn Iに天 

の素杯が5 ) すぎてﾡの ごうる . 英2行ﾡを認政す る※林 

がめ ろ か 0.イ デァンは政撃をい、 次mとして ﾡﾡをG う 

ことがざき ・ メ合号にるこくがてSた、 それよ大さ向 

ﾡは. 浜がﾡﾡ登ほの陸ﾡ宛でめつたとみこ とてめっR- 

ニューイングラン ドの岩&びP&へ。4rod の芝土の様に、株林 

関工の彩室&計々8」は. ﾡり除かぼく <はdゥdハった. 冷工 

○oe*a の麦士を係義するこ と &赴もぼえないと同係に大平洋 

海常:地0求林を係ぼしようと巻えるものは一くるいgかっだた、 

株休は唯学にﾡMであっ、府畑とし < は株休を係去する こと 

であっ・ 向ﾡの解式口、向1ﾡそれ自休ご同じ域に会く各めdる 

のであっ「・ すダわら然とぞ そって, 素休は除去され、株及び 

前物は単 去られ土地は桜析にﾡ岐れた .

楽休を破庫し、そ し て各考に満帰してくれる次災は天の感属てめ

つに 沙ﾡる ﾡ株林及 び 有量可林 a総て 利」用する 三その不 

町ﾡでみる こご. 並びに済xし 土地に対するルﾡ性によって、 

N杯ゞれた木を成だして しまか こYを無味Sことてのるご考え台 

かっ。アメ 1)力秘よ24名半の間に、/億5千万エーカー 
去

の 奈杯バﾡの尉に清ボさ れ可ゅの不だ の幽 に 焼却されたり ※は 

河の中にぷ入れられに・ﾡﾡら隊ﾡされに総ての木が成区され 

cしまっkのぞはなく. 双初のら、 林は料及びﾡV運ﾡ城料 

ごして経清的価値頃もってVにひのてある・ そして問aく. 本 

はﾡ校(2ecg&_&&)、電長ﾡ(少んかみ&3)スびパイプﾡ 

ﾡ ( Pie ねの0) の製卓利用されるポにSつに ・ 最初 製技工 

版が設されに時ﾡごW所にして、 在若干の諸鈴はあるの、 

尚業的木校業は約/62ケ年図に立されたもの ごみる

直物業は初ﾡにボげる=ュ ィングラン ドの登寝α里業ごらつて 

いた- そし て北果部の超のカシ&びﾡの有利ご市ﾡ をﾡ供しヌ 
南施の超Wの他他術製品に対する行利な市ﾡごるαろていた . 

く ロ のﾡmて、・内のさ交 するに従っ て、本代虐業は五大ﾡ地方の 

函の方にﾡ付していっほ。五大ﾡ N方の木求は、大国 洋岸 の市協 

向き木校の週ﾡするに従って、文密Vﾡ区の発墜に彼って、東部 

の向KにがVて8す 8 ことが出末る桜にgった. 南に常野 ( 

/e/～ /845> C/いてﾡっにる使ぶ発区の時期は、ﾡ来目的 

に対する木校の御ﾡの贈mさ 、そして /87○年ま ご五大ﾡ方の

a、 アメ ・ガ合矢屋の主要なる木伐生産地ごして、 =ュイング

ン ド帯にYってかわつ ・ この時ﾡaては、森林代杯の* - 

の巨的ば、発ぼする唱家に対して本ﾡ2び他の尿料&似給するこ 

Yざめり、 *2の目gは. 設耕に対して点g如を堤はするととざ 

あ っに, 伴ﾡら桜#N対する 区愛性は、ﾡ夫の仕琴を正当化し

「ニ・ i.
総< の、 いはジ分大部分の経済価ﾡ土ﾡから家り去られ、 

※利用のでさはい木札は、土の木桜会社的属するこ こ&ﾡ待 

されと 農夫 の島ヒ、 耕作がよ I)一脳容易に行えるようにするﾡに

※ G2e2deg.ZどtB, Scerte?u。 Aenect e2e4イ.でu.

and:P。 び/そ.Ccp.V./ (/2$).P. /32-
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※初されﾡ- ,
初ﾡ時代 . 総てのﾡ民が考え て いIだ一似的a考えは、森株d 

※常にな大ばむのてﾡ制のに存在してVるので決してﾡﾡざれ愛 
すﾡロこてはぼい亡あろろといふこYどあった.新fしいﾡべ木代 

の不足により、国るﾡなことは、りめめるまいご考えられてい.
ぐ 1

と の様び状よ つ て この時更を、 アメI ガﾡ用 ( そん jet 4

Qイし 0muenuicamu eeao.c ) ※に米電使の時代 くぴ &ren

ガ cexAaxそこ&-& )といつ。
との時所にて . 木の不足はあつにが、併ﾡらこの不足は局M 

的で あ n.ﾡみの対種に取られてい e ・ 西欲ﾡには木求の不ば 
aかっr , てつどる立殺ざくるつとそ体分V木ﾡべぷれて行 

< ヒ«っ て、ﾡ都地河にﾡパ されて行 く木ﾡのﾡ区賃 は木様のﾡ 

格を 底量させた。 しかしﾡら商ﾡ休区すしひ制に得易くはほか 

つにけれどそ※区ﾡてあるとﾡじ られていに・

この桜バ初ﾡ時べにﾡ用され保存手役は保存の優宣に目的 ( 

そAe PwPca2C242レT? Cenwerzen ce)に対しててめっに・ 

アメ り力国ﾡの初ﾡ2さ«の向、森株の状えは、多分本は類

富ﾡそあるていふ考えを正当化していであろう。

大ロ土ﾡが耕作の同に 南室され※ばメ※ によって破感れにけ 

れてひ、 <ロは少g<そ して申空 されに土出は残存して Vる処 

ﾡの林分に比ﾡ しに帰合全くﾡ大でははかっ. しか しながら木 

枚産業がﾡぼするに縦って五ボ地方から 雨にヌ ば大洋ﾡ岸才 

ぼが行ロわれ土也ば区ﾡ山 に対する じ堅性 によってE当される 

よ0一ﾡる置5割合品って、条株の剥脳が行区口れをけら水た. 

今日大くの地方に伐杯されR土地に対して私的市ゅはαV。余I 
I<ヌ山の土地が、ﾡ物のﾡﾡを支舟する尽にﾡ作にﾡえられ「、

*の尽に林出つ対するﾡ初の 正当化 は消え去っに。今日作L対 
して土地を南空する二 どの 田典 及’び 忌線極時代 の 承無求 余 り長 

<町区されほといふことは明日てある。放象さ れたﾡ祥地及び/

れに不生産的林ﾡの大部分は、 ひしずっと以ﾡより、正当

※1Camue&e?t,Jen&4・ 灯e -exe6ofmuortCGrereucortdo6 ouc4て

Couzc メcxA。 (/,itad Staxoa ,PP.ん9 8ao才, o,/928
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吹ﾡわれてVぼらば、ﾡ在有益て木ﾡを生し ている-とがで 

さにハもしれはい。※種ﾡでのるといふ信仲がﾡ山 の人々の ビの 

中 から 消えた 彼 も度らく、この白部は存在してV・Com2o氏 

は /89/ 年名表され「 aue4t fx&o。 の記審を引用してV 

る. ^
"合の杏林の該凌に就いてのﾡ---- =れは総てわことくめ 

る. 犯在アメリカ合条ﾡのgかにほ /0o年間よ り、よI以上ヒ沢 

山の木枚成生育しており、 ヌわれわれが依し又ﾡ用する以土の木 
戒 か、大平洋岸にﾡう <. 唯単にﾡ都ぶに与田 し てy る〃 卒“Y ” 

ﾡ在この考え方は、木枚の不えごいふよ りも 、 春生 産物の 馬 

雙の滅少(、 木求生産活動のﾡ大くにﾡ因する木横市局の不定と

5かたらで木状米者の不をとし て支形されて更争されている.

2. 木校ﾡ催 TA。2oucey onuda
/ 9 宅の向、就中部北戦▼償ﾡ化しﾡ保件は合も、m在名の 

株向とは会 く 対•成的である後な来林血感尔慈■起した. ・家ヒ 

a面するてあろうごﾡじられてい新し い向忍は木ボﾡ経の向島 

cのっR・ 愛くの発直は、 新fしV考え方の西電g不任的記に頁 

ﾡしに,刺部市帰は、Vaご官つてさかつに程の天刻S本ﾡ供名 

の不足に直面 し た ・ 木業の中心世は、付 /25o 年に は五河地 

海のH (よ洸レtoや )に琴り、 ¥の在紀には市部にうつリﾡめ 

P. 伐木義遊びに木我乗に於ける着しい変化は、その波命の直タ 

こ、 選切田の必愛とぞある。 工は以に比区してボ少しRが 

年ロ内生産額は、前期 の打 数時程 に增大した,ば大し「木問寝 
は、民大は林ﾡを岐杯するごいふ結果を招末した. 成就世並びに 

ﾡ都地は新次卵ﾡY 0 ・ <u て知立休のﾡ着区は給はねﾡに減

しR- 森林R. ﾡ早類ﾡﾡなものてめるとu考え»れdくa" 

、 ヌ使歩よのﾡﾡ物てのるとも考えられロくgつた。突総は価 

値あるるのYdり、 それは保存されヌﾡ合されるべ きものてある 

こ”士セエな って来た . そして受初杯甲されT計唱は、契地の植 

※ 7 ブ -,ァる :



ス&繁ﾡする ことぞあっ・ 伴Eらこの缶緊は: ﾡんどしな 

かっに・ しかしノ 22ま に、 氏祭 は植林日 ( Aakww day ) 
の運動に総在向5支片を与え . 保存にえ分以&もっﾡヒらっ"

麻町題&公式的に系しにあ»われY更依し得るのは./874

正 ヒ、内ﾡ扇 の i 森林密 会( Cemwwiuoiene2d& f 子eet) 

が創契されにことてある-
この考え方は. 自遊的な微該的にぺ置が回家によってとられな

Vはらば, ﾡるは く系林生産物の真のﾡ僅に血面するてあろうと 

いみ=ご岳細さはた-従計的々破が、新しい保存型ﾡにホけ ' 

る指ぶ者の資田乱5支対する4に名介されに・,そして-れみのく 

くにx 0.名へされにﾡご予想は不正歴でみり、不当 に悲 履 的 こ 

aあっけれさも、当時は谷契され、そしてん々に恐れをﾡmさ 

- 微海六分に対する部aは 、 奈林資沢にしてﾡほすべさだ 

あるこ とa示し ./880 のピンサズざは、 8$6,3o○ 万 

ft. a.w の林みの苗ﾡがあるとVつている . そし て火災とな木 

を行っ r $。 年後には . 残2処て分は /54620万 ft,&,n 

にsるてV小こて どあった° ﾡ林生産州の消貨のぼ域は全く正 

変 < Gか った -

ヘ コ aの終並びに木イ消質率のﾡ大はﾡ楽に寒され 

てさにそのよ りかに超して、木夜空施物の紹逐はめらわれた 

・ ニれらの予想とﾡと不正ﾡべものてあつたから、彼は当 

時画に合.ﾡのみ作成 し た ・ そして資ﾡべxにぬって者茨さ 

れに.20 近紀の初級まで、 才た5るﾡ力的な場谷ﾡば、茶 

保ぎの脳品すゝん どさに そして疾林資沢の保存とﾡ加とに 

するヲくの次家は、 新し い※足されR株向1ﾡの伴決業と して示 

された .

木校 銀ダ時代 に密 んであ った 多 く の災花も 画 及び、考 え 方 の なか 

s、ﾡに指昼された23のそのは認歯Kよってセレク トされたる 
の cある.' j

※1. / 2 . P.ノ83
※. a 24イ,dペtde 2&t が°& 44Lenedt とe2イ ・4ッパぴ 

人seonoz 2(/933).P/?4 (Cepelad /eズ)
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この時代にﾡら わ れてさた ◇っと独特 は主※ ( Aec&a dtoct-

) の-っは、 変存している森林は会 りA値高く して便用す 

るさと はぞさばいとい小主受だある

森林湎检㈤大証分が気成昆 に更移 し・ 利ﾡすることになつて実 
更てさるとVhぼ災の考楽をはずに、 進に奈六が末末の時代に 

対し て保解sれる採に、木枚戍探 を制限するといふ こ ごが論望の 

ﾡとロってW. 当ﾡ岸のくの時べのﾡにﾡﾡされた とえられ 

ニれらの森林は、実際そ の総ﾡ臣さ れかっ し 又 夢分 その利 用 

について考起されBかつ・ 木戒を利甲するにば余 にその価値 

が高すさるンい芝え方の自紙的げﾡ(2 ceaodQe) % Nq 

to- a&.o2e -イ。-& uu.ed dsctinue)ば. 木 成 生度.物 の 利 再 

のボ少を計る»に、 そしてか<じ て森六をペ区する点に、木夜の 

代 同物 の 利用であつだ・ 従って=の式来は包冬ヒ、木校生産ﾡの 

両<使用される保多、タイルレ、ユメントﾡ鉄、 並びぜの他の 

物資 の吸追策看を喜ばし匕. そしてれ れらの救料にﾡ係みる団体 

ば、このﾡ来ぶれた解沢栄をなく宝区し、 ミの考え方を-般に缶 

介するﾡに大VIにダなした。

督』領え裂ﾡ会 ( 7A。 cenntet RccA Zaacなuoa 

ad ca才 ert )は次 の株 函べ ている ・

"木桜くよ り建然さ れに浜山 の担物は、木衣をﾡﾡさと ・ 表林を 

粗 後さ はRこYに対してﾡ任がめった ・ それ改迷ﾡの聖互的書監 

、他の圆根張り、或ほ風の不遊修物震が焚用される麻口词Mには 

茶ポYい』負ベ生育ﾡをﾡ用すべざてなW -< して当 

例会は政府に申入れを行い ・ アメ 1 合次国民

に対して、 く表の利量を保証する様なﾡ位のサーピスび政ﾡ 

運繁校料と し て の着质氤区を含む永久 的な、«済的区ﾡっンる郡 
・ ※ァ

合のよい利甲近計る様に希ﾡしR .7

株る及びﾡ土ﾡ業の商業的口良をもつ飛表 (b444Pu4&ear- 

teto)の. 或納製ば彼の森林向ﾡの解ま媒&主表している. す 

恐 わら と竺坦駐空星サ われわれ。 g旬林 の s 座べ分率に S

※/ 2ax0.ac.B.c0..ひ.6,2o.7 (/928).p.1



する報盤速大の因&るにはくてHαめはい. プメリカ合祭ﾡ 

に戻ける、 木校のは合ヒ向する縦は実ぼに系刻でゐ0. ぞして 

相当の努力が政府によ り 又^によ.回院のﾡをと の様ほ状 

えに向ける様にヌ不枝伊ﾡを宮区することヒねわれてさ -
アメ ・カのく々が政府並び信へからの恩にじを留める こヒが 

てきる様aるつてる実産的8方法ば . 遊土生産物 客作ることであ
英大g量の木桜が=の目的に限問されてい2。 そし=の木ﾡ 

が保存され. 省 りヒﾡ士生産物が促用され尽らば三電の目的に 
■住する こと ヒ な石 で あうり。ず日ゃ ち" の ことは. この回の木 
ポ保ﾡに対して更ﾡらことてあろっざ

自前車製直業ﾡ座は、自動早の館ﾡ製里体のﾡ造に対して、V 

くらか 不校 を愛申しているので、この実にﾡしこの区ﾡは型塁べ 

同選があると産信している様でみる: 9e4geB2eth。 の改泊記 

きは、全鋼製車体に所いて次の様に遂べている。

" ・内の天ベ木貞環保存にがげる※くべさ型
・ざ歩として、保存主委ﾡ理によ り 展亜されて いみ。

特に ワシン ト ン ヒ茶Wては、条林係存及び母ﾡ林計風が、全画 

ﾡにﾡ女れているが. 持 この仏御ば自動卓製置業のう ら にﾡ 

する ことができる ご。

他の武茶様料の製ﾡエボに茶Wては .木ﾡ健の解沢*ン し て 
木代に対する代ﾡ品の欧用をべ進ざせる活町賞人てめっRげれ 

ピも、彼 等は 虎一人で、その唄«を基 したのでばなかった。炊

/ 売練るご鋼ﾡ田係 してV感Wﾡ山の人度がこの計ﾡを主ﾡしR 

のてあn、そL て炭大ぼく産べ、出末るMはﾡてﾡ林生産ﾡの消 

来を減少ごはる月に努力する こごが愛田的でﾡﾡであるとい』様 

k才え てVた。
ヲ分木業に«って、相当型の市畑の演ﾡがその愛き者座Iつ対 

して、こ の信仰が番ヨ である こと を一很的 協恥 ちれ鬲 上に資献 

されている.

木 の代き aごして、他のﾡ料を刊時すべきであるYいい主殺

※7. ZuicA c②y 2no., ど 74 (/229) P.4o6

※m. 入zt0. Pl. BzA.,Io.o4 (/9o). ア./

- ?-

のなハには ・ 23 の設諄ガ ある。 そしてあるものば他のるのに比 
戦してよハー層距自さものがある、桜みて5るこV.もつくも 

日a運出Yして、ﾡ士鉄及び*の他の銘4のﾡ合は、類置高でさ 

なく代音て出末gVのに対して. 木校の炭給は、 それd一応清ﾡ 

しaくされるのもしれなW が代 百することがでさるといふこと で 
ある. すなnち木ポは ・作将として裁店するとと"てさるのに、 

数及び粘士はそうV小とては出太ていとWふとこどがる ・え列の 

開白口誤訳とし て 科木は山ぬの泉表並びレク レイ ショ ンの 

効用 等 を例外 として、一抹木は, 木求とか、ﾡの生産ﾡに麦され 

るこさ のみ.個値があるとい小とてaﾡ家泉度の失敗Y して考えら 

れる ・ ¥してﾡ林生産物の経河的価値は、 系本の前防止、nれ 
0コントロール、再生 動物の Bュ かお提 校、レクレイション区 

の試定等びに他のﾡ成的利&ﾡ供するととろの回電を眞体鉛 

にオえずに、容部するヒV3のが一名 ヒ今日ﾡめoれてVるm念 

である.ヤ5の 該認案 こしては、 非常に用日ぶものではあるが、 

3分變全な像全政策 ( oeund condouvottet Pauey )の区ﾡ 

よnもっとて星覆くある ・ ¥れA床林生産物に対する市Y、ﾡ 

末の族林供給くある生きビ対して、彼垮の土感を管理 し、维特し 

て行く個く状木ﾡ有為ﾡの部ﾡﾡG並び安政的は能コ (P 

クレ&nれなue and たancae && ) ¥の肉係に於いてﾡ出ご 

ハるべさてみる、この商ぷに対する解決が樫ﾡに進建され 、 そ 

して集林生産物の市帰がさいならば、赤林の生言も生産礼行われ 
ず、 ¥ して画ﾡはﾡい有問ぶﾡﾡの利用を失うであ ろう . 木町 

有者経は、彼が木枚生能に従寺すさ以ヒは、彼の 生産しに主産 

物商財は消ぶしないくあろう し、又再善物資の影響る父けなかぜ 

あろうとい らうととを産店している ・

自動車の車体取直工にホ"②木校に対する鋼役の代首は、ﾡ 

生海無病林の主夜を無囲させにかもしれぼいが、自動車金土の次 
木市ﾡのらのﾡ置は、ﾡ業樹休径活名座の利番&低下さはる 認智

』っに. そしてブ分圧生産保徒の基炭にﾡして業を計過
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し ている五涼ﾡのiに旅る清栄営施求の清原にはﾡﾡするか 

も しれgい ・

一般の支待はあるが、しかし確突の名示の少Vところ の他の 

条※は、切してVる不桜位区保波する段として. ヨーロッパ 

の宗林遺成の方法 を、アメ カ合ﾡﾡに血たすべき Cあるxvふ 

のであっヒ. この桜は来が祀政系受によつて行aわれ、え付さ 

れたといS の.a不自※Cはﾡかっﾡ ・

ヨ-a ッパの里々ヒﾡいて4、ﾡはこのﾡび受行のじ響が、 

アメカにﾡさ て久しい 以血に. 西日ロﾡ刀のﾡに実行されR o 

である. 初前Cがげる務官確は. ヨーロバの校て故神され 

た ・安専林将自室a ・ く保越されている森林5ﾡr1 し、ぞして 

彼考が白ﾡし、 ヨ学したごころに立ﾡした印条ご政菜近もらﾡつ 

た.アメカ の林孝生建は、 卜国の経険就中造林法か ちピぶこと 

がてさたこのが天山おった。外国の林学方法のﾡﾡにがいて、わ 

れわれは植林、商パ. 花宙&び彼宮の防止並びに絶てのﾡ林僅成 

のか呼施いて、価値める知許を学んだ。との知織を容部して, 

onわれが 自・の土 にタト 国 の林英使榊 を感面 するていふことd 

不合理である様ヒ即えUVが、 しかしが、われわれの向庵を解 

決するﾡに、ヨー日 wパの核ﾡをﾡ施するといふﾡ衆は不合理で 

6る。

林栄組領 ( a 4ctem / #o2&4スy>は ・ 土地の株件と. 熙盛 

に画応させるべざざめる。 われわれほﾡ任・アメカ合ﾡﾡの、 

ある森林"帯にがいて、森杯生産ﾡの最&の利甲を計り、ヌ政大 
の受ﾡのﾡ生産を計るﾡには、他のある地方にボW て付なわれて 

Vる0のと全くﾡっにア加 をじ援とするかそしれないとい3と 

<部のCVる。ﾡしかに. わぶ® の 搬 ゆる 部分 の株件 け,ドA

、其画. ズェーデンの係と一致してはいはい.ﾡ中冬済的係 

件の疑にボV て、 並びにﾡ政的に実行可能である作業てWh 呉 で 

全と相ゞし < いる .

ず く の外 西の林集 口 .祝労働、高ル地町び木て対する

立表ﾡ市ごいふ様G係件で行はわれているFが引V ・ ドイ ッに

Vては、森林-エ_ 力_当nのくﾡはアメI ガの8倍もいるとV 
ふ手

mu. Goodxa は中央ヨーロッパにける優へ有の諸係件を次 

の桜にﾡ活している。すなわら、ﾡﾡと林栄との向に放のる度ﾡ町 

座 ﾡにがけみ永ス的日湖和 ( Peumt2xue?花 だauwcQetZとruod4 

-&pcPイe#パ.nオ ー&etecr fe ②"L feuた ・ 入 ・ 総奈生産ﾡ 

に対す る市ﾡの確保 (4t&44uace t n2.んcわ f a99 feu& 
Pasduct。 )、森林乾画の矗当 な史施可 悠を無. 整(麻％以必: シ0 

erfcob.4e 2Pパotと が 4eぞ Pacc ) 、 絶ての土だ所 
有のﾡ任を有するﾡくﾡ有者と回との向にﾡけるﾡ互系さ

2ccePxace 4 がe 2at。 and ee P2caな ◇uxcL 4 ぴe 九eet- 

uttutto。 ダ Aa./ exnueo& ) びに生産係ﾡ素林経営に

痘 当 ぼ 求 ﾡ(4 2&Dt 学 taへ aむe R ruioズs te 2u4a-

tuc4- etdL feac才 伏ルムサ/ガルオ ) である.

アメ リ ヵ合家ﾡに託いては これ»の区件がﾡ分に超部されてい 

るそのはっもざく、 ヨーロッパにボける質金はりそかに高V・

、ヨ -ロッパで実施されてVるﾡ東や的利用の式ボにユって 

ア* リ ヶ <杯の経営を行うこいみこ てば、個く冬営巻に対して は 

縦済的自級行馬であろう^ヨー d ッバの経営に氏成 している宣夕 a 

不合ﾡてあると回様に有密である.

アメリカの点林経営にボけるﾡ杯上の定成といふ主張 (TAe

どtてontc ©t 2i0x(cu&taメ RMec42 现 nuzca feu才 
シ2d めあ) ほ、制葡と頂夫 F を送えな く てdgらなVaく経営有皇 

を※Nさはた . ¥に て理ﾡ的てﾡ像の虐立にじした林※信ﾡ着ﾡ 

のマり方は、世方の係件にﾡ合し、 巨ヌ自分建の経当を永く的に従 

行しよう ご本えてい/ﾡくﾡﾡ省座に央感を得る様な実区的で計品 
をﾡ堂さとるうえに百周Yとロつた ・ ________

※ そe Cmu44.J・J., Ceuaスuc才 Ze&っ04 fo～ Ze

Pzitote n.Rsos. 九a-プ/o& ・ /226

※立 Aee Gosmav,R.B. Goma (4 aAe oてa2o Lcdedd 
アea2かZ&u。 ユ ・, hevem&c。 ・/934. ア4・
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切し つ、ある木状ﾡ優を田する高のﾡ初の計画の -っd、 

・役的べ樹木植認てあった. /P0年の初図、 若干のミゾー 

のく«がんa込a Ana の区を.木校の生ﾡ実ﾡに利問すべさ 

であると国会に恐殴した. /823年までには、 夕っのがﾡ杯笑 

ﾡの速律&町浜Uた: ¥し てく植ﾡをﾡのするるの数y < のK突 
がU会に理出 さ れた子

ﾡﾡ楽ごいふﾡﾡが蒸ﾡ的は口ﾡを尚のこごﾡっ。それは給 

も ・ ﾡ木が何処に箱ﾡされるか。又如何に して、初何はる理由に

つ て実行されるハとVふことは弟くど 題 Cしていdかっ か 

の楼であつに。堀動求ﾡは単に山の世不5生産さとるこ。に 

夢中にはっていて、 そしえ分さへ数がこの植林ﾡ動に動Bさ nれ得 

こらば、こ の8る べ S 木戒飢鐘 な 回 瓏す るこが出束るでみろ 

うご才え ていr.、 /

ﾡﾡに対する支』を得るぶに行さわれﾡﾡ- のせﾡﾡ定は、ス 

への区留じに訴える ことでのった。浜請とV力こ ご<対する考虚 
、すなわ ら遺勢的ぶ休着座が式味&もってVY題はれる この 

軍初に就い ては: 初ﾡの改ﾡﾡにさ つてﾡ会にﾡﾡされていた, 

生星 さ れに格木盛利盛の挙み様に 上手に使用するて い小こY 

にっ Cばﾡのぎ希も行はれ改かった ・旦ヌ木出高のﾡ用Yい 

力るの も本歳に入れら れ aか っに。切担し た 木校のﾡえYVh観 

資から、こん ゴにﾡ田をかて生産しにﾡ木せて、 道林名の努ガ 

に対して双につぐほわれるざのろうとﾡ断されてVT ことほ曲 、 

らのてある ・ﾡを楽廊するこごは、当点向明されていた様には 

、森林向容の解※ヒに役ユっYVクととは殆んどなかった。 <Vh 

のね担漫された樹木の 中で、林木に利用されたもの、 ヌは利用さ 
れろてめあろうてわれるそのはﾡのしかはいからてめる。

伴Eら、との福書便町は、中的改同向地に図する非制にやるド 

けの値のある着手から注遠を外らせRてV→こと は向慮て し 

て、他はﾡに宮はながっ2た。ごu て植えられ口ﾡ木は、Gのﾡ軸 

所扌・ 御ﾡの日&や、株息の為の公国や甲県の疑历の防風林専 a ---・-------- ・ -----一―-  ― ・ ー----------- 
※/ Cznzoz。 . P、©Z ., ア /79

ﾡ供するごい利量を与え たた ・

本ﾡ優が 主 翌 は本 歯ﾡご考え られていP時ﾡをﾡじて考え 

られていた大はりハαりなくうけ入れっれてVたﾡ岩は: 独の支 

感x一致してい る かっ た ・山林経きる田央的ﾡ能にら しのようと 
いふ オ 宿 郷决が殿議 を 支符 するとこから発置してきた一っの6合 

があった .この信念は、ヨー ロッバ式の方なを正当とし、 <れに 

依ほするそのとはﾡの虹ﾡぞめり、又植書のﾡ狂的はﾡ励を非と 

する そのてあっに. これは山林の私企業的経きは和品を目的とす 
る事芸にハ得るこい小ﾡ週たる信合てあった - のw は、 

92o 年次の様に結論してVる・
"...... —— 時向といふ酸末は、木校問ﾡ木の生産に対し て

巨大 日るボ木がル愛であるヒVhこヒ 、 相ﾡ っ て、林デ を個^的 
経----- 賊 力、手隆に曜蔵のある私企業に取つて数刀ロS*の 

こしている. 休栄は長年目に耐え得る末町 (例えば町家法く合・ 

のmさの)か、或いは巨大な貫本主のみが、一っの寧業として 

経当でさる. すaわち. それによつて学政上の滿足を期待できる 
来としてﾡ行し て行く ことがでさるし

犬部 分の初期にお ける この主要&るつ熱狂的g動者壁口、法へ 
組品め、大資本主 がﾡかはる炊益を用待でさるごは丞まさえもし 

さがった . 個人的山林挙装ほ、 一殺に長たら しV採ﾡの れせい 

方送ぞあるご考えっれて Vニ ・
ﾡとよる原続生産は老ヒ入Xれられほかっ . そして林業に 

ボ るﾡ型的 aﾡ念 は、裸地 を樹木 ぞ寝ふことでのあっk。植杯の 

経責に加えて、税全、防ツ責、店代ﾡゴどのﾡ任ﾡがのつたし又

K基間 二※バ木枝をﾡめﾡすかし知れはいピa険之 森が 

利価 を生ずるXﾡに、復利 ( Cewmou ovte ) 乙小もの 

が、 利ﾡ&服ﾡしてしまかYいった阪はこと くAovdoo) を伴って 

いるのcある。市ﾡきの寸法にまど、樹木が生長するには.

テo～ /○○ 年をじ愛とすると信じらっれ・ この顎実が、ﾡ林経営 

者座を休業計回に向0はる こと経回止して ﾡ.何放さら彼幸

※イ e22とu〜・B・E・・Ecenzc?zic4 ゲ 7e2.&Z4 ・ P.// 

/2e. w& ・ / 2 ◇-2
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は、 ﾡ木を犬探とんごするごきにば、その利品を期谷することは 

出占いご思つにからぞめる。ヌ、木校をﾡにる試のﾡすとして 

林学ロﾡ&用Vるには ・ まﾡ有効ごまぞは発墜していロい従旭に 

あみとも一役に信じられてV .このことがヌ、ヨ-ロ ッパ式株

• 学方法のﾡ用屋宣区するにはに矛官 しすざてい ・年に至 
って個人経営者数のﾡ加をる理に確立し承経営にがいて行 

aわてVる浜yのこれる保ﾡ生産の告は、牀業は欠期になり 

浜算の合わ頃Vマのてあると 』ﾡ固な考え方を追い払小 のに大 

きな役副を東し て る。

それにて句らず更在でそその古い参え方が残ってる。教る 

楽家が /924年に言監った手役こごずくのく々 によって尚承認

されてVる配的ど相相をあらわしてVる ・

"ア* ・) 7合衆にがいては、ﾡ木生産のみを目ﾡごする林業 ( 

2e22 そn&w /レmなッ>を但く経当どこって行く上に全く町ガ 

そ足ﾡむさいのか: 全糸さい ・ 唯林栄之 姪省し て行く 上の特扳方 

上ﾡにある也襲的は譲府の初さむの蛇びに地主ﾡ族的ゼ枚益など 

乙てって行こうといふﾡはく々 Cは好ﾡ合ではロいであろう。

事ﾡは全く希至のるのである , ﾡ距に林栄によって

価燈的に利猛を得ている固民め、之 ・ 国家や ・ 町てVったその 

Erは、休系から僅かは、しかも不確実ロ評酬をうけるだけで滅 

足する ことかて'き 不 ・アメり 力 で ほ、［口人 娘林業を営ば决 し <e 

在するととけあるまい ・ Yふのはそれに依つて生ずる配当金は 

少し公力の営い不さ分のその定し、巨疾株経ピに伴うえ郡の相 

双といてのが、ヨーロッバには巨年するが、 アメりカには全く 
ないから、ク. ア*ハカでは、諸ﾡの特ﾡは難べ占るのて5っ 

cさているイ " ﾡく経区の林業が内し得るﾡ-つの方a 、 

政内が実麻上絡て0営用を夫必小ととにある . ごして創業す(れ。 

©/-&nc ・ オいみ)、松ぞ質、森保度貞は ビを-切支ムっ 
て. 赤林前有 港 には利益 単固(,痴ン如心が yA。p)のx 
そさ4て夏くこC4ある°こ といふのか•多くの人々の離度e彰つ 

※/ て才。 Poent.C.A. イo&etc& t&め Rad .Jewa スeZz ど2(126)P&4 

※r.スe&a@.R.,x&,ecPcooTeut.でvee 2ewVod8. /23
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た。林ﾡは、個く的有にしはいンVふこのﾡ回8自念は二Eの 

勿東を及ぼじ「・

-っには! K府酒動ﾡﾡさる繁論を堀"、一つには個く活・ 

の発整を置らせ。会くの目険活が. 向ふ見ずか 或は多分何か 

の受K &うけﾡんは飛Yして. 継れも前の様6一製的g感想を 

ﾡﾡして. 取えて林栄品経ぎしてみようてはしなかっr- 

ﾡ業の成ﾡにドする同桜な宣公の幼東を論して、ﾡが省の 

G.ow/&.d。 は次の接に速べている, 玄ふまでも四く、ど 
〜事ポに茶Wても利油&6げる秘談は : 生産以の経貴を保呂し 

その販索価巻&出ﾡるだr難してらく ことである- ところバ度菜 

家は、 その生産ﾡ貞を削ボしようYVふ計回ヒがてば 全くﾡ 

いハンディ ※xッに画@してる それはぎ業を償町さ ピる上 

にとって晃大の簡きSっている送水よ"も、早惑よりも. 製藤

よげる、ﾡ治条躍よ"そ、建等全 計 を併ビに よりも ・営ポの直 

歩をのげるものば、ﾡボの成応こいつたﾡ日ものaaいて いh一 

役的区ﾡである。至る商て。 皮料ﾡ送Cd政ﾡ&作るこごは当 

末日いてさわれるのを耳にする. さ中乙ぽのっくすこれらの戸に 

は全くそつけることがぞさなV。
銀行※こ、 工業ﾡも、一級のﾡす名もそれ&盛く-——- 政 

ﾡ自費そそれ客さ< ・ ごして生う取入れてそらいにい二Yは、 

こうしたく々が当それを色じてVあYいふとこてみる。これに像 

って、彼等は皆え気品失W、その告料は ・ ﾡ業新はは広区的者長 

(fとtonteae &ac4 )を求わるのを危唄するのみ日らず、 ※似は 

例えうまくやつて行くこYを桜したこしても、 ごうする属にえ分 

・程のバッ グを復傷ずるとごは出末はいCあろう •徴って 悽 游若 

ゴ、 いくらぞもﾡ昌のダカをるって働き、 古くさい残気に毒づき 
大 して枚ﾡのあがらざい桜っぽい確予を得ぎ、 そして攻獲はて 

行う。しかもかく の 如く して生産物貸用 を市陽個格より もとにも 
○て行つてしまや. こんgことが2.3年る鋭さ、あ<の栗=a 

威業央てﾡ敵からの判曲よつてﾡﾡろし<尽り. この住学*而
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きらめ <価の他の出琴で生計&て よう といことにαる。, 

桜業バく上の様に皆盛的ぼハン ディキ マップにぎしんでいるの<全 

<目じ 様に 、 木生達 ( ラムメシ A2mみ ) 苦しめられている 

0ば明日てある,同様で支桜するもの 、 欠乏こそ (&・24ne・ 

Aaca / 2 ) 林業の企業を性格づ てVる.

邪充と知ﾡとV』点眉の授来は、 さ分に渋にゝれていない。賊 

区的支ﾡそ六手に入れﾡし e

株業計画( feoeウz Pxeシc. )に成内する優宮着は、彼の杯 

業向ﾡ解ヌえの価く的改ﾡ与に対して、信用ﾡ音を与えられる代 

りに、しばし頃役はる、 よ)一眉大さ"公益や( Puco.ta。 /cACc

2cPXとaとe本セ行:(Cczかcイ ダ Pe2c4そ ) ピ係成 

を呼するく々のの判を悪く しさうとても企へてろかの 
様に 京扱われる.

" 木枚ﾡ催" 左んだ ぎき条 の至を価値づけるにあたつ て、ヘ々 

のそれに対する判定は決し <試面ごあつては感ggW. 彼をが予 

さしたﾡ能の潔しさに対する判断ヒに潔認のあつにことは商いt 

いが しかし彼等は. この様に谷除づけるべきヲくの知ﾡを示し

このごある。彼等は森杯はﾡ花区 そのでみるといふ信念を 
ﾡ用すれば減»する ものであること を摘しに血液は仕事をは し 

とげた. 彼等が示し森に於ける向昼は存在の契部は・他のへ 

2を引l づって行って森林の 画察を一層正碓ヒ し.そ して森林ﾡ 

米の科学 を 推達 さ 义 ・ 径消向意を絡座さ、森林向属の桜担を、 

さりﾡ会に.よりﾡ実的に形成するのに&ロどた ・

この時代の有宙口結果の大部分は、 木求ﾡﾡの報ﾡﾡンしててら

出さた不幸なる系によるのてのる。木我飢慌に対する恐柿か 

と生まれた一つのﾡしむべさα何片、残房甲ﾡのaくなるにっれ . 

て、立木 @奥が除責 するであろろとV小子選のもとになさわれR 
木求担員のﾡ回であるシ______________________________

※/ Q.2。.し.3.(/9o).p.5す

※Z -Pe ecenenue P2ak6m3 f zAe uoAe anc6 ZuQoz

アS 山 原J Jハu2ン ・ P2:2iaiou , Reieu,huctcia( 
/ecev 4cクu3tace・乙o4&いイet ・/936

ーノT-

ﾡV入れたな大«木地設は ・ 総てがﾡかつたでははかっ 

現左. これらの不おのもらとされたに束箱を、的目君達力、樹木を 

ﾡ木にするこYてにさって根言の監理をさせられている。ごしてこ 

のﾡ理び、ﾡ在の木校市ﾡの忍ﾡご不支定々森林所有 の向農に頁 

ﾡしてVる。
V

3 東林国感の理温 ,

Ze ん2cdcズ -少tatoruent ゲ そ& 死ccそ 2?c&_&oxu ・ 
長、森林保ﾡに対してiしV☆談あたえられに. 大した知 

誠Y . ずく の経驗は ・ われわれ のま秋逆 源 を 苗覆す る BのW限政 

ﾡのﾡ報を認めのさはた ・ ねれわれが国民生活の他の局面ご森政 

ﾡごの肉ペ並びに林ポの4 し得る寄与、株ﾡのめるﾡ面の求ﾡに 

対してるつ渋立性ごるったるのは、 われわれの資滅のなV有用性 
各保ﾡせんごするﾡ力の上考施されてい る ・ 
ﾡっごそﾡなャー俊階a、どうし てそ解決しな く て にGらな 

森向認の 目ﾡ務V卵ﾡﾡを(りあげる上ヒﾡみ出された。林※ 

の 最終 目的 日、最単唯単ヒ、森林の生長とはけ口ごの2っの向缶 

を計るだHて はaV .

令日森林 向親 は 、 ミの基よ的ロ回的からﾡるハに速いFfゴてで 
<てVる. そ して桜都までは全体的に旅林伏ﾡ内係 0なかっ 

たと考えられて Vた分野にまて及んぞ いる。

しかし巨らﾡ在の森商遷の卵ﾡ言は、出発気では、 夫ほり). 

株株の示ご生長のﾡﾡを係っ ことでめる.

向ﾡの2っの面は、 木枚ﾡ座のぎ吉者が誕感していここ とゝ全く 

e様てある。 宮わら, 商存の林分の成区的はべり出しの防止並 

びにﾡに減ﾡした林ﾡを田造林する準備Yてある。しかし今日の 

一 の様な活動の目的ほ、森林のﾡをの止よくごするだけの微求 
<は大いに相止する. 今日の課ﾡは、氏辱樹木の代出しをmぐ 

ことぞはない。尿伯林め、古V代の林安Vは再生育林(か 

4ccexdシxtxん)でさえる、¥の本の区済的«値を現化さ
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せるに代らるべきであるとﾡのっれている ・

商ﾡはむ しろ新しV生産の準ﾡそ何そしはV一方的利問とV』形 

式によつ <生するﾡ区 をﾡぐことにある.--------- に将末に 

ﾡレて て記の様なダﾡをﾡけ→るﾡに、森資ﾡのﾡ用を規する 

のである・ すっわち下記の様でﾡ態とは

"ﾡの申国はﾡされに、 そして製ﾡ日アを申ざし、然業負は 

ﾡらばった。社会の空虚な起の中に置き去/ にされﾡこれらのく 

くは局早彼の労の力や生産物の高帰を足出せはり。秘全は清仰 
にa"、家る交ﾡ も打 ち捨てられる か、あわれﾡなV幅格てﾡ都 

されてしまおかぞめある。森林のﾡ伐は、ごの階にﾡ村食区定とす 

たれた都とのかげを引うっている - この影«は、 国民社会ﾡ虫< 
深<冷&んそいる。ﾡ木のないa料司亡 は深は急ﾡヒに流れ老ち 

る-洪水は経 り 狂ふ. 表ﾡ土は、昭天な地間から独ﾡされにもの 
に口って しョ ふ. 河川 て握咫も茬乜州 の 長い用 口&反わさ れる」 
広 は承きをﾡりくの生活はいためつけられるス

生産ごを却の向図、 びにﾡﾡ出のﾡMは、河って考えられて 
いたﾡﾡ«なそのだ はない。空ている士地には森林を生長 さ4 

るゅにﾡ林す べ さ ぐあるヒVふ考ネ は、電早用 しない.
ある土出は . 其4に直林す る こ ごは経ﾡﾡに内立 し ・m限料 

仅 下 (au&w.みと. e レご が る 崎 段/る.、 この標 目純に おいて ほ

ネとなとを似資して、ﾡﾡさ必てはいけな ・ ※*の他の土 

地て変任波業楽生座に終甲されているが、有列日木生都をする以 

卜には、硬界下であ るところるある。森林更新の向ﾡは炭帯上 

にボるじ塁性Y緊ﾡに関ﾡしている ・ そしてえ中場とそ・ 社会 

のﾡ製住ごる、雇催の終会ども肉係をもっている・
士地分ﾡ(Pana o4add/e2イot)は、向ﾡ解決のヤー歩こし 

ての、 ざたにらのα植ﾡをはのさせた、。

当が倣給ごいク回塁は : 目ってえられていら基に 、 鈴生長 

※7 7ea22oc名 . /934, PP. 4～ケ? イ. S ・ Awみcanc 4
・ /4ピd Aee 2A2 ecanewde 4a/cct。 ゲ

ダa2edそ 8eax2uc才: ◇ r 2e2702 72<aん2a ( SS・

&e2c. 4 auc ・ ZeA Br ・22 (/9→9)

一/?一 
の ば字ご出民 (に対するロを比戦するといふ商単なこYでさい。

廻在保存主ぷ名は、 t米樹とﾡ米掛こが依杯され又生音されて 

いる相対的G亜蔵に肉じをるっている .

彼は樹ﾡを考海して ・ 台at く uんな2 ccや)の不定は、松の不

より ひ救しい、Yに注ﾡをする.選在のeﾡ性は、ﾡほするご銅 

待される田塗ヒに当に森※演を握供するこごぞある。ごしてこ 

れらの用の予想は、 それ自ﾡ大向慮てある。 あ的はﾡ性は 
・家ﾡの場合と同祥に延受ご旦徴される ・ 力して消資者価給に於 

ける齢区受のﾡ者d、林業地ご主ﾡ市ﾡごを出索る営けm埼さ々 

るこごをﾡ室さどている. 間その上に夜林の頂君(幽〃ノルか 

az a 6uuex は、時々の結 森林 津業くfauoat uなcttc ) の 

羽転をhせぐミとしに、国能に対して均範ざれるごあろう . 更 
商型の部分約にそのとして、宝したにﾡ食. 安定した土地的有の 

確r. これらの社会をえﾡﾡする不断の秘る上の保証く なん。

&-d42 atce f C210uwcd ムK 2+/e2ぞ fe2 賓勿/ 

cewnwtunttoi ) 並びに彼等住民に対する歴固たる座便の保証 

の向鵬である。 ・

森來によって供名れる向ﾡ的利溢に対する大 さな評価るびこ 

れらの株林のﾡ残的列益の引<は ・ 保ﾡしてある森林を肉じこめ

< しまて»こごはしに得られる ごあらうとVふ実日森向 

ﾡのﾡ野をぱ立さてWる。沢山の目的区有する奈林こピは、新 
し業経営の ・ﾡぞみる .-----------催単に有甲5木校生産 

物 ( uvd pcodxc ) を供給する とVふば。 h ごはく、主区ﾡ 

^防止の例值盖い根能金果に し. 溢水を押え、休息地を与え、野 

生物の保故ごSり)、※認をも生ずるごV僕な森である。

森林同ﾡの解浜が、口く的利独率束の準備延考ご実行方きごに 
強V 若びっくヒ視っ <、経済ご林学のマ方 の知ﾡ対する 翌性 

は益々ぜ大してくる,
ﾡへ経営者 のさ分6 例 ﾡが整成 されるmに、彼はﾡ栄格 のm当 

なn代ﾡはごうあるべさかとか 代ﾡによるﾡ乱を災理するﾡヒ
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は立価にすべさかごか、ﾡ依が8cPoPt の声ﾡ杯に砲当オ 

ろかどうかといつに向ﾡに対する解きをるたなばならない .

冬済の分呼にがVては、経営ﾡa . 将末のﾡ式と、市ﾡ、私全

並びに ば金 に脱いてよ/一月の知ﾡをじ場Yする .

米田林栄にがける塚大の向題の-つは、この桜な向ﾡにﾡ杏を

ﾡ似するごいふことである . ・

-2/- 

第二章 経ﾡの林挙その権血

cfoPx f1 J4e どcのuonicAerxcvcんな Feacdtz

ﾡ生産有と り ての本林

Fwcdt4 &4 R-ctceM4 cf &イe
出t会的7並びﾡ済的な生活に対する森林の桑ﾡは ・ばし ば系 

林が消 滅い6めるまそはﾡ分に評価さル&い- そして 時 余 り に 

函く 森ホに 対する ぬ要性が認ﾡさ t. ヌヘりにﾡく享受すべさ利 

公を回優し, そして 森林の 生 剤 各元に戻すべ く 努コが島= る・
ﾡ富と茶水の終号する所の固値は 非常にな?く 独換も多4。 

ヌ 益満にﾡ愛ぞる. 応※L ている或いは生長しているジ木の単 

8る現存から後得さルるいく っ がの項目の値がある ・ これらの 

固 腐 的価 価の 多く . 回時に 実現化す る: とがそヨる.

= Lらの受性の 多くは. その工地がtし,代の方ﾡが。若 

木の県ﾡどいう兵に準備さルているロう ば.代林が行でわルたな 

t失なわれみいであろう・

次に列¥するものに支木の号在かう 解ら し る利益のうち. 最 ・

卓契なもののい4つがである. ^ I

1 分水邪の 保 極 (M/oXoxukea PoZcpot)---- 多く の都市の 

水供始ﾡは 山の河川や考である・

分水平か. い森林でﾡわている滅合にに, 家定ぶいに差 

来上にいて便用:ろ水をM統ごせない. しかt きれいa水 

多供合する こ ヒがで き る・

2 . 河川溢水のﾡﾡ ( Re9 waXのれ f 4Zeam F2o- )---  最

の妖すく の水喜に 森林が水富 を 朝少に させるとい う役割に.

人々の 祝央 を案める上に 役立っ た. 森林ばぶ多 に8ハ ﾡのﾡ両

• の場合にに. 河川のえ造き係談する二とばごヨZいが. #LF 

う分水界にある株林は. その※喜の若手部分を係ﾡする:とが 

でゞる. そして森林は. 水の若干部分を吸収L, 河床の中に水
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が流へす る-とと至らせ②・

森林に殿わた土地る流ルる水は 採地 各没ﾡする水り ・城 

するﾡ済は少ない・ 河の字にﾡ来の存在する:とは 河川沼 

整場合水面る高のるのみ乙らず. ﾡ経のねﾡは河床をっ 

のげて. 呉防々士手の初系を球ごせる.*I

3. 士ﾡの保該く Pwvenズv f 4ctc 2〜のル ) … 一 

球区ﾡは. 分水示塚数と. ﾡ水の兄盛とに際理をらっているが 

こルらの因子のない場所にも起るかり L &い・

主本の号石ぼ士意を保談しﾡ浜する: 森林ば. 現在は営京 

(に 対し て 桜愛 てzいェ旭の 欄谊历 4 表®士 ( Zoftct& ) を係送 
するず段とでる.*2 二

4. 防長ﾡ並2 にﾡ談ﾡ c wxta2uca&anaSeo20ee&u ;

姿ま新の ;邪一の目的は. 衣第エの風な蝕を防止 する 為とめ 

る・ 中. Tfe カルル〃"シ7才 の Je 2レαイ、Aイvts te8イon 

にては =の回的に対しててみる・

防風林に. 土 項の 移動 を 抑制す る 為に； 頭のﾡ各救少ニロ 

る上に如示があるが. 二 の為鳥類を引 ざ 付ける価値のみ る温 

戻 のa 速さ森そをす止 水字に ﾡ点 す る 表存2保談する.*3

5. 家室の例料(FzcacAwutいedfccん)----- 2ﾡヶ付万ェ 
ーカー以上のあ 票 的 森林が. 疑 离 の飼料とし てﾡ供さ L z い る. 

巻. 明. 秋の季邪に ほ. 部の土地は。 天山の馬.求ら.山洋ﾡぶ月り 
亦 約 25v テ*上のﾡ牛. 約。才の続ス K沢山の羊に も 毎料 

をﾡ供L ている. ※ 4--------------------- ・

*3

x

u Fvae&イ。 o4FCoad4 . U. S. 0et &3イc (c / (/?3' ノ

とと Feud4 ぱwd Re4e-uucと夕 . &e ダンeイLイ /uof-0mtd
and2aパcv, P2 tZonc2 R24c&%c Boaud.
^44んv?イの . ノ9ケ 
月 Focタ トv メん G 九え Rイ&どs. ど S. 0eQwxlmct
4audcCtue く/ク3ク)・

A 九a&n。 Peon ん Amueucaa Fou&イva. Awaじe あccwouer 
a (/ダ3). PPaよ. e(ce2aud cPeれ )
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適当ﾡ受と状会過刻く cvctioc& ) の除は. A分:れら 

のﾡをボ"するてあろう・
6. 野生ﾡ物の勝典所(Reuイvw-id&ft) ……一株体の 

被収に沢山の野生 ﾡ約2よ り委求され る最麦をﾡ状す る ・ た 

の梅&は森林にﾡ存 さ て い る. ヌ次山 の狩媒前物堂がに猟島 

(g “.ルポ) い 森林及び示林のﾡ署に依号している: 野 

生の物は. ﾡ猟家び観ﾡ者に. レクレイション的価他を提 

咲し. 合用ﾡ向又は毛アとして 経和的伝値を硬供して いる-

、ワ. ﾡ光地(Ae cuaズma a&4 ) ----  性手の時向が返く &L

ばα る程 久置の所品と 気浜 二が大き 4 a ばる経. そて 

又 邸 分生活 から迸溺し」う とする布望 が道 するに後って. 最 

u株林のレクレイ >ョ>ﾡで刻用が対大して三た. 延 2 億タ付 

万程のヘ々が. -平同に株休のレクレ4 ション 的 初用を 利用し 
ている と評価 さ て い る-

野坪3ス人メ上のベ々が国有林を訪向している。*| 多の 

ﾡ林セ方で は・ 他州グう系ﾡす る概沈客を旭キと す ②は李が室 

愛ロを*となっ て ミている・ 森林によっ て塗成される二1らの 

附X 的な値を全体的 坪悟すること に 出來なハ。ニタ森林 の 価値 

は, 林地の所右考によってよりレ. 家ろ会体としての社会によ 

って魂試ニルるようαるのである- ﾡみなうば. このような価 

値に, 私師桜質をﾡし来めるﾡ本き引ミつける確a利さがない 

のラでみる・

上の城なﾡ極の株林の価値は. 私有 休 の 商 薰阳在 営 から. 

自yやに生じてくるものてみるが. テ川の規区長ﾡの保ぎ。早

刻ﾡのすみからの祝供というﾡな. 一義的目的の為に注汰を 

要新するニとに. 政本のﾡ初によりﾡ先ごれるさでみる. そ 

してその微能 は. 社会の受に対して。 社会からﾡ取っ左全に 

よ っ て支払われる べさである

森林によって状供ごルる価僅の弟2の面は. 森林達物(Put 

Aクな. 必 ) 消ﾡをじて認ぬごれる価僅を包枯しzいる.

*! I 保d., ア. ?
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木材は他り如何なるﾡずより も 多く の効用どいう呉において大 
いに望しいのてある. 何故&ら. そルは木材の価ﾡの安いニと 

と. その独待の性ﾡに」るめである: 木材並びに木材生産物 

C &&% 4 イccd なuo4 cイ ) I2対する高ﾡ的並びに達茶 

上のH途は4。""メ上もみるという. そしてこのﾡ 途なば . ﾡ 才 

すm しているとれ云わルて いる. 変ﾡ同材から , 株ﾡ並みに徐 

老ﾡに王るぶで.騒福ﾡがう鉄. 人部. 並びに自ﾡ恥のラッカー 

に至るで. 木社が番京並び13 家庭生浩に ない て立妥な役 をﾡ 

じている.
E去バ7年の向, 製材エ 場て祝かルた木 材の 価格は3v。億 ド 

ルを超1し. 総林ﾡ羽ﾡ格は ケ。0億 ドルに余でめっ 正ど評ﾡさ1 

ている- *・!

政 のぷ査によは 43ﾡ市おける住生意のケ分のとメ上 が木 

ﾡﾡり ( fame Cm4イwucZ。 ) であるという。*2
箱及び容器戦造家,統ルブな茶に.木林の供なに依存してい

後禁は面. 燃料 枠. 祈な摘, 及びﾡ猛具の材料としz, 

森林に ﾡ存 している・

林地 は 3ヶ。 万人 上 の承 天 オオ料を咲会 Lている。*3

林倉物の利用によっ てやされた国宏全体の安軍に対するﾡ献は. 

芸氏の 注治水準か 木材 の済 黄 量 にはり 沢尽ごルる という 信企3到 

i=セた. 不材る自由にﾡ所出来る:とは, 回をの発ﾡに試いは 

商接的に. :の回の労の看の生活水ﾡの上に最Z影響を及ぼ 

すであろうビいう二とはﾡ程むしなこビであるが. ざの二とはn 

とり本林のめなら ず士地の 豊浜性 石数びにﾡ京にいても云 

_われるとてある. 旦ヌ林ﾡが消耗されるﾡ法や二のﾡで消 

*1 I Wd., P.a6

※2. Fozedイ *and Re4owcoo.feawtmmenイd,Pzo#-ピem4. aav

Pec , P2 72oイゃoパ &e4owれceど Bea4. -ca&イnaCo 
/93ケ

*3, Fe2edイng ク P2イaイmn イヶ A3Mwパイ,レS. 9ePanu 
ブ。 4giセ&れu, (/?38,P./,

-2一 

ダに対する理由は. ニ。 信念の姿 者位をテス ト すること2おいて 

考意されロく てほ&らない・ 赤林の翌富及新しい困でほ. 本材は 

もっと変い有益の産ﾡの一つであり: ﾡ料. 票スびﾡの回的に 

対する本林の用溢はその安い価格と. 便利で ある二 とにより 指打 

してきて いる ・
併し でらﾡ社会 c Aビu。 c。 )に合ける生活水洋は 

唯単に 豊室で木砕消ﾡによっ て のみ高いと いえ 得る とはﾡらない 

し ヌにネ材承ﾡがなくαいからと云っ-て. 主浩*津がﾡい 

とばﾡ論で こロい・ ﾡゲしﾡ本神消賞が一ﾡ耐久性のみるそして 

炎ﾡと月する村料 式いはバ用物( 44 ス Motowム。 ) の 

尚一ﾡ経済的のﾡ用2結示するらぼ, そ北はより一番高い生活 

水準を明示するニとに"るがもしれない、 ノ*。年 のk PuHtc 

メZoe の 一 人 当 リ 木材消英ﾡ く そん んxt cafta4wnM% -- 
couwmZm ) は. 私ん ムん 4イaれ のその2 倍以上 で 功 

り, ヌ ん noれん-2Q4ム4Za の3他上さあっで,*! 

併し下らこの:ヒ は生着水とがごルに従って相受するという 二と 

を起味するるのではロい-
生浩水準は、一人ﾡり木ﾡ消貨置とい う 言ﾡで烈られる 二とは 

できない"れビレ. 生浩水準は. 林産初の相対的会室により大い 

に秒※される・ ・

ﾡ林の重究的利 用 イん conスnwuodud wvvどばそ れがそで ゅ 

るが故に. ヌそれが 他の 物筑の所有し てい &いﾡな性格をも っ て 

いるが改に. 式いほヌ生産的企木になける土 ウびに資木 

力 用を不能な ら し めるが改Iに ・ 大いに望ましい・

価値のﾡ3のﾡに. 木林を林経I変形ずる通程の なかに実見

される

二れらの価値は、 y全生治者へあたえら化る昼術、 カ. 及び神 

料の耕買の形態でみら れ る. 依才233な3. 麻木代、出ル4引觴. 

パル プ坂及 /船紬希夢■品の生産は直農森林資源に依存 している. 

ニルに加えて.木科空工ととシと2 2__*工工___

※ I muB ad Jn&&レ Inowuaxiou, wズtooC ゴwmu8t 
/wwパへ c 44d ccaxu, R /5 イ^adんina Zu, /?g5.
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イ^vのduoんsRoイ ﾡ及 び窓番裂追工 出 coZaue& antd 
&ox fa cXou ・ダ具及びマッチ塚エラ( fw-wue ond 
noてcん foズou.) 並 囚に セルローズ. プラ ステック及α ﾡﾡ. 

紙泰ﾡスび他の多くの米品を以する左茶の株に基び産ﾡの生定 

物を構ﾡす る 沢山 の産茶がめる ・

/タ4 年には 森林産列煙ﾡ(才んポのu4イ-A父cduc才wuuetwy) 
(木ﾡ及びその報呂) は 5s2 ・eo人 メ上 のﾡ企生活看に届 ﾡを 5 

え. ﾡ/◇ドルの貿会をヌっていた. 紙及び紙戸類ﾡ生店茶

c ズんと アαe 一&d- aいea ごP&d cイ イd&イMg ) にいて 

は ピマ②v・人の頃金生活右にﾡをうえ. 2億ケv。v 方ドル 

Jメ上の営会を支込っ てい今・ 以上の2っの権茶を合はると:ﾡ茶 
輸送 ﾡ株スび株戒の各産楽を除い た他のt何区るﾡ業より t 多 

い坂術そみた えている.文I

/フタ今に至るまで. 不科生産の甚しい式督にﾡて, 森林生 

遊 物窟 痛の,な 喃 人 数口, 約 タビ。.〃/" 久に式レた、

鉄^気("zh幷ルんんなルg勿) の裏傭 。(ヽごごか、増加してc 
て い る.

/47 に・ 木 才 茶 ( e イレmん-とと イud4ン4 ) は ノグ げに 

いて. 復位兵て音席をちめた- そして. /IJス上の旭では

ノにも っとる空後て昼体人として位逃した.

ノタ3ッ 耳 には. 木砕ﾡにける劣金主,苦 蒼 ばんx:0A-MQanu4zs.

4a4g, ごaxidcan. 7444444イイイ, 2e- <2co. 0ue3のn
クにレ&kハイ。 に 於い 乙は,そ の人 数ほ先車を 有 切でいた會 

ﾡによ立し こ いるみ林督ご分に受新する : とのでsる杯a

準ﾡ2して おかと い で破慮し て 行く .、 とは •経浩的悲嘆を頭瓶］; 
るてあろうし 逆に 産の ﾡ先は復体核会と いうみた ちご催済

印利益冬大い点めるという点に号丁るてあろうという と ぼ 

※ 2イaい,cd上 dA44イcいoLん ovZe4 イイaイe4,/23?P.ク4バ・

( S dりsx才ueイ ◇f Co とと ・ Ww4ペxイタ イon, /タ38

永2 CんAイt4 イ&ム 4-wへe%ca?t wm夕u I 九dイイy , ルaoaパ 
w&ッル Latnfacイu 2u4ceuxイcon , P. /

W44んtg イmt, /? 3 ク.
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明月白ロ とで ろる. :の他 ﾡﾡ的林茶 Rcwn.aauctfo2cdスx.dwuひd 

よ っ て期ﾡごルる 経済的並びに社会的済ﾡはヌ山みる. 公共的 

計政の分野にないてばッ き試産茶によってヌ払われる/の。宿ドル 

の税金に. 非常にﾡ愛て功 る-

ﾡ先的基なに主脚す る 生産的森林の歴う c Ae 2xog&んot 
' ・ ' ・

oが たんのdとcイと Ko2e4イ o ② ろeんmoatew心 6-24イd ) は,税金の 

基盤き大し. そしてﾡケ政治 ﾡ育及び主署道区の発ﾡ並のに 

ﾡ庁に愛であ る ﾡ課ﾡの税率を式グごせるとあろう-

発骸じ ている地ケに対する 回家的残助は どうしても 亜け得な 

いものにﾡっ て最 ﾡ気行う べきでみる-*I

地方団体の盛実性並びに客交ﾡとは 経活的及K社会 的i利に 
要欠 くべからごるとので功り- ヌ 保続的森林作ボ (Pewmauwnt

JuvCaxned-3ィ2d ポヶu24いoxvaZcn4 ) ﾡを加ごせるで 

功ろう・ 森林港物(.ジム&佐人レ必) ②為式看は. ばﾡ林 
の 移勤に 南型Lていa いて. 本材工 房 ( a &nム ァル4 ) 及 び 

木用産ﾡく wrrd - ん4g 九d4イw ) のな御人運 が 決友 的 

= 当 該在 東の 安定性に 科 容 罔保 を有し ているのである.

ﾡ統生産的及経営 ( イw4イaxned - 2d Mル”“チ 也ルれじ ) ［二』

・規た=ルる地才団体のク利量は. 客交い 合労ヤ状え ﾡﾡの意産 

あに対する安定し地方市場. 地示の死店, ﾡ行並みに自勤軍・点 

ニ対するﾡ久4. 交品ﾡのを定 した流れ.安定した税金. 並び 

に よ り ー得 造復 の木材 を仗 用 す る差業を包しでらのとしてiべ 

らむ る. *'2

※i &。 A 2aスiou2 Rfoa 4nuCcot F oc4れンa. AwaしdccuZ
// (/クラ3), PP. 37 〜バ3 ・ cfc2and んeu )

ネ2 ma4m,d.T atd4d2Bxe2,8u2bnzd ek nana4xnc?t.
P Pouc2aod, 02o. イce &2 o A naZoa2 &Cat PooAwtvucaa
Fvue4イ , Aenaえc a9o ・4wu /ラ(/3:). PP o ～ババ ( Concland 

Rofwt ).
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2.私有林兼と森林向題
P2-o。 Fou&4工g ond イん Facaズ P&o80om

実麻に- アメ リカ休茶の総ての主は同題に. 私有林のながに・ 
中じが見出ごれ。 式いに そルから 同ﾡは発生 してヨ ている.*! 

総て の森林向ﾡは. 私有林から そ生 じているといってしよいが 

もしれZい. 田有体の別まと. /897の図ﾡ林の神木可を 

訴すまで. 実際には林された材木のﾡては. 浪難にあっ だも 

のき除いて. 私有林セがっ三ている. 現石ですら砕ご1る森 

林王産ﾡの?8Z は私有林地からでている・ 疑りな4. 現石の 

森林向騒は」 私有林地が取坂わて ご た 態度 と 方法 から 超因 し 

てを". そして尚多く の私有林地で現在督営ごれてい る法が 

将未 になけ る 向騒の大手 をﾡ成るのである.

経済的な力 の用( ア& イん? f &cmovic ポz ce ) ば . 

出材方法並 に 代休地Iに対す る ﾡﾡ才法の沢定 表な役初さ 

ﾡじてきて名り. スﾡするであろう・ しがしながガニれらの経 
斉的る力ほﾡ未にける運談的て行勤を秀兵づける為に 加支さ 

tるがe Lれな いが. 通去に殆るﾡ客ばほそのま ゝ ってﾡく

ョでごい・' 
ﾡ石の休末同ﾡに対する退去の太岐り出し 作業•の貢献口 

よく 刃れ凄っ ている. 共型的なﾡ」地である北部mcんgwn で 

は・ 森林の政は. 資源の減レ及な産業の減遊. 住民路に対す 

る意ﾡの表 ﾡ用林からの番とご た株給並び収入のﾡ 

失 ﾡ市場のﾡ天. 鉄道歳入力減レとサービ K の削戒,高い 

普路税と角町る主裂基路放ﾡ 税金質狙の増大. 高い利子. - 

人当り 客の波グみに 不ﾡ分な秋吾談係及 / 社会的ににﾡ立 し 

た状他にけるハ>ディ キャ・ッブ C4ccoeだand'cP イ 

ん 九oなe ・A 以ゅCaZcn )3 さ果 する. M

※・I a uocC PCa ポu Qmuれc&a Fe24Z, メwnaぞc 
9acwnenイ/a (/クジ3ノ < ca/zc4od んイマる

・*・ Ae Ecmuonと A4ecひ f Feue4そ 2euccm 嬴 2れぴんとオレ 
“ ん ckxgot. 2ex.Aae., ec&. 8u22,92, PP /～ 47.

-27-.

赤林向題と私有林との現在の 内係は. 私有林地に生育し ている 
※天ロ価ﾡあ る且ヌ 利用し 件る木材の うろにﾡ出し ﾡる.

函去のﾡに対する天ヨで貢仕に加うるに. 現在私有林ほ. 不 

安定てあり. そして床地は税金の不郡合の括果として. 不本起 

下ら公共的所有にリみっある- 私有林に 木村市席の現在のﾡ 

ﾡに対してﾡ任がある. そして産業は, 型ﾡ生産能力及び林地と 

林木との通ﾡ荷 くan oe2 ood f ポot2イ 2and ant d 才m8e ) 
に り ﾡﾡし た 生産量料2よ り特づら tてい る・

材木の代株及び工場並でにキマ> プの南愛は. 産離しな社会と 
函部い に住氏をﾡす.対

私有林と 自由震争主験政ﾡ T&e Pci v 4 oシ44eg faic ば. 

ﾡ大 な 鑫林向 賤 の危 战 を保護 し &めった.

ﾡﾡ愛でﾡ向は. ﾡ去にこって起ってさたものそぼびくて。 

むしろ 将系為 すことが出ネ。 ヌ冷ごれるてあろうところのものに 

対してそみる. 過去の作栄 ぼ 一ﾡに行わ1た登済的条件に大い 

二尺因している. そして表化している冬済的不件は: 将来におけ 

るより 一登ﾡ談的乙林求谷営発悪の示因となるる みろう・

ﾡ始 林材消天 ンん dc44PR2aンznce f レ ンmu 再生 

盛為にﾡご L 石土 地 tんe And 4と. 九クut4 f。 なoん. 

木材市で ﾡ合 る ﾡ2 次生ﾡのﾡ会 スん ?や ルレn,み fo 

4gcmd ダ2のイんイ。confete クれイmタ・moん才. ﾡ約的忍 

林* の新レ い 可能性 ア&e new o<4んいスu ・f .

バンパイm axd ァれイーイイ&-4C たoそedイ は. 私有応に 

於 け る 林茶経営に 対してより有刊な 求合き示 す・

受新と既を弓ﾡ してい る 森林 資源 の 智理は. 公天的ロ職務然 

し ている沢山のく々によ り方えられている.

用 並びに図の政府によ る林だの収得は. 森林内ﾡの- の 解 

とLて椎じ す、めら1ている. しかし なが'ら, a兆?c。。 エー 
カーのﾡ業的森林(Comrtecio2Wuex) と慰本示木み6ケ。ﾡ 

b.m が私的有 と して存なしている・ 政有がの契系を時

* eeA Laズmta2 Pイa そ Qmueuican Fo22d0夕 en&そ2 
9ccmueぞ /a (/ラ33,PP /～/& (CccEandReAo2t
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興する熱用は福当な額であろう. 現五の回衣的係の状えと. 運 
*を隆営L: そLて茶そ減ごせるといラ 業を直表招楽ご 

せるという 目部X外は、金によ るﾡ係僧mとかうという 二 と 

がらて. 政府所有という引とは. その二とが成功してbLなく 

てt 早界現こ1Lるという二とは. おばっかないとﾡわれる・

受石. さ題の解泳は. 多分私有 —— 現を総森林面積の7。% 

もっととよい 高茶的森杯面承の svz. 製支木の 6e% 酒 石森 林 

長の。% 乙占めている--- 2滅さている.

森休優せに 冷ける 新いいﾡ :合い て. 林地所有者に って示 

=T. 中承 oT年向に示= 1れたﾡ凄の交化にいて式に 

かける社済気の交化にかて、私有が*の円ぽ在 解だする可能佳成ﾡかである.

現在払有林経を者るく 云う二とと, 公有林 cAw8&cc ポu.広の) 

の, 査ち 酸する ニとの 尚ﾡな計画を目x すると 払われ 

e 多 4 の# ほ. 私有杯霊客合ける現径のずカ ―夜助を附•与し.. 

そLて 秀兵づける上 に部合に利 同さルるがむ しれない・

3,私有休のみきﾡ的向題 ^

Pwx4じと F ・224クッ? on &cmcic Rucf&m
爵弄に利花を用意して違く というケ法で等の土ﾡを経営す 

る私有林所有 者の公ボ的表務に ﾡい て 激泣 大い た 参がれ ス 請論ミ 

tている. 私的所有の万えと私月林ﾡ有者のH刊!は。 その冷え 方 

をあうわし てヨている,

しがしでがら. こ の 様な公共的战務を割設するこ とほ, 私有ﾡ 

産N京の&がは全く ない. 士地に対する われク 北の伝品的2ﾡ 

ﾡく ﾡ的士所有ﾡには公共 的我務 口 ない という---- 訳者 注一

- )は. 池次示の 利用がら出来る oざ り 大さ区利益を収得す 

るという ニとにﾡ永しているのてでい が. しかし その佐的経夕 

ば 確が に 土出 所百 者 =ut会的で将務は部し てはいなかっだ.

も L 天然次示るﾡ存す るレいう 道佐的求務が将在 してい ﾡなら 

ば, この道徳的校務は」 総でのわ儿わルの資源 と石次。 迫..
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ﾡ初 系林と n林に 土塚の足浜友---- の 私利 的の利用にﾡいて 

は. 恐ﾡさ れてごら・
二の信念(土ﾡ所有にに公共 向表務がみる という 訳 着、註) 

と塚似したﾡえ方がろる、 この考 2 方は. 林ボに利声の勤ﾡ

岡直しているものでない・ すなわろ 林業は 多 かル火なが レ, 
立木は木素の時代に対するﾡるヒ して 客理さ れ ある時代の人は. 

空本に 利益を類待し て はn け z い どい う 基本中基油の上 に炭2し 

ているのでみるという""I 方え方乙みる.

アる林茶が,今日 の様Z復ﾡ化された社会になける 私有セで経 

営さtているとする☆ら ば. その 経営は利消並ボ の動段に応ぜら 

れていαく てに乙らてい・

私有林冬号春 は経営を行徒的 に行う式いは未点クﾡ祉に貢献せ 

んどする本当の布望を感じているがもし レな いが,し し現ﾡの 

和変は私有林区営石の株主逐並 び2感本石に対す る 兵務を. 週人 

優営活に課している. 林業向題の解決用. 個人経営者が何 W 為す 

ことがも来るかという向ﾡとなっ てきている・
有和ロ望3 し い私有林茶の目 的-- 未来対す る 適当 & 森林 

株給の状供 (Jfe た204+のt f adc 。u4イAvイfし」

&ん fuな :) ﾡ会・ «, 税会。 は書の主定 (zk 4L&kス

パf c Qし mれレイインと4, シルイメ・3スーそ, and .ta/X. 4イア( )---- を 
ごせる前に . 除去 じ なくてはならさい沢の隣でがみる.

林茶知識に道加するに違いないL. ヌ経済向題の- りよいﾡ 
解が ﾡら る に 違い aい・

森林向風に回坂的必受とい う言蒸てのらいるかしし &い・ 

そ L て 森林向 親 の 鮮ま 険 に な く そして一桜的な言で捨づりら 

1Lるかもしれない・ しがい, 私有林求の森株向ﾡ解求2対みるﾡ 

成 円す るかぎッ . 各地方並 いに個へ的森杯経を によっ て何るな 

レ とげる 二 とがでさ る かと いう 類向になる.

本笑まで 羅リ 下げた向ﾡと L ては.どん g林が森林任営に対 ・
して皇きであるな,そしてヌニルらの地の如何でる営理才きが 
ネI F～mn a&イ Pのn &.4. Fodス x。 R. C. . チow .

「ou24イwg. . 4(/ラ3&J3P. ダ?
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石利てあるか. そ兄ヨす向冠となる.

最大 のﾡ林的利益 ( &&ビ cとtuo。 九e才t6 ) より,むし 

ろ最大の財政可生産力 ( 3eaLc4て uewuc〜oC Rzvdueンンイy ) 
が私 的 所有 香の 目的てゅるにちがいない.

私有林区営の位に. かくして1人的で生左係ﾡ経営とるる. 

生ﾡﾡの欠は 入る才法と視にいて相沢じ ているかもし 

2しZい. しかしく的な生産係続区営と生産係徒の文みとに. 次 

の様な基ﾡ的な概命に沿いて-致し ている.

.すなわろ ・ ー天面ﾡの林地に沿い て 函相ﾡ しいぶい ば増加 L て 

行っている森林収ﾡ量を: 々重続的に. スに一ﾡ期向をﾡいて 

ﾡ先的にうるCとが生産保ﾡである。 *・1 ^
/ .*( ② Cのンin〜wd ann。 o たecoac &〜ducれvt f ぴoイ 

c%cだd イ・ &Pポ2のイのtのイとイッ とイ ・そ 4C&Q4〜ta amtcuイd Pt 
& & 2 f 4 イ .イ4 44イa〜te d )

ある生産係ﾡのネは. 土地のﾡ大生産之をそしているらの 

である:

すなわち’生産保統経首 ほ. *の目的ヒL て.ﾡ々等 しい寸法の 

林木 を 連年収積チる こ と. 次にﾡﾡ的でﾡﾡ&区頃抵並びにﾡ昌 

力 を提供寸 る 安定 した産業団体の継符. 母後に, 林花の空点能力 
力充分を 利用のﾡ成 乙 み げる,な 2

( Fouet Lのンとイ&イ ポッ 4w4Ca4n2d シeピd 名cd ～2 イイ

4とcイvue5 P4cイのれ f ペtnco6イm夕eイ c/24 0
PPンクイ.aイと( e$&2 4e » 2Lイtイと〜oCe of4Zo40E ー

イdu4オンビP-e cmnuiれied ポ2んイn3&exmamcて emAt- 
oamtイ , W^～325 atd Xuucんa4t3 pcwet, an4 aイCaxwmnl 
f チイイ 4e of ズん上 た。ダ ce eaやd イイ oだ そんe ジム” 

クadグ )

_ニの他不売全な ﾡ 的基ﾡ 空所 $る生建塚ﾡの定なれみる, 
メ・ Wackexmon. A.E., イ4Caxned 3イed Fouc4イg , ・

Fue&イg, し. うな(/7). P /7.

& 2 Bwcん, C.J. 9ePxt ・ イ イu4tatne 义 と d イ&d. ,

P.,2
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す&わち- 林茶企茶に定ごルる生を係続の一般的に客認さ1 

るな味は. -支の森林財産めら 商ﾡ的に有用である森林生心を

市統的に主きする二 とてある,- ---ﾡ際的な目 的に

対して-------  生産保紙は. その最小ﾡの目的としては. 土地 

のﾡ的立且ヌ経済的に有同な生産力さ. 最大ﾡの目的としては. 
生意の番年最大生産長ヒ利ﾡる得る林で林兆冬必の政京である*! 

1丁縊 3en&火a accef花d &at3 ポ 44tcケu&d 3e4d 4 

aPR火4 イ。 だet22イv8 &0イe&fレ4e4 ね cenズuαPとcducその1 

f comnueとC2ム4y ん&イuムのcd アんのズucイ Puクn ② と 

Rou&4オ R2qea----4u.イo〜ed 4とd 4 & たv化 a , ポue4イ ー 

&ond mwncwu&イ イゥイレイタ eoンo.d ecのcm coイa 
wcだuパ Poducクg of えんと 2xd & そん上 mクwmれ 

a4pecズe , atd &イイマレm &YTLんくピ 34dイ f た24cイ4 
an ene子+イ% たん &つとイレ7 αイecイ〜e )
尚その他のある文は. 合森の生産係ﾡの文ﾡは. 全4ﾡﾡL 

た本林支い に原生木の林分の経営に対い て はあこ はめる 二 とガ出 

来ないという 実の認数をみたえてい る,

すなわち - ある9イ の森林規整並 みに造林 の 作案•は, 森林の 

純生&とﾡ種の神点を改番するﾡに. ヌ費にﾡいて公平な王 

ﾡ油率さ将られると 2 ろのﾡ続的株を供合するおに計画=れた 
経 帳 案に 戒段 を遷 い ていた。*2

( AオッPc f だoc4イeau8amれ antd 2W〜ic0ua。 たえ〜イcと 

fa4cd 火たの & イズいn だ0am of mLan3nピイ ・ズetッ 24工4 

xuん〜へe cのれズuxew4イ 6otん ぴ 九式 20火イん クイe adえん 

イecde comPoton of そん ポイ anud イ。Kudん ② 
coズtuuou4 cw心 んccA イCC 44 &ポ. &2の夕と 2aイe 

oポ イ? のんe イへe4ンmnイ )

製材エ. バルプエル. スび他の木工の存aに. 生ﾡ係ﾡ林 

茶に対計して区のらのて にない・多くのﾡ挙新(4oんz p&o)」

xi de. F, 4 Wvれん43 りefれのu f Jイan ed, 

&td. , Pe.

※ 2 wwe4&% .TD., ・9ePn。 fJw4Zaivcd d, i&td.,P.,at.
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にポいては. 利周工が考ふ=化ている。 しがしながら. 森林圭 
長を利問する方法は. 刻々系林の保統生左高を矢化せ ずに 変るが 

も しれない・ 同ﾡごレた科木市帰 ( &t efeスim& mのれん&6 ) Iに 

対して生年L てい るﾡ用杯追 (ポownoc4-Cwtd ) ば. 保燃生 

産の単じでみる-
多くの呑林財産にいては. 6 し承林がﾡﾡ的に記置ゴぷい 

は通去 の画の結乗ど L てﾡ達 して ヨﾡのでなけ ば. 生産係焼 

は 今日現さィL す 2 して 多分数向のう ち Iニは完成し ないて ・
あろう・ 充分ストック ダルない 土地 に於いでは. 代株は. その土 

兆がﾡ分に後済的利河を生み出して行くでは。 生長下て行ね 

わなくてになら8い・

孫生林分にﾡいては. 代株は. のどきしい新が武成さルるま 

てにな向表林生長客でして行ねわなく てはならαい・

しがしながら,仮令測左生理係続の基及に ﾡして経々ごれz 

いる地が少ないとしてし. もし経営が. 保ﾡ生涯にもとういて 

行とわしる二とが望うしいと確信ご北るならば. 係ﾡ的経営を行 

う 二とがてるア山の林池がある.
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第三章森林資源及び森林生産物に 
適 用された価 植並びに畑 格理論

cfoP夜九 I Va.&4nd Puc TRePeR&cd Jofcut
R&oux ce 4d Pza&cZ

.西値のﾡ論 TAe J&uva f V&e .

蛍済 的物 の価信( & Vム. fxcouomncc 3cc&4 ) の理齢 

的 な決 定は. 幾分 は 二 の 物 抵 が如 阿 に.成 主 Lたかによるのてある.

報. 円子及びコー ト の初財にﾡ用さかけて生産さ しでいる・

2 の殊で神財の価造は. 希裂供拾の相互1F門により沢定ごるも 

のでみる、 そして二れらを生産するに妥した賞用は. 一ﾡの市ル 

に対して生産二れた沢山の単位に彩響しているﾡ裂乙因多でみる.

ある仰財は、自然、’の 自由な暗初ごある, 二のﾡのﾡ費のうろの 

主なるものは 士ﾡである、 そし て 二 か 種つ好物は分刀. 求用並 

内に年数をかける二となく利用さている・ ス貸用 は咲給家い は 

cの決定 には. 〒し ない.

こら の4財の ・値は. ニルらのﾡ跡の生を物の価広かう塔 

出二 n る:

木村は. 原始林てみるが. 求いばﾡ用をかけて主育=ルるか 

に依って2 っの物財の各ル かの分坂にW暦さ 1レる-

ﾡ始林林の 所有 看に 長初 の ﾡ 更価 格 ( スん u シ たu,- 

c4autPuee) と,税全並びに防大共という様な管理賞(co/・3 

ca4イ) 祝石よでの連ﾡ利計事の女値とを考ボへれて. 自 

分て財有 Lてい る示始林材み 評さしている・

して 従ボ 所有 番に. こ の係に L て 章 ご に攻字よ ッ ロ い 

X字クﾡ以て. 自分の材木るをること乙まない、併で二の様g 

計算は, 並不価の価庫2ﾡ示するとのでない・

二 o ﾡで計単は. ﾡ有看のﾡ木に けるポず を剤案 する。

g し 所有 者 口. この顔より少ない叔で売る二とを盛ポ1れたと
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Lこも. 彼は経済価ﾡ以下で受取うルる二とはでい・

有者ﾡは. 両単撃に会覇で桜ﾡそやってヨに・ ﾡのほの様 

に. 深始林材の値は. その生ﾡ物の価値からぎSサニルるもの 

でみり. 料地の年々の経斉価値は,ﾡﾡの敗ﾡ格から. 植付計

• 耕作. 収後. 肥料.貢本ﾡ々るﾡ引いたものと L て 計さ 北 る ・ 

字木価格も. 同様に最後の生産物価格から. 二の生定ﾡご生産す 

るに必妥と しe渋用客ぎ引く 二 とによっ て計算ごれる・

tし二の生 産物 が木材でみるでら ば. 二 の 生 度 貧 用 ヒし て木

( 2333 )運科( fww4nty C株場5 から木 幌場 ま で の)i 片

( 4&uヘ.3 ) は 上 げ ( fuんxy ノ っみpげ( Rジと。 ) 並びに 

合理的 g危 険幸 ( 九&4vno80e &e九cntoge ガ X 44 > * の

面ﾡ同向接の安用を合イて い る .

そ し て ニルらの師英用を木価格がら途引いた tのが材木の 価 

ﾡごみる.

扱求ﾡびに材木の 研理 差 に 向 係 なく, 材木の価ﾡは上下するか 

bいLEい・ 何 奴" ら 0'. ﾡ太の 何値は木の価格と 製 と の 

2 っの因うに依存して いるがらてﾡる。

もしそ の砕木が宣ぶL い ヌ ﾡ盤の材程であ るa ら ば, 或い に ¥ 

の樹木が大きく m直て欠央がていでらば. それから作られた木抹 

は市席にみいて高い価格25めるこ とが出来. そしてその立木 

恐に相的によ り 一感 価 伍 か•高 い. も L イギ木. 材のﾡ用が, 本 

材ﾡ格と 同じ孫と増加がﾡら にmするなら ば 林本ﾡ格は戒 

•少•する•

利用上不便て所に み り 巨ス 九太 に る の に英用のかかる仲木は、 

裂科エ 帰に いス九太にイる の に 費用 のか から ない 夜&村木 3t 
ﾡして材木自体はﾡじであってもﾡ値はい.

み る 本林の林木は . ﾡﾡを意るかに ボえ る 市場価格を示木 

材を 生建する苔めろう.

これら 0 森林ほ. ﾡ極的立木代価の価値をもっており. スK 

Xメ上 <w/emuouadnca6 ) に分類される. ある森林がらの木朴
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の価超が生速資に零し く ないならば その材木ばﾡ以メ下でろる.

界森杯(ma/ペポvと4イ は. 森林より生産ごれる不砕の 

価値が. 木材さ生産するのにﾡした求用とﾡしい森林である. 二 

の材木 は玩在 経済的荷値る もっていない、

ある- 穴の本林面示の うちで: 々 の科木 も じ様に分類し て 

秀えられる・ &わラ. 最し低ﾡﾡ樹木がﾡ界上であり. ルさ 

2 て 会郷ロオ木は 界」*下 である. そして ﾡﾡ木が代林さ 1tる 

か或いは あに ?いる がは財政的にみて左種並裂でEい ・

今までの場合と相ﾡして いる値沢ﾡの方法に. ﾡ太が意識的 

努力るもって王准二れる場合である。 育林業者にとっては. 森林 
は自深の自由政贈ﾡでなく ・ 適当点賢用をかけた縮果wごなもの 

である. 人工林の假値は その生産物の価区がらなごださ1るシ 

のでな4 村木に対する需受供ﾡの力のﾡ互作用のさ票としてみ 

らルるものである. しがし尚生産さルﾡ木の便僅は. 並木の 

符要のもっと b直愛ロ天因であるが. 主を費は市場に拾ける 

木の供給にﾡ客を及ばレ. そしてヌ供会に対する影響る延じて. 

材木の価値に影寄を及 ぼす のである.

市場作 (んズ ○)として 生育木 を取灰っ て いるく々は, 

n安品市価格(Pv4w2-Lnua%&tAwcc) 及び賞用びに 

賞用アラス公正 な利 況 を取戻 ず 不可能性 を考 虐 し g4 てにでらな 

い・ もし生 ﾡﾡが高い で ら ば, 沢山の林木ば生 育さiルないてァろ 

うL ﾡ 愛が不 ﾡ的 てあるなら ば主 木価格は上ﾡするでみろう - 

bしよい市場が期行さル をして生毒斌が住い ならば,ﾡ山の村 
木が生産さL. 立木伝格は篤苟下落するであろう. 答ては、 村ネ 

に生産さ 1L・ 退式の経営は販死価ﾡに次的彩さるあたえていセ 

かった・ ー

併生樹木の成育或い さ. 森林を人工林と c て ﾡ分振育L はかっ 

だ二とは. ポ赤の材価の レベル に影響を及ぼしている.

現在でば. 生たﾡのかかっていでい票始林材ル. 作物ヒ して生 

産さルた材木とが、 L ばし ば立木価ﾡにﾡいて同-市ﾡご歳合し
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ている. しかも二の 飛合に不始がなく なってしふう 並増加 レ て 

行く こ とがテ期さ れる- ・

飛始林の生産ﾡと. 生ﾡはヌ同一市場て競合するであろうし 

そしてヌ 質が同- でろると仮文し て同一価格てﾡ売ごれ&く ては 

でカロい・ ・ :
原始赤が. 林木ﾡ給の決ﾡ因多的示衆てあるかヨり. 生産さI 

正立 不の価値は製材工ﾡにゐいては ・ 派始 林材 の価値 に相当 する 
でみろう. スエ林材は. 供給の少&い 系※と し て ・ 原始林材の 価 

ﾡより高値で死ルﾡい、そしてﾡ石者は 安値で材木を売ること 

ば強ﾡはされるい・ だがLかL 源林材が実際に消求したとき 

そして 最早木才利 用産茶の需要に応ずる だけ のえ分な供給が& い 

場合に ば. 掛木生をの 生をﾡは之木面格に大ミ &形専を及 ぼ で 

あろう・、 •. ,

材木生育 に対7る もっ と を 石利な糸件ぼ、 道林. 儿太切り. 紫 

材の営司の杯なる-ど. 3 なに原始林木 がなく でった f試い は. 

人工林木が代株ごれん と するﾡ期まるに消救するであろう帯8 

域どでみる. という:とに明白さことである。 生准さルた物財で 

みる製苗生達初は その物ﾡの常妥咲総の均新柔でﾡ格が天さ 

Lる ・

森林生産ﾡの常変は、 生産物収達の材料系にば影響ごルない, 

両ﾡ※の 一の因うてある 供合の回テ a. 料派 (+h4owuce 

d wwえwz& ) により ﾡ二*る。もし製直に対のる 素林が人工 株 

よりくるなうば, 生雇さ北る木科のﾡ所式いはの生産ﾡは」 そ 

の中に血当な 系 す が含 まれる,

二のﾡ8立木のﾡ用. 並ホﾡ欠の-因ラであり. そし乙 

ホ伺は. 木業寄の炎用とでり 木林価宿の決ﾡ因となるのてめ 

る. 他方示始林がらくるﾡ村の其用.」 :のﾡな製ﾡが,供始 

のヌ定因うヒして方えらい、 そし て木 材価格に 影響 す あ6のと 

ﾡえる場合には. 木村生ﾡ其のう ろに確当に含まれZい・

勿論材木商口. 系材を則お&けるければgらZいし. そして素
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枝は原始林から 三てもヌ 人工林からさた とのであっても ﾡ的には 
同一であって 林不ﾡにとっては相異の&い二とほﾡ実でみる: 

材木商占身の現合え 出は。 各しのJ合に いて もﾡ-であろう・ 

だが、 し%し.生産物の価値みら: 磐さされた芝木価値は. 同 

L 生産ﾡ価格き決定する 費用として rﾡさる ニと はできaい、 

製 直ごルた 森林生 産物の 評価の合. ﾡ乱L したファクターは.

結 合営用く ズ codt ) の向題てある.
普ﾡ不林工場ほ. 木村の 販ﾡ と云わんよリ は家ろあ之 (Pwwe> 

ﾡ周(4&dt) ﾡﾡ添料(冷v33cdポuパ) 式いは木ﾡ(24) 

(ﾡ石. 茶のヌえ. ヌは裕う. 竝戸の材料に使用 J る海口木 岸 

音-、等の販売により収入の若干る得ている・

ホ材には沢山の寸法と寄級とがある・ 旦ヌ木才にはﾡ々の程友 

の仕上げビエとがある・ ニうのむての生達ﾡは. 会部主ﾡ 

(fuadユαw)をmし. そして税金 険料並びに利うを支払 

う為に 岡所 し て収ベをあげてく てにならない・ みるーの核 

各生産物の報2便用さ れた直接オカ費 を制定 する 2 とは可紀で 
あるが, し かい 全桜的の向ﾡ営用を割当てる同向題は-ﾡ田ﾡるめ 

る・ 、 .
訓ﾡﾡの価格に戸ﾡ的てある. もし 不科に対す るﾡ要が加 

る区らに. 製材工場の生産高は増する・ ごしてそれに相応しい 

ﾡ際燃料の生産ば普加する: しがしてこ の 馬合 株験燃料に対 ず る 
番製に けは変化がZい がら状って燃料価格は下落す る.

多 4 の製材エ 帰で利町さルているﾡ欠担繊(ん accowスoク 

tt ぼ. 結合政用の非常に正確な分離は寸る二とはでS 

ない. そしてしばしば. 各 項目(二 就いて一 体如行 程浜 をレヌ如 

同ﾡ生率ごルているかを知ら宮い場合がある 二とは奪安である、 

Lかし ﾡ端の»合には容ﾡに認めら ルる・

太斗栄ﾡﾡの製材工は高いﾡﾡをりっ て • 束那市揚に於いて 

解合する 二とができる. しかし 運 送 変用の為 に. みる重い距継の 

ァにまて . より一替金弱 な等阪の 生産物を積荷ず る 二 レぼてさ
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cい. ・

地方市ﾡぼ 著に砕木ﾡに対して m当で価格て. い零級の 

生姫初客収する 二とにでミロい. そして 生産物の余 劇 は燃料に 
向けらルるであろうし ヌ投げをりとごれるかもしれないレ, 或 

いにハ> ドル. へざいたﾡ. ﾡ坂並区に回先の灰っだりのに利用 

さルるのら L itない ・

整合管用の曲經エ ヌ材本の生育に声甲そもっている・ 紫約的 

な春杯利用は. ﾡ着ﾡ愛品 ルプナ- 電柱- とm時にﾡ仲 

木ご生差しているてみろう. この計画は. 々のﾡ木を最り大ミ 

な年済約利有を得さ L めるやに行なわれる. りかし 各所途に対す 
る簡格はよく 知られているが. 生達ﾡはそう安るに知Sとめる 二 

とはてSない・ .

成功的な冰業ほ. ニ ちの生産責を永するﾡ利な方法乙愛 

とる.

2. 生びに消責のﾡ所ﾡとしての価格

2 夕とと 24 3 of Puクducot and Cov-Zig
由税ギキ永のへ主み的な荒#を戸にがいてに・ ての 済 

的Mﾡと. ﾡ能の調は. 資本主的担織ﾡ才によりﾡﾡされ 

る・ 個人好庭と契約お自田ほ. 2済的秩方骨組でめる. 利益を 

博スとする伤方 0. 年ﾡ的勿スに対する利載で功る. そしてﾡ争 

がプレーキの役目をしていろ・ 、

以上 の 総て 0 ニどにﾡ裕に ﾡﾡそ5っている・ そしてﾡみは- 

纲績の縄西有をみる. 自由ﾡ争理論によれば. 価格は最も生差的 

企条に資本と労のを向ごせろ ・ そ じて消費者げにより tっとt愛 

求ごれてりる生痊物の去症を保証する. ス価裕に. サの、 資ホ 

企策及な工地に対して 台α4河をﾡ供する。価格ほ焼集が何処 

てﾡ時確ごiるかを決々し. ヌ ニの産業の生産物の分配を用港

る.

格は 国の"て市の供会レ帝委とをな政る. ﾡ済刀の

完全区四区ば・ ある条の存在のしとに行なわれる・

二のあるﾡというのは・ 各ﾡ人は. 自身の叢長の利益を知り. 

ごして彼の 経済治ﾡば利己主ﾡに」り天配さルている二と&ぬめ, 

※経ﾡ但の中にに完全な可1性(イ&イ ,が»る. すaわ 

ろ ザ太. ケ: スび企ﾡに よリー番刊ﾡの多い逢茶に白田に 

移記かる こ ど がで e. そいてその起求が不刊益にとるや否やるろ 
にご達求と枚茶丁る:とがでさる. そしてヌ往占との8を性と 

が愛休ざの自 由ご相友P同るﾡじて行ぼわ る任格のヌ文る 

和ﾡ しaいという阪突ごある.

二 の 摄口跖极の 仮定 的条件の みをほ. 産*3よ りス時覇によ っ 

てり相異する, ﾡﾡの区欠向系件に. 森林生量ﾡ達業(んん 

ルムム - んucdvc。 dイシ4イン > の) オキ石 )もの乙ない. 衣 面 

三は 材木高に 自由起争主救の総てJぬを否定 LていZい』う 

にﾡえる・ 球始林材の息ﾡロ供給火と束部市ふ2ポいてより立 

委ぞのるとﾡクI るﾡﾡ実の万面にﾡいて。二 らの市ﾡにポけ 

る木林価はﾡくべ長せい・ ニの事実の説町に,-部分は u 

去3。 年に木材が愛の式すしてさている:とと. ヌー 新分は原 

給とい ラ ﾡ孫を妖っ た ﾡ令におめられる ・ 飛始林のみみ量(Zん4 

ク&ペtoイルvyチvwイ?e) はボグしてさている. そいてこのﾡ 
味札:始い て供合に" りてきている・ で .神本炎びに木科に」 

何ﾡ生藩費の塔ねなし で市帰にザ始さ tている.

経済ぎ呑に対し て, 供会き構成するのほ. 避々の価希で市コ 

供さル た沢山 のﾡ財で ある ・ 利ﾡは ッ4 の本本代出経営(a/ 

夕u&eum af九&ズm ) に対して消式はLてきているから L 

ルでいが しかし 得やすい対木びまご ハているかゴリ そしてメ 

*木のァ有を状命さ ビんとする左』が統4 かざり 森林生定«の 
供給は. 市場:対して増し て行く でpろっ.

生産 に 対する刑整もとし て. 価格U 2 つの後脈を E っている: 

ーフは 森林む うの速 (PAux2 6wm xんe f,tcxt )と,他 

のーフほ存林の生倉(/vcdrccon ・スんtfuxt) に対るな
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ﾡでみる-
な林がらの生をﾡよZけろ. バルプ裂材」 木林並びにの本杯 

生盗初ば: 価怒の塔択してさたとさ主産高は加るるでみろう・

な山として 取扱わ tている 森林の 株全代株 < &zuidcxm cwt) 
にないては 木を価のwは. い価格で代林するニとは経 

済的で あ z ﾡご研木のn 円と可ならし少る. ﾡより一番 

食羽品樹木がﾡﾡ科木とはり, 小ごいﾡ木. 埼のみる樹木 大i 

不の所にあるﾡ木、政いはス分等ﾡ狂し. 改ﾡしたルに、 6 

たご北みかも しルでい・
・ ニのﾡﾡの括系ﾡ林の生ﾡばﾡ大される. よい市号と材木の紫 
ﾡ的利!所は • 若い生音して いる森林芝 に程子木そ標に しそして 

ヌ ヌ新の卒乏さ せない がシ ししない・

出にﾡな市5と. ﾡいaねはﾡ派ﾡ木を。 より見本にそ だて 

る.、てレ てべﾡ後のﾡ令の 士ロは内向もな2 吾森さルた生ﾡしてい 

るな林になるてあろう・ この承&況は. よい市局は. 林*& 

人的にﾡるy合のﾡもﾡいﾡであるという立いﾡ的ロﾡえ

九さ確立せた、 ・

すなわち ・末の術扱が3年商に. 36。協Ptfm みらク○億 

保t& にまて永してさているどいうﾡに. アメリスの不を 

*が 字 的に 合ﾡになって ごたヒいっ 不況状えは. 木生ほが大
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ごない. 何故なら ば. ﾡの赤分が でくなり. そしてﾡ格が 

ﾡ*するとヨ 林業が島すく 期符ごルているかも レ aい*に. 

ホ砕の朱均的な利用に. そルがTﾡは受とこルたとミ. を出的

*の実行さなうせろてみろう・
森林可 胆 の解決は, 林*のﾡ高厳的な且ヌ計画向Z努ス. 清 

林 (&autd&ton 5 ) の ﾡﾡ木き揺ﾡL て いる様α Y量計 

m並びに上のx0き活算ﾡ(ん4ョtdaイonc2?イn) にあ 
る討本は, 現をの救材工場で現さるほ置よりも..明日の生長 

c.(一督の区を字理する:とがでごるてろろう という 営に 

ﾡ存レてく こはマらるい・ eハ缶格は. 無念式で林家にﾡ回する 

てのろう. しがしgがう森林財を(メーP"レ)の生を 

ﾡﾡ優管ばﾡ石の ほ ハ ばと : 尚#末の 不村市ﾡにﾡ ハていﾡ 

恐が先い てくてあろうという見澄がら冬果L ているの でaい.

彼白』の主産物に対して市いﾡ格をホめるﾡ木高け. 自こ主表 

的刑由によっ てそうするのがむ L Zいが, しかレ 材木 ﾡは,木 

オの代で物の桜用乙われわれに8須し。 そ し て 森林を すく わん: 

ど&他督する保存主義否遂よ り も-•生産保証的経注属経静的な 

x &提供する 二とに於いて. ﾡ設的私有林茶の方向に-ﾡ場 

力して いる かもし れ乙い.

ごなとにって以メ未知らだ・ アメリ7本奈ﾡのもっとし大さ 

で天のﾡﾡであった。 *!と・

ぬ山の う に 取扱う 添林経営かうの*果ヒ して足り そしてス 

木才井価格の くなったと ご以下 で»る び酒在的には uの あ

る木 の ﾡ存 といラ ニ とに枯界として々る様なタイ プ林ボは 

cf&fme" ノニ ユ 化は押秘が的林業 ( wんイ c ポuイマ ) 

とか駅ご1れている. *2

三の営ご林英 茶座を鮮まする上に頼みとするニヒはて

*I. ・4んaイピ, R., TieA&c&z4 Fouと4イd, PR "〃〜ルケ.

九&- 'カ , ノク33・

ネ2 &c Cだa/mペm1,日,H.; Fotet . aota3em24 , P.6/.

dCいtg, /?3/
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第四 章 森林資源及森林生産初の供給

CCoP乙 IV J2 S～パ4 of Fouイ Rwwルce。 and Pヘcducs

1 市メ伏谷及び価格可足 ・

mズ Sxイパイ and Pc Pvパ&mo
供給という吉来に2っのを味に使用さルている. すなわち一っ 

は林分の現ルと, #末 にﾡる森林予事を均術さ せる因チとLて 

の森林生督に向する bのてウり- 他の一つに市価格と一定の市

に供ごた未並びにﾡ造ゴ北に森林生心物の最どのﾡ係に 

ﾡするものである.

堂株給という さ茶てアタわ=ルるごの2 っの供給は. どれどれ 

相メしだをホともっている. 例えばﾡじiといってし. 仕事平和と 

ド レス靴どがﾡっ た市ﾡにﾡいて 猛ﾡづワごルている に-

バルプォオ ﾡ. ﾡび暴ﾡ太は ボﾡする市ﾡを来める. ェ 

してヌ(/〜ucusdoRイe どw&パイ は. ロー材木Jﾡ式のら

株こ?てくるが・ 各々のﾡ相に. 全く奨している登済号7の 
相五Pに工 っ z *だ二 るかもし tない.

4o44-Cピマt. 口 ﾡ一つの市身ごな4 新求咲冷が-致し, 

ヌ有るが相繋している 所乙 は何所に c t. x山の市場 乙tって 
い る . ・

価 格※ 口の一っである供給は. に中』標咲す る 二 どでa

く 列る一 欠め市場に売»た ﾡ財の次係量でめる。

供像とは、 相炎した価格で 売るるにﾡ出 二北たﾡ品の一ﾡ表て 

みる. みる-欠のﾡ覆並がに年奴の系材の7に恐いては. ある 

ものづ他のり のよ り変い価格て項供されるでろろ う- ある所有看 

は・ 他の行右より -そそい価意で市ルにﾡ太をﾡなする- とが 

てミるてめろう. でかにに 不所 有を換会さ せるﾡ乙大さ乙正血 

そぶずるるのもあろう し ・ ヌある もの に材本 をルを称町に自てる 

てあろうし . ヌ未る市ﾡに 合る -とを注ﾡえる ニとがネ可

能でめる»のもみる-
6 L 市ﾡが改番= tみまと. その砕太2速党白 に所府 している 

二とがてさろ係Z余裕がある所有君に. tﾡ的に高いﾡﾡて系 

各長供ぶる二 とがてさる・
みる木叶有看ほ. 現在の基会るﾡ押するやにい価格て. 自 

かの若干の材木を書んで売るがもしれていが。 しがしﾡに高い 

価格に対L て均ﾡを保持するさみろ う ・

一定暗期に於いご、一定の市揚に援供ご"だ村木の一覓我口次 

の様である.

1 表
依 供ご た供ﾡの平位

M メt

素材が項代ゴ てい る 価格 

S
o ・・・ 乙.c・

ク. ・・・ 222
ノ"". り◇" 少. ” ・

メ"".vov 父.タ・

3c ダ.vの・ ・ &.り・.. ・

・・ク • 4.今0

ク、・o

この衣ば、 この市ルにおる一 定の樹極とﾡりの示材の供除客 

構成して いる, ﾡ給に日々交化している。 そいて供給の増加は一 

※価格てﾡ供さ る xﾡを増大 し. 出に供合のに一文の ・ 

て堤供さ る枚量と式ナニ tる.

tしホルが杯伯林の立木にするものてみるてらば 咲会にx 

拝立木のセ格に影ﾡじaい. 羽始林林の節值口 生産物の国值が 

ら系さだ二1る・ さ して不の雪格は. 生査者み末村に対し てx 

払う:とがてこるﾡ格る決する. しかしながら未の供会は- 

ある ・文さルた ・格で市馬 に供台ごルる木材のお量さ来文する- 

tし林木商が、 系対してテドルヌ払う二とがてさろならば.



/eoc"とHド父 を 定 三 Lた市にいて彼は供給さ1ルるてあろ

う ・
市場価格よ りﾡい価格る振供こた ve.vo。がt の手林は。 

ニ の 市s のうちでば売却さルていてあろう・ しかしながらこの 

svo.pogMft の北太にﾡ会の-部分であり ・ 4両格に内係るもっ 

ている. もしケドルてﾡ買さルる二 とがでごる示ﾡが.ホ材の誉 

置の価格て需要さ 彳し た 不林を供合す る為にちﾡ売分で忍いなら ば 

市場/にみけるホ 材価ﾡはﾡﾡす る. ・

従って材木価格ほ形貨い. ホ木商材木に対する防要をﾡﾡさ

' せる々に高い格を状供可るてみろう・

か2 の如く して. 普価の価格て市ﾡに番ﾡかえているﾡ始林材 

は. 木材価裕と 並不区 との両者にﾡ響を及ぼし ている.

賞用 をかけて 主産 ヒ P物財の価格が永ﾡ ニ れ る方法の 分に 

いては. 価裕の2っの万面を秀汚慮する二とがI2である- その- 

は一 ﾡの時ﾡに。- 知の市場 のうちて確ご北た活格すでわう 

市場価てみる. 他の-つの高面は平均格でみる、 手両格と 

は茂争が 充 かに行な わルぶす匠らば. ﾡ石市にいて 格が 

若くべさ 価格で pる ・

第受は」 市』格支定に冷ける最も車裂な回そでみる・ 何改& 

ら に生をさ 1tてこた 初 財ば 売却 ごレなくZはならなハ・ もしﾡ愛 

が生 ﾡ炎を交払う ニ とのでさ る 格で1 総さ 吸収 しない ならば, 

そ の商品にﾡをい ても売加さgくてぼ乙らαい・ しかし8 がう 
この状はﾡりなく建続L恐い. 何政忍らば. 供給に於ナる変化 

は, 将素の価格に彩ﾡを及ぼすでみろうから.

もし市ﾡ価格る低いならば, 秋さレ 乙市に商品を供給してい 

る生童香ば. 主ﾡから ﾡめ 資本びにエ ネルギーを引めるで 

あろう・ これらのﾡ界メ下生ﾡ看i(xんc4e&クmaみiuaム 

ペ2cduc&&4) の徹は. 市ﾡの咲給を引下げ そして変化しな 

い 髀要は. ﾡ系 ﾡ者 供給が •市冏価籽に 於いて 需要•と 武函 

するに 必要 ご ある最の ﾡE力ある生産者----の 生ﾡ求 をカパー
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する所のﾡに で市価格を高めるで みろう. 問じ蒸Iに も L 市 

ﾡ格が現在の供治看置に充分利油乏区す Iに 程に高け ば. 新し い 

西不と考力とが. その生左に桜入さルるてあろう・ そしてその結 

票増ロレ た 供給 は 価格 の低 着を 蔵ﾡするであろう ・

二の欲に平均価格は. ﾡ系生産石の生途求を丁戻支払うとの 

出未る長にないて確させる 傾向がある. そして二の王ﾡ為の注 

症求は. 市場格の向うところの平均価格次欠にﾡける最直受の 

因うで ある. 官由ﾡ手経済に示ける市場町格は平均価ﾡにﾡﾡか 

んとするべ包を有するものであるが、 ・その傾 

向の友ば. 資よ。 物. 企茶の移ﾡ性に依存するのでみる・ ニ 

の3っの因子が, 5し. より一督有Aであるよう宮産茶に自由に 
移のする ら, 市ﾡ価格は平均価格Jメ上 に長 スとどきるニとに 

ないであろう。 そして. もしこの因チが, 不利益なﾡ茶がう念番 

-ﾡさ tろ でらば. 市場価格は長い 商i圧さて い ない で あ 
ろう・ 生証ﾡ力が. 市ﾡ価格にﾡる友化に応ずる祀団に産茶に 

よって 相異する。 そしてそ は生ﾡを統行する に愛求 ご れたず本 

が. 大さルば大さい程. ごしてヌﾡ本の桜下と. 市馬に対する 

ﾡ品のﾡ との向の期向が長けル ばほい程. 生産の髪系の移勤性 

は少さく ヌ 生産の利益どﾡ失に対する市場団格の対定性は少な い 

という二と が-般に云わている・ ニの 自由 疾 争面格理論 (xん 

aルefcomneZcイin&Puco)は. 主産其をかけてI示始キに 
は適応されロい. しかしこの理ﾡは. 主産係ﾡ森林径営の生産物 。 
価値がある という ﾡ式 を説明する, そうレて 生程ご1L た林不は生 

鹿資をかけて. 生査ごれている- 供合に. その格を決文する日 

子チである.

市場価ば、 主として骨最により彩客されている. 二のﾡでﾡ 

面にいては、生産さﾡ立木の市場価格は. を始林はの而馬繡 , 

格と同じﾡな才式で決皮ごルるが。L がL 生産ごれた木の平均 

価格は。ﾡ生産者の生逢ﾡに等し く宮ら% とする傾向さも っ 

ている. 仮定の市場にける供給とﾡ愛は. I/1#t 当り5ドル
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の価格"生をﾡに対して /o.vv。H1伏* のR ﾡ生達 るを T塚 

Lてい る価ﾡ) にかいて確立した術をもって A.B. 並びにc 

ﾡ Iに 之 が がか れ て いるか も レ Lな い..
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もし。 生をさルている木の生定賞が・ ーであり. そしてﾡ 

妥が式するならば, (D)市場価格に下強L. そして売却さ 

ひる杼木は.ほとんと.おい.

材木 供給に変化 L &い が —― 一長伏コ れた卓の一ﾡ委は同い 

て みる.---- しかし. 常扱供冷は し い 町格4先。ドル で均ﾡし. 

唯クac・・P1卜t 系がた却ニルるであろう. 二の均ﾡは. 生長 

を付加すべさ森林のう万にﾡこ化るてみろう. 船櫟 が新しいﾡ 

い水準に話:っているかざり. ス供給が不あでみるみ会り. 価格 

は. 多くの生産者に対して 不利益 であるとﾡわ1る 4.5o ドルの価 

格に函さっているであろう・ しかレ ながらﾡ争岳格理論によれば 

快絵は永夕にﾡ化するしのであり。 そして ﾡ絵会の 密格が破界生ﾡ 

ﾡをカバー するとこ ろの桑にで ﾡ責ご れるきで式少して行くの 

ごみろう・

二の二とは、 将来の市ﾡに 対 し て生違 ご 1t る木 の絶計に け 

る削変に行なれる・ 4o ドルはﾡ界下てみる経営者は, 市ﾡ 

ご前生窟した材を売却すそであろうが.しがし二の孫な市局に升 

しては. ケドルの主産賞をかけて材木さ生星する起ﾡはもたでい 

てめろう・

現在の木の供給を消ﾡ し フくす2は長月を 必要 とするでろ 

ろう. そして 話格は. 滅すい た 供給の 影響 が 詫誤でイしみ まご 上用 

しEいであろう. 二ういう反に並木代ﾡは. 非常に最ﾡで状えを、 

もって法正 高水卒に認っ て行くで功ろう・ そし て 市場価格は 强 い 

ﾡ向正さiル た店 Sとどまっているかと し ルさい・

合tﾡ表察が. ざうである凍に。ﾡ裂の不人にﾡ単に一時的 

なもちのでDるとﾡって: ﾡ系生産者が. 空起を ある 期周統行する 

かも しれロいが 二の:とは3 の様に抑圧さ た市場格がら • 
平均価格にもどる調整期向をﾡるがにﾡ期ごセるでアろう・

一層 買力 の ない生産看の役到に依っ て. 新しい 形株給有に 対 

オる生産費は, メ前よりい価格になるかもしいないし. そして 

平ﾡ価格はケドルのメ前の価格に那ﾡしでいかも しない、同じ 
必に、 もし市ﾡ格が. ﾡ愛塔才のﾡ系少よ。ドルでルﾡしたと 

するてらば) ﾡ会t :の新レい 価格に対して ※次調整さ て行く 

であろう. ケドルで ﾡ界メ下 である生を者直に. より一電高いﾡ

橋に於いて は. 直当ぼ孫林の向ﾡをすることがてる・

そ L てﾡ末の森林生産ﾡは . い よ いよ増入す るであろう・ そい 

て供給は」加 レ.格は市場に対す る新しいﾡ生ﾡの生産費 
(に専いい, や、ケドルより高い価格の央にまでﾡらんとする・ シ 

し生艦資をかけて主産し を 村•木のみ がこの 和市 に対する 供給源と 

あるならば 市格が. 平価格までにZるに必表な供会の西 

整をもたらす冷に ほ掲 当の 野向 をM更 とす る・

しかL 今日 原始林村 は. ・の多く の米材市場に合いて人ェ林村 

りt, より -質ﾡ裂な供拾の愛赤になっ ている・ そしてある地 

方 に 於いて はﾡﾡ林ﾡはﾡ年 向 も ヘエ林材 と焼合しっ ブゅ るてみ 

ろう・
飛始林科の供合の存ﾡは,ﾡ高い市場価格を ・ 生産材の平均®格 

に伯下二せる傾向 グに 平均価格 以下 に市場価格を下させる 頃
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向をもっ ている.

も L 市ﾡ信格が下=ル るなら ば 界林科にける大き な 

ﾡに. 生産沢本の不動性る大し. 投後を一柄するﾡ乙通直に. 

ﾡ行さ ルた 市場価督の ﾡ抜を幼げる。
あし市ﾡﾡ格が・ 主産ﾡの生差表メ上てあるならば. 清有基ぬ 

co& &aawxt。 保4イ ) の上Iにボされている 系格林材 ば. 

向一番&に代株さ. そし て*ま L い有利 □に は尚一者 
大L代体さル・ がく して向しでく市場間格は落するでのろう・

示始林材の株給がべ株っくさ- そして森林が 生た保統経営 

計aて実行さる3ては. 立木の生涯気め. 上ったり下っﾡり動 

抵すると ・ 〒期される市帰価格に死いての水ﾡの決ﾡにﾡ塞&形 
塚をス ぼさな い ・

ネ有看は. のえ次がバルプ王®求いは以材工ﾡを係茶L a 
いと して と製ﾡさ北天 森林ﾡ物の 咲絡と. 価格との 図係に 南虫 

をもっている・

村木桜の格 ( / f wヘ4 moufa cなu )は. 市場 

に供給=ル仁・ ニtら 主達のﾡ計に坂格老表をも ち- そして: 

のこと を盗じて 科不常受と格の上に盗接内係す る.

生意すをかけて 生港 し た木 村並 びにバル プﾡ品は. 二の商品に 

対する ﾡ愛 がに市品の供給をﾡ術さ e る 格を しっ岡 値を ・ っ 

ている・ 市場価格は主星さルた立木の格にポけると 円ﾡα方法 

ご支ニルる・ そいて木材の市価格は. 手均価格を上下する傾 
向そbっている・ ・ ・

しがり ﾡにネおにい てに. 平均価格に対する市彫ﾡ将のﾡ整 

期向の優ルは. ミ のた素が状洋= tているとさ の森かの界によ 

り地mしてさていろ・ 最m木 村達 業 ( cんx &n&eundu4乙y )は 

帝愛減ケと - 信格る 格ヨさルて= ていortどt .このaのば 

い 本林 理 奈は、 「平メ下 cαっ てさたと同じ位早くは主塗をボル 

してミながった・ 木村産素は 不城の市にをして. 不材を伏 

給 アっけだ。 そして ほス 下 の会 (4x.4m02uze ) の

" ー う/-
建読 的な 興献 は. 段 界 生産 黄 グ 水黑 じま で価格が脳* する:とg 

拘由 Lて二た・ 石書スび石央盤茶を門ﾡづけてい る 生涯 送我 と 同 

じ本材の 生准通刻に. 二 の 後 常の 卷短 に つルて増7してヨた大ミ 
な理量生産ﾡに派同している・

最新式で以製林工ﾡを試支 する 為に 必要 & 菽皆 の 総額は. それ自 

体の中に相当宣大な回定諾賞をﾡ弦 しe・ニ れに加うる.に立木と. 

普通の府数を流るかにﾡ してい る製 能力 をもって いるﾡ凄の 

ﾡべのうちに巨大&算がする. 村木のﾡのﾡ荷は 一部分ば

木幼星の当時に、2 量 の我極 的域農 か 菌果 ヒし て※生さに.

利ﾡを得て彼寺の立木を死却する 2 とが不可ﾡである ならば, 

桜物的に買へ t; ス材木る利用する 電志をもた&い I 頁いイ だ 

多くの所有者武は: よく売る二とが出末ると考えられた生逢を 

秋重する 目的で 版"工 腸 を建設 P てさた-

功多池ケの状士場経客者産は. 彼の所有し ている木を消 
資つくした後. 新いい土地にﾡ動した. ごして経営者産に多くの 

炉ﾡ木 ( ﾡ火のﾡの台本に置4 大ﾡ太 —— 灰有 註--- ) ん屋/” 

は ﾡ体工と鉄誉に沿ける彼専の桜浜を正当化する にめ受さあ 
ると感いて た

投材会社による材木の有は. 管運炎. 不を購へ寸るんに情 

甲Lた公利子. 防•火 貴並み、に税金 を償う 為に率々の費用,曜加 

してきている.

ポ材生産に対して倒りがなか合ならば, おボィの 億 ドルの革腐 

会の-年向の管理ﾡは. /ク: 年の生産に基礎を深いて計ﾡすれ 

ばIH# 当ょドル塔加い、 ヌハaク年～/クダ年までの虫 

注に基碇な置けば. ﾡ材工ﾡそ化自体のなみだポける役賞から ﾡ 

固 るd火的請ﾡﾡに対L てin女 当り4。/ ドル塔 L て 

いる,み・7 、 > .
木片舉道鹿粘の過剰能力 は 本数産高IH& 当りの回文諾 

ﾡ賞を」加ご せるのと同じ結乗を及ぼし

*1 &cmgmcc Pvcf4m of イe みuu夕-ン aad アィャtイeん/cduc
Inddtwd, P

n dwウud4イuaじ
4夕,

2?し ,

9iれc4cm of Rwcuu., Za'otc& A2co^e
ひ&4んt 9イot, /ラ34. -
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一部分は 産 茶の移住によ り -部ば 木区のﾡ的常ﾡの 

見とに」り. 二の年茶の会的該点は. 向能力がほるがに主 

ﾡ高を万ﾡび乙3そヌ生産の京のに到置するで拡大こIIら.
国み区*行の etc<ん. wtoue2 Rocvv ddatudZaatot ) (に

よ り 評ﾡさ I た/ク47 の 裂材工』のほ口1か は eve a ペメ.レ. n

x上の能スでアっ た*I
西卒木 投 動 者ゆ会(イ&4 axcのux2 && mxu/facなuue 

イx4ocwxvt ) でに, /ラα9年に今3。協だく.り. メ上の能スが 

みると 見ﾡっ た.% 2
修者の評価の益ﾡの上に. 二のた奈は. /ク今に全ﾡの

らァ%・ /ク 3 野に /?% ・/ク今坪 ニラ&8% 乙孫ﾡし で・

二i［うの収因 製林工ﾡ談ﾡにかける豆大乙. 並木の

みどい研立の杯荷及いこの産茶の利能---- ば. 価常下才に 
対るる 木村伏 給概 班 の改 記 を 明細に炭明す る.

本びに放ﾡにﾡ判扱ﾡ乙らつ: 本ﾡ茶(xん・ムua 
イu&工y )に. とりもロお" デ生達 式 の 座來でめる・

有和!な株茶:いては. 連年 栽入 に 球素生産 費 迄 びに 回た的部 

f片の司者をげう tのてみく 乙はな らスい. 堺*生産英さ 生産 

のガ大ン共計はする . 生定 ﾡ位当りは灰化 LE(.

方野定 営ぼ生産さ1た ホ林々 生産社に岡係なく, せ休に 

いて町じである、 しがしながら生をのそ化なル単位により

負祖さIルロく てははらない 团足 無費 の 分配 は. 淤档工 母の 生座 が 

塔大するに状ってﾡする. かく の如く して. 製材工の生定が 

な大ヨ水ばごるﾡ. 本お1MK 当り生座火ば"なくなる・ り 

レ木材価格が. ﾡ賞にけ る相対的求が&く て.) 下惑するい 

う ば. Jx前に 有利ロ ﾡ材工 場 t ﾡ界ス下 ににるがりし txい.

自由就争m格型的の完全な用に従うEら i. 二の秋材工 塔 は.

主 産 が低やし ・ その資本にり営有利互各ﾡを被す でめろう・ 

*I I AN. , P. 4z

2 C6a工ny xuAnuxcant 2umシea I4〜dイy とズeva2
t&と2 manたecズ2ろ 444- ・P./3 ,

Wa4んxnytmu , /クJク.
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ク し ロガガ. ニのマ本は. 木材の生意にの路当Lている形1 

でpり. そして湾=iにるべ=材木のαどい賞がつる. 多分こ 

の数材工に. jず本並びにﾡﾡさルた信用と発々ど」 6って 

いこいでのろうが しがし. 二の財政よの件が 業務上のこの 

天によ りﾡをポ理に修らせるという 様で ものでcいマら ば 

展明白な行動 の方向は. ﾡこLてネ材と代杯しっ ブけて行くで列 

っうというこ とcあe.
山だ的協他賞は. を の 標まがろ 利 どあるか否かを向わす'. tL

: の会社が反«メざ。 2 L てﾡに干期= tる, より 一 他よい条 

益«うけ: と がでミ る sうば. ヌ われ々 く て はなら を

・・ 、
タは. 殺証生産英2下ごせるかにα:る・ そして生准ﾡ 

クJMK 当り生ﾡ共客式少二せる明白な方乏に. 工需の生意を 

= uる:とで みる.

Lかい 二 の府和 した 生産 奇に. いメ外でに. ﾡ会まの 

市埼で先コるニとはてさ2ハ. そいて止む とびﾡ区にクサ 
る・ -

ﾡ人堂営の見地がうみるで»ば うけとらとる価格が. 殺信の 
怖東生通ぴと评し いほり. 赛用の臭 が ら みて. 格を 下落さt今

とにエJ を向ダす る:と と大ﾡほでい・

格とし た生意費とがし 4 宮る央にﾡす るaでは, 回え 

的8メ出に対して. 南ダする二と =よっ て4る ニとのでさ&いみ 

る月べは巧る. 併ア. 全体としては. 二の歳素に冷ける形響とい 

て 価格の武ﾡ的左ﾡびに.仙い王食賞茶(んe人〜 

crat ”ソメルな”し) が・ 利ﾡ2得てる二とがてるな供 

総と整るのに雇画 した供及 二れらの普価にﾡがメ上にある圭 

を君ロに対する済文の圧があ げら ハる、

元求・ 格&引I下げイとする常在する現程の判救は. 全体とヒ 
て産ボき田ﾡしている・ そしてこの以亡布内会は. 供素、生たす 

ﾡﾡL . (格をﾡする法律的段をギめてている,
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二の桜は計あが 去的基ﾡに之点して行αハる&らば 二 

フの翌四が. I 各巧 り下げと- 生在の自発的 l ﾡの 目的式成に 讨 

してウニかける そ功つう ・

十中ハぷで 劇K契約に 署&しはいてめろうと:ろの小さい 

工場経営番I のﾡ合ぼ. 生産制区の効景と武ルごせ るでみろう・

二のN二 い工坊に. 新実木主震業に拾けるﾡ釈受宗で必る ・ 

彼のケ滋は有効的てでく. 彼奪のを物は普回ﾡ許でみり. そ 

Lて彼系の生ﾡ賞は. しばいば高い. だが. 工場桜幡に祀りる区 

等の経費に少Zい. そLて彼辛のシくぼ全く林木を所有 ・ていロ 

い. 二のたﾡに. 不えクある向に. 城算に 表茶にり・ スへ 
意ﾡに就4. そいて彼等の生産物は市ﾡから外玉さルる. しがし 

ながら. 利益がみらPる析になるど 古ちに二の二いI受に 

米茶を将向vる.

高い/格と#ﾡレよ う どする 生載Wﾡは, こ tの 砂1 的 & ス 

一Pqエ ﾡに」り . ポaさ ルた, tいて ずること のない 生 

ﾡと沼示してしまう. そして彼らの合:生は, ﾡa為M 

会の会Aの物さに工っ て式少さ た 溢の形«さ7点 上に大 

い :4PHiしている・ .

力 4や沢均 の 有効佳 を 壊、するがもし る い第2 の受日木 

お番マのﾡ7 ン . 森林主を朽の代用と し て刊用可ﾡg不びネと 

てみる. ﾡ的高い木ﾡ格は. 本材の代番ﾡにする路表の工 

夫をさ 現たの木林希手る低ﾡさせ. ﾡ格そ下さでる承因と 

さるのみてらず. シ分他の 本料の利用に対事 る永久的な ﾡ*の承 

日と乙るかtい gい,

高い ホ価は、ス ﾡ国がらの木材跡へと刺事する かも Lな 

い, •,

木林の生盗量剤の向思の.」 より一番みしい解氷xは. 生倉係 

紙な宮の基«に土ﾡして, 材ホー ネ#工場の確ﾡ各計ること乙 
ある.

各生た保ﾡ工 ﾡの生逢力 は本林の生定に」っご疑望される
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てあろう. そしてヌ生を高に.坪年非ﾡに刻化する 二とに期ﾡさ 

ない- 村不の所有は.炭入主ﾡ至ﾡの上にユﾡしている. *し

て清平の ﾡ直に現在ﾡ強4 a いで めろう. ニのよう&永久的てﾡ 
ﾡに立した産六遺構に, 区◆。- の1Z小さ い工』ほ消求する 

というﾡ向はめるとしてし. この植の 小ごい移 I いエルの 生 

A式いに絶ての木ﾡ生定 を収術る 二とば不可ﾡてろる・ ・がしa 

ボゥ. 二のを*米体ば、ほ初生Aだ7と. 丁木の 家みす ざヒ』り 

P 寄 と& デさ Lた現ﾡの左7を有桜するてみろう t. ヌニの星* 

の特柱で死るﾡ件のﾡﾡ生産を消ボするでみろう・

2 未未に対する森林供捺

Foudt JxPイ4 イんc
供増と いう を素で あたえらに※2の名味は. bっとt注念る 

払 て いた 森秣向題 の局 而す口 わ ち ・ 将未に対する称林の生ポと 

沼ﾡとの析の 内爆に内するらのてウる。

ﾡ在森林項源が冷虫にみ求し ござ ている こ と普盛のﾡ燃でろ 

る. こして向ﾡの常女は, 如何なる材木が残って いるか. 如町な 

る歴友長く材ホが. 現在のボ合てお続するみ. ¥びにどんる 

反い母生氏が.ﾡまの不許愛を湾足さビろz みろう かとい う w 

夫でろる- アメリカ 文屋に 於いて コ、ﾡみみ分が. 高*師村本 

(mAcA&ataと&&aよu) を五兆だ 以上合み. アメリカ 

大隆の23ネ が被保ニルていると坪ﾡご1ている. わルわルの承 

林面ﾡ並びに分配に. 3森に示ニルる様である。われわれのォ 

木に熊ダぶなものでαく.ﾡりが目にみとるﾡな急度な*合でﾡ 

ボ てさていることをﾡ分に祀試するや. 早迩 われわれの 原始 資 

派 ( ow% oとンイxイ &4イwvc4 ) の 残さ れたものを 発ﾡ すく 

笏カガな ご れな. この#カに、 在と云わイよりも評低どいうか

Eラ で行セわた、
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そしてこの 評価の結果に全く 一ﾡし てい忍い・ 初期 於け る評価 

のあるしのに. 4表の通りでみる.

J～8位c 4.- ムレムレ ル2M f Fouedイ 月0avd
3e4% f

E 4イmuaイc

& 4じビ &

Bィシイoou
Ft.8. 加.

/よふ" み◆4
/よ 6

ノタ"" ノ3。
/テe 5 /28夕
/?// ・
ノタ/7 ス822

/ウ2グ 損.//〃

I んetted 2 レイuont Cemct. イtaイewcnイ ズ。 .S.

e Condeしvaイcou Beacd. P./E. レa4fdnイo?t,ノタ3I

ﾡ加して行く 年木ﾡ生産長と相町連して ・ 初ﾡの評価に いて 

ロさルた森林流ﾡのﾡ発窓さ れた括来には. 材ネ飲年の恐怖を天し 

た.

もっとら新しく さルたず添. 主長並 に ﾡ転 に対す る 評価 

は c y夂4w Reot にﾡられる・

二の数字に, ある 程皮是認 し うる 評価である が. しかし報告に 

ものべらルている係、 *森林がえの、ない一撤的な見解は, 現 

在山林易 (x&e frt AoMtc&) により並行されている. より 

一有 な況に 亘る a括的で国内系林部をのﾡ系が利用 ごれる前の中 

向的ものと して利用丁 る為に行ロわルた “ 來】

=のレボート に 松 いて 評価 手れ て いる現石 の森林と面ﾡ ビは

5 表に ﾡら るり で ウる.

商飛的林地とに. ﾡ業的所に利用し う る算並びに重をもっお 

木を生産し得る能刀 を有する森林でみる.。

42ee 万エーカーの:の秘の森林に. 4 議の旗に分頫ごれる, 

/夕?e。 万ェーカーのﾡ材面ﾡ( えんe 44w - えク4e% a%e4 ) の, 
f3分の1が公共的所有の形ﾡである. そ L て安りの 3 今の2が 

ネI A oCvnua8 Pm o Aouexca Foteイw, Aenuスu

・クecwmuonイ 2(/?:3), P/, (Couefand Refvt )
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Poc2 イ。 zク7イ えcckws &822d _ィ4?
・イaイ 424,'s78 7厂

森林地区 (イocd2aイ 入 を含む私右林である、 /, 47* 億向.しな 

一疗一

の 製材林分の/e分の /がﾡ繁ﾡであり. /e分の? が針茶樹でみる. 

僅か 殼材林地の半分以上 は. 若干古い生育を含んているが. # 

的には2。 ほ古い生市である.

残与じ ている ﾡ茶的桜材生准量の 5分の 3 は私有林地で ある・

現在の製材秣かに 於け る主なる樹穫は. ワ7表の置りである ・

J&& 7 - Pxncpat 』acceo。P スルゼ w&e
イ Pe cイu

n&emu
玄. 4.u.

Pe cenオ .

・4 zu4
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Pond4tuo44ドxne - 一 ―
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小ewtん ツe&&mxRtne -
-e4tct &m&rcん ---
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xん eddeMt イeftvv44 -
0そん% ea4txt ofイwedd--
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ケ クル o

ハタ ク3

ノ/ &./32

P6. 44

4 ク

クα33
・9d.d83

$6#64

/f 4 9今3

• 3 オ

? ?

ク e 
今 ・

3. ク

3. "
.. ダ

3. s

e 9

.46ク P・3 goo

『 a ルaイco7ta6 P&a 芥M Qmuc&tcax Foeイざ イenaびe
J9ccwnueC 2 (/タ3s). P /7ク < Coacfaad & )

アメリク合京ﾡにみける株林部査は. /クPIにMCAwoxue4-

-MC mwwz 法によ り ﾡ可さ レだ・

W 茶は攻地ケに対し て 行々ク1ル。 千情的な報告が発表ごル た ・ 

留次向な数等字は. 数年の向はﾡ供ごれロいてあろう・ 何故なら 

ば. 外業は 丁度教ゆ 万 に っいて始めらe ばかり であるから ・

知ﾡがﾡ成さルたのは. CocZatdRoect で出ごれたデ 

ーターは、 相当格正ご1ルるﾡ係がみる. 千偏的み評価よ1ば. 

mnnuu4aZd 並びにれoAtgwat に於いてほ. メ前形浜ごだ
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本木材項の タα% メ上も加していることと示している・*'

南部の西書にいては. CcPeCantdRceotでは僅がに,6o
E ft.b.m. と示二 n て い た地に裕いて . ・4?。佬 ゆ. b. m の松 

があった- そしてスﾡ吉により示=iた ク8○fれ. b.mt に対Lて 

ﾡ葉ﾡ//ク。億 .b.m tあったこと そ書 ・ て いる ・ * 2

ﾡ会報告が冬泰さ Nだヒア・ アメリの 茶のﾡ受の初期にポけ 

る森林類源の正確に知ﾡが郷ら るであろう・

ﾡ書が呉区=れル そして デー 9 - がﾡ谷さ tて行4 こと &期待 
する. 現合ﾡ示の供合と分配は同じ位1長でみるるら ﾡﾡの消 

滅して行く 割合を E っ乙 新しいﾡ林生長し区ﾡさて行4・ 森 

林の生法 に対よる 正確な知識は 森林ﾡ査が完炭さルて始めて 

利用されるであろう・ m去にﾡける ﾡ林のﾡ乾は知らル ている が, 

しがしそ しに年々変化 し てい る・

赤林塔加の比務は ﾡるあっわ為に世らばルた・ 式みる 

い は期 商によっ て基だし い相契 を示している:

・CoAe2andPocot は. 森の生長並のに河乾の上にもっと 
し新しく 編密ご た 知諾をあだえ・ スニの 訳豊口 次の 知 減の源 東 

ごある・

/タマケ～/ク2ワの商め耳々の森林消耗に, /6。c.Kx Jメ 

上で巧ると評価ごルている。 送 片ﾡ木 ( イow- 才m夕et イ4 ノ 
は年約ベ。値パ.b. の割合で株ご1ルズは政ごルている. 

材木代株は. 総消耗タクと計写ニルている. その他火火かタ 

z. 虫客. 並びにﾡ管が。%ﾡでめる.

製材項害は絶消ﾡの 7%ごみっ 木材産は慰材木株の7 

ク※ 絶ﾡの5。% ごpッ. 森が辺ﾡの とっとし大会 な唯一っ 

の源宋である・ ニれに相ﾡして: 二の林で需愛りある投材ﾡ木の 

生壁が、 本林千ﾡ新に肉す る もっと E 大=g回題を# L て
*1 RePc B ズ&4 c&c2f 才んe Fvuedt 4dc2, P, V, S.

4e/faMtnut eだ 4 3eu～&t2e Wa4んゼn? イou ・/クッ7
* 2 c I.F E名uedx, AP2evゼ- of <んe Fozcaイ wwexd 

F-dvtンd イ イんe e イowれん . ewイパ ・ aじntインmuot ・ 
し./← 2Le./ラ&I (/ラック), P.ノケ 

いるﾡにわルる. 森林の身生点ほ. elc.イ 理及でめると 

ﾡ板ている. 製ﾡ木の生長は. 均々。健c.b. そあり. 

:のうち クv % Jメ上がﾡﾡでみる・

桜材と測単位でﾡる村木 co2 dwccd とのお合した週ﾡに対 

る生長の肉係並びに 製村のみ の ﾡﾡに対す る 生長の内係 は. & 

表のりてある。

の&&c 8 - Fouex花 6tmi& &d, 9xwいt
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Pacfde Cいat - - - 6sv 3*"と 4 ク/ 5、 /&ワ?9 o.な

〃 广"4 ecんッ のt 一

イ t ------------4, 6 66 /.4 ?6 237テ

イッuメ Recんd mvwt -

イaィ71------------ /9 /川 389 49? ク
Jwイz4 ----- - ------ ・ ノ&3ケ/ )8 73ノ 22434 ク

I ② uZco7ua2 PCanu fot neuca Feud02ジ, 小enuaXe

9ocueイ /2</233). P, 2ス2 (CeceAtd Rcfz )

何生我が增加しない ものと仮ﾡし、更に X/タイタ〜/ワメン 年向の 

平均科祀が型続するものと阪定し. 支的生ﾡのみの疑央から.全 

体の桜林並 *に ﾡ単位 でﾡる材木の 面ﾡ を»京す るはら ば. 材木
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のﾡ給は. 年向にﾡ全にﾡいぶさルないであろう・

系始林の代そす るに従って附加的生産地 が解散さ しるこ とと. 

内火並びに再認ﾡ林ﾡにﾡける森林経 営がな 大 ごなる と ハふ ことに於 n 

て回条の材木予算 ( スんe naれua 才u&e 4d3et ) は ・ おボ量 

の甚求の上 に均ﾡする こ と がて さる二 と は会く みがないとい ラ

てはな:そうてある. もL. ﾡ製材ﾡﾡ及ぶﾡ材の寸法をもっ 

ﾡ木のみ そ考え、 そし てﾡ統的生長と消耗とにﾡい ては同ﾡの阪 

えを» え る ならば. s年岡阪欠のﾡ量る供像するだりのﾡ付木 

がのる ・
成熟森林か’,げ徐ご るにﾡって . 附加 さ れた 再 蓄積林地 (ZMA 

&ddced 24tvcんx Canvd ) に i応おさ 4 た ・現在 の長割合 

は ・49年商撃林木 の供絵をするであろう と 評価さ ている。

/ク2ク〜/ク34年に三る 平均消 を. 二 の立ﾡにﾡ花 さルる必ら 

ば、 主長が道ロしないとL てとク3 ・向供でさ. ヌ期行:1 
左生代增加を考えるならば、3。クズ向も供給がででも.*'

われわれの森林汝ﾡがは総 ▼るであろうﾡ向 を正確に 千測する 

二とは、不可能で おク. 存続の切「は3っの回子により形響ごル 

るであろう. そしてこの回多の総ては現仕ﾡ欠されない. われわ 

れは森林のﾡ在の生ﾡ も確しかでなく. そし て初ﾡの称林調査は、 

わ われの現合 の 評価は 余り にG < すざるかも し Lg いにとを示 

している

われわれは. ポ未の消ﾡについて話るニヒはでない・ そして 

ス麻地が料素取扱われ る 方法 も知らない.

唯材木ﾡ貸は急迫は していでハ:と. 又直応さ tるべ会林ﾡ計 

画を為すには, ほだ時ﾡのみる:と 並びに量的生査の基礎に 

つ<oスんe 2a&tイ , クんuwntafAaducdom )森林岡ﾡの無 

ﾡは不可能でないとい う ことに確かである。
L がL gがう . 森林向題に対•すお供給力附係口,'固の耳々の要 

求に 等し い野 長ﾡ 力 保証に 対してに刺ﾡをしにい・

※・I &couemuLcRスo-6Cemt of そん wm0-eandズdwuイexPzadd 
I ん44イれ夕 , PP. 36～ワ. ・りnuじot 9 Roew, 7a石lenaビ 

ReCwc dmnwイvoン.

産茶並びに社会の持統す みことは. 未求のみ林経営の隆L た も 

のとして翼求ごルるが. しかし この速素の 移住の完全な除去をせず’ 

に 困疑 力生 育と 消耗とを零し く するという二と は方 えらる・

ﾡ続的基盤に並脚し た ﾡ々の生起係統工茶の確立は、 祥未住が 

空大α向ﾡにならないようにする ・

#求の 供合の有辺雄 avaca&uutg は所ﾡ解決のM愛な愛求であ 

る・ 均新因う子の役をとつ森林の由区は、このな済的利門をﾡﾡ 

る塚な系件の tとにxされるかもしれない・ そい て□ﾡ的裂はこ 

の様な生 長に月足さ レな い.

ダ新は. ある画ﾡに非常に分ﾡされているから。 更料は. え太ア 

に寸ると引合わ8いであろう。 生育ば, 土地の地ﾡ式いはのﾡﾡ 

が九太』り を困難にし. ス太・ そするにに 余り に英用がかかり 
すざる球な場にﾡするかも し naい. 工にまてﾡ距艦ﾡ各ば 

愛とる様な生官は, ごの工場に利用され&いかも いれない. その 

上に. もし二の主育の六部分が、 この回のある方に行わるなら 

ば ・全市Sにﾡ出する太材区ﾡﾡば、満足な向,題解決ほ、、 

引ﾡさ tgいこ ビ各示すかる Lれでい- 森林生長 (Ku&xtawxん 

とは. 昼済的に利用する二とがるさ. そして. ﾡ求のﾡ要に対して 

今意しなく ては8らな い 様な 市福生 起物に 変形さ1Lたものである。

tし髪来ざた樹種、並びに専ﾡの材木が査さルないなら 
, 将来の常表は、 売分に月ﾡさルた主長とﾡ和することは8いで 

のろう・ 現在等ﾡの低い木科は 市場に対して帰要が&くて売ルな 

い ・
後生的«血 厶 C 也n g2outん)の多く は . 命霎が突 質■的日宏化 レ 

an aらげ, ポ素のﾡ愛を着足さtはい禄な a賞のものであるかも 

しれない ・

在係元生逢は: よい品ﾡのものをIる様にﾡﾡさルている. L 

がし現さ T理計画字 (nペn4<metPot> のE どに生堂されて 
いる材木口. 総森林増加量のる うの 岐がのt分てみる。

現在は. tっルも百大なﾡ木が. -番大u店るもっている.
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何改なら ば・ 広り松が市場で大 いに 第そご ルて いるがらである・ 

大さ なナ法の科木 は. ある市帰にいて 価値 をもちっづけるで 

みろう・ しがししし合ﾡ製産ホがな大して行さ. ス狙立の構ﾡの 

用 述がな い坂並でに 多 < の用途に殆け る 桜木 に 符って 行く a らば 

大ミな寸法の ﾡ木 生産は ﾡ君の&という程の愛性はでくなる 

がもし ない

供合に対する ﾡ援の 内係は. 森ﾡ契求が直続的に市ﾡに到直す 

ること を裂す る .
も し 利用し う る原砕ボみタ2と ・ 市馬に対する微岩の充分 

な量の供給との向にTﾡみうさがあるなうば. 戒木力不足口、木 

材に対す る高値とし て・友欧す るでみろう。 ごレて 森林生逢物のパ 

ﾡは。 一層大 ざ な 用途 を も って くる ぞ•あろう.

ペﾡ物使用のﾡ果に よ る 市活の状失は 永久的になり, しがt木 

ボは天 a ? た市ﾡを取疑 ニ と は相 き 困義であると い う 様な危 検 
がみる- 旗国たる而第は,現石の森林を「生産保統統者の基報に 

にもっ て行4為 に区ﾡな b のであるから . 森林生長 が. 市 : ﾡ 

団たる 供俗を契供さ るべく 刺載ごルる ニヒ が査受である-

APued m24A&4 は /tnueif&c ・f Ccouonuc。 .(大原金之訳 

のマー ジァル年済界型一番/39頁)の中て.消ﾡﾡ成と生権者数 
にﾡいて触れている.

すなわラ「石の外に尚-のZ 別があ る: 二の区別は. も、車桶 

さルていだが・ 設味で みっ て恐らく 実用 は 多く ない・」と云って, 

「それは-方に食衣どの他の如く 直授に欲望を着 す 消 費者戒みn. 

4me2d3ca4d (消賞財Cou/2イigtクv・4 とも更に一次 

財 子cv-4 oP そんe チuイ ・da ととﾡせら1ルる)と, 他方 に 於 
て型営*. 原綿警の如 4 , 右新一ﾡの財の生ﾡに新与して向ﾡに 

欲望を活す生産者以P2o&ceえ'タwマ44 (この他生定成/t4u- 

con 子c2, 契具ﾡ 4イwmcaイaイ 3ced4 ・ 中 向成イイー 
med'zteaccdがとも神せられるゝ との区別がある」 という.

オ五早 森林資県並ひに森林生産物に適応きた雨要ﾡ論

CイcズxV.Zん2 ZA2era 4-2+and 今2cd ズ。Fe-t2そ

Rcooutccd ad PLouco

森林小らの府木は. 生産者財と あって. 消賞者財乙さ。ﾡ料及 

びﾡ太楽の非常に少ュい用会2除いて. 枠木は. 直核人店のﾡ 

ﾡを尚足させはい. ^
ボール 加並びにﾡ桜ﾡその位もっとも部易に工木材から作るこ 

とのとざる生理物と节ら ﾡ三を回渡町に満えさはる二とい小用会 

に利用さると云わんよリし. むしろ他の福確の生産に桜用さnて 

いる-
は大Wにﾡ用げあるが、 しかしながら二のﾡ用が行効とaるの 

は #木『消貨ﾡ貯にFらたのちうとある- かくしこ材木の需要は. 

その生産物の問愛かき出さるのそある- 村木の生産着は. 立 

木に対するﾡ伝並びに販売運勤を通じ て 彼おの立木区対する商要 
ﾡ刺激することはお系ない。

木にする需要は. 確新町岡所※. ※ﾡ 宿並ひに家の隔姿 

ﾡ加のにより刺激さるの Cある-

木の製並か白由来する生産名は、 生ﾡ着ﾡ(Pudcoeo'少oea) 
か 消賞者ﾡc cenocwtet。 ・ ?eed。 )かの各かそある.

鉄置の車並びに工筋は木により作らるから. ペルプ及び 本お 

口生至荐*とめる。しかしながら普睥デー ブル. 家具 及び金* 
は消ﾡにFし C失さ cいる.

木ﾡのﾡ木 ( e &e9aia 合 スmu&ocead ) ど消 責着の電 

望の満だのにはずくの残階がめる。 神本は木ﾡ並びに工島のほ 

に炭用さる※ 左 佚給する 為 に伐 味とれる. この工尾はを製き 

る曲の工塢に. さ三そﾡ用さるポ杯ﾡﾡﾡる為に。 あるかしし 

naW. , /

最ぬの主産格とある救『. 消費答の您望を着足あせる,

として靴に 対する福要増加ほ. 立木のﾡ奨ﾡ加の項百となるとある
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刻用2しち あるいは. ※望主満足さぜる力をしっている物助2 

生変することは. 直ﾡ、 商核の総ての生をの目的ごあり. 消貨者財 

の帝費は. 究極的には生延者の治動を激するしの 乙ある.
ある消責首財の序要ほ. =っの西手にﾡって決さる. すなn 

ち. 物斑の消貧者に 灯す 効用と、 消貨さの熟買能ガﾡいは市場に 

な乙彼の終任を相整さらしめるの託力とそある。ある消貸ﾡにポ 

する商乱の効用. ﾡ至左満ださせる力ﾡ決定するそのﾡ助のﾡ 

によ I 得るﾡ的及ひに化学的ﾡ京 と. 消貸者に対するﾡ望の 

ﾡ 自度 によるのごある。

効用血減の 法則 ( ポeuー c cmれビncdft2? イえ必？ )は. ある 

主体の保持する一定のﾡの故が、 加するに伴っ乙. だの一定単 

位の効用が益政するが向を有していることﾡ示しこいる。

か<UC、 物東にする問受を決だ定する武も受なしのは. 限 

効用( ん maaae 2 ) 一ﾡ重に対して新に附加ミ 
P -単位の効用 - ごある.

冊妥にﾡけるﾡ頁力の影ﾡは明台てある

ある物町に対して独烈び継華かあっ cも その継望をﾡ足させる 

ﾡ力がコりならば. そのﾡ受に. どの物財に対する岡費を市場に柏 

いてﾡしなり. 型 第前/7 ク悖加ロ. 物跡にゴす悠峯をﾡ効希費に 

友化とせ.としこ価格に影留五及ほすかし知れはか.

立木に刃する岡費と常及す るに当っては. 本並ひにパルエ 

によリﾡﾡさﾡ型を考 Aに 人ることげ区ﾡてくある。 しかレa 

からﾡ ペアービン ユひにラナオセント等の長後的消責に図して 

は. .二れらの商面は立不智格に同歳的5影ヤをしっているとい c 

も. 方基に入ることは不可てある。 立本に対す工ﾡ問妥自源 

的そあり. そしてパルプ及び加エﾡ加 えらた木ﾡの生産物のポK 
的賀要にア督する。

ベルプ・ 木ﾡ並びに工ﾡ主足名に対する需要の分祈は. 武来るﾡ 
り木のﾡﾡに無区係ふ灰山の因を入ずに最終的消賞為計測 

とすﾡめる。

とれ た. 森林資源の 圏要分擅に 於いて. 最し大きS個位のあるの 

はﾡ京ﾡ材料 下げ坂ﾡ、 ﾡ色材木工びクラフトパルフにﾡする 

市場だある-

二ら0市属の 生産物に対るﾡ受は. 消賞為並びに生産ﾡの 

両力からあるかししなV。 しかしながら生ﾡ省の間費は. 彼の生 

証物の桜部的消賞着のﾡ要に反映する-

供給の次に. あるﾡ別の森林生ﾡ物に対するﾡ受は一覧表だある. 

この一見衣に買手がある一連の価格に乙播入せんとずる生集物の単 

位数2あらわしている。供ﾡのﾡに. いつそも同受さた総置は、 

とと他の面格とﾡっ ﾡ価格とし っている.

ある符別の場にい て、 ある時期に形け ろﾡ京張材料のﾡ受は 

オ?表に依って示さる。 この生ﾡ物に対する冊受のﾡ加は. この 

一ﾡ表の及化として及政さKる. すュわち. ﾡmしに予位数はﾡ々 
の価格の各々にアて用要さた .

この枚ゴ潜加は. 直校的に政いはこのﾡ助の甲会ﾡ含おところの 
生産物の需費営大という向桜的ぶいたちによ り不さた消ﾡﾡの東 

頁力ﾡ大によリﾡ米さるかししない。

天欧のボーナズの収入は. 務しいﾡ束を置くこと左ぶ王に受ﾡし 

xのる都市のﾡ栄の状催は一般に神床の快刑か行のる新しいアパ 

ートの建築を益定させる.、

才?表

otcc wi22 c ズ wAcg みv◇c 
&e AzotdAdc2d

$________

2mt&et ・ aemzaxaZ
M.

4

33 340
32 36○
31 S20
30 40 0

/ 20 220
26 440
27 _460 _______
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又ﾡ受のﾡ加は、 物貯巨体の改ﾡ一例て. ﾡ深の防大次工とい 

ち一家いは. その物球が尚えを与えることの 乙きるﾡ望のな大 

との各れかによ る物財の効用ﾡ加か らﾡ米さる. 個格の烈化によ 

り起さるべさ単位殺の減少によっ 示 さn たﾡ要の減少は、同卒に 

その物財に対するﾡ望のﾡ追准の低下. ﾡい尚一ﾡ大さ効用立 

しっているとﾡわるﾡ物費の充更によるﾡ頁力ﾡ少から世米す 

るかししない.

枕木は京材料ごある. その個ﾡはごその生産名のﾡ値に大いに依お 

する。そして秘宝さに森林生産物に対する同妥は立木に対する闇 

愛に友化する。 しかしながら立不に対する問要は. 木製畐に时する 
罔要の 及化 に正’比 列 し 乙愛化し" W... べて の原料材と問株に と 

nは域大視さﾡ形そその 生産物 の変化 した 需要 に 反映する.

しし都会のﾡ衆人が. 収入の着加に彼って. 家賃ﾡさらに月30ド 

ル支払っ二と呼来る能力をしつ3らは. 彼の需妥はぷ文はアペー 

ト に 36o。 ドルの没貸をするﾡにるかししなV.価格*ポの強 

資順 向 は. 木材加工のﾡなの段階の論ての産業にﾡ買ﾡ意文させる 

かuしsい。か<して消貨着の小さいﾡ受ﾡ加は. 最後に才木的 

有者に対すると さは. 甚ﾡしくﾡ大さと問愛ﾡ加となるかしし

公い。家以に対する消貨着のﾡ扱が、 丁度論ての商品旨録のい 

ときに0ゲーセントﾡ加しならば ※浜東ﾡ人は 以前の水#の 

//2%さ販セし得る

家具取売へ比例して. エガに走文をﾡ加するかししれない. し 

かしなから 聴賛価格を買占め. どして平ﾡ問品取兄率(?cmze

・2222 ー ズ - イente 九以レ ) 左確持する為に、彼のﾡ加した 

取売よ り 引<0%注文する.

木ﾡ工ﾡに対する注文は 以mの*準の /2/ %はぞ増加する.

次具玉場に』する注文は mの水率の /2/%まど倉加する. そ 

して本ﾡに対する彼方の査文は. 戸賞君のﾡ受がﾡ加する以ﾡの 

92% さるかもしない.

尚すべてのストッワが. 低水準にあるしのと役定しz. お木にぶ
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ブる木工めのﾡ受は. 前の5%周加に_&るかもしSり・戸 

本に 消 費普の期買の減少 は. 材木にゴする町費及にﾡ米するかし 

しれTい-何放さらは. 下落市はﾡ頁に経りﾡつけるかししa 

. zして正堤的"状ﾡから. キからロにという株なその日者しの 

状営に5るかしし公い・

かくして木炎びに立本に対する問受は 消資者財に対する 腐要 

より不安てある。 そして神木並びに本井の僕ぬはﾡ分にﾡ力性か☆ 

いから. 立木と本の個ﾡはﾡ京ﾡの年格よりも、よ リー樹破感 に 

変効する.

官由震争ﾡ格理論によば 供ﾡと同体に. ﾡ愛し、■格の復化 

に立して官体規整さ乙打く.

しし 主産貰び爛加 し 供論が承少し、個格がﾡ資するならば 需 

受供おの均物は高Vﾡ格にだい て盛立さる。

阪X以下 の頁キ c 4u.2-れ2:g0t22 &.2 )は市場から云り とし 

乙そその形当はより-ﾡ貨用のか、る. としこ岁分より 一者そほしい 

物財の消ﾡ武ルとし てあらりる。

買すが、 話い困格により一ﾡの市場からほW出さ, あるいは低 

い個格により 引さ付けられる極度はﾡ要の往京による.

相ﾡし F倒格にゴする問愛の一責表の致尽を長は ﾡ要の新力と 

を判前する。

不神の需要ﾡグは 2フの率の-つを示すかししざい・ とは木 

やデ忍の成少す公ち同委一覧表の烈化ヒして及ﾡするかししな 

ﾡいはメとはﾡﾡが不及てあるとしてし. ﾡﾡとの均商は認 

り智格ご、 又よりない木揮位に対して盛立さﾡことこ示して 

いるかししない。

消賞域のォーの示因は、岡費のカ性に ﾡ係は"い。 才=の泉

西はﾡ係がある。 、

ある岡諾にする冊受にだい ては 丁及ガラスの杯にﾡ!易い性 

しﾡ干のダカ営の住有をﾡしているなに -文置のﾡ力ﾡげあ 

るこあろう. しかしながらガラズはゴム有ﾡ力があるとは考えら
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U・ Fし株に、 みる夏した価格てﾡ京さる位数に殆んど2 

化『い用委一表は、 非郊力的乙あると分類さる.

須力桂ﾡレは非郊力ﾡとは. 一皮の衝格に対する相ﾡしPﾡ要の 

相対的反応度 そある。
お歓を劇定する為に. 平位ﾡ力ﾡのえ表か今家さ乙き戸.

この分割ﾡく z &g &uc )は入さ口単ﾡ数が。 質ﾡ 

②変化と比例し攻は正例し乙夜化するﾡ長一ﾡ表とし乙設けら

れ る ・
問奨は. しし学位数が. 価格の双かに比例的 ご あ る以上 にM娟レ 

又低 □ 価格で 貸 いやどれた 笛时 より.一務大 とあるな らば. ﾡ力的 

こある- :
弾力ﾡは. ある与えらﾡﾡにﾡいて」 一時にがける買1の 

曲の大ささてあって #末信格交化ﾡ予期する買キの反た及の 天 

きさと。 何故ならばぱのﾡ力ﾡは. この校な項キの及ﾡを神徹 

つけるからだある。

木ﾡ格の下落並ひに尚よリ ーﾡ下老するそあろうという見込は 

木枝のお凄ねシあまね三ス買手口価格の不溶•の見透しか英現するま 

ぞ待って いるこあろう。
しかし. この現系は. 時要の友化に影御はするが. 現存サる斛験 

のﾡガ佳に ﾡ部 しロい・

弾 力佳 を測だすることは. ﾡし出難そある。何故ぶらは あるT 

ﾡにﾡける頁千の炭ﾡは唯ある個格すさめち市場ﾡ格にだいてのみ 

衣現さ. どの位のﾡ記が. 高いﾡいは低ル価格てられてきて 

いるか知らないからとある。 二②向恵は: あるﾡ格て今日売ら 

ﾡ量と. 他 日他の価格と. 相異した而典と光られた蛋を 比較す方一' 

とによってはﾡ演さないJ す分戸じﾡいは相ﾡった力ﾡをしっ 

た相ﾡしている司受は 度った市房 ﾡ特後つけ 乙きにかししなV- 
ﾡﾡが時前内に衣化しぶいと仮定するならば、 相楽し十悟格そﾡら 

れた遗の友 化 は 仮令正確そはさいとしてし、力ﾡぞ示す利効" 

花ﾡ乙ぁ るだろう。

• -7-

個格 材木岡要並び2ダカﾡのﾡ論にだい乙は ﾡし木材ﾡ生産 

物にしてﾡ受がお在してい る如く: 本ヤ間費にいてﾡ ②かA 

列てある.

坂区さﾡ味にだいては このことは血当乙コい.価放ゴらは、 ﾡ 

々の勘也 等級の木材並びに 沢山の用境 に 対しご. 幾+といっﾡ々 

の契がある-

二nらの 馬受のﾡ力性はﾡ ての場合可してある と仮定 するニとは 
出末 ュい ・ 何故 ならぱ. 力性に影ﾡナる妥因は木枕が福しと用

に快用さるにつ被々の程友 にあ らわされる乙あろう。ある商 

をとり かこ七ぼは相受しているぞあろ う。 としてそのﾡﾡはそ 

m塁-ﾡ表のチカ性に影都ﾡするとあろっ。

ﾡして. 舞刀 的コ席要は. 向昆が比ﾡ的に高いﾡ格とﾡ買さる 

とき ﾡ買単位が大さいとき、購買が西横という」り をしろ意殺的 

aのﾡ栗としてなさるとま . そして代香ﾡ束が小利用さ/ 下
る場合に見出さる。

家の堂来木の問要は. 二らの依作のダくによりﾡ徴づうけら 

る- と してこの杯3冊翌にマッチびに小場枚製造の木の需受よ 

り 一ﾡ大き公照力准ﾡ示す期行さる。

しし.ラ <の本生産物 の そそに対する翻要主分がる 二 と 

が出末るさらは. し 乙x各栄力ﾡ生決定する ことが出来るならは 

二の合及しとしのは、 全茶として. 太に対する岡要のﾡ力ﾡを示 

ナそあろう。

この杯Sことは ﾡらかに不可能くある。このﾡ※本にする 

岡妥び如何極 力株 花ひっているいﾡ畑らんとするときには: この 

戸Xにゴし て位の解沢力法の杯用 を 必 要 とす る。ﾡ計的はと京 z し 

つっ分のみか. 数期前にﾡって、ﾡ格と木消貨との資ﾡに求ﾡっ 

け2して来と- そしてこの力法は: ﾡﾡはﾡﾡ市の期資資化しなか 

ったといつル須的3仮定のつ ちに まりのﾡ入名許しているﾡにﾡp 

は てさている.
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枚木びﾡ官に存在すると い•ウ條件のしとで. 発及してきたﾡしい 

社会 に 於て は. 木林生産ﾡはﾡに低來そ さして森林生差物の消者額 

は大乙あり. 又同的に或人は. 森林がﾡい蓋さた西には ﾡ格は 

ﾡ貴し. 森林 産物の消長額は大いに及ルするといっことを指ﾡし 

そいる- ア式支的にこのことは平災そあるげ. しかし低価ﾡﾡけて、 

新しい苦い社会にﾡける 木オの大 き公僕用のﾡ宙はﾡ明さIなV・

森本セ駆ﾡせんとする彼望、 木は一級的にうっているぶ易さ. 

並ひに甲分のV不材代普物の不Eは. 森林消ﾡﾡをﾡ大させる上 

に 内ﾡ をしっているかししなV。 ・
よリーﾡ古い社会に及いては、 木よりし他のﾡ科が建染にﾡ刑 

さWるかしnW。何故うらば、 型ﾡの枚式は友り、ﾡいはﾡあ 

した営ﾡの株式は不神の官 由桜用ﾡﾡ取している・ 株言 すは用 

妥 が 衣 化 して き乙いる。

/229年から/935年にﾡる. 4ﾡの商苗 のﾡ格並 びに自然生産 

物指数の研は 森林並びにﾡ物生産物のﾡ格は. 物並びにﾡ理 

物通格極ごく下落していないこと ﾡ示している。

日翔向の中. 森林及び鉱物生産ﾡの生産は位の生産物の生産より 

し非ﾡにﾡﾡに削式しF. *1

二の二とは本材のﾡ費は梨力『あり. そし乙 ししﾡ格び受に 

下落すること名水仕さてきたとするぶらは. 消☆は一番大さく公 

ラ 乙きたてあろうといつことをﾡ崎させる-

このﾡ崎は、 本才消貴にけるロスは 大いに衆聖が頁状にル 

い二とに工り生じてきにという二とと、 型染ﾡのの休北は 比較

的に話い木#ﾡﾡが示因だある とV う気ﾡ力によ り 生じた とい知 

教により加アさQはならなW. 本の時費が 非力的 そあるから 

施格が 誰将され こき こおり. こしてﾡ格は. 本のより一ﾡ大き 

公消ﾡを剥ﾡしてさ"かっFという仮ﾡし ホ上の仮だと同#に 

論種的そあろう。

/27年以降の木消ﾡのルは: 森林資ﾡの荒ﾡ 木の高ﾡ 

ﾡ並びにﾡい個格のとさ消責が波少しだといら木本ﾡ要の性と
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うなボの云で説明されてさている・

ォ 1 0表は /マ3年から ,936年に重る木枚消営ﾡ、 全白話の節 

個格ﾡ数並びに木材価格ﾡ数を示 している.
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沼格治数女の比教によって・ /?ノ3年以ﾡ 太狙格はぱ師よ 
ッ 引<対はしていい二 とは明台てある。

木材偶格が. しっとし創に上レF , 9 /7年から /?20年 
に型る商向 木消費は大いにアルしていなW. /0/7年から, 

920 年に重る木材悟格のボし&は上ヌの類に震いて, 木書の 

第*額はとれ程減少していない.

/22の年からノ952年にヨる期同は. 木莅満貫量が. むっと 

しXレしているけれどし木低将の下老は。 -規垣括*ﾡの下落よ 

り大いに急虫てあっら. 昭ﾡのタ刀性と別の式る百子E桜用して 
二の本消貴消資政少を影明しュくては"らゴいことは西らかてあ

二、数十年の向 太場のダくか 木代普格の使川に』って 

失"わこき乙いる二とは-般のaとある.

代ﾡ物に対する契の友化N 木立ひに代言物のﾡ費一本の 

ﾡとめったか- 式いは代者の品受烈化" ・受の変にﾡあらn 

しこいるかと っかをﾡることは1受てある.

し レ代ﾡ格がﾡ格基をに立っ てﾡ全にﾡ合さnれ xパ番*『ホ 

ﾡ話の高ﾡに従って支くってさらは 本神問要のﾡ7座は 

tリー番高いﾡﾡそ。 さして」りルV単位数てﾡとﾡ立したと 

ﾡﾡされるかしし公い. F杯に. 代ﾡの需愛は 」り一番低V 

栖 祐仁 一ﾡﾡい軍位数と片断生ﾡ立されてきたと»えらnる.

一"しし木並びに代ﾡ物の年格け 互に一ﾡの同係ﾡ1Nしてき 

にら. 隔委のﾡ力ﾡの影Vは出来るたけ小なくさるにい3 

の レ *戦受にだける実際のZ化はﾡさと- 本部と本才生生 

的にとっ乙点. この前Xは立妥てある.
しし二の化が. 同要の力准の説明てあるとするなもは。 そし 

こりレホ並びに木代替やの用受が烈化しないとする"らは.」 市 

ﾡは " び木材ﾡ坂をさげるこ とに っ て. 木荷製道君 達 に よ り巨書 

ナ る こ と がぞきっ・

ーカしし. 需愛一東衣に友があり、 どし乙ﾡ察か個ゼの皮に
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余まり及ﾡし"いならは、 天ぶ=た市属主取英す前】は. ロイの炭 
試並ひに 木材及び材木生産物にゴする新し0ﾡ愛名ﾡ道する向嵐と

・なろう-

代替物の友化にける運ﾡ発見せんとする計画に放いてﾡ用述 

来る一のﾡ計的証左は. 本と、 木材とﾡ合する生産物とにぶす 

るﾡ格ﾡﾡのﾡだある -

オ 1表は/?/3年から/?37年に重る木 ﾡ京. セメン 

卜. ﾡが並びヒﾡての建楽林科の指数乙とある。岩干のﾡ化主示し 
乙. 価格はこの期向に. 共にﾡﾡしてたり 本材の快用の旭大を説 

明るﾡな代 ﾡ物材料 の低家なこととの商 に はﾡ係が 公い株にﾡわ 

る.
宿ﾡは木生産物の使用ﾡと可寺ﾡﾡび いとﾡ論づけてはい 

けはい。
ダくの符孫の用会に於いて. 或るﾡ役とある樹植の木やの価ﾡは 

余受りに高孫したのだ、 その代普物が工天さ 映用さて・ しは 

しは木本の全公的排育に乙った.

-T(-
・

— 924 22.3 /os 4X ル G 7 223 /2 2

ノ225 _ ノec 7 /oo, ノ /22.6 ノ2o 6 /22. 2

ノ926 /e。 o . 22 2 ノ2o 2 /222 /2o ②

ノ?27 ?4. 7 ク57 96 7 ノ 247
/ク2ふ ク / ?56 ?5 9 2os ク52

/?2 25 243 g/ x 38 220
ノ 930 g9? オタ'* 9/2 Ssと 夕73
/タ3 / 79 2 36 7?2 2e タ3r

ノク32 ク/ 773 ク72 $85

ノ?335 77 2 72 2 s4./ 70 7 3バ

/?34 34.2 2 2 232 5 9es

/35 s53 ye d ク53 分/ /. ?22

36 y4 7 &s. 7 255 ぷ«5 s.o

/3 7 ?5. 2 95.5 ?5s 9ク ノノ 2

J&0e // pciced Co&et and 42uuc在uted /9/3ーノク37

3ca工 3200?2tazriz&2
日工c夕 
ancC 
22

Cgmc右 CwれQt
Attuetta2

2

ノ5 今4 7 3s 9 S4 2 77 /

/クル ク2 r 38 z so 49 ? 22o j

"7 s3 5 s9/ 5/o 4 T 243

/タル 4z4 424 4s4 55 7 /28 2 1
ノタィ7 8ぷ 2 5o 2 22 3 72. 2 / タク»|

?/さ 9s 6 44 7 244 s35 ・ .1

// /P S6 ?/ ? ・/o23 ノ/3 2 ノ2&7

/92o /52./ //8d ノノ72 ノ452 /

ノ92 / ク7 4 /o5 ノ/Q» sx 2 ouY |

"22 ク73 ク24 ノク35 __?/
-------- T「-**バ "* 

_ 825

/923 2め7 e36 ノ279 ノ/4 &. ノ237—

※I 2イa&a..&e Pxとce ,S.2そ そe&- 日ux.aム. SZao.,Bu22.

vPu (/229 ) ; 572 (/932 ) ; Aeu2a2 を 7o。 (/?3x )



-ら一

しかしがら木才場ﾡ失のすくに対しては ﾡ搭より む位に承 

函左求めくてはならV. 用ﾡにﾡける女の変北ヶﾡ定 してきた、 

そして失っ たﾡ妥は政だナ為に. 材本町は唯悟格とい っエ り在しろ 

位の基読の上 ご競合せはゴ白 いだろう-

木材の問要ダカﾡにﾡするﾡ論は. ﾡﾡにき出さぶくては" 

らない。

何故5らば. ﾡ格系件にぬけるX山の位の西多の存在が. 消費変 

催に及ける少百的因すそある郊 ガ佳 の今岡名回すし乙いる ・ 

ﾡ格と消貨とのﾡ ある 戸か各在し乙い ることはず白ぞある。

夜 期に亘って. 木材の画格か. 非常にﾡいﾡ合は、 との代音約② 

利用が聞血いまく盛大するごめろう。仕まい価裕の他囲内は松いご 

は. 他の西予が価格より: リー番妥そあるかしし3V。そし 

乙ﾡ面に及い 乙は. ﾡ格の ﾡ化 は消 ﾡ に 明台 な変化をみせない。 

不材生ﾡ物の m工の令に作 らnたﾡ林類は ﾡちに本げ公すことは 

そさない。

ﾡ料のﾡ用は. しはし ば合理的に行はわていると 云わんよりし 

ﾡろ言松的なしのぞある。 そしてダくの木材貸ﾡにﾡいては. ﾡえ 

出さてきた代ﾡ物によりﾡﾡは少aW。

本ﾡ格②※しVス長期ﾡるﾡ加は. ﾡ格の相堂が. 木主さ 

の現在のアくの用Aからい出す二とがﾡ来る以ﾡにじ要そあり、 

そして非常に低深公ﾡ格は.. 個格競予の基礎の上に 引<の用の 

本消貴を神滅る上にじ愛てある- f

しかし ながら低相格に及ける木の可能さﾡ金ﾡ画は、 高もゴく 

座せられる ごあろっと ころの人商の傘至の際戒により創ﾡさな . 

主受食料協並ひにﾡ理ボストーは、 さの問受には一ﾡの成研があ 

り, ごして非ボにﾡさ個格し、 ある一ﾡの叙度そしか、 消督と 

再会を剤ﾡす る二とは來ない。ﾡV個格にﾡける木の岡ﾡは, 

被ﾡ2弊力的そあるかししない。

本ﾡ搭と. ﾡくの逸に及ける木材消貴との商に関係びあると 

仮だして. 木村価裕の未來の可能的傾向と. 木材需要に的する网

-79-

保を考楽することは車至ざことざある・

本茶の木材ﾡ格の明ﾡ予ﾡば公末ないが、 しかし"から. ・格 

並びにﾡ貴にﾡける左業の ﾡは発及の形書は指ﾡるこ とが法来 

る. 砕太商iのﾡ同が大きく なれ は ざ る程. 2つの力法のいづnか 

にたい乙ﾡ格にﾡ司するかしい.

生産ﾡﾡとﾡ格雄神の効ﾡ的ゴ盗合せは. 木清貫主球少させる 

領何 ま不すで おろう,合同 ( ァのge)並びに市場栃同と いう形に及 

けるあ司は. 生産の回定氏及び原求貨をﾡさせ. 価格はﾡ米す 

ることがてきる。

不材製此に及ける永久的な左系の確立は、 来る戸け即を物利用 

工助に区妥ぶﾡ貴をさせる。 そし そと世ﾡ賞さていと材やが. 

利用さるかししな。有名 ごﾡ格ご副星物の生ﾡがﾡ大さ ・ 

さる程木神製道の生産責定長少させる乙あるう. バ、 しかし.

しし罰ﾡ物場還ﾡﾡすば、 このﾡﾡはﾡ現さ公V、生産神 

ひにホ材製の生産貴は. 対ﾡﾡ件並びに未来に対する利予半によ 

る.

ﾡ左決定する 二との出末ないと 二 ろの 未来 の祈格 と 木枕 の 消 資に 

影 曾すると考えられる沢山 の困手ば. 千想主戸検的ゴしのにさせる。 

系協林の飲そと、 木材供がルゴくな り堀格が議ﾡするﾡ高にあ 

る扱生樹の市ﾡに対る生差のﾡにはある年代かあるといウことは 

一般に考えられこいる.

央同にﾡいては、 内施定扑の不足は. 身く 0 佚用省連をして. 彼 

が番みとすることの来る輸入にﾡ各はしめ として不確実 H 快 

約に対して 函内市場ご冷』する杯にはた、*I

アメ リガにをか乙は. 材木の問杯"不足と不確英さ給は. み< 

の木河貨為座をして、 位の市場、 勿論本枚輸入ごはなく 代替物 

動の市還に呼くぞあろっといっ危検がある.

x リ 合衆画にだける払有林ﾡにと ってほ 二 の可龍性 口 濃序と 

ps.
ごしてこのこと はﾡと し 乙、一渡失 っﾡ木本市域を取戻す と

※I CAkmta?t, 耳.".,イ Co7/2て-4e2 喈 BeicA. an イmerとoo 

Fャ.Z Px442～to, Jout, Fetaフa, し.35(/夕37)・PP 97- ノクノ
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は困曲とあり. 又不可能なごととあり. そしてメ生産材の岡長d

レ】 と あろうし. #未利益は小さいてあろうという杯"た険にのく- 

なわち、 しし市ﾡがﾡﾡに甲らさ政いはﾡ央される二とかない

さ 白、森林生亜 自 の 津枕的秋 給 き 提供 する此 殿 N 麦在の松ﾡ林 

の活めにある。

オ六章 森林生産物の番羽滅

名ったなx マ Ac Aac&cnig,A_cmuamd 合c Fetzcそ Pxaducto
製ﾡさ た森林生産物のﾡ要の研は 立木の岡受研究」りし、 

より一番凍明さ. して この森林生産物問受の研究は . 森本生ﾡ 
物ﾡにとっ乙はよ り重委乙ある.

木町行ﾡと製地工ﾡとの南のる抜な 西保 は. 森林D一 ﾡに パ ル 

プ及び製工場 の大記分 の治勤に対 してﾡ料を粧供す る伏源として 
方えらていること左示してお り. 文生産さ、たな木が工於W 

て製ﾡ左るまご市ﾡにしﾡらはらないことを示す.

生産保ﾡ森林任各に乃 けるある 生産名は. 立木市ﾡにいてﾡ却 

さるしのてあろうが. しかしそはそうてあってし. 工本に対 

る部愛は供ﾡさF生差物に対する問委に よっ乙いるのだある. 製

さ F本ﾡ生産物のﾡ費 対する分がは立木の問費のと負をﾡら 

かに す る ご あろう. そnよりし、二 の分析は、 来才市場の研から 

発見 することの出来な V株公森林生率名 に対する 需要 の小ざり 成レ】 

は大さ な友化を備明するであろう。

ﾡ在から20 o, 並びに80年し森林生産絡の需要を 今知 

る二とがる"らば. このことはﾡ本ﾡ. ﾡ木ﾡﾡ者並びに社会 
にとっ乙評個する二とし出末い根価ﾡかあるてあろう.

普ﾡ同時区木ﾡ乙あるホ木簡有ﾡは、 木材区ﾡする未未の帰費 

が. が生有してい る木に し 乙 有利 な場を用ﾡしているてあ 

ろっかというニとと. 取 レl ほ 又木枠済 貴 の 減少 と林業ご巨のﾡ加は 
現在の本材並びに昇くのﾡ泰物ﾡ特徹つけ乙いるグイの生産動納 

市場に3るかし しないかということ あ知り ﾡmっ乙いる。E方ﾡ
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変量と 河杯に、 木才に文 する未未の耐受 のとﾡを らんとしている. 

西前ワァシントン及びオレコンの木きは、 本用の2o夕222よ 

広いはパルプ用のuczwんのt2ov/e のいずの万が森林生産物と 

レて より一番の個値があるかﾡら3い。

ﾡ部のな木油は、低切生産費 ご 少量 の柠木生状を 計るべき か： y 

いは部V生産ﾡご整W☆の生産に集中ナべさか、 いすにすへきか 

不確英 乙ある。

指当重のﾡ木はﾡ去の立不市ﾡによくﾡ妥さてきているか し 
かし福人森林姿ﾡ右は木の森林生産物に対する用妥ヨの待蔵の 

J続を祭証するてあろうということ左知ら3い。如何なる用金か、 

神別の項とﾡ項之妥求するどあろうか. 如何なる用咏が. 垣え3木 

神 飾並びに他の大六を系舗するてあろうか.

の同題は生左係旋計動『野当に計画さる以前にﾡ谷しュく てはさ 

らない。

林池のﾡ有書とっては、 市場の可題か. しっとも立愛なもの乙あ 

る. , •.
未のﾡ費に対ナる知ﾡは、 前有着をしてしっ とし有神な 型の番 

営zlく. ,

岡人的利拉と 同株に社会的利送にも. し し 末の岡費『見られ 乙 

りる3らば、尚さに< ﾡ社 する こ とが でき る.

松石林業の発皇は. 未未のﾡﾡとﾡ格主評ﾡすることによって 

洪定さるそあろっ ・と して名有林業び赴会的ﾡ求を満定さるﾡ 

画は. 分水岩 の係護、 沖選防止協びに リクレィショ ンぶ星供にﾡ 

ける 公共的治町 の区愛住ﾡ殻分 か決定る 乙あろう-

未 料 に及ける査術置び祝会といっ かFちにアける林業立のに太 

材衆の貢献は. 彼等の委営のﾡ画と、ﾡ等の生種物のﾡ受と依っ 

て汽ださるごあろう。 未ﾡのﾡ催立びに公共的収入にゴするﾡ年 

の計里は、 ししﾡ未のﾡ要が知らているならは、首撃そあろう.

nionは、 未来の需要の知識立じ愛としているけnど. ごの 
知識をひつことは不可ﾡぞある。
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未素のﾡ費の評ﾡは、ﾡくの定に立屈し、 そして全く誤解さn 
るかししSい杯づﾡくの喚ﾡにっ乙出来るかU知ないが、し 

かしこの評ﾡは 帝評価ととまるてあろう。 未未の吾手の評ﾡ 

乙 計画 と及資が彼おしているところのみくの奉ﾡ的な仕幸にポい 

そは 5年商の予ﾡがそ段てﾡ撃に冷されている。ﾡ以っそ./2年 

以上 の条件 2評ﾡすること は宅む倍 用 は菌け なけ.

火山 の相境した 第 力か, 未求 の需委2子週する計画ﾡい てるさ 

I た.

愛化し乙 い る米死立分する上に全く失政しﾡ力法は. ヘロのﾡ 

在のﾡ号と: 一人当り本ﾡ消費の要であった。

/子世ﾡの終りて. この砕な予ﾡはﾡ現さn た も のより矗 か 

にす Y本抄の 清貴 芝指亩 してVP。

去○ヶ年顔の来出ﾡ団は、 当※ﾡされるべきところのしのよ 
りかにがく料区を花示している- しう一つの万法は. 百※が死E 

し安定るにっ乙. 一人ぜり木汽営が 全く安定した木準 に 確 
立さる糸にゴる個向ﾡ有すをといっア央的ず*ﾡﾡ識させてさr. 

ﾡ虫しヒ人口世終にﾡ府さﾡアメ リカ合条司に対する二の水楽 

の評価は 未森のﾡ費のの刀法さ盛立しF.

山の最の研は. 求未のﾡ受の測定に集すしてきている。表 

考はﾡ山の央と: 売在立並びに未素の人口に対して ﾡ令の医株舟 

と優供す るおに設しな <こはな ら V次山の新しい家を併司して 
さ た。 ・ ・
し 更左木杉の涧貴N. 個括の高い為に、 木材ﾡ暖の水ﾡよりEか区 

下Zあると云わてきている。

将未の需要の 渾価 は . 社会福社にﾡ置して 高く推前出未るな よ 
立 療 空 活動 どめ と か. しかしこのことは. 柠木装 壇 岩 の 貪 时 に 答え

4り・しし. ﾡ未のﾡ愛に宣しないならは. 受ししﾡ当な条楽 
の冊要を活足させなならは. 木にす寸するﾡ愛にﾡ化し"いてめ 
ろち。

生産保ﾡ条林至当に対して 利益式はﾡ失ﾡ決だするのは 予切
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に 形 け る 森林 生産名のﾡﾡてあって同坂の人氏に」り▼有さた生 

咕水率 0髙 恬 ご公い.

曲 し ウーっの 向頰 解決方法 は. 人口 と淌近は於 り るﾡ向 主利用し 

尚この領向. 森林生在物に対する岡費とヘロ. 消貴とのﾡ係並びに
末の馬要2対する可ﾡな人□消長とのﾡ係セー番分格して行くご 

とてある.

この向ﾡ師決の利ぶは. 因を杯求する他のﾡ渋来より一 ﾡ神 

学的てある二とてある。 ズニのﾡ決策の不授"※は.ﾡ索のネ司 

緊 に対して 明産さ指標 左送へるヨとがときす. 単に一般的ﾡ向を 

有する皮化を指ﾡし. 森林生産為のﾡﾡ要に放けるみくの小さい4 

向のJﾡの可ﾡ公形督を暗示しているだけどあるということごある。

森林生産物に対するﾡ化しているﾡﾡの次の分ﾡの旨的は. この 

役のFﾡ師浜策ぞある- ここにはﾡ楽の本なの悪要乏剤ﾡU ﾡ 

りは木の問裂左ﾡﾡに評価せんという#なちえはない。 しかしな 

がら消貨の現在立びに去の対歯、 及ひﾡ型変化の基硬と ってい 
る界因の分は. 何放木材のある用がﾡ少しているのか. 如何な 

る他位 の H がﾡ加しているか、 何が沢山の相以した用途にﾡけ る

の抹用を判意することが乙そきるいのﾡﾡをよくするかもしnない.

7メリカ合条己に形ける木材常貨の丁*は: ﾡ撃に遂べられるか 

vしnない・

最初 は 極めて低く ノse? 年にはX4ﾡ.b死と見ﾡらnてい 

る・ '*49年まては. ・3。ﾡそbみ ﾡした。回友の盆度発 

属により、 /o6年にはﾡ高のﾡヶ40億4とパ そﾡ加した. 

7"2ツ 年には340億件クwに受クし: /732年に は /3○ﾡ Atbn 

にまご滅少し. /ぷ43年にし略こと同じ位の消受と。み。- 

人当り消比駅は、'522年には5ダ女、2w からs5? 寻 にはタ6 朽. 

Pmてﾡ加し /e6には$2今代tクァにまごﾡ加し。 そn 

からは ﾡ し、ノタ2 ク年に は 2クタダ. とot /332年には. 催か

4Kそ,bウこまそゴった・ ノな39年にしこWと可杯ごあった ,ッo4 
年から ,34年に宣る人口の衣化 消質放びに一人当り消貴の刻 

化は才12表じ示さる.
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現在 と 加係 あ 否 期向 ほ 9oe 年にﾡく本消ﾡ氏の期向そある. 

何放公らはこの期向はﾡだの木ﾡ市場並びに用会名 説明 ブる上に被 

動をうえ、 そして杵素のﾡﾡのきさ しぞめるいししないからてあ 

る.
二の消貨滅少は引くのﾡ西に起西してきﾡ-西条が楽属し し 

乙ﾡが西部にﾡ勤するかごり. 新しいﾡ系の発産立びに新し0ﾡ 

市 の連段 は 木挖：β の 着加 を 獲求 する」 この膨ﾡの話りが不替ﾡ営

少の最初のﾡ因てあった.約25前に及ぶまと惑場の数に 年的 

タ〃クククの平均制合で 増加 レ しかし去20年のﾡは殆んとﾡ滅が 

公 か っ ・ ※1

新市 が述設 さ, そしてあるﾡのぶげ一番ゼ氏ゲ火"くなってき 

乙いる入口に対してﾡ供さてき.

内高心武及び他のよ リー 街上手 笈本科 の袂 用 は 逆祭さﾡﾡ金 

の寿命が長く公る株にしら.
再次/02s年まご木才市場ぞ項当をこラむったﾡﾡﾡ笑口. 建乗 

用木に対しててめっﾡと レう事炎は 魚J5広大期の不にﾡ 

い乙て、 木問受の立受性を不すﾡ左だある。 木月貴の減は. 産 

※とX系との起ﾡの縦木によってのみるは説Uさn aい.

何故べらはど梁は男少さりとしﾡ加をつゝけてきているから. ,

町式業区及いて. 他の料を使用するニとは. 注繁活勤と木 

内泊賞とがﾡ並をﾡえる二とをさまたげている。 どして本ﾡに対す 

る代誓物のﾡ介は、建 築及 び他の刑述の西ガに重って木材生産名の 

試刑政少の要因として方基されづくてはらい。 人□ﾡﾡﾡ合の 

式ルは、 木材ﾡ賞の上に決定的な影ﾡをしっ乙きた。 外司易、 

x 営に はﾡほせず内ﾡ向きに生達しﾡ木なﾡ愛に対して血要"要 

因となってきを。 これらの状况の農化は、他の用全よりある用途に

用さている木朴生在名の消賞じ影響しﾡ。

符ﾡ用金に肉して、 界因を考ﾡすることはじ要ぞあるけハとし、 

人ロ 木林代ﾡ物位ひにﾡﾡ市形のﾡ少ﾡ向を一祭的ゴ方法て分ﾡ 

することは変化 し亡ﾡﾡを型所る上にﾡけにるかもしな V。 — ******、# -■- w*** # .
※I イ 2aと〜ァicCP-ピa2t et mretどcaxと fetedズッ SSeaZe cPecccac右

/2く ,?33 ), P 247 < ceneezn/ &eな )
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投ﾡの低下びにﾡ格さ位ﾡいらのﾡ住制所は, アメ リカ合条 

百に及ける人口ﾡ加の政というﾡ栗にった。

勿論その回の人ゴは 画の木林消賞を天定しSV.森林生産ﾡの 

酒在的有ﾡ巻数が 楽際の消式に明確図係セむっているのてみ 

x中座染の分野に及い て戸係か系い 久ロのﾡアは人との大小と戸 

林に更安てめ吞. ﾡ放ゴらば木ﾡ消ﾡは 平均年令. 家族当り人数 

都会か郊外か田合乙あろか という住ﾡ場竹、 並ひに素本のﾡ柱とい 

つ冰 な 各位Ζ因 によりﾡ者さるかもしい ・
数引く の人 □ﾡに対する予ﾡは. 教育上のﾡ備の杵素の要ﾡ 

の評個 . ﾡ茶ﾡにする木 の開裂の千測平びに保験会社よる係 

検統計 のW定の基礎 と して或い はのダくのﾡ由に対して 校町 し 乙

さこいる。

福しﾡ子ﾡ表産により逢せらたﾡ論はﾡ成まちまちぞめるが 
しかし公がら人ロﾡ加平はﾡし . 人口 はこ の敷年の向停滞的にK 

っているといっﾡ乙は一致しそいる。

甲いらﾡ予脚の万法よは. 予ﾡさた安の 時期 は 950

から 2○○○年政いは其ﾡまださうざそある。•

夜支人口数に肉する沢山の更独い、 s oo。 万から 20202 万ヘゴ 

ご乙ある。

田合な万にみる浜本生理羽の万は : 都会にある森林生産物の用 
塗とは大Vに福楽している: どして この2つのﾡった土地形いて 

は一人 当りﾡﾡﾡが相ゞしそいること は当無子場さる と 三ろそめ 

る。

か<レ こ総 木耕 消 漫 親は. 人ロの配ﾡが田合かﾡいは都会にﾡず 

している其合にﾡっ て影窗これる かとしれない。
尚と の上部会式は田合の柱氏の 消負 の 召点 の信求の全体ﾡづ秘 

著け両クラスを構服しといる人口数区よる乙あろう-

・8z0年から ,93o 年乙のﾡ会立びに田合人口のﾡ 合の 変化は 

ォ, ﾡに示さている。
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'920年から / ? 2?年に王る期向に田令いら都会と各った統ﾡ 

氏なは一年に平向 43Q00人とある。,93o 年以役はおﾡﾡはヌ少 

したが、 しかレ ,935年 てこ の歩動に义始んど eooo人は そ峯 

した・※2

二の桜前は血ﾡして行っとあるうと いっ = とは倍ぜらn る型由『 

ある。 どして 全人 □の盛か 20% の人ロ が. 他の s。 %の人ロの意 

狂物岡長にﾡ治づる為に日合じ生ﾡするてあろう. ※3

本林生年ﾡの区に区係しているとXの/る人ロス化に及けるし 

う - つの要因ほ年令'翻成とある.

*,4表は ノ20年から ,9o 年至 る年令神に 遊 ける安 化 
を示すレのとある.

※I

※2

※3
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こ の松オ15衣は. 予ﾡさ立年令都分の評ﾡの一つ左示す

りは・ ある予測程 河校 前ぞもば <ズ雄端だしゴピ・

この示ところは. 末朱の人日は. 比歌的に3ﾡ及びﾡﾡげルゴ 

<なり. そして5o キ以上の人の割合『ﾡ加し乙行くてあろうと云 

っことてあ る..
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ﾡ校は少なくるてあろう. どしてこの故に現在よリ上に人ロ 

千久当りの宗房数は関加して行くごあろう.

木に対するの料の代替は、 ﾡに人ロの変化に胸係している 

のざな< ﾡ市に対する集ヤﾡ加. 求族のﾡルに形ける及にﾡ

※ 1 Pe+Zec イ ど S. 34ewn2en
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してぴる。
としてズ平年令がよ り一 ﾡ大きく3る ことは. 消貴者の友化 

と. 素林生産物に対するじ性並びにﾡ受に明確 なﾡ保を しってい 

る. 木才に対する他の料の代吾は長い商進行し てきている、そし 

てこらの材料の発 完区並びに工り一番そ活的な生をは ダ<. 

の 用途 に快 用 さ乙い る木の冊妥 2秘雪芝及ほしている-

代替物の利用をﾡ大して行く一つの非常にﾡ妥公受因は 立年起、 

っ速業株式の衣化てある ・

摩天桜、 巨大な缶並びに巨大なダム及び長いﾡのﾡ設に、 尚々館 

鉄及びゴンクリート設をじ裂とした. ある紅から云へば: 末神 

とお主撲えると云わんより も舉ろ. 新しい ル受とずる建染材 

料の快用である。しかしある福及どは、 桜等は以ﾡのﾡ楽方法のま

ざ木の使用の営りに代番物を快用する.
f訪ﾡの利ﾡﾡ加は. 請装垣更の増大主ル受としている。しかし 

コンクート並 びに位のﾡ技#が、殆んど全体としこを い木ﾡ 

枝けに先立っ乙ﾡ用さて至。 木製歩ﾡはほとんど血去のしのて 

ある。 .1•

ダ会に対する欲求は、木枝に 対■する 代 音物狭 用% 判泉 する オ 2 の

要因とある" ;1

X災のだﾡセ防く為に、木材氏用 に関する沢山の劇限が、都1の 

染ﾡ則のなか2合乙きた。石ﾡ及ひクイ ル型か木製 運板 

の替りにﾡ用さてき。

消ﾡ地の妖は制硬さてきた。どし 乙金重の木ﾡ (ﾡ石、 決食 

の支え一訳ﾡﾡ一 ) 並びにﾡが沢山の家並びに注突に立いて木の 

ﾡりにﾡ用さてきア・
式全に対す る依来は鉄血ﾡ報に形ける銀投の神ガを便止させた。 

として同じ 欲求 は. 全相裂ﾡ訪立天益のほとん2一般的公ポ用とV

っ曲米に3っ。 不神工り一ﾡ代替物を用することは、 どのを全 

性ﾡ着加ナる三と、可校区、強及、耐久性. 炎初の開頬立和益がお 

る。 天観ということは大いに各画入の趣味の向選こあるが、労度と

※ 2 3-&ew/ae. と S., aad P.. と6aゆれdt, Roncc4ade Jc&1ce イtズAs

Uンd そzz。 . P. /2?. yt& . ・?33
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封久は劇定し料るしのてある-

こらの主産物のﾡにﾡする知試並びにこのﾡ識に基度立ﾡいﾡ 

阪光獎励 は過去 の 木材 領 品より 代替物の微ﾡを神徴つけてき。

代面村料は町えざる負の向」: 生産にﾡけるそ活性のﾡ大並び区 

沢山の用 に対す る回ﾡﾡの拡大ﾡ加 えらてきている.

以前本生ﾡ絡により支配さていた市場代召物が入ってくる 

状ﾡは. ,8@9 年以ﾡ桐武物対 し て木材 び比教的ﾡ止的に 生逢さ

てさ乙いるの. 不書産染料は急喰べﾡ加を している. このこ 

と は回客木林ﾡ造為ﾡ会 Ae 724て2?2 エル, 42t 2スルoufacなuzewd ' 
4soec2z乙cez の歯査よるオ 7 6表によI明台に知ることがてきる.

普盛ﾡ元を除いﾡﾡ乙の代習で物消営にﾡけ る極ﾡなﾡ虫ﾡ道町は 
ヘ口並びに建条の両者 とひ玄大 してい る期回のうち. 木ﾡ消賞が若 

〒ﾡ大 しﾡいは実際に戒少レた二 とを証ﾡする上Z蘭けとなる.

代替物の頼 の左太域び に コ 勿然な代替物を出来る限り 利用 する 

ﾡ②普大は年鉄の場合2. よく鋭明さnる。

つa&4e ル ー 2zznitc/zcZce ・ プnv&et Qdd <u&dそzcCc aズvtia0 

イeそ cenaxucイれ, 87S aoacイ 925 ※ 1

/9/ 年にい乙は. 木枕と競合する商の製造にﾡいて、が鉄

みズ2xo2 /8?タ ・ク25 Pt ctて 
-442

Sceuwec4 °uw.&ct ^ そそ 4 ～3e63 3 ノクノクルク3 +25

/lacducd Xot&e= メイ P ぷ43422/ 44 28 /43 コ 232

どoec イル&v *ん4uoamcco /ユ/e2.2クT 7352 422
L-302

Leed 2ad& . M鼠 4 z 2. 323 34バ/ _+25./
&ウucCuta2atecEacvzc。 スo 852 37く 36ed./3o + 325

工/。 aadイ Sそ-cC RピaZed イomo /ク23505 94o7 459 14/5

Ceeタビ 2 Z4o4oeacd____ 7454$28 ’ 754夕Z

Tace /ん ・ ズイe44auco 4S/4420 247 492

Pacc2a.4 Ccoenそ ・ c48 ふ.482.222 /4445222o +/ぷ25

・ -41一

に対しての用会は70以下位だあっ。 925年2はその用ﾡは 

g00以上にし公っﾡ・ ※1

セメント. 振鉄並びにﾡ凡のあるしのは. 本校によりﾡ分号えら 

ないっサービスを確咲する為に製ﾡさてきﾡび、 しかしこ

らの生産物のすくは. 市馬に対して本な生ﾡ物と親合することを強

らてき。 .

以前大いに木 林税 武により統制さてり分野に矢入すること 

より こnらの代ﾡの製ﾡ攻監は、 じ要2より):被官ちの市場2 

創Eすることに攻ﾡ的にててさた. .

ﾡ微 研究並びにな告及びスじ い取売折は こらの料の用金E

愛山さはﾡ。 ^

一方最立ぞ木ﾡは彼等の市還が強画なものごあると考えそい

z ・
研究桜肉並びに販たﾡ止は. 本林業によってはが音物生産着団体 

ﾡ文持さていかっR。この格なﾡ米として. 沟負大奈 は 代書 

我料の唠の僵言桂 耐久せ、 支ﾡそあることZよって感銘をうけて 

き。 しいしながら年木材産デのうちにし決化があらnnてきて 

いる. 今日X山の刑ﾡに及け る木初用の益大は同布さてきてい 

る ・ »

地紫に及ける不の宏当公利用法が考えらてきており. そして 

山の製岳が在より一登取たアピールﾡしっﾡ生産物一欠用に硬 

相 ご あ り としてすべてにuﾡﾡらている不年の長さのきい 

なぜ木一 と生産してき乙いる。 材木高により表現さている産系 

のじ愛は" 2の効果をみげるの4の 努力 が必愛てする".基 か に 

し し不材がその長前の上 cﾡ合 うならは こらの長竹は発見さn 

着加さ. 宣伝さnるに豊いない ことかﾡ系2よりﾡさnている

林主産物の*未のﾡ要は. 類分いは、 この戦いのﾡ功2かゝつ 

乙いる。

アメ リカ木ﾡ出の最2なけるﾡはﾡ内消哲には彩新し

※ 1 Ceocon. , ocやクみ <&cad イem BcAdd, P36; a.化iyな

ノニブ

※ 1 CenPZe. と feeん子 4イ4ccd イemt 8.td, P /2. 

ノク27
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父性に測足し将るしのてある-
こらの王産務の貞に関する知識並びに この 強z 基戚をﾡいﾡ

販炎功は型去の木林製島よ り 代ﾡ物の製舌を神徴つけてき7。

代百朴料はえさる負の部」: 生産に2 けるそ活性のﾡ大並びに 

沢山の用並に対する回妃桂のﾡ大ﾡ加えらてきている.

以前木生ﾡ名により支配さていﾡ市ﾡに代ﾡ物が入ってくる

状ﾡは. ,8? 年以降ﾡ度ﾡに打して木ﾡげ比設的静止的に 生産さ
こき乙いるの. 不普建染料は急は公増加を している. このこ

と は画 家本材ﾡ造為研会 Ae 724そ2nwe Cuoc&et 2tn.Pacxuzeta '
メoecとazou の歯卓よるォ 1 6表により調台2知る2とがてきる。

ﾡﾡﾡ元を除W区乙の代 習ﾡ営に及ける極ﾡな念虫ﾡ巻加は 

人ロ並びに皮祭の百看としﾡ大 している期ﾡのっち. 本ﾡ消貴か若 

干ﾡ大しﾡいは ﾡに戒少レたコ とを証明する上Z前けとる。
代普物のﾡ の基大並びにこのﾡSボ者名を出未る限り利用する

刃長の意大はﾡ鉄の場合2、 よく説ﾡされる。
JaA4c,6-tuuzcoteetuonv8ce aetdX u&ッそこccじz 7ルaCutiピ

そeそ condztucxzn, 839 amic ・ 925 ※ 1

?taCot22 /ぷ 9? ・ク25 P2工 ccnて
•イ。ハ厶ザ

Scftw4 u&v パ だ ユ4 /43243 3/00t78 +2/5

/atduood t&er H, fe S63402/ <4 2s 43 - 232

eed 2e 才4cuod?icイo ノ2/P2.2/T 735Q 422 -3?2

・eC 2df. プeua.de 2: 2ミ ?28 34バョ7 +25/

4ズンccCutagovzelafcsne。 スa ふs2 374 3.6e4./30 t 325

I 〜e ・nic SZ-cC RAaZzd イmud /923525 94o 45? t 5

Ce ""!e全ビ 22 そ4ec22add 7654523 クタ必アノタ o

Pace P3c& ・ マイ2ta2udo 46/420 2.47 40

PaLa～d Cenoそ ,6 42 8u$2.202 /4445? oeo +/ぷ05

ノ?ノア 年2かい乙は. 木材と競合するﾡ武の製ﾡﾡいて、餌鉄

-qi-・

にtしての刑は70以下位ぞあっ。 ,925年2はその用金はに 

s00以上し公っﾡ。 ※1

セメント. ﾡ鉄並びにﾡ凡のあるしのは、 本枠によりﾡ分ラえら 

なかっﾡサービスズ こﾡ咲する為に製ﾡさてきﾡび、 しかしこ

らの生産ﾡ2 ダ<は、 市場に対して太材生変ﾡとﾡ合する ことを強 
1/1 ら てき。

以前大レに木林製話より統制さてVﾡ分野気入するこ と2 

より こらの代ﾡぬの製直な史に. じ残により:彼官ちの市を 

創監することに攻ﾡ的ててきた。

規読 研究並びにな告及び忍しい取売はこらの科の用会E 

愛さはﾡ。 •
ーカ最立て木奇には変済の市場が強画"もの 乙みるとﾡえそい

研充枚肉並びZ販売ﾡ造け、 木材系によっては代音祐生産ﾡ田体 

毎文ﾡさていゴかっα。 この本な尚米として. 消営大教は 代書 

料の噂のﾡ秀社 計久せ、 支怪てあることによって感生をうけて 

・た. しかしながら年木材ﾡ謀のうちにしス化があらpnてきて 

りる・ 今日沢1の刑途にけ る木材初用の益大は高ﾡさそさてW 

る。

迷紫にだける木材の数当利用法が考えらてきており、 そじて 

山 の製むが現在よ リー登政たアピールセひっ 生星物一便戸 区侵 

神こあ り そしてすべそm角2切らているﾡ準の長さのきV 

は不- と生産してき乙いる。 仲木ﾡにより表現さている産撃 

の認性は" 2の効業主あげるのZ4の努力が必受てする.度かに 

しし木がその長の上ご受合う ならは こらの長竹に発さn 

ﾡ加さ、ﾡ伝さるにﾡいないことが産系により英亮さている

森林生主産物の末の電表は. 類分かは、この戦い の試功かゝ つ 

乙いる。 ・

ァメ リカ木ﾡ出の最はﾡけるﾡルは 巨内済台には彩るしュ

※ 1 ComnZen- , ・c他ッチ <&cad イomn Ba&xn, 月36; じzefinaなiu. イAead tem2 P /2. とatinて2n
/92T

※ 1 CenoZcn.c&g 

ノ?27

%25e3%2583%2597eua.de


2
い乙. 内回ﾡ生産に対するﾡに忍者しﾡ。 そして系林委宮に対 

する負左：！市場との戻!保は東要とある.

,929年火降のﾡ出の政は外百質滅に及ける一扱的政少を花

ﾡしﾡ。 ・

尚神に美回との特ﾡﾡ易契的の高票どあっ . /928年にはブ* 

リカ台去回は.. 外試市局に30施#&&4以メ上・ すなゆち全性ボ 

電出の20%供給して. 本のﾡﾡ的ﾡ述着どあっ。

,93る 年と/ 35 年 z はア * リカの輸述は ・バﾡ 520o 万イそと
かく らひ越える春段と. ﾡ未村ﾡ出の約/2%極度てあっﾡ-

ァメ リカ合殺旨は/夕35年には木材輪世は世不才 5位にﾡ名し

ハ928年 zはォ 5位 こあっワロシザがネ/ 位に エ フ 。
ガナグの不材か飛税だ. イギリス市ﾡ入るのに、 アメリカの木 

ホの上には ノ○メの税主評し乙いるイギリス喫税の影老は ・イリ 
ズﾡZゴするアメ リカ及びガ ナダのﾡ述のﾡ受ﾡのZ化にあらわ 

てきている.

ア* リカ合衆画ほカナダ と 同格とあっを将に は イ リスに対して 
カナグの4倍の 木才す なりち2っの回たける生産のﾡ合と同じ切 

合て失ﾡし てい。

現在 ァメ リカ木材はこの市場の鉱か。%を供給しているにﾡぎか

い. ,

大リテ ンZ対するカナダのﾡ法は • /937年28 200 万6m 

と あっ そ のか. /ダ37年は6億4 se。 万 &.まだ増加しに。
不産ﾡは当※、メ リカ木z対してずび外回T易ﾡ京放する 

相互状助的ﾡ業契約の女ﾡ乏布する。 x山の輸公工場の有利望 
ましいﾡ業は このな方策か、つ/ひろの/あ石。

ーララー

ﾡ七資 森林生ﾡ物の段構

C2～な% M ク 6cc2x ダ ど。 44wac, 2 ヌe2eイ 

アcdccto
/ 森林 そ物の甲違 ・

スと Zaeoアecと22oとcだo

森社ま条ャのﾡた所注はxuあり、しかも族べ粽ヤであ无 

内例、製材.兼ﾡ、、パル 7製迫、曲出 ・ ﾡ*の確々のす <の& 

ﾡは、消数者に 4つて築求された林料こ供給するゃにめ要である. 

本林は尚炭料材の古委な給であめ,ネ林は枚木、ﾡ木. ホー 

ル、ﾡ、柱. ﾡ杯、木ﾡ並びに※のﾡ々の形だの木のかた

ちで英衆に対し て科料さ供給し てる・

パルエ号の 主冬物はファ クバーﾡ. レイヨン、マ ヲ ズタw ク 並 

に チくのﾡ類等報の«< ﾡ形さて ・る

ﾡ 承希钿商 ﾡ呂ﾡ糸は、ﾡ7 及ター ピンタ イ ンそ 本ﾡ レている 
木株ア ルゴール、木炭. スネター ルはﾡﾡの生ﾡ物で ある・テ 

ンニン 並に栄ﾡ系料は出のもボでおる ・

の&い 主冬物ど しては、杯みﾡ. ベニア津板 . しっかりﾡっ

てるばのるんでるﾡ・ ﾡﾡ甲のﾡ出 レ 木召並びに木ﾡﾡ 
である

ネ材のF込は、者い) 円途が※さ、そ o て代ﾡャがた違し、 
社会の欲求のﾡ化レてくるに代って ・ 相34古愛性のﾡに茶い 

てﾡ化してさてしる.

/822年には. え。0格&.t のﾡﾡ科のっち、ネ材製堂に 
ス今徳&ft が候甲されたのみで、残り の全は次下にﾡ#材に 

彼ﾡされだのである。 *I

昇別の各種甲述にﾡけるﾡ在の(甲、及 るﾡ,ペー セント 直を

/ 7表のりである, 

三の評価にﾡいて徴甲したﾡ矢の単俊は、Cu&ccfceそ である・

このﾡﾡなって みても、尚本林ﾡﾡの製季な京日と レ て ﾡ料が 

甲 ゆかに考えら る ・レかレ 冬がら燃料C し て はべﾡさた火 0

イurtx& Reaaれ花 だナ 8ぷと , 丹 イ平 
. S ・ イ42dtイuetむ ポ イ中をCと1ピイ42合・



-95一

6cc&eがfceを の材から材できる木林はペ米さねたぐ林ネから 

ﾡ材することので冬る総木材置のか / ラタみである.

ネみ製並ﾡとしてや林さた7。項c&fot のﾡからﾡ材さ
た才は、矢現ﾡざﾡえジ不材優の72ろであるJ

2a2Ee /クー Crcイて
ペレ1そ2&を 夕とクとezedそュ, 4っce-cみ& /ターS～イヲでラ"

&-czインそン24eと 2erce*Sと

Pcecedo
み2 vaaどcce 2&C子&<そ ,
/&・だ

Pecetイ dP 
ぞ一Cピ 4-4ea 

44台d

24eン............... スラク～ラマ2 今 22
ZceE 4 ........ .. 名クク343S ク4

スe3 ・ 名ee ......... 43ヨ-2ヨ 小〃

evee /2〜428 ......... <28-P36 」 2

xxerイc .......... 22P.444 < ク
スxe イッ&c28 ( 之4〜zd J- 2ョク22 /• 2
2crceeと ピore...... ... 44 Z /、4
92ク2-2と C 2ーー 2 .. /ろ～タク /• ク
っみと ユとそ そそピイ3 ヒ 2レ714

PcoC2e .......................
今とさフさ / ノ

---と・----- -- - ------- ・------ ・ - ー ー← ・ -------
eoce-a2C そシどと ).... <dタラ / d
スん2dっ .... ;........ sP4s2 2夕
24222ピ2xe224 (ん〜4e3. /み今と今

ex2e花 イys, aateezcot 
eco) ............ -..... l

/、今

コイ ............イイタS S ___ -222 __ 1

*』 24a2ede Cutz2eC a2o<クcaそxxなed, /ラョク.

4 ・«S、 ペ2eaa2イte亡 e Coawrcezce- , 

24Aンpそot ・ / ヲョ2 

材ホのﾡ代長 半余は,ホ林生主ﾡに対するものである".
二 の木材の7z 夕がﾡ染に利円さ ・ ス2 ②が木材利ﾡを系に

り製こされた生を物とレてﾡ枚さこてし)る. ﾡﾡ木本の大さ今 

を占め・ *本体林木材の4うスがA複迷終に戸o, 会イ株木*② 

クタが冬や、P基に工場裕木に科戸さ米てりる・太本のも2と 

もﾡﾡ さ工場②F込さ、箱ずにが核ﾡの似であ りく ﾡ木ﾡ② 

ノ8う が二の所途にﾡRされてゝ る ・

炎ﾡのﾡ製芝、条み製並並"に飛にネウるネ*の利問は、名 

«全体の3うるるあい、今。の小さい 木 村利用 条深 4 企a 0 e 
そ占めてりる ・家長、箱ヒがﾡ箱、典華及く誕城、鉄道央 

家は連求樹木材の主義希登者であら、*いて生冬さねた茶 
木林のう分のユがﾡ政されている。*<

/表はノタ/ 2年と /ラ2夕年 にネゅ るﾡ々のH途にネけ 

み木材の終・ 年 に茶ける名 甲述のパ -センティゲ、 並 に / 

・/2 午の消求に対出 ひだ1製 ・さ示いている。

20e. P - ﾡ乙czx <c&cto。e &uc&gu .*.*. ー 〜....**** ***** *****.--.*～ャ株 ・ 〜---*マ*ギ・ロ*▼ ・ャ ・ ャハwャヤ .... *ん***.ィ..**〜 ・ャィ業*〜業
Ce2cdccwQクdor 必 3 ,

eEa44 d de
^1

/夕/ N /ラ2 ゐcuc2 
名2-d, 
でン- 
cerモ

acegmt
0“

、 ?
Retccxズ 
$e

axce2ox ! Pcz
がどウ. ce び
と.2c [ と----------------------

24 Coc4どu4ccXcoc /今- e ラ名・ラ ss ノ今 ク ーメ3

イcダwc 之dc2dtそと2 み e マバ グ 2 ララ + ヲラ
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ﾡに注意すべことは、 合の式集に茶ける本本の第、亂輙建 

ﾡペに工ﾡ生差の本林所ﾡの桜少るある。 二のﾡ向に入ロは 

ク今2◇万くからやノ傷z2o2 万く一z7スの一 た塔した, 

かく レてヘロ 比イ して、よ り一者者大したの太 林の は 

田合の住る変系、工ﾡ株松. 条具に系物に対し てであり、= 

の本林役甲のﾡ大は、ヘロﾡ加より位か大きい桜ﾡるある。

木材甲途のﾡグを示 レ てるものは、ヘ日はﾡゴ して、多と 

み点か らみて向一 者ﾡ感るあると考えられるべ ・ こ らのﾡ減の 

系国に就やては発質さて\さり. しかし意がら、本本のﾡ近し 

てoる それ*の所込に対する考察は、 致に本け 各ﾡを製町 

す多上に税虜を与え、 x多か ﾡネ もっ< であろ うこ xわ %るﾡ 

向を示する上にﾡ助さあたえてﾡれるかも しれだ ・ 

工ぞける木材の丁会

と cce&-c4とイ 2vt4Z2とととなo
工宰に彼甲されてい る 本材のﾡ學は、林本株のも っとも整 

さ- の茶因である-

森林の 伏ほの半 は木 問であジ、ノ タz3 ﾡには=の 本材 の22 
がエ 奉にイ甲 さて る ・ﾡ岬不材の 大初かは共ﾡの仕で 

全体の 分のスをちめ、そして 主表迫ﾡ ・ 迫略ﾡ装びにﾡ求& 

が暗系工母キよ り 兑 比ﾡ的にヲ< じ撃とされて さ て*ネ、ﾡ染に 

彼さてさた。かみ レ < ﾡ紫ﾡのぐ置と タィプ。とは、太材 

場 と ﾡ挙林茶 イo22rze f〜uc. にとって生 プオ -にﾡ撃 

である。

工ﾡにける木材の彼甲はノタノ2年2。億いx であ

ったのが, / ダ2にはぐzろ。ﾡﾡ、クz まで、すな 

わちノ今みもﾡ士レた。(オノ8表ﾡﾡ)

/ララョ年並にノラ ライ毎の工書に恐いて はノ2o 億*, 2
X下となり ・ ンタラらにはや/40億女. b、〜になったざ 

伝故ならば、ﾡ各の工素にりる木材のﾡ甲は、 タノユ年と 

/ ラz8年との悩 今引ﾡ もケ している。一 都会の 工辛の

会は三のﾡ向にらZ2るﾡﾡしている。=のは熟々 

西ﾡﾡの まr対す お 君 被装化 の案因 さ求める上に賞区で ある. 

工合の工ﾡは ノッノ2年には全工ﾡ木せの半今、 ノラ28今 

は その4かの/を彼甲した。

ﾡ田企ﾡ撃は貰量ノ今。ﾡ、クから今今億だ,P〜 に 

求少いた。※の茶田は、木に対 り て代ﾡ材料のあらわれて 

さたのではない, 何故さ ら ば他の林料が森室 ・X虫、ず昼に 

いは条じしばﾡ甲されたとは云っても , 木材が当全区野植 

炎物の 夕0% に彼四さて る。

木材の 田舎に於け芬 用逸溫タの資国目、おいろ共米ﾡﾡの" 

未平がに救条のﾡ物のィぐの 普求 によるものである。- 類場に 

手*雲ボさ 0て い る木料更科牧量は可ﾡりの長で、一敷号当 り

曲 タク," e ◇Pt, b. 和ﾡるある ・

複場数が番ﾡ夕2 ◇2o のﾡ合で増加U て行くい ざり ・ 牧*彫 

ﾡにギ供すべ冬今れ-ら.の木ﾡ惑があっﾡ。このﾡ季 

他、'毁塲数の安灾と共4. 数次の務ﾡによって君干の新いりボ 

条をﾡ段としﾡとはるっても、なく色ってさた。

ﾡ立ﾡのﾡ矢よ りもま大るあき=とは、 モ格急ﾡﾡご束校え 

に甲さ北木村のﾡ少であ2 た。

世新大ﾡのﾡりご共にまった窓業の長い不承気さ、 ﾡ倍 

務 円の 許岩をﾡﾡ い、 そしてノタ 8年に は低か, ノ ク/マ 

号 の とミニ の 巨内で像町さた木材要の半今有にヨヶ し 白と

※エ. ヌ8/2C。 -イe cfeczeXceg f eogvteとce..zcどeとxイccZ<cey Cの2tdてec e (プそと &ez Cezaezv_ごdoc 及a ad%そマイマ7t ・ みそダ Q ～ /タジク
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ﾡらている。二の尽だけの舞町ﾡのﾡ歩は今。伝4。ス4Fcc合

*三であると見ﾡらてい る※エ

もじ函塗に対いて行意わ0だ予須が信ﾡさるらば、ﾡ余にさ 
段に数場ﾡべﾡす して行くであろう。 そレてﾡしい ﾡ場に対する 

木材の ﾡ要は、ラみ落和の発述の果と し て寒ると廷は礼る新 し 

0)土地へのﾡ段のみ佳にﾡするるあろう o

マ ヲ の数ﾡの杯球は ・ ずﾡさね そ ひ)修循並びに取状えを行 

3る問する木本の相き表のﾡ会さたすであろっ ・ レかいな 
がら木ﾡの正得的お有徴は、+中入九途ﾡﾡのﾡ物のﾡ神ご取ﾡ 

えの 哲的に便甲さ るるあっう。もレ 数ﾡの※が増大 Uて行くﾡ

がある督 ら ド、 及 び木侵甲がけるさら にすゝ んだ救 

べﾡﾡに対りてﾡるであろう・ ・
西各の工ﾡ c対 す る 太ォ ﾡ 登が す ると 受込 み Q ・ 非 に 制 

ほして 考えなくてはたシず・ そい、ヨケする二Yが会くる権区の 

でわる。

替 にネりる木材泊衣がル しそ\るのヒ, ノタノス 毎からラz8 

さで <ﾡ会為ﾡがﾡ大 し て )るとふﾡ由の-つ は、数*は

ノラ=2 条に不の状ﾡにあ つたのに: 者合の工率は前舞の依ﾡ 

ﾡさキ孫して ﾡのるある..

/ラマラ〜/タ 今年の 季占に基つい た37 ヒ於 て教べさ 
た工辛ﾡ等のﾡ@標は, ノタ2み身にはタタでめったのが

/ 夕 28にゅノラ今にいて \る,.

<の意か ら、/ クラ2にラヒ、ノタラス年には29

し、 ノタシと にはタターぶﾡし zさて\る。

ﾡ会にがい 乙は、ﾡ違しそい るﾡ々 の享西がﾡﾡのるさにびに

* I eそzど2t2パ /2ピ4 dueMceaエ ア〜uedと ・ ピ

XQrcuopuezと /ユ ( ノララ >. アア 24タ～-2$2(CozelanLペef2x)
*Z 4a2イcae 44242xcCof-イ&e じどcダ xイスだ20, ・ララア アタ

S. イe/2x2そ?ueそ f Co7-e%ce,W&2Aorみteて, /タネ

ーテター

や冬甲ス非住るﾡ基繁の木林筒登にそ ぞれっだうで 影等 
している。そして御会のﾡ茶の2っの ﾡ契にﾡ\ て、ﾡ塚に茶内 

る姿化のい を理解する 為 に、考しなく 乙はならない。

戸に、ョクにおける非住令工ﾡのﾡ価は、佳宅工ﾡの@の 

大ささの2ぷみであり、そし て物のﾡのﾡは スムやの大ささ 

にだっだた ..

ﾡ会の非住宅工事に甲 さた/z? 年の木林盛 ノタノ2年 

にけ ると可じであっ。

に育った ・

非住ﾡ工指はﾡﾡこた ノ 

余ﾡ積 / 4み2e fと

しかし たが らこのﾡ向工ﾡのﾡは偽

ドル当 り の木村並びに建て らた不の

当 の太さヤ盛は、往ﾡ工事にﾡけるよ

り もない。しかし 本ﾡの下途はは代ﾡ材料が大い にイ甲されて く

る に保つ て域ナしてきてい お。

この安の一ﾡ研ﾡなき株はォノ ク表によって示さる・ ネ表は 
ノラノタ野とノララ/ にウ る住、ﾡ素峯び公示式条にペ 

商さ北 た木林ス び他の 林料の パー セントを示す。

心 住は工車の中にら、車多 所、工場、公央的代ﾡ、公共的利用、 

承枚、ﾡﾡ、公共型物るび教会を参んふいる。
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/ク/2 タク・ /2 28 / /2◇

クラノ ク 2 ララ 二2 X /◇ク

/夕Zグ から /タラ 今年に-っ てる らた非ぎ条住宅の更ﾡ 
り数一使ﾡの型によって分した- は、 20表の通りであ 

る. 」
ハ ©

-24e Z2 三 22 二 こzセ A2ueEeoz 2aとo_互uと花 ,
・-----・ 乙--------------
C4cnczdoC フZcciteク

工 Scoonucc A226etd役e &t2eと 2td eu 

ア2ケ4とそ8 .そととな ・ み ～2 ダ ・ イビvvクc ポ 

スeいdew そるるク48 アec。 &そwビc3イを4イg7t, 
224ん～1子イッと ・ / アラ 4 ・

公表さた二の激は、名ﾡの実物にﾡ甲さるるの材料貧( 

さ不材の製合をﾡら せ さが、し かし木材べ著物の欲求とじ義が、 

あるﾡﾡの共物よ り も、他のあるﾡﾡのﾡ4ケに対 ひてよリ ーﾡ大 

さいと t)3, ニ と を示い ている。ﾡ天徳式の 平務ﾡ物にﾡい 乙 は. 

木方のペﾡさめず、ネﾡ、救ﾡびにﾡ熱そす 、 める上の社及 

が号ﾡﾡﾡさて )る.

挙ﾡあﾡに対しては、ﾡ大神ﾡの撃性かろ調さ6、マそし 

て木登ﾡりのﾡ速がﾡわる・ 外れ及が予大性が、あるﾡﾡの共 

物に対Uてﾡ料を救別する上にﾡ智す多系頃である。そu<-ﾡ 

大季が林る ・ そ Kコ ンクリート不ﾡﾡヤす りレ< ﾡ条的で - ﾡ 
スﾡがあるとﾡ危 いて\る かぎり、そらの林は金の許すかざ 

り木林の店り ヒ役甲さるであろろ ・

ノタ 雰 匕於け石尊 会: 住宅該備の 褊裕 し た不ﾡﾡw ノラ20 

ダからノク2ﾡる、 毎ﾡ20o 万人に意るﾡ会へ七のはは、 

20世任に茶けるﾡ宅工率のﾡ系気の承気のよ環となった・ ーボ 

C裁支 さたﾡぐべﾡﾡなあっ たノタ 2年にの素冬が最宮で 

あ ? たとみわて ・)るが、塚のﾡ突る片 ノタコ今 舞か環大の 佳 

室ﾡ築 の行 わ た与で あったと 指当さ6て いる.
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に利ﾡさた佳名単区は、生ﾡのﾡと レて 本太、▽tっの

家次 より活告さている ﾡ圭4で あ る ・

予/表は、/ク。 ほから ノタラ6 ﾡにユる送は*たﾡﾡに茶 

ける一条ﾡ、z 条水並びにアパー ト のうっけ ら札たﾡ都会住室 

工番のﾡ合るある・

クz2d。 2/- Z 2のu- おc <0weどtn2 勿ル力 BuとC.

3 f ダcd&n PeucczCzze -dZ2cそぴt
ノヂ2の一
/2そビ

カ5ター ノタラー
こ 22___

/タの一
<26

2e-fa4 ... 4グ s88 く今

スwv-fzmtda &8 /ヲ2 みラ
・*

ノメヨ

2noイneれt。 ・... /&4 82 / 4 ふ今

xz .................--- ・・ー ・ ・ ------ - ー ・ー
/ク・2 /20.2 /2、2 /2、②

22ラ人上のくロをもっ二今7のﾡ市にﾡては、 発象 

性骨のエ オン eoudtzcccそot ポ みじど 一 に よ リ 

假供 と* だ 家族 の 割合 国、ノタコパ 昇には祝ﾡさ*たな条求の2x 

みであつたもの公, ノタ之3年には今イるにまでﾡ加した. ニガ 

らの孤 r茶ける2 系禄性ﾡ イ。 - fxwu4y dweととグy。 はﾡ供 

的な求そ示している・ *

木本ﾡ雲にない て特 に注急 すべ さ 二と 8 ・ ﾡ会の告宿 の悠で 

あるァペー ト のﾡ違るある ・ そぞれのﾡ俊茨に攻求さ*た ネ 

の茶ﾡは一条みスの2今みに交りて ・求されている大さ ミ◆リ、 

アパー トの方がよ り 少なし,

そレて 本ﾡﾡり ﾡ塗のァパ -卜は・ 等へ的条姿 で役甲されて () る 

よ り、名単ﾡ任番者 りに最求される木品よ り なり。

初うるに、木才に普るべのﾡ業社#のベ普会白は、条ﾡ係より ァ 

パー トﾡにﾡい て よりﾡ者るある。次炎か ら の安会株と . 英

※ Z 衣ル -イン &cccdeuku8 eoxaウucのuパPグ-ス3o, 区次 8 機, ecot 
/ 7e2e2そパ ・ 引c4 S. 2e みの2た«/分ク・ R4イ 

とは沢山の あ決が住んる い る高い 条を建て る時には今考短さ 

るべさﾡ最さ撃西である・ そいてﾡ、神る、セメント並"に塗 

ﾡ木ﾡスべ茨祈は、 単ﾡの条承の住居におけるよリもアパートに 

ﾡいてはは一そ為ﾡ田にﾡ甲さてさた。 ネに対ゞする催の林#の 

代ﾡは. ノでび2条派の条式祭の上にも影でをスぼいた。もっと 

も 渡まし い タイ スの住者のﾡ会はは. 時々い はx巧とﾡい て 

さきざまである。そレて 当須= ュー インゲラン ドにﾡける単俊任 

る当り の 木科•餐 の方•バ ・ カリフォルニアー の添し パンオロシ ( 

ﾡ板の々ﾡの ゆるい不 条延 を稼例補の 異 然林式一教盾 迸 一 ) ヒ茶 

け み より 电消 営教は大で あ る ・ 

ある初六に茶けるべ者は、将キのﾡﾡタ イ スにﾡ雲意彩をも っ 

ている。 そい て効外の発及は しばレ ば建築材の使用 に劇ー牲 を示 

す。かく レて召並びに決乙工来の家えに対するﾡ最ﾡはネいﾡ 

武に武り、ス長い 時向 に ﾡ って影管ぞも っ て"るかも し高い。 

木材zo222 と,b, さべﾡとする。っのさ及さ可する条<だ 

いて d及がジェニ イアーが、ネ駐z222 戶、, の容りに 

は印さ、そして 木*木ﾡ会 ・ は公本ﾡは不谷ヤによ りえ ら 

る.*ェ

cを工ﾡやける木の市整は. 心秀注ヒ異樂部式による。

m会工に※ける本 林ﾡ ﾡはャ響する求っとも 室製なαヨさべﾡ 

物よる木村の 神孫、へロの大きさ並のにﾡ虫の為化並に行時 

るも決行し ている 一の仕ﾡの 求ﾡ である。

木ﾡのペ書烈がﾡごの肉係さ住こにﾡ佳々共ﾡの授熱ヒ茶 

い乙示さて さた.

工になける木材代書のよ リーイ順台さ延ﾡは才2 2表より 

り)科る ,

煥 F 2 2220E 2ピxン だを 4de化422 マP264ぴ子 ゼeェを
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し ばしﾡ化する木のﾡﾡ士と対U てﾡっとも 大さな影ﾡ
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さ 今える枚は、 何8る3於式が千おにける相対的ﾡめさ 

大きくならしめるかこいう二とにかゝ って\る・

何数ならば. 住ﾡ並のにﾡ繁的ﾡ繁は造品には主致独ﾡ、公央

利 用 及 が A 共 ﾡ共物の エま り も 位の材料に対り てより一 者そ 

ﾡの木おをﾡとする。

レ レ ば子想され ﾡ林に 工、事に裕ける代ﾡﾡの使甲ﾡは , 木材 

ﾡ伝の 名ﾡ状ﾡ由 では8かった、 木林の名価裕が ノタノ3ﾡと 

ノラーるの商に2倍に高勝したのは平契ぐあるが、 しかし代ﾡ

※F とcozoc。 /acfdext。 of-d&g Zu&eン み4eと aducQ 
、クそddイッ ・ P, 2ク, ペイ-ecacoと f 欠ece〜r, ズZaZcoxxd 

ペ2<いピイ 2ペンィンセクとxそな ・ 2&&ヴイ ・ /デe 

物の奈因を求ゆ多上に芝必しだくて はさら だし のは木材田格が代着 

物A格 r 前ﾡ ている二とである。

ノタノ・と / 936年に丘るﾡ内る み&e 8caedw f ozAe2 a 
を屈ﾡ者故は, 木材価ﾡは本ﾡ茶林ﾡ数と戸じﾡでい、xセ* 

ン ト 、楽然よ りも右干六きく ズﾡるの石格よ り もﾡ千ねりことそ示 

してりる( 菊グ表る索)

ノフノジ今ら /少ス ク年に ユるﾡ岡 6っ のwﾡをも っ 木科業 ッ 

え、木ﾡﾡのﾡﾡ作り 条&、舞ﾡ補達の次そ作 り 条登ラ い は補 

宛さたセ* ント作り 条盛は、 日長委の型委食に はマるるった .*I 
百炭都会の工率材料として、他の林料と競合りて、そのﾡを確神 

でさる木材の充ﾡは, ﾡ今かはﾡ格の ﾡネの知保によ るる あろらが 
・ ・・・

しかレ 他の考えられる大き急正長倉裂西は、ﾡ市の発浜す たわち ヘ 

口の及及分故: 並にみ人、ﾡく性、法全般ヒ対する要求安我 

えさせる木材のﾡガ、ﾡ染才料対するーボ的おみである。ﾡ木 

のネ会の工宰に 彩ﾡする とえら*るヘ口ネ化の該はは、ヘ日、 

ﾡ伴、住費ﾡ欠並が令構である。

ﾡﾡﾡの紙汁とぐくビとま、ある-条の也合さ持する体白のあ 

ることは証甲さてさた・ ミス

そして ヘロの予ﾡさ* た安欠は、才中入九さで老子の取裕えはある 

とuても、ﾡﾡの形ﾡをらは るであろう。

レかりな公ら名 に才け ると同杯に、ﾡ末政額虫 いはある土 い 

ら、催のﾡ求い はは他の 土地人 ゴがﾡ住する モとは、ﾡむ人たき 

土地にﾡ栄を町公し そして ﾡ茶求 Uz いる地力に新し い共求さ零學 し 

- -ことをき宋するであろう。 ﾡ茶並のに木*帝感に対するそ 

・ッﾡは、ヘ増の場合と同じS あ る・___________________________  

* N ピ・ 2coッ 北o. ・ /夕3o, R 2 ・
※ 2. dee Ze(&xヒ , Mミ ッ と 8cどco2xcc2イ 2

8xdx2te2d ycdと。 こoェ2 . みrd "、a. t。 ・ $ ( みhceudあ 

ぴ Cecっみe/22e22, タル,％ ・ /夕S ・
ア、sz.
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ポ求人ゴの a ﾡ は、工 に WT してﾡ ﾡで あ る ・ ぐて な ら ば 
中み、 工ﾡびに少さ ・社会スびネ外地はで長つこともﾡされて 

い)るやた式やのタ イ ス は人がマ数併年 りてU る部督のに は不 

込当である だろう, 

ﾡ去Zのにﾡけるﾡﾡな償向は、次・☆ﾡの立の西令地う 

のヘの総速なﾡﾡ並がに大さスキべ 都相 をﾡむ衛雲 商ﾡ市 の 量 

ﾡな発思であつ。 ^
終生約地ﾡは、 村部市より早いﾡ合で繁米レてさた。 レかレ人 

=の°対ヨはは中べ顔ホの ァが大さい メ*工

も し受委のﾡ向が連代するな っば・郊みの 家にする帝受はも 

aく大き☆ﾡ行にける帝登を冬ﾡするであろう。そして 氏敢的 

ダく のネ林を不甲す る滅礎の工ﾡが☆き るであろ ろ ・

まだ本せのを*み故す意わちﾡﾡ帯かっ 少さい初市スは可へ差 

*そ号事させるある確ﾡしﾡﾡ勢はり. そにも者わらず、 起 

い到年、・当共余ﾡ町 の不デ、ﾡv質 製ﾡにス咲い た富v 生沼 

は、ﾡ部老るか ら 製ﾡ逢業&昭迷 さ るうでCYネ はている・ 
ﾡ送の新し いﾡ及は、 yさ い)社会に茶ける考竹不ﾡのﾡﾡ解来 

ﾡ助を与とて\る, そいて製並された生条を招森みする古ペは、 

トマッ ク雲送の烈送Y 共にﾡ単たなって さてりる.

・気で aい生ﾡ水ﾡのマ代地は さらに 今ﾡす ることを劇ﾡい 

て い る。な2

平均のﾡ甲は沢の確 し fcそ来が、より一明 かご り)社さomde 

wncuとd から うゅ るレ く ﾡめった利ﾡ冬符る=Y ミ 

ﾡさしているが、しかい か のﾡ片、 料糸成込みはなく は区い.

もレこの 星1 ゲﾡ者安行されるさっ ば工協並 に住さ事 対す 

る木新裂はﾡ い、 そしてより- 酒高い正常な水ま の 木 村が産 

求さ北るであっう。 ー ー ー _ 

*工. dee-3そx7222t,MS. とe/24aイタ ゲcw1た &x カdビ子-
ペそe"taxズ ・〜・トスce2. 4cz«y ぴ. /e (クuzンc&, ィク 九 2バケ

マ、 AAerez.2・フ7ひ., アで ・, u2caれtcae 光ocaれt cz c&e 

/ozcttz ンヒaたとそ , <& ソ P. /e ・ 

わ れわ*% のボ末のﾡ令勘らの ﾡ待さえ化は系をボめ ろよリー 

・マくのなﾡ後に2二とであるが・ しかし条求の天ささが浪 

するにつ0てそその 条決に り ﾡ求さただるは なくる 

e. -

ーアにら へ仕 むことは: 2アのﾡにうへっの家泳 そ住 ませるよ 

リ 土ネﾡの入さ さ はは小 さくてよいかう、 次の給不は、 ※孫と卜 

称に対する高ﾡに茶いて得することに はる ・

※希活納は、筑奈平の ※前に手行 いるいれども、 工事の番 は 

育状況 の袤 化 に西台 に相な している..

ふとか他の史条やはm久のみる認物であるから、商ﾡ烈び供給 

の力 ば宿対的に選い ・. ・ ,:

ﾡ祭の あは あ るﾡ叫せさ示 りてろり ノ$年から20までの7 

ス の町確意禁ﾡがある とみく のヘ々によりﾡじらゃてゝる。 

= の ﾡ類の 大さ悠は、 *スネに浴い て示さ%て )る工数によ 
) 西らかにさる。

=の表にろと , /ラュ今毎にタ3?2 o o 戸あった単 俊住 ﾡ が 

/3 3年には、景ﾡの ◇②はの 今4 oo o ジにﾡ化レて いる二 

とを示りて( る・ ﾡ象に交けるあの研夕によって、ﾡﾡ数は殆 

んビエ幸ﾡ (ea2ucなot&c&tg) に沿ける茨1に内連 
そし?て\な"つとと、英徐のミな 餘却 は会 w命 場み永化よ 

り裁西さず、景小のﾡﾡ当ﾡは証考烈賀り c 4 みな&x ) ヒ 

大 なﾡ係をも って\る・

俊 とﾡKﾡ桑は ・' 点 ※的工車・ 承者的物び公央内司T は 
す る エ 布ペリ も *素の状に福ネす る ・

m者り場に 対す るﾡﾡと 住宅ﾡ切の 簡 迴 七見 都ふ 所の 工事 号 收 
入の木茶にﾡって大いにﾡ恐する。 ・

住宅工事区は 入 が大きくなったとき、ﾡの攻がヶ ﾡ\とさ, 

そいて利全が条棋,利子条(んい②2&2そン2ユeo) 磁金並!に所 
・ ・

日 奮 の年々 さ甲 c&e awwtuc& eu さ え する他の受系にﾡ虫 

v <色とさに、 大さい孫Sある。*工・..デ***-二*---------------------------* T--*---- ・*マ ・ ・ wペン*一〜A-----------.--

. uwvey じ、 う., ,、け、 Ao.う ( ・シラタ) Pメ
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千英甲 は、廷物のﾡ貸だっごさ に影絡そﾡた ないけゞも、 
ﾡ冬スは 備条のﾡ可は。 ﾡこエ・の量の普 をずげて いる..目氏 

の62 内当な等ヨる ﾡ力 な<、そいて 西ネがネ冬ﾡっ た り ・ 

省り ﾡるするこ とでき るゝ*前に 新がﾡう的に徴H口えたく ほ 

②まで特ﾡなくてはならない *上 
もいﾡし い)ﾡえ すべ ・タイ るの安い 条がﾡ達 したと するな 、 

新いい 磁ﾡ グル - プ が効外の へ 口 ヒクわ るかキレ6方い, そい 

て条の木林術ﾡは大いにするであらう ・

s 工ﾡとは別のネH込
ce 子 dcot4e 2dtez ぴ&a〜 c Cotイ2xcイcat 

工ﾡに僕所さた木材登に比求して、 工場生を物にﾡ枚さた木 
林量 ド比tﾡ的立寧でな )ﾡに ﾡわ6 る。ーノク28に沿いては 

全体 の 彼 z2るであった・

しかし笈べら ノタz24には・ エﾡ木林のﾡﾡ額は タタ2年の会 

大材 生 よリレマく. バe。ん.めz x上に並レた・ しかレ 

系林賀ﾡの消瘍にける製回と いて、研工生え考 (fCtcxxx 

axuc) 独甲さた木材は全木林君ﾡ②Z22ではない.

何改8う ばラくの生 ﾡ物 は木林生左の 逢物 とUて ﾡ造 ミ、* 
してさも 各けﾡ秋さるべ会村料からられる ・

エさ北た形でで ネオを似町 する=とは・ 町次ﾡい てさcい る. 

そし<木材利用ﾡ未 ( coovd +dイa ・u2c4とvde。 >はは、 リー 

る 引 ﾡ のある市場 ( a クルヒ &ezdP.x クxa&et ) そ ・ 
ぶ>彼自 にな?てさcいる・ しかし ながら 千号生ﾡ物 (fzctey 

/ocイ。 ) された 木林番 はは- /夕/ユ年から ・2224 

3で に催か8み し ただけであ り、数並さた木材の 平高は , 

り 一 名 強あ抜 を吧Xし、共系ﾡ受にﾡける各を殆んと?ぐ☆わ 

%い。
ﾡられてい る評途数は増大 しているにし将わらダクっ の主8町達 

-ﾡ及び神秋ﾡ、車ﾡ会、条ﾡ並びに報物の製込一は ,/タ

&wmよeと )のフタると占めて\るッ 

不林利甲愛来( がと αvマ - L48 イ・ズ440e。 ゝは、32号ﾡよ 

りもﾡ欠今日はすﾡでない..

箱及が訴板箱の嵬定は. 工塚木本に対する和撃のもつごも直ほ& 

※深である。 そレてタマ』年には全体の22るである。
この木の甲途はノ 9 / 今奈 から /タ ノ «条まで大い に増 m い . 

そいてその本※サレﾡ・ しかレ/夕28条には: 終な並が 会 工 
場に対す るﾡ合の因者とも、 ノクノ2年 に比救レ て い て ○る. 

ノタ2タﾡから ノク3 タ竽ま&終攻 伏'に濟な留 に便用ごむ た木精 

量は磁ヶレたけ北ごも、 のﾡの述は工号全のうちに占担対 

路な確裂せ を*将 していた。

箱並のに祈本箱のﾡ送は ・ﾡり ﾡ熱送のﾡ熱係改めﾡ加ごサ 

み冬歩い合 いこV3幸条は、木製箱より室いヌ在ﾡみの*甲 

のか、らないファ4 ベ ー 枳の 岩 运 の利 明 の 南木 Fよ りあ例す み こ 
こがるさる。

木材パル から 製造さたファ ィバー 我 の 疑合ほ 木Mの 代電 と M 
わんよ りも 率っ木本利 商のﾡ釈 である。

ﾡ並びにﾡな宿がワ称木本く2cク/P〜&^) から作られて() 

る覆及を除いて、ファ4 ベー 各表の代番は、森林ﾡﾡのﾡﾡを 

ウさせる。 .
ファィ バー 各ﾡ は. ﾡより もセルローズの製量はy河く、 耳ヌ 
历時麗 祭 林路 いは▽ﾡ村料 ( acA2x ッズaze ) か っ 製 ミ ね 

るかも しれない。

来 ﾡ製込岡 ・タマタ 年に茶い < は工感木材の 2 勘国のﾡﾡ点 

塗であり・ そレてそ*はノク2み条の会材のノマタ,ヌノ 

の全 工場木材の ﾡノノ%を示めてり.

金狼の使用が、ま替所、名. 矢験室、 並に次ア向さの家京製送 

刊Hさ*るﾡにな?ﾡが, しかい ・ﾡは、※次戸さ条く対レ < 
は太材との娘合v しなかった.

必お一ﾡの6ク に鞍レ て /タ22午に は全玉場木ﾡ ( 0・デディ*デマデ*デデ**ンャア*ー・アャママでマーギバィィィ-一*ャディーャマャアママ*つャやでママで  ▼*一*ィィ・ィw **、アwンャマママキマャマー*ギマャママィマーマィ*ン*
*/ 22 グ イと 2Z442cc8 

どy , ア /夕 2Zyctと 4

QctoCaC ネクcてぞe Cex- 

&xacug ・ 2w A ・/タS
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ノタ3& ヒはﾡえ条呉のや夕 z タ が木製条兵であ?た ・ ※工 

条泳向さ条以になける木料の貸門ﾡ加は ・ 家求製造の世ﾡか ら結 

系しなくマては意ら意いであろっ。そりて三のそとは条 ﾡ 入の大 

ささと、条染等の将木の大に悠存している・ 

ﾡ遠車ﾡ費茎にﾡける工ﾡ木の終甲は、 /タノ2年とノタz8 
年向になける 相対師 ﾡ g 狂 に 総対ﾡに茶いてﾡさした。ぞい 

て 夕z 8算からノタ5 夕ﾡ史均一 的非常な求サ をろゅた ・ 

=のここは知欲による木ﾡえのﾡ裸がノタ ノ24に給んど気会 

に途安されたか ら, といて 年ﾡ式ﾡの救ﾡに知ぶ している・ 

車の及とﾡの根さ が増大する にﾡってﾡﾡ&に各と も に西 

本と今全性の翌求によ ? て 木材に立っ てﾡ鉄のﾡがﾡまれる 

株にさ った・

不社の**の奇ごは ・ 先づ を一 に 炉式込武に依年 するであろう. 

木材工にネけ る木我 のを" の大 3 なHなは条4の 似送における 

H全である. /夕>からノタ28までのモーターのﾡい来 

ャ製込にける予験の失はは、 キーターのある飛物凌ﾡける 

ポ本ﾡ西に よる帝ﾡ * すり大さか2ﾡ。しかレ 最又 この蒸ﾡ 

は表少してさている。 ノタ3◇年にら. タ2ラ年ヒ茶けるよI 
も多い s20.o0o 合*上 ②更率並びにトラック が製送さたが 、 

・かい衣求材本材のヨﾡは43e2 る&t.e〜 がらっ820 
方イ.め,み一 ﾡ円さ北た全ﾡ未ﾡのノ今るから。るに- 

ケレた。*

最少の本材利所社紫 ( 死と 22 ィマv -イユ子 ,ムルム以比シ フ 

は 工場 木材②後か /るそいて/タ→ 年のポォ ②24%たけが 

公西さス生。*

/テ/ マ各ヒ/ ク2タ年向、電 条本ﾡ、徳号、締、 並にモ 

掃除本ﾡ、不行ﾡ烈が映ﾡの迫員え z 年とい ・裕な衆ルの丁ﾡは 

非常に利甲ﾡ合は加 レてるてとそ示いているが: しかいの

甲にﾡ格さ* た木 科魏 艳の^大 は小 ご かつたそいて 他の甲途r 
けるサにさ り ﾡ求 されろよ ・ は大さかった.

・---ン--*マ-ベ すャ・デで **---------- ----------------------------------------------------------マ-  * 

*I Ant俊ユt,v、So、 っ. /e8 (/夕7) ・2夕

※ Z /イん、2ラ/ 

本材ヒ対する他のﾡﾡの代着は、カガエ木林だ442cc4イと4-ピcu&etF 
対する ﾡ大 のﾡ全に恐け ろYﾡじポに 系なの 所 のっや cも 政ぜら 

おてさた。そい て依令木林のぐﾡ學が甲途に※け る = のボ意表化に 

よりスいに影ﾡされ意いと ・て も、= のﾡ区ﾡ化はﾡ人ﾡ木*利ﾡ 

*に対し 〜は直ﾡである .

: 木材ごは飛の目ﾡにﾡﾡされた木木

Vocd 0aed 子 P42/ze-ded どとt イイて z全t4eと

求転さた(丸eみe込 )木登の上名Tして、木林は気林 

のや半分 とﾡさて ) る ・

材木 0 国街 は機叫、*太、ﾡﾡﾡ、ﾡ山本木、スェニィア -素材( 

?4.と&2Ps) パルな、ﾡ表は事、ﾡﾡﾡ、並がにその他のうク 

のm塗(〜 xo) のﾡ等を似やする為にﾡさる。

ごれらの甲途のあるものは、よ リー.荷珍らしい そ し て 尚一倉価ﾡの 

るる製*本太の十対する奇季そ構 レている。 しかレ べら ・ 

三*らのマくの会は神単会で条る材*(cペイwmwz) 杯地にﾡ辛 

そ表わ い、救いは木ﾡ生逢ら役みっ 表ﾡ を示す。

燃料の 植案 ん/クク 万 n ー ドの 枚 はノラ・今ﾡから ノタコクダ4 
でに君古さ たﾡ林木。 z8 発を茶めしている。<のやの内は 

4,2 クタ コードが・ 初業的本林( ccxocca2 Peuedze ) の ﾡ乾 

そ構献い 2aクマ ラコー ドがﾡ求み= レ て計ら0る枚太林地 c 
eeuweod) から, クク22 ァコ- ドがﾡ材林本林地からさ 

=いる。さエ

燃#と い て 消者さ* e 材木長は自が中べﾡ〜の«み (oa od% 
dfwcetuezazueexイ%) びにべ書竹のぞ&と共に大いに 

式シしごさそいる。

合ﾡの 大さいそして 的に価個のﾡい燃料お片は後消的に大 さ点距 

ﾡは論※る さない。そいてそ のH送はその※女地にmい 土 出にﾡ下 

される。召求 ・ ゲソロン ・ ﾡ甲名神 ・ ス、ﾡを、 に※料迫は」 

将 にﾡ ける料理及が整あに対して木材に代ﾡ レ て さた ・ そ し<送 

さイ 乙 4Zク2ど 24azr メと cnezとzx ヌと ・ ゼetzte
ノコィノラ P-r& ( CfePanC ReozC )
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ﾡとしその ネ林 は ﾡ会 田書に大いに利甲さて\る ・
も し召来田谷の ペロがより 込るか にﾡザ してくるならば、そして 

ヌもし田 合の そ 化 が* 大さてくる意らざ、ﾡ来 の 燃料木 ﾡのﾡ 

裂はﾡヶするがも しれﾡい).。

今徴ﾡされているﾡ料木材の大くは、他のﾡの甲に対してよ

"価使の高い ﾡ木 か ら 中 : 数気林。f22 1oの --ピ4x42 ) か 

らきている・

生を係ﾡ西 ( ② 2〜dcztteる -326そ 22a～ ) のもと に経せ 

て\る な林ビ、区試 ごた夕ﾡ安 u は太w り水し (2子みc3)

並びに材本切の 水 し (&&eクy ) からのﾡ徴の救ﾡか ら 、 われ 

わの 将来の ﾡ耕符ﾡの大分を若ほさせる ことがでさるであろ

7・ β ・.

タ 今年からノタ→? 年迫 に な さ*た 号イ 本登の久4クを白 

めそいる切っれた染塗灰木くなedスと) のH会は全く弥じく 

ﾡ祝さ* た株道終マイ レ数ﾡび iﾡえに依存 している。々改 

&> ばそのF父はﾡ成すべ さ 代普物のそぶさて い さい森林町途 

であみからである. .

教当花木の係存ﾡ賢び にお的塩係ﾡは、東叔え によるﾡ翌を 

ﾡヶさせてさている。 そいていい狭込工率の不ﾡはよ0- 石の 

寄受救を招来する.
石くべ曲郡 から< る河の 安送 ﾡホ <す る 森林の神はは致才十林 

木 * りて十分にあるべくあえ ている.

電ﾡは、ロられた妹ﾡ太イらん夜2 乙孫を々ﾡ校してい 

るが、二の甲途対する現ﾡのﾡ分かさ、学材田格木林ﾡのキに 

ある。

ノラス5舞から ノラュ7パルア林といて 年々 A林さた 木材置 

は - ﾡ迫れ木並いに垣ﾡﾡと 同登程であっ さが、 ルプ。 村の 需法 

は相対命恐ﾡ翌准 そ塔加レて さて v)る,.

パルる枚は製材甲材木く24w-イ4e2) と補ﾡみとして計られ 

る木材(と②んwのz - 新ﾡ林) 会生ﾡする西激から生ﾡされ 

る .

¥在に浴い て 地 製材 用枕木 主経 也から 生と して生逢されて ) る。 

アメリカ 各策 国 と於 ケ矽 外次 別敝河贫鎖 は . <ノz。 万であり、 

パルスﾡハ。◇万ー ドに当する. 三れらのﾡﾡの50み 

以上のものがﾡ入されて いる. パル%本守価あ(アな4g-のマみみ 

erz&et) ②で増入さ北て\)るくは、ﾡ入の°ョS夕であ 

ろ。新肉甲の 希段 は、«,ﾡ入の 95%に逢い、その大ギゲカナ 
ダからさて\る ・ 本パルスは、パ ルる林キ岡ﾡのもで , ﾡ入の 

5。みを占めてわり、 ルあ材のﾡで 輸入 の今 を☆ めている 

のﾡ表契は/。。 以上の商名何卒ﾡ製合をもっ て増して 

さた。 そしてノタク年には: ク3のマ万ッ*上の高値にこしたス 
の商歌が連<内にﾡ加い、そして,ノタ$。 にはﾡﾡのあ 

るﾡ撃許ﾡは、スレ かに現在の利言はその 時ﾡに2偽に歯mす 

るこ老いるﾡ由を示して\る。

«製数系料の8$%が、木林であるから ・Pル。林に対す る 河ネ 

の商サは大い に 省ガ されるであろう ・

ル%枚スべ生を中の回内生えさnじて、な任又お無の欷满煩 

に谷える可ﾡﾡさ研矢でれく さている・ そレ<到違レ た給は、 

も し、包ﾡ&森林あが条行されるべらば、国内峯はわれわ 

れのﾡ最製に答える一 と がで さる乙いみつごである .ミ3

2aとdxxt 消 ・ Zce # ・ dencze& ・ 未料( た。wvd4 )
がに斎導格(aowt%e夕t/g) は、ﾡ違した逃狂のもので、 

パル ス教造に遺す る 三 とがﾡ西されている林に ・ 新 しい差荒； 二於 

りる発並は、ﾡ入エゾマ(4/wco) ビ対する依条マNﾡした。 

ﾡ入 もC 内ﾡ レ < 内世会 に生垂レた パルる並のに«の生産*

・平他生ﾡがﾡ*の ﾡ登 そﾡえさる二と に封特 されると考え 
そ" る 随•画 きま足 す る 黄婁な 悪 画 0 あろっ。

ペ ル。ネ余が永ﾡF にﾡ栄する上にめﾡ点 な件 は ・ 丈 号の <に

(&条なﾡ裕で 系料 をﾡ咲す る担なパル% ぬ斎の 甲 毎 すること 
である。
-  ---- - " ------ --:________ _______________

※ イ ZdなcxcezやetdAccec&gputueex+u QeCadot x アvteaズ ceuaewzlot, 
ゼeと <occcueZ //s (ゆタシケ) . P ブ (ALace em?イ)

マご. 7よし、アク、
E・M T夕てッ ススラ- .・
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この株悠ﾡ料に対するな命段、相対台に、林栄を条☆的な 

さい林ぐあの 力回に中ﾡ して 行く かも しれな\・ 登ﾡ水並に 

ヴェニィ ア-森本を味除いて、登の少ない本林生ﾡ物のﾡﾡ領は 

ノタ22年から ノタコ年までﾡんど茨化して\ない. ﾡﾡ生 

逢は、 /夕29毎に累高に逢し, ノラ2。毎並には50ﾡ上 

すい、 /○年は全くに 持ﾡ し ・ そして ノフ32年さではる 

ﾡにﾡサ レてて\る。

内火ﾡ種そほど二した代書やとの装合は・ 三のH途に対するﾡﾡ 

・共させる系回ごなっ=・ ノタ/。そで恐卒にﾡmいたコ 

ィア素材の羽ﾡ拓は. ノシzク年まるはﾡんご不ﾡ的であり、そ 

してノタ? まで に 他に意つ た c

自勤車1由車のﾡに町されて いる合核のﾡし ・述は奇駿ね 

天の 系回 となっ だ ・

ノタ363に交ける 22222 A さ校の 生をは, ノタコ 今* 

のはの"会 と白さて ・る . *ェ

宏ﾡ花所求竹の 生表格の 生基は、木ﾡ系のﾡのﾡ回Yはな 

つていないけれごち、 高ホ世才にﾡける沢山の本杯ﾡ営対レ 

てﾡ寝 な入 系とさっている,

迫書直型されたﾡ4ねﾡ行歌物ﾡ甲条体核 ( 2xwtみed

た ・ そ～イ2ピ - <ズ2と2 ofedtク。 ) 片、、他ぜの甲
子さの ﾡ本の価ﾡを卒惚する点二とはﾡし に ・ ﾡぐ的利甲* 

( クイc& - ィdと メ02&42み ) の駿さ 役初 をするであろっ ・

5、森林生ﾡヤに対する未木のﾡ長

e だuイte, 4cewaし feン メozeイ Kzcccど。 ・

未の帝ﾡを正在に価するみに、森林生そ物に対す るﾡﾡ 

のうちに余り にﾡ化 する撃ﾡが多いので々 函雑であろ。

ホ林の個的甲全のっ ちにける償内 会 い、不私並びに不 

関点好ﾡﾡの影書さ考たレ、ホ 阳 さﾡし、そ してﾡさた有

※ 丁 CedM.J.
イル モo
(/ ・ 舟 /ク/・

ﾡの計 ( a of ezたectz eo4ウtクt ) に到達す

乡

みこと可常である, しかしこの想片況在のイ点さ違ﾡし、そ 

して祈しいがﾡが起って、二の4/を花うることがないであろ 
う。といる被宏の上にうしている。

この林で社べの上に・ 回条預獅島の土き動透系会c&.Axン 

Cmttcc ポ そ&e xイクua& edewzced 2◇zク) は番与 

の本帝政番を ・ マなe coneea atd xx&e Qeレイ。 o 夕 
ﾡに大 いに存して、第してさている・.ノタ年〜ノタ? 

ﾡの 子ﾡから 4。徳たct のﾡ則し ・羽衣独サを想えレ、ヌパ 

ルス林費事量のﾡち考て ・ ﾡ料枚乙代のをﾡに7するﾡ塁が 

依ﾡに表化対さもの と交気レ て 、 委試会は、«商裂ﾡは・ / 

ﾡとノラュタ ﾡとは相ﾡはないと ﾡえし ている。さ工

H 段にお し てみなる住名をべするるには如伝なる故量の住も 

戸べ契されるべさかにつ い て ムの 試ﾡり が・された。 

不ﾡ時代にﾡけるﾡ来の逸希(ス2ァzれc2とc2t ) * 

住ﾡの不を生ぜしめて\る。二も m補発し、同時にう色住条 

ﾡの好々の世m数にも白するゃはク4ee."o。 A の住至が、 
クゞとハらノラメケのﾡに作ら水なくてはならﾡい" すな 

わら77c。。2。 デであると応科られて\るぶ ての研久 

では不ばﾡﾡはﾡり ﾡっ て 200スナである。す さわ ら初外品佳 

者の5ﾡ分②地m( ノララワヘノタタ/ )に対してうo0万ナと 
型慮の依ﾡ共あの 5◇スと が裂 であると して 0る. 

それはケﾡの一くざりの脚中、承20o00 ナの製ぐ式さる 

意らば二のﾡ最をたす だろっ こしzいる。*ョ

K ノ. Fo2eat xa Ccdewvccd ,/cweruen。 ,n2&d&er 
at&◆&y ・ P. 22222 &edecced みルス 

a2&クッイ。u ・ /タ$・

な- と 44 4y Zそe 4uC dtzt。 etaoude
Ctueンe, -2e0れなcざ -とと そ&と e み2た c/ed
7ひo1ー・ ル, /ラック 4e◇.

*ジ マと ズecevePzceeot 
ア e ろwvtcd

・ E ・

< イe (ud icaded , 
、クx夕tクt, 24ca&dシ.

ノ/ジち
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二れﾡはマステポ帝のかるあって未の浜予きで ﾡい・ 将 

にﾡける初4住乙の共会=就い て、メec& <よって ゐされ 

そ見砲があるが、その中が本ﾡ条には. ノ7年の更ﾡ年令。 

すなわちノ7ォさ*たﾡやはみネされる二と一 お者社一 )があ 

るニこ を してその上で ヘ口のﾡによるも の と再ﾡﾡによる 

もの とゅ係けて 新し生ずる 商製 三考ふして )る・ 本は ノシイ/ 

- ノタイ2ﾡの商にvてﾡてられるべき7。o.○oo戸なもっ 

て住宅ﾡ認の新たな起大時と1類い . それから下へ商ふﾡ台が 

/ ラ s2き で に木三京 り 矢す と して る。*

の休際上の共なマボは佐ﾡ物のマが一時と して将木の帝設のァ 

えと 考えられる 一よ りもそかに下ﾡっ ている。

・弾認の雀のﾡか レささ 最准 が実際の型守を矢す るので 

は点いと云マる二と によ る。住ﾡ への常最は条ﾡの 入と その科 

ネに年3 ﾡ所とにﾡ し て る ・そりて 不式時代の同ヤ住ﾡの 不 

デのネ株のﾡﾡによって、ﾡの類によって、い住ﾡ((* 

-教色社-) と相準下ク住令によっ<ﾡたさ0戸・ 

ﾡ し ・)条に対す るﾡを的商寝は式化さるが、その矢っ式化の 製 

西は、ﾡ主ける(クcore ) 入のロとﾡ禄に伴 

3ずく owre2 2んP c24イ) に存している。

r台の甲は下さ0るだろっレ、・系名す によって悠のﾡ会 

営付"偽入の ヘ々に対す る 神期 金 支給对睢 によ っ <&認は 

候生生さるで あろっ. か> る召ジ方は刻にないて みﾡス はず 

*のﾡ下 り にっ てmの ﾡいを増 ミれ、ﾡに一ﾡのな起ﾡ禄* 

にって、これが英ﾡ共と木方の撃ごを相ﾡに各める二とは崎 

盛いない。こっいた 可ﾡ性がﾡ木のた を可ﾡならしめることを 

ざに してりる. 、

系林生えギ(がo22d4Cn2cvLccイo) た対する将来の 稀重よー曲、,、 

逢来中における独々のﾡﾡによって矢せらる・ 合禄の者い 

・ﾡﾡとぐな製抜米のﾡﾡは木材の甲途がねげらる二 とそ証 

して\る、*"* ------ ・ " *〜-〜- --*--**マ**-〜.*---------------------+--*-----*---*----------
な』メeeaae2 ・ アス, 22oaなec乙e 2edczdeaC Cot.イzceズのt ,

Jxu. メd 4、(そ、ごcot., ひ., xo.工 (/9ラ7)・スM

パル。ﾡの伴系片研ﾡとっ及が科学的方法につて 肉と京在ま 

た時に堀何急るニとをはしそ得ろかをきらかに示して

主木共み、工場、安いはその位の甲をに浴いて木ﾡにはに仲わ 

っ た時烈の烈益がある . そ の 直盛の9に は木ﾡは他の 何さる林 

料よ ・西海である。そ*はすべての材ﾡの中でRっともクさに 

富み越 ご付 えること少おく、 外ロはﾡしく表曲に 躯* て も ﾡみ が 

ある。又介のある確の林料の杯 に「<た て体いて いま3 と 

()ふ=ともな\。しかレ その塗がなく そのﾡみ性べ合ﾡである 

にも均わら か太体の研究改桜は斜疾々ァ ルミ ニウムやラメ型に

行われ て意のでめる。

コースラン ド報吉(#e Copce む ) に犬ける" 森林生 

そ物のﾡﾡ世大( ©ue。 イe Condccxとot

/スoztcct。 パ とﾡするえのヤで表林生を均研え(イeFe2

Pnoイccet。 cd4et&t-) の所長 P 7-～deow は4つ 

の与件が本林生社物市を係令し、回似 い 払みする 上r.v ﾡであ

ると 乙 い)る*エ・ ﾡ核者他格の依消,所途にけろ .お性の 

た ・ ﾡし い生物式 ・は攻次さたもの 、 正当にレ : 物果 的な

千アよ り本生ﾡ物の-内求ゝれさ候進するニとでめる ・ 

不ﾡがも Fらすえい 星領が科書者ﾡ裕セろ下げる上にﾡみと い て 

ﾡさて いみ。二の経ﾡを督ぐすべさ最素とげて も っと部さ

のよ ・1全送税を取リ さ や、又ペナ マ塁河品出み木ﾡご利科す る 二 
こ がまなﾡ商と して 考ﾡされだく ては力ら 感い.

不ヴ製 ス対戦報 (&-ceイ% オイと子 う が千番の理や 

のおを白めそいろ これは飽きなさあ性ざへ あれば除去せらるべ 

会 谷である.

ﾡ大 更の 生産をする みに、 甲中べ放えの称林補の夜近バﾡの 

つれて いる。ス製林にﾡける生ﾡヤﾡも っ <合化 し<付く二 

乙も材木ﾡﾡ料の 一 押す なわ らﾡで不甲と忘るﾡかにもか ゝ る科

をそえ払をせずに泊む二ととなろっ。 森林号含のるにﾡた 

で切リ( aeeccよe 2oみシtw ) を行っ ニ と は根と 急多場三承 

メエ と /ビイ07t46 2ピ&そぴ21 Cwce&e /eそedイダ, 6iシu4イe
Qcccnet 2(P夕3) , か ヘs〜3(ene&x.d Ret )
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7なを木生するの三内 ざえ茶 として ネする上のﾡﾡの 部* 

に没込ち. そはて-されたﾡ伝社*べを条することからﾡが 
料の 伯ﾡとなる ,

森ﾡﾡ物へのﾡ者の 不ﾡは材料登状上の不さ理にﾡせられる 
べさであり ・ くべ甲する前の偽不ぼ*、ﾡ品式い は物っ

/不に むしろ ﾡせらるべ ミでゃって 、 木材そのもク のながの 
ぞみのﾡいし の であるとはヨえさ\ ・ 社さの因ﾡミそが番 

茶の ﾡ性によ って す し五や ヶ ② 性 ッる ヒふ ニうし 

E二こ ヒし*るのである,

迫宜女時資 Ssニ ヒマ 円の卜表の 合せﾡす水 林 ホの わ 

お確の 舌沼そ除う し得よろ。木材の確ﾡの い 二 とと そ0ﾡX 

っ た蔵執に対 い こしい ニ と こが木林の塚微-性と非内塾性 

とを西示している・ ー穴。 株茶の泵烦 c确"M圾亠ニメムシル 
ダ-de4 )がまたさビ、それはず収へにヒって-ﾡほっ 

た兵合のい村料とﾡ 多に述いな\. ﾡり と宅 を上 すろ 

a®でﾡはバイ x - のﾡえ送るか にﾡ し ﾡるに送りﾡい。 

ホ系にる二牛"クたYゅ"な顎と, か製l*、ﾡn の 
P上ベ弘とき皿該の改るとによる悠表任ﾡの\後ク死は 

木ペ消簧云あ•し い 便 用、し て 中戦し る&せレ のまう. 乙石の誉ず 

二する 木の 宮はは、沼会司 に対 レニ そみ駐求する孫料の平 
式 と 品て係さするﾡ合T改々改 に+って、材木に対 する日下 

のイﾡ クマ くき篠 M サ冬工 u & 平区ﾡﾡ とﾡたす ・

本*の 下の希み英い はﾡ本の主区N「を子a るのはウ〜ドフ 

7ィベー<wodP4eu4 ) 。 燃検陶化哗 2 利用の笼速 V4 つ

<田ﾡに8っている・ セルロー *の敵量性をす祈ヶ逃が条をい 

ているし、 その製ﾡの利田し恐述に者している。

、レ1ョブ、上ロフアン、ﾡ並がにへ逆などはﾡ材料さ卜 

アた レて\るﾡaで片つ ﾡ*上林鷲 のとれる工素ﾡ品の んの一 

さとすざな\。ドィツマ はaネの自やGてﾡのﾡポにねって木* 

ス ビ低基つよ る科ﾡがえがﾡ別され、みヶ枯、アルコール、 

ﾡ林、後話料、化条呂、ﾡﾡなどのﾡがﾡ及し米だっ 

こる・リブニ ン はー耐的な消資林 ご ある が、これは代本求に表 
らてﾡ森ね本の 製が父ﾡ しさたっている・ リグニン は一ﾡ部 

笈消黄甘であみた • ニ*は木条に表えら*て共業林料の*送に 
甲いられる・

森林の晉ホボ乜ルロ ー ズ製ごの承料べ令上ﾡっ とも赎済南方球设 
そ v ての林末はべさな化べ独物ー レ < の本な生をのﾡ点 

リみ倉けばならな一をもってりる・ •

材はか > るうﾡからは- つ の小ﾡﾡﾡﾡと 恐るでめろう ・ 
化才的利甲及はﾡ在その料未のﾡ段に宿歌さ烈すにだえ分 

な ﾡ入 さくなってい&いが、それが芯ﾡへの影ﾡの立 致迷 は整* 

交日すべさものがあるであろろ。



一/スー

常入ﾡ 森林ﾡﾡの経ォ

Cイxntx 、e 2ccnzo?ccとd f アざと 442名ピt

ﾡ冬項ﾡの前発利甲こい にせられる基業は一/に数サく 

あるが、一つの試ﾡから木ﾡ※はﾡ緊ながある ・

ベ甲に 供せら* たそﾡる永名ﾡなど の登は気ﾡを単と するポ 

な向さかけなく てはな っ2ﾡ私以外に 理のは不めっ*ない。・ 

-つながの予合は科ミ*た"みはや" らの生替によってﾡﾡ岡 

cみﾡい sる ・
本 *の 合 ヒﾡいて のみ冬ご 9日生 Aた闵 して ニっので りの何 

れかをボことがでミる. その孫林ﾡﾡを数山のにも扱え 

る く 本林と生えて\るだけヤりﾡして行さ 後古べの ふに伝る 

利用武)賞いはてモのKﾡはﾡ求なった二っの翌衆より さると秒 

乙る。ち なわら利門すくみ生さりた林み ( ズ&c accccocdzt 
子cw〜%, f〜ズ2夕vtot > Y*末の本不科供絶のるの世公とに 

うウて考え らる ・
* サ々の不 ヤ* c cnueucax 2c4twg う・そ のネ 内イら 

二、 ノ○いは20年みるはWそのを挙きえがら%めら 

たのでめ つてﾡ不を表染者のく てると いふﾡ合はAとれなか 

った・ ・
ﾡﾡな、林立科の あ い込wK松 い べ行わて さた ・ー 貴 

代( &ce 'cxt ) こレてられて\る"りアである, 

二れは永ﾡ性にはﾡの %えもわめるﾡ向 内営け をﾡ吐に 

さするだけの木材条である. 二のﾡ基のもとに工z。一"2ﾡ 
rの枚本さりされ. 製材は林太を木ﾡでその介のものにﾡ 

えるﾡにﾡ立>た- 分務召の合の客は太小登とんど表らな 

か?た, ,

代本な製材mの 町の通rv 菊核ごれて なが?た・ ス的な下 
・エロ少レ もさみられ なか った。 そビでの 社公 にはサ木☆w 

りす 仕さ へ«れ ビﾡはィのポ*の ポ益も ﾡ味も なか っ たか

-ケ

っである・ ・ .
会社によっ てaされ たﾡて の 区は 二のは申のﾡ商にすペ てその 

梨田を公却されセ くてはﾡらい, そレて一と区mり?< と符つ 

て行けるもので価伯めるものは込びされ、 ネのややイはその 

み 、 ※未されるのであ? た・ 向こなって行った 二の#条の 

"☆はの 国 禄爱流叁 察 と 相似て き た. 石西 票で は初回の応 

»:年っ て人々がﾡっまって、一っの ※地 とさり白 ・ﾡの羽恐はそ 
。 地送のす たれと なる.

ホ材株において はネ通木山の交尽*ﾡるャミさい直式の負

木のボナがﾡ者者会 を の 史曉 かり 務期せ しめるRWと8る。

とu*の中べはペンシルバ=アから召と 南へ百つ てwレ、 木ﾡ 

*でははﾡ炎洲 から 込河ﾡ力へスﾡへ城ねには太キ対へ と 

みつた- よﾡの表食感*にいて ・ヨボの予ﾡを出ぜしめぬ 

a 系の年冬が ヴ-ジニアホ*リ ードヴルとラっ ﾡを前の林求た 

ネ と 旧 彩 の ◎董曲市 街 と いて茶すでとてさった。* 工
会は回条を違っての(2〜o。x。そ〜ムのt) 木**泊 

eccc&cutx～ の ﾡ堂 を宛ってさた。 そいては台qAメば天 

べ上からくはろ回ﾡな、ヌに スペ者的な覆占か らﾡべによ る 

* ホの 権的なW りしの生ぜしめる 玉のがﾡ そ い んでいた 

円 • な木 材 家 百。 孤 gの 中 日 表状柏るの宮複wをみて、その 

"諭ぐ魚田C対する建"の内ﾡをらに林世のﾡの めそ卒 

ロ=でわせた。・の桑はた り、ﾡみってボ者=さする数と

?た. 新有び矢除 ヒペ さってさたとい3のる*は一ﾡの* 

持の上で さ〜らかすめ・ベ甲へ冬帯取し、ﾡ"くの利ガたる 
でさべや休さネ番した"木*る者(。ど&クc&〜-の*- ご考* 

◇れた・ «はてﾡ係存上ぐ>うる と長大のであ a= ヒヒxって 

し aっ た。

木材*右と不さ業に*す 合=のﾡネは ﾡR争区々ハら正に今 

出 化初岡* でみら*0た公 式ﾡの代表的さしので めり、 に

* T ゼeと 4cvck ・ CaxC% a..〜 0Z6ev% ・ 2イァaズーク 〜 

と-cztoっxc 7o工ct/ , アス〜ユクs, スtcc.ccgwtc "-



ーバユー

ってそれ ずも つ 昼為的向ﾡの よりよ ()ﾡがその ﾡさ公卒のﾡ矢 

は*ﾡにすざるZとそ改えた・ で,パて名、ﾡ者は本がﾡせいたゃ 

り方におするﾡをﾡかるネになって会亡- それば味の仕率の 

西株とぼ個mにさする憂解がﾡ大レ、 するに従ってﾡみ 

ったのそみる。 ある忠さでは侵ゼ名は非ﾡさるさであった。 

aいかに式る*負ﾡは不正白るだらしなく走迫であっだか、しか 

レ六神 分の泊 fは外の ダ4の ヘ々の°るのと可じﾡに安い科件た 

*い加エレ て裂益る場る と ・3でりで生そっ> としたにﾡ 

ざなかクだ。 ,

*そがばてや烈/内 りネりめと ごﾡさ*っ てみに百べの面生ャ 

べなる3る ﾡの 三とそレた みる にキそはﾡ書がめっ たと云3よ 

・もむいろ急充よたしのであった・ 我表の本材ﾡ右は林示ヒ 

永ﾡ的会ごに て ンるより セ *さ七ス登ににﾡがっいて\ 

たヒ しても天ﾡりべいもな <H"えの利ﾡに希びっ ・て\たであ 

みう。しか し な い向土ﾡのﾡイとﾡ中系理とに力 づら。 た

のベ魚がﾡやくc2exccy) の基2に盗ﾡナ乙や幌"4 
«そ最ﾡした。二らのボメに名N してﾡ者はﾡがる"-ので 

りﾡすAわち木村せのってﾡる( 2 cut そ ズt&e axc 严 

◇てと ) こい 3や り 力をっ*けて行くだけであった。

不*ﾡﾡ( z&c 2xよe イu4フ ) ア * り*にみいてめら 

れた時に さネで塗く 千さび し ・) そける に至ったその力上を 

* S 三 こ正 ヒ 契み されたのでめる- 

系のﾡんど条ﾡのひろ"り と?さべするﾡ吹と"体なに?い 

ての8と突する上に大さ*ﾡッをボレた- 名地のﾡはや 

"セにﾡ求する荷#にめり ・ 画梆。 森杯は又木村の常軍を无だ： 

にわり余つて\るポにみとた。 限にマルサメよって 白a と α
? たへが窓*についてのべ向ﾡ研そ呂氏の次ﾡするきさ 

cﾡまらせた ヘはﾡとめらげ木たぞ気りでも生迫して行け 

るパ ・ し A レビう U て も &わ ずに*はﾡ ら*xい .

糸 杯域ﾡ段の伝にや上六がたれ念ﾡのでれべてく なると ﾡし 

いﾡの 商の解がヨ っれてさたので あるが百 そ上めて

o ヵ式に盗*せよく 主阪するもの Oタをかった. Wりあげら 

た救忠ﾡばﾡ樹とへネﾡボと改係のセﾡC e caatuot 
ガ クotevtrteを 22de2ve。 ) である・ ?内することよりもえ 

てこヒい3二と が麦ﾡせられ、ネ林の☆長をﾡ寧でめると 

"するこ云ったﾡ条はネ負前▽りし(c&ccなe exyターク> 

c 共れ に よる 本の うちにける快らではなくてロワネった か 

敬樹 いてこうとい3考 え方 であった.

本ず条ﾡは次ﾡにﾡさる刈の対条で はあっ たが枚*のへ承長や 

ャ式は去ふを引かさかったが桜のへ受方式は芝急さ" か & 

"?た。ﾡる様べのﾡ根には"のるえもスばされず単にずﾡのW ・ 

と拘*このみべ行意われた・ 今日素ってもネ<受け北ら水

z、、ろ麻林向恵ク用浓キは利不の以区丫核改七の的aな企集のみ

e © 内Pr冬付 っ * な主存院ﾡ ( イe dcacce- yとと 

8eaCot ) である・

今日の召でずか敬ﾡっ てゅ る他 の 太 何小 曲優 を >つ 

ばけのみくのヘ々も、若レ 枚かz 0かヲ。 年ﾡにﾡ台か ら ャ 

代にやり力 さ表えて\たならの企さ永ス的なものにし" 

でみウっとﾡﾡしている・

・"レ その考時には長キは六*α来と 雄商ﾡく Autcuutwt) 
ciCい< 交石の様友式をも? てりなかっだ。卒ﾡず りしは

に々り 客いヒuふだウの力 で しなW ・ ﾡ<のﾡ占のら頁 て 

** 的栈 KU Wボ 今く ﾡ右迫をして今旨あら レめた-つ* 

mであ?たと わ。 る ・

消水の在- ラム Aocd.& イ aux -
*がその乾茶のをを永ス的なものにしよう〜しているの

c 次ﾡり貨のマくはそのほの消専を行っている・神従W 
生なそでって行こうといっねめて*な次ボにも 〜かわらずこ 

ゥ の条名者はﾡﾡ的なガがﾡ政ﾡに賞事1- のヶ*こいてﾡ 

ﾡをわしめているとﾡつている. 二れらのカンい3もの本x



の利 生をの称西たらレ めているのて百-ﾡさもので( 部 今類) 

森林系の利円は木材の 表と )3 初サ的及店のせ いであ 

る ・

"本 と娱サ鎭根との 百者ずロー 支配を唤けて いる魚な基茶ﾡ徴が 

本方の 通判 生社と ﾡ京この ﾡ点 を助以している

集材工類の通利 福カロ- 森林浜系の生ﾡﾡによってﾡず生じる 

回欠貴ﾡ(Pなa&字eo)さ内々ﾡ大する。すなわち欢ホの袋 

セ右は ・ 本みの 生ﾡﾡﾡそ通じ て 逮xす るにらがい ない別の 西文 

秋甲を生する.

もレも 森林所有 商 と エ婚沂貪 君の接泯べ分被ご よ て いる区らば、

' =のﾡ迫は式少するであろう・な太の過宙行(4c2ecadf 
な&e) は、本して石されている製済工場に対しては、

*ﾡﾡの aみlそﾡD て行なわれる以は木A生を刺菜するて と 

は放茶なり。 そしてさしてﾡって材本石君は、製林ﾡを増 

大させるこYにって 神償 さ区い ・

立ﾡ製林オ は、業材ﾡﾡを通じての他は ・ 本太の代ネ を中京す 

ることさない。 村に対 ・, て ﾡいィ括をﾡ供す る二こによリ、か 

< て 秋材ﾡは油 v、工め後者は、似の工ﾡﾡ力 に非常にx い 

作業年(4cuzcwタxc) で得ら6た刈私そめであっ 

う ・

"くのロく材木ﾡﾡ (平金す るニとーロー>の在nは、本林と 

エﾡとの ﾡ有からく ◇ので ある ・

代ﾡ材本のﾡやに対す る丞血は、ゐ由工ﾡに茶 けe最殻の社

※似 しているッ ・ ・・

因表業とり生者基盆に派いて大い に認争中でみ り、そ,して召表業 

と も 生ﾡ量ﾡこい a 々で特後 けらている。

田帯の祈ﾡ財は、士世ﾡ与(2xンタ父ペハイ0> 並に西wの 

マほからﾡレ たﾡ本ﾡ冬に対するし ・土に相出するゝ

W 油獲祭 ペ浅 ける生載 →、 商の他也枚を するる油のナのﾡ 

ﾡする次m に報ﾡの ﾡによりﾡ転されるのである。

不業にﾡける物筑向駄ﾡは、 水災、民虫並びに素気によるゝ外 

は恐ﾡにiさる とはない. しかしながらう木のﾡ独は税会、 

利子込がに無ﾡと 03ﾡなかたちの 絶えざる支があ る.

有費は、そのﾡ社べ書ﾡﾡによりﾡてﾡﾡさてくる節に、 

このﾡ価さ矢ず化さ せな くてはならない.

両表* Yもに本ﾡ -や乙 の 茶林料の%全さ利 甲そ物ﾡ的に利和可 

ﾡならしめるべさ経有的な低スー. の罪をして会た.

ヤ本有く イm&et イedd )をﾡ求させる を迫 は、主に私右 

林にﾡける羽大な材不量こ、個くせ会社による林木に対する大

獲の系 ( そt。 

イtdtvccdパ 

玄 本 ( ユじ

レeイイ1eしぞ。< イァu&ん 一ご仕e
Cow/awvccd > らきている・

) ﾡﾡは、ダxの氏去のﾡりの

常である ・ そのあ りの-つ は森林世執を欠みする合の余り に 

古出にえりすさた公共政茶であつた。 二の考え方さ、 糸林ﾡ飛は 

ﾡ?されるべさであり・ そしてそれは秋的有のもとに沿いてﾡ 

っともょ<商災され. 日スﾡ業Yと同じﾡに小さ☆利単区"写* 

る発及によ くﾡしているYいふのであった。

土地う逃が二の型さを行するるに起車さたべ、熱マ 

備の理祝 そ受納する為に下ﾡされた土地並びに故的意日的に対 

レ て州 に下 耐さた土は . ﾡ栄的に大 さな本の土出のﾡ分と 

8った。そいてその工☆は、最徴には 私的 蝦、絹 召 逮 ( putvwt 
&/2/dCcce ) の 得するところとなった。

撃そ似次当に下前されたのろくの土也はノタS。 からノSフノ 

の商になされた。 .

二のﾡﾡの向にやノタe22 万エーカーの 林世 C イォu&euc ムx<) 
ゲ、私的町石べ/ﾡ候み(2とwdシ4) の表認のもとに入 

った。このう ち ヨタク" 不エーカーが鉄迫工ﾡ行の失数のるに 

休さ北た。

二のぐ は回会の ﾡみﾡ占ﾡ公共命土地の 公 共 土州 の全体の



2ふの/以上である *エ -

ﾡ迫に千7ごた上に、«タク0万エーガーの林也が大ﾡ口色

虫ﾡ« イマみクー 2◇マレ ,, びヒ川ﾡ炭に対して交み 

する求にみたえっれた。そレて" 書通枚の 目的 c cownwx- 
4cイv2 Ad4c2e ) ・ 日 バ吹槍 並のヒ 為永者 の日的に対レ 

エマノ oo ・万エーガーご*とった。*2
常に向出 に下耐され土ﾡに矢ﾡ化さるに延似ﾡはば、ホ 

*者に生常に大な桜等の合とのみい た・

■想欣血 は ・ ﾡ干の本の土地と係有 してさてとり ・ *ある土t 
は似の 林 ( -そmt&ct xuzcc。 ) を怪せ してミだ" しかいなゲ 

ウピマとして E、それら客え部るﾡ向にあった・ 

ペえば-ウェマー ハeン サー者本 会社 ( e ye イzcc.xt
cc ②rf > の有地は・ 北杯太手ﾡ下Tiに はﾡ 

合ﾡいて いる.

ノクバ 年に白ノと。 石 エーャーがウェマーハェウサーホな 

社の叔に昼い ていた・ ヌ似の%有の 208は・ もこ◆て 

がなネポ下 Tみ -標でめった之

ﾡ似次Qと日 じ ﾡに" は ・ 本*名 破逮 =を却 ・た。あみりの 

受クﾡ呼* ・ーを:ルた- 土世ﾡ合み次ゃする令に 

ﾡ 亭 ヘに する大っ°冬形する=と そ試みた・

しかいさバら式梨の故環さと凸移のな道立とよって 大な 

み的 m台( 24e cクaなv 才edq?イ ) ゲH のﾡﾡにをrレ こ 

M.左ごれた,

山の かさ いT台と 恐史 a 秘位 びに ﾡ段を刺執す るるに さavさ 
れた者 血士世 社 ( イAと みentcaパ 合ana 2owd> は マ期れ 

だこと とa ス対め 他を招求し . 林+ ( xu&oz &.x )の大 

*ズ みと Z2x4c& ゾェイとcイざ ・ イッイte f Cette&ce- d 
Cafet ・ Zccd〜 プ 4veuれoレイ- ど 7, 22-ムt ・/タタ・ R
フe c uceudc乙 7クacoud<t , 

さ&科のﾡ中ﾡ条をよ り -名進させた.

表様のみる ものは. 救のヨ爆 K制 似 a レ に Eられ ているのr. 名 

ﾡへによ ②ﾡ得でる長を割ﾡする=とさ会密い ていた.

者のクイスのものは、年ﾡ命下以係さく&イ4-Ac- 
イ Pイ イx&t。 \ をﾡ 欠 す る去さで あっだ。

この ▽イ %のもう一?のものは, 夕z。 坪ら ノロ タ算ネ H . a 
の公永的士の エー.カー ヨりヶなくとも ヘzs ドルを下»ない 

a格で燃さ る公 に対りてず納さた ペへ五会え都く o 
P2vtc- cad&-z&e &w- > でるった.

か ノながう二の益寧は- もレその土が公えに*いてﾡわ*な 

い s合に は ・ ﾡへにえ して もよいと\3こヒ をい てた。 

そいてこのネﾡで求大な電の土が太※者のm有になつた。こ 

の番 は /ce。 マエー*メー x上 でる と さ れて い る ・*r 
その位の土徴は. 名個人に央される工の登をﾡWするこ 

Y と企田してりる。

w/ にﾡされたﾡﾡ本にするはイ ( oie paocwpcot
Pw ) は. 色住 名章に対U てエーオ - ﾡり <2さドルで/42工

ク の土世をﾡ入するえ"枚をみ父た.と2 に製ﾡさ

たA桜"に向する去律くイ・ をmcc.acズ <aw )は、る佳 

乙作rして o エーオ -の土也とみたえた・ そいてﾡ不炎 

に台に片する去ﾡ ( イe スクx&c &cx ce 2uwd) は・& 

e者皇に 対レて 本*をﾡ供す るゃにヤ高さた *0 林电 イレルス 

Aatx ) ☆下Tした ・ 乙れらのはは ・ の安ﾡ益事 cue axaな 

dale &&ukd ) . ネける と F林の ャで大い にはされ た ・ そ 

り てこれらの者通式律 ( <&cde caczee〜wd ) のネ ・のtとに、 

契べ☆林地が ・ 企単に大さな木*水によ り 宮権ﾡに利登を得ら 

るYだけの ﾡをも って.さ人 に 4o エーカ -の土が攻 

x 1 アん. , p2sと.

*2
※3

7L--イ7a〜 > ・2.t～oc。 ,、クr-at〜- ・ みパ。 ・ レと
42alwwo. 子ida , aod っtat。a.et Lc ?ticviiairx e 
wttんんccccxぴoeu eL 7exaa.

Jエムdd., P252 "
1.いじd., PZ3b
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ネから玄さた ・
この普通土也地表徴の本きの結ﾡは木林会社の A よる大さなは 
の初ﾡ であったが、 しかレ、その 林地は レばレ ド生ﾡ係従林米 

の程せに不きな分散的町有形体を示めい た・

公*内林地の  ②分にﾡする日出改政策は、ﾡ本の堪ﾡ右を作 りす 
上ヒ感であつたが、しかしそれだけでは、そのやを以する 

こ と はム糸ない。そ*にmふる  受の材を登求する太*者  

の家求がなく てビならない・そいて このせの 回旅の商表の 成 

い は次の 昇の商にの 頃がつの欲ネ にﾡがしている。次大な 

不者が名ﾡ地うで木材茶を行い そし< 商のな\)土世にるこ 

乙により生浜化さてさた。 そりてヌニらの比力るへ米してさ 

たずい はは林を会田 げて いる 程甚者はよ り -やみ武の材木を団 

カヒ^わ ・ た・

※木«は上 を係ち・ *本はﾡﾡﾡﾡよ  りみてよ い投おである 
と考え られス木材業報営はよ いﾡﾡるあると 考えら水た ・

ホﾡ名の大さな皆おがパク7年にﾡく ノ◇敬のっちにゃって 

さ た ・

ﾡ々の 世地方にﾡいて ﾡなが -ﾡし て いなかったから ス確々のﾡ確 
○ddは一に茨師 レたか、たか らでネ品qの 当な七到点す る こ 

と は函ﾡで あ る ・

南杯右才に來け る玄木代ﾡは , 898ﾡから ノタ◇2年まるの

ノ。 ヶ与向にう他からノ2 偽さで加 したとえされて い為。北 
太干ポ学惚方るはそのﾡ加は口ﾡ意であ2だ。*U<ーカョ  

方に茶けるﾡ他のﾡﾡは2イから夕急程であった。*

ﾡﾡは スPダ番に2名 に地のレ た けれごもみ木べ御がおい 制 も 

でﾡ加レ てるかざりﾡ足すべ さ利事かあ? た o すなわ ら太材*  

台 は 核等の 巨大 な嘯む は規梨工し いボ常を許すだけ条み長く条行 

さ せ るこYがでさる こ卒させて た。人口m、本林ﾡ貴のﾡ、
、.. ・

大がヒに国石林になける福君のﾡ大ﾡさ0たﾡ価は、/2? 年に 

まっ たす をﾡ物 しなかつ た. 本ﾡ有ﾡのヤは、価r伯が

*工 /&.x . ア 2x.

ーメー

向に レっづけたが、 本代価の寒なﾡﾡにそをもた らりた 

本材*者は微等の林太のﾡえをﾡ母してさた 。を U て 茶お価値バ就 

木を型報する秋甲 にり ・)ﾡ分にﾡ々 がするﾡ り 代林えの産項 
はない ・ しかい ﾡ界大職のﾡﾡ後るさに=の時ﾡべゃつ てさたとさ、 

すなわら之太の ﾡ値のﾡ加な年々の°常枚甲 (2xcuztccrot) 

に等いくなり時にはﾡ以上 にぷユ林太 をす る 二とが有る な< 

なった。消 政の ﾡ徒ﾡな下きごﾡ合された売 りネい 教等(uux〜o 
.uD)はﾡ退した市ﾡ、価裕ﾡヶ並がに林太被長をﾡ金にねえんと 
するﾡ性のﾡ大に結ﾡりた, かくりて 材木の空本は、ろ0年商よ 

りもケなくﾡﾡのﾡ迫を作刑してミた。 しかし今 日こ れは須 早莫建 

て みTする(ct&4aなa .) ﾡな依み沢 っこも ﾡﾡな系回 

そなっていろ・ 説的 に云ぶならば、ﾡﾡﾡ営(Aoorsdnuoto) 

にオす る菱供であると 考え られる大さな個く的材 本為は、ﾡ- 

うにﾡける生係行営に対 し て 動き かりて い る最っし大さな一

の力でめろ・ 林木の 時え(なゃ4 2oaex*eo)  にﾡける大き 営投ﾡは 、 エ 

並がに太切ハ 契仲にけろ域劇求枚と 一緒に、求林と木ﾡ六とそ

内レ てせす み こ と(。 futし - &r&tz - イ exZxc > によ ウ 生ずる

昇国えﾡのﾡ主さ せる . 二の地年 回宾 ﾡはせ太ヤ りし 乙本林業の 

e業によ つてのみ生ずるものであり ・ ﾡえ ご レて可有して いろ材木 

登 をサさせる二 にって のみ救ら す ことがでさる。
た s な材本的追9要因すみ sz&ス"おツルレZ*)®  打 食 期” ﾡ大 

さ 大さかﾡ可の利キﾡ用の増、余りに込大なに恐ける我会の 
ﾡﾡ撃田のﾡ大、のにﾡい保さなどよ り幅改さ# てい を.

代ネされ て )みが本のﾡ在の 値风に対する圓将 と円ヒ、 の貴 

印は 々※ﾡされた程希ﾡがな株されることにより夫死化さる 

であっうとこ ろの価値を冬ﾡし たこレて も、考条する ニごが条さい。 
代楸 に 判穀 を到鼓する科 牛、秘金、 がに保謀ﾡの甘井的な復事株

、さまざの程営と共に交化する,

ッ < の程営者→、税金 さ生をさ中戦するりっこも た受な影ﾡである

乙考えている. 2.3の特株のさにﾡ金は利子ﾡﾡ女ﾡ動するさと
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がﾡされてきた・ しかし 点がら*の研次のﾡは ・科 千 ド林本 

rﾡから他するしっ とも聖最な貨ﾡであ り、ズ秒金に対 る費貴 

mは利に社す 書の *みよりッさく 、 そレてズ 求に対す る保 

ﾡ賞にﾡ大でな\ にとさ示りているみ工 A祥政神にけ る村 

本ﾡ祭の 建坪ﾡﾡみﾡ督はやﾡに«ﾡ的なはとでな ﾡとか

考えさく てはならない, 有向なにいて は本林内(*(&4〜 

&.ryguuo)に対レてﾡﾡさろべ建の千は・ そのﾡ祉"ez 
ﾡ後てあってもスﾡﾡい 亡 もの であってし. ﾡﾡ本殺核にﾡける利 

子であろ。 木ﾡﾡ族,&"4oldy)は大いに字業ラ""ら報ﾡを 

e絶さて I) =・ 区金ﾡﾡ→、百条田体かべﾡそうウる と oふ そ 

レ てヌニュ-ヨー7ﾡ攻る 所 (曲 痴* &uct&cawoに投銀さ*て ) 

る29の 会社だけ乙いふ仙似ごれﾡ覧Nでなわれて りた。ﾡ・株 

式は、ﾡになごる" しレば-5*内でなさることがある 

そレて表求さ*るさず本は、林太公の炊大てﾡじて tびに染行 

から神っる.

大ざっ にみて林地にす る段ﾡの25ﾡが科千ﾡ祖のﾡ情より ぁ 

らわ*て "るとﾡられる。そしいてス そのサﾡは有者の よでぁ 

る・ 他甲はべ表命なしの をうえて 6から? みと確々のﾡ合で為され 

ている, か<のコく 不*にﾡけろ全烈千林木有の ﾡ町でめるか 

ら. この軽登の一さみだけか星気の型金よ払てしてﾡ求ごれる。唯 

利子下* ﾡ儀だけか. 公般択本nuッa)けろベ1で ある 

区令木材*名が桜台すのﾡやに対する千が、微事が払い 山す金 

と常後の 一初が等し い夜の大ささであるに認謀し てい たYし ても 

呉名(程常事の - 一ﾡ改ば本条よ り -啓望表である*rに みて る.点 

改さ ら ばこれらの ﾡイに+ り 営する欠攻は桜の 所「泊の表突を担未 

するかも しれないからるある.

それでﾡり たﾡにするN千すなわち 热血 子ﾡﾡのﾡ小の初かは、 

ﾡせﾡに微のネを式させや秋頁F最つとも大さな影響をもっ < 

いると聡える, ﾡ☆の 秋回とい ての税をの復感ﾡは、 ォーの内ドを 

ﾡ色の千にえて いる と 同じ型占で不事星さ負 している木林 

* 1 アcat &xac。 « u Vuax daな。 . み J 4イdt - ペyと ン スc. Ad 
8(/シヨS). PP、 二&〜&4.

*ロにより しげレドされすざている・ 本材ギﾡに対りてき々の 

戒父の *ね いd教の独区ゝ の上にﾡﾡな走常に体mなﾡ名さぁ 

た之ろ。他の*丁"**われた根ぐ. ﾡ会のう者いは烈ﾡと祝失富 

のxめさそあらわいて ・る様に感われるかも しれない. すさわち徴 

の不キな状戏に起困してい る他の 皆阳 を寺 患せず•に. 電営者は求会 

と北すろ。微のﾡ挙は 他の 今くのえ*よ り も利ゲッないから、 

費はしぜレ ドこのw回は税ﾡ社の ・ であると*える . しがじなが 

ら立木に対すやﾡが他の労をに対するﾡ徴並びに直のな可よ n 
+よゥー ・3走にﾡ2 してさ だ=とを示すﾡ失ﾡな"台なさ衣はな 

い・ 立木ﾡﾡの々の著太がア不め恨希衣Ccッン○ッかよりもﾡ大 

してさたT り* 為をを 制 的で 不 公平も 叨 あ であ 芬と* 曲目 H 女キナ 

るもの ピ 笈かった. そレて-ﾡに み木ﾡdの安気 と ﾡ は、ャ なく 

ヒも比全と施ける 増大 と国格ビ君裏a条超させる上に亶天太あっ メ 

<絶神ける二とは型出があるとZはれる. あみ合ﾡ式のﾡなは 

ﾡポ をすする もっごセ血受な撃であったことはﾡ内はさい. ミ 

シン・ピィ cク..た2 )の長*れtp/ムy火/eムeawoい でける« 

*名:材ホ2クム..ん.の上にﾡ公が20ァんにされだ-m 
ﾡ その後50なAat の徴かネの ノ にが税さる に8っ たと報吉レ 

て"そ *4e。 みの*ウは キくﾡﾡを中執したかもしればいが、 こo 
ﾡにヤ地な号合はペ外wでるる。主係社ﾡ永を次wするるに行っ 

たみくの 税を改さのダ* は田*地(//e&Zy 2xudrx *れて 

全に・ はだﾡしガい世にﾡ裂す高ﾡ常はほとんど不*にととa 
7た。 そして再生基t(Pなdcク&.〜<) ける林茶ﾡるさ利執 

す みるのﾡ金工を血じ て杏干の努力 があ っ たけれども , しかレﾡ 

久林今をﾡﾡする受なの左迫冬何*さ せさかつた・杯ホの" 

にa す み私の ﾡ係は フっの 意にﾡい て考え られ み かし しれ点い, 

9 シわり比任の着解仁対する虽式の帳刑の酒穂と、 は乙**rポ 

内 乙課*の予書である ・ 去に益ける本のはい axが株*" ヒ 

才*にみけろ死の状えさふせ いだかどう かねにク たわ い t..
査金.より一能他い M らば、そのはﾡはﾡ本化されべでめろっレ、 

木"はよ n 一 啓大 でかったであろっ レ、そレ てス木に対 する
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祝ﾡと経ﾡは したであろっ・ いﾡﾡで桜ﾡのを集めた 
これらの会社に対 し て A よ り 大であったであろろ。ﾡ在の桜金 

z内レては、税はネ子よ りはﾡ撃でなく、株港式 いはﾡ式衣よ り 

は負多で あるものとレ て下太の 板後用あ っちの 一項目そあらわ 

している。秘会め突者Cな じるオ入 のﾡ撃性は、やキに彩ﾡを 
もっている. そいて下ﾡ rct。 公社は、もレ 税金が微税さ% なかっ 

*な之、 *の本をもっている つとマﾡであるかも しれﾡい ・ 
こにスし て 沢山 の 想善 苕茬は : 夕冬ネ3べさ彩金を科たない と レ 

て も - 他のビﾡﾡが芝太ﾡ値の エレ 孝価よ り大であるかざり満ﾡ 

をﾡけるでめろろ。不不の磁公は何径ﾡい本本を合しているこ 

とがでさる をえ する上口1琴である ・ 改ﾡの ﾡ甲のﾡにﾡって 

登金ﾡ担が協ﾡする恐ﾡ求在のﾡ算を レドし ば本当にﾡ献す る ・ 

*※、区支: ﾡ気並のにﾡは、宝*当の会体のﾡﾡ若干のﾡさ 

を加え るけれども、烈子 税に 比ﾡして非常少で ある ・

ﾡや<刺献するものとして ﾡ ﾡよ りも企受ののは・林本の 竹行 
※け老そ及のﾡさた班田である ・ 火 央 保獎 は 賊年前 よ りもよ 

り - 留初 であろ. そいて*災からの 執者 はボジした-年下 去本、 

有者にﾡ刻 した本のﾡ竹石の マ年性さ気理に考あさせ る株なえ分 
ﾡ大な火父グ白ある* ex aaさで永林*栄ﾡﾡを2ﾡ するこ 

とが不徒であるなら、ﾡ有 者はそのみやをﾡ係し なくてはなら 

意い。そレて 材本の協高は材本が*炎で楽えたり 認ややで 

玄さる前に材木を桜するな求をﾡたさせる. 為算の左向がなそ
0 他方 ヒロ - の入で 作H するこみことさ区してはいけなV。式 

い ははスーフ の世方のﾡて の電基科述にH一 ②ガ で 作甲すろと ・ マそ 

とを条 レてはいけなV ・ ﾡみ的ﾡと字会と いふろち にﾡける大 

さな相ﾡは状※されて い るさ社の *に受ﾡされる - た映の ﾡ項はさ 

多ささであり、利千条片さ歩さまであり ・ そ し 乙 会 は名 rより 

名回によりﾡ々こはざまるめあり。ある森右者にとっ乙は・公* 
のﾡ迫はない がの 町有者ヒ は上とﾡ烈な企がある ・ す 急わ や 

ﾡﾡし方 くて はたらないく々にま るペ 本のﾡ剣生ﾡはは、よ り 催会 な 

白なに対し て似なの太を町合することい は林杯を営 する=と 
そよ p u確ヒさせる J.

2. 清ﾡの計にげる経済的因 ・

— Cc2uP?uc Facイod イ ② P2ar ◇ <4c&がict -
消ほ代の目的は林地から ・ 縦ての経示ﾡ復 を販ﾡする 冷に氏い 

は木横及び他の生ﾡ物にﾡ形する為に取礼小 こ と であ る。
な林駄ﾡ(&eAeudズA2ouなy)ほ. そのあろ林料る判ざ*. 

して*の 見裕て られるべでダ山のﾡに方えられている。 キ点の価 

(に汚度されない-・ﾡﾡに対して代探され林ﾡの客受に六可を便 

唯<t・ *北を正当化さ亡るかもしれないれじも. 枝木のない 土 
Eはﾡびにﾡﾡの可ﾡに魚ﾡとして任営ﾡにより竹有されるかも 

しれいし. 心却されろかもしれGいし、 ﾡいは及公有内のﾡ票ヒ 

して公共 竹有 に 透x されるかも しれGい、

arベのがに. 練 林 の 若 伐 け 消 耗 する 我 ぎ艦 茶である。(g 
adde乙 イしdんイ )

解営朋両にﾡる総区へﾡ階ﾡ(そ&c cxx ・* guou&な ) 防 ﾡ 
紙常式並びにも し 経営が有利に為 されていれば最力の投区の質田を 

償しく てならない・

ﾡべのうちにほ. ある広ﾡは余手り節石が住すかで 食客であ 

るのでもうからないものがある。 本ボのっらに. 限以下 (Au-
-4t22 )で利益を得て株出示ないﾡ"若干の樹木がある。 
ﾡ運ﾡにﾡいてば、 生ﾡﾡのの並びに経営責に. 和何に利用る知

す2ことがでさるかな 交定 す る ・

ﾡての天ﾡ源物産ﾡ( 002 そ&2 ペaズwu2ど一 eイce イtauduud ) 
ば判用にﾡっ衣ﾡの誕点を浜わされてるた. M嫌に於いて U. a

炭 ピ

ろ ,

り•

同 s

びに筑万の鉱ﾡにﾡ源の全 は消 $ では伯いされGい であろ 

* して一ﾡ向領<れﾡMは. もし個裕に大さほ姿が起さ 

本 い に 経 西行去の 修率に 力ギ なえ化が起 ・たり しない万ら ば 

れないであろろ.

旅ﾡされていろ限以下の鉱万ば、 もラ成会に雇していない, そ 

して =のﾡ味で*れは表沢:れて s品といいっ る.

本ﾡﾡにﾡいてに、 ﾡ大な憂の木ﾡがx上に放っ らかされてい
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る;—— 尚始. 戻並びに利益を相て弱転さ亡るニヒのでさ万い不会

多く の汚去にﾡりて九太切り出しは: 利有を得て利用で至かも 

しGい個ある総ての不ぶをる用してさほかったヒいふ場峠に於 

いて本当に衣貫的でうっだ. ﾡ木ばお根から余玉 り 筋く 代 採してき 

にし: 九太ほ協当の長さにら.れてさGかっ。 *して又ﾡポはﾡ 

弟であっ. しかし劇情、 技. 小さい根木.,清算代抹の も とで嚨和 

sれXの Sれて さ部か的に不ﾡ全な飛は、 相利にﾡ#を利用 

することが敗したヒいか起ﾡに始いてに衣ﾡされてほさなかっr.

三れらの少さい不ﾡ会な素本を裂並しりﾡ域したする質用は 

一総的でﾡにﾡいてﾡﾡからやさ出さがる生起ﾡの個2よって 

に意しく Gるこ とかった.

度業に、 阪示以下ﾡだる利用しないヒ会に. ﾡ須的ルは秀え店か 
った. ﾡ業ば、 ﾡ作により主ポを託さ仕るとさとか. 順や*2表 

風キを承触させる 抓 なとき をほﾡ的であろヒいか。 九文切り 出しは 

おか(<&fst+なod)が取払われ、 そしてそのﾡ質百地げが得 

生長の可ﾡ性2授し、 土ﾡの円生た力そ宅丁2程ﾡみであるビさ 

写塩の力なてﾡ会でうるいいみ。 t し選なにﾡける本糸がﾡ覇代裕 

2っづいて 主ﾡの丹並林 に用尽:れてきたとすろらば. ﾡ質的で 

あると方えられているﾡ以下ﾡを利用する ニ ヒに対する失ﾡの 

秘判ほ少ほくなる であろ う。

e代ば浜してあから絶てのﾡホを取払ハニヒ を意味 しない. 仰 

汝Gらげ, * 北ほ常に利用す る=ビ が利生がGいﾡ千の 系 があっ 

たコ と3ﾡのられてい.

ﾡﾡ代扱はﾡ枢的組 ( pouctwe w.a&ve ) の総てE利用すべく 

$なする・ そしてそは他底科ﾡ的価堀のﾡ木を利用しないで経く 

ヒいふニヒにﾡを し てﾡ以下の煮校をポﾡず る各ﾡ/ 経済 ヒ同じ 

である. 初ﾡの木茶有にこをﾡしが、 しかしぬての値品 
つかわんヒすろ欲求に於いて, * して利ﾡのある利用の吸の確園

る知ぼな しに. 木然想ば普通へ王 りに多く利用すろこヒに於い

一/5一
てﾡリ &してミ・

全年ﾡが刊ﾡをあらわしているﾡり. 太茶ﾡば、 =の利ﾡに対 

するﾡ本のﾡベに余ヨ り2多く無RNであっ.

秋界沢林(ズ&。ク&と2)を交すろ為なされた研に、 普 

c代ホばﾡ撃以下立太な利用してさた. *してその利ﾡは、 マイ 

ナ スの4ﾡのあ る深校 をべ林のに残しﾡﾡ合の利科ビ同じ程度で 

あった二とを示していろ.

t なの犯左の仰4に ﾡ«する数多くのﾡ因がある。 この堀帳に、 

生点点から受成らるヒ 改会びに命に 出す氏問( 

ef cotveとet atイ ?L22ととイ ) とのﾡ引さである・

aおはたびﾡびの*してﾡいﾡ町にﾡY*る, *して相せの時 

両が炎の ヒさのﾡ本のほﾡY生定ぬ が1 ﾡに出されろまでに ﾡ 登 

すろか ら太時にﾡ杯ﾡ木であ っだものも. 生産向が家花されう時 
手でにはﾡ 歌 上 か限京 下の各れであろかししれない. それ故に 

生産席の認仰されﾡ格に、 米を支配しGければU らい.-

hに裕けるるﾡ本の価ﾡにホ、 無本から製性するニビゲでゞろ 
生え町に従って表化すろ. * して町ﾡなとたﾡの個に』s.

少さい氏いは大さ ～ﾡ*、- 本のﾡ木に始 s sゞ*まの* 

不全行ぶい3完会7岩太出びに分琴"氏いはぼ分な樹べ奪から 

会出される生ﾡ物の信はﾡ々である, ある時ﾡのﾡ品に*丁 る双 

当 ia & ( cen2dクet v火ced )を表支す る 主ﾡな零日に六ﾡ氏い 
3#木の1法である。

み数県用く ccuや ・f cxe.et う はx*の 信格 が比ﾡ的 = さ 

していろの2化ゆして、 時々によりごまざさである-

当りのﾡ用. 主旭の地号.ﾡ校並びに式力(w4-

-c。f <&-dww auズ イ&xeッ >、ﾡかのﾡ度並びに候 杯件 

よりさェざテであろ. .

竹のお分上地ﾡのもヒで M.K ※リ代木政に書太の寸ﾡKい 

3咲無校の1法により全くﾡ"である. か< して法は改ﾡ信個

びに紙営哲 ( Cレveu。 vムe aud c o eaxxe )
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すなわら立本ﾡ低の=っの電西にた るもっと も ﾡな 霊因であろ.

*して* れは酒区ポにﾡ ろ ﾡ派ﾡ木区ﾡの座し か 高汚ﾡで あろ.

アヘ リ7合ﾡ日にﾡけろﾡての宝ぼな緑林ﾡ力にﾡいては、 樹太 

の寸法と改姿価催出びに*の設用ヒの同向のﾡ係を交するたに原兄 

が行々われてミた. ﾡほバ杯に対 して確されﾡ径の制ﾡば燃A 

出びにﾡ万にぶつてごちまちであるが. すべてのﾡは. 利用が利

がない ヒ いみﾡ以下にﾡしかは向ﾡのあるこ ヒを 示していろ-

研ﾡに個人について行々わらが. 各児方ﾡﾡの任営について e 

ssれた.

*れ改2ﾡ再は、 べ系が刊ﾡをもってす ろ= ヒがでさ呼い承以下 

に問頂する西径の衣示2, すべての生ﾡ者にﾡﾡし、 *してﾡﾡ 

に於いて妹用された方は、 あろ浜林ﾡ有着に対してﾡ包夕のがﾡ 

にﾡけるﾡﾡ樹木2交史定する上に起 れゃ かも しれにい・

ﾡされるべミﾡほﾡに. 又 病項代禄 に沦い て母載れるべさ

( ク > 頃木ぶ.の同向題にみ委々個 ( cent&d2et v&ce ) な

cにM/t当 り み 基呂にユﾡして 取ネﾡ木 cc&e :ヘみイu2 )

• E赤文するコヒに依っては全媒所さされない・

この痂な研究 ば, 句なる起ﾡ( AxwteZeSwnt ) Iコ 始 い て 

NK/当り利ﾡが桑大であるであろっかを示丁が. しかし ある 
においてﾡの有を常ﾡ亡ヒ していろﾡ性君ほ、 xエーカー数 

緊大のﾡなを も方劇 しな< てでらない,

二の株。代に於けるﾡ派ﾡホ (<&e ク3尹ル ウu / wck 
zcz )は. nKt 当り Kﾡの収さを生たするの樹木と岡 じ町木で 

はないであろうっ- •

矛々3表に、 ②c&クat.t並びIにグcoutI2るﾡ示樹*権 

( /dex.cc& ) の桁ﾡのﾡXを示していろ。

= の年の前順はのﾡ万びにの和に対す 多研を丁 

ろむのでちる. そしてこのﾡば唯明の目的のにいてEIi北

・ ー/37一

Sa&&c 23-のea2 Cex efpxedwctut, Relwwne MFc.aud &oaow

S / 2どとcビwe <oァイ? t x&c 2C6ct /udwriz だ ぞe <a&c イそxZ ・
V S. 42ッ c oc& ・ /タ 3 ク),pp >・ 3/.

オ ゼce ・ り CZw9 イン- ・ユ4パuxZ 4cared <iuto'

4czmuet 
&

Pxeduc - 
そot cedイ, 

M K

z&e f 
u&eン 

Mイ A

メ イuし

CaC ん
ace

^约ム / 4ないゾtみと 

&Ld /cf
PoMド P.eと Qcu2.

? amd " 5.夕7 $s.o2 ノ夕,『C/ 3 ./ $/〃「.タタ
/oand u →3.P7 33./4 /.フ2 ク・? /x4,x

/ / atd と ・ う. .37 f.<・ .^3 / «4.P

/ and ケ e 3 P/ 3.47 /x・2/4 .P8 22Z.3Z/ antd 平 ・ .P2 *.0? /イo /の・ ・24.43

/ペ &nd ゲ ・ , P x. " / . "7 / 0 イタ / «3. 7 イ

/ &"d / ・ 上 9P so^ /e. *4 / /•" /32 7

/4 andI ・ ,3 ^.2 //^^ /バs • ラ/ /^

/7and "化 :4./3 /o,x7P イ / テ //22

/P and M s$.o 44? ? 3 → ノク2 /",タ

/夕ad M ・c23 ス・/ パ・A //3パ 93パ
o&d" さ<. 77 772 7な^ /223 7クco

=の衣. あるﾡ林2る能生たﾡとMFゼリ本林の化の向 
のを所しものである。 * して本表はMK当り木ﾡ化は、 

郵 ﾡ ( c&uanud <uat メ& )宣任/パイ ンナ以下の燃木びバ 

と れな い間に IJ 暴 大 で あ り、しかるに 実 際 エーガ一 监リ 昼大のベ 

公は他高反/→ ィン チ式 いに そお よ り メ上のﾡ木 &採されろY 

M - 央ﾡ化 A る ・
吉し、林任営が. ﾡﾡ"杯木ﾡゆEセち. そして文赤が積ベ 

と 町ﾡにかギリ R大 のwﾡを百的としてﾡせが計ﾡごれろ万らば
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ﾡ海は任/ パ インチ以下のﾡ水の代採ま付氏しないであろっ.

ボ呼Kのゆ:もっていば( wtc& ャメタ よリー

番小 さ い 書ホ s ﾡす み2宅ほがい. *して区合ﾡﾡ区任/アイン 

ナメ下の掛太が有刊にす ろこビがﾡ系ろじしても、 ﾡ本性びに 

爆 初 U. t大さにﾡ本のみをﾡするニヒより尚一層料ﾡIに州R 
されろてあろっ.

ﾡ部宮f/ クイ ン チメ上のﾡ水を択するなら『Kは刑Aは 

ぶ少するであろっ。 そして/ノイ ・ケのﾡ木Iほ. もっルむお列な利 

用に対して ﾡ黒樹木であろ っ .

これ に 至 して. ﾡ啓が*のハ木のﾡりに到達せん ヒしていろなら 

ば* してス/す かに天に 一ﾡの任告に 対して 残iれて い 3 ﾡか盛 

2もっていろららば. 玉軍のもつとも有利なガ広岡盗夏ﾡ/・イ 

ッケ氏いは/→ィ ン ナ以上のﾡ本ﾡ 採すべさであろう,

ヂってい 校太( 22〜&イu てイ»からの最大の次広ば、 二 

の糸件のもヒにﾡいてIは / イ - ナの日 別ﾡを 設けるこ ヒよっ 

ては東飛<Aす. xﾡ大の牧なは/・イ ンオ以下のの何なつ洲木を 

バすろﾡ営の円のうちにといであろっ. 何数ならば/ /イ ン 

* の樹木の 谷. ズ•及び第 核面 用け. *の4木のら裂血する コ ヒので 

ろ木林の化よ ・ も大ミいから である,

生農解能ﾡ告に全、3く. ﾡ"ﾡの本と永姫的経客のK加の依 

こに合政Tろてあろっ. この岛をM*2. MK当り量大の次な2 
ることE片ﾡしているであろう

/ペイ ンケメ下 のお不 メ来されGいであろう。 *してもし. r 

大 さG告本のみの代探に»I る 崎 は耦火(4 ouのt とu) 
が. 代採ずに兵<ﾡﾡホ(ぶ ム附加 的 係 林 生 畏( aLdLtona2 
/ 2err ) から地し位2より均ﾡさ札るならば, 

リ高 い 函 径 ﾡ 派 べ用立 ミれるてあろら.

• 項塔任営ば このﾡ初のﾡのそとにﾡいて正は化さ北ない,

1. ハ.. 択 っば探に拾い て油みのﾡﾡに立 つ 詳整射 韻 技 びに *の 

先江っ4o 平の代始をもつ☆区の本に つ紙営合計重 コエーアー当

ーノラパー
Jの牧使よリ も年ろMKの益近汚える向があろ.

代採 危 尊 (<&c cwな ムwx >J. /ノインナの段くでﾡ 

され. 又本太の/台の式ると共にそのﾡ系を迅ﾡぶれ、 そしてx 
派にば /・イ ンチにぬいて高立されろが句そもつていろ.

ﾡﾡが所有< れそして火災2対して低ほ展されていろならば. 系 

河の常原ﾡの両の4 0岡の生長に加えられてミ/ Pィンナ樹 

本のォ2 次探に戻っ て行く とヒ が打乳であろう,* して派初の4 
ク M を艇たて质張して行く 経営の可ﾡが明台Iにロっ てく るにぐっ 

て. /・ィ ンナの採限にﾡ少する 圧造ば云少才 ろであろう. 神 

w代採( &イetiddctie c&そ )ﾡいてぷ大の慣穴ﾡに対して 

はﾡA援限系 ( そんe dettnttatx ポ そ&2 ブu &- 
- AwuとCン cxc イズ ) E 疚定 するこ とを西ﾡにさ亡ているも 

う一つのﾡ古はﾡラに俊てのお木&浜すろことの不訂てあろこ 

ビからく ろものである,

K単の電程ば多くのﾡ日をﾡしなくてに"らない. *じそ今日 

Kざれろど木の化は・ *のら30平にバ採ごに出され 

さ 椚 ホ の 圧 催と問-でない・

ﾡR坂される ベさ 立本ﾡはふのﾡ位の評営並びに 二の価4 
と その立なが探 さる迫の立なの啓費との例によ りこれ 

ろ. 一回の代ﾡ(α2rc«イニォげJる浩家の計品は、 もし生

• が招 曲 にその栢還 を 足 8a し 氏い 立木価裕べﾡ量す s といふ = ヒ 

oないGらば、理左再 利 に 利用するコヒ が附汞ろ / ン 午のﾡ不

30 の向有さGい*してﾡ列にﾡされる ておろっいいみ 

#※E台約しくてほGらない. ・

/ から30 午微に代杯さ/ るベさ/タイ ンすのﾡ木の戒在値 

d 伝株さiろ/夕〜/4イ ンケの場本の化ﾡより大さ、はない 

か しAGい・

ある間々の樹木がﾡさ北ろ:でに長くﾡ相さハルITろn」 a 
本を内月「ろ吾理類に座々増大丁ろてあろう. すわち機本の/a 
が増大す ればする 程区ﾡﾡさ々地大す ろてあろら.
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ビに云ふならば. *不 に代振されるべミ ある 独木の 現底 他值 に ・ 

掛太が係持さiれているﾡ商の長さに反ゆﾡする。すなわち示の 
塚ま <され ろ 樹本の轟 状の 価 3バボ さ れば大さいﾡ堂々飛圧 

信のボは天きい.
浜 ボから武大の発近信を知 現化 するあにﾡﾡのﾡ計動は. 政初の 

却い価の樹本 る探 しなくて万らず. 文よリーﾡさい投ﾡを 

あらわす立なのﾡホの代状までも って行かなく てにならない・

大 a な 樹本 に 高い 価値の 西木 であり. ヌ有するのにもっヒも質 

用のか、ろﾡ本である. この 故に 清 益枚孫のろ ちに 破初の 大さな 本 

はみ転をすベa 経済的門 5がある

ﾡ率の計島が唯一つにげの探に対しての み供 されろならば 

もしﾡ木がﾡをﾡじて分政されていろならば原河の総ての大さG 
滞ホエﾡさ亡るニヒ c 〜oove ゝは明白に不町能である.
併 や、 述一回のﾡ高家( a なンピe - cク 2awtdotcet )か 

ハてIT. t っヒ も大ミロﾡ送2もほらすてあろっとﾡP北るa 経限 

x ( ォe cecawuctc。 とmt ) d 型共 ( &t イccなc 
> に対す丁 る規在にﾡしﾡ例ﾡほほい。

も し経営者が伝の召区求をあげ* して叙び"のむのよリ ・.3年 . 
率 く *本作業 を兄、ろほらば, 彼の総区なのN引さ にdに 

ﾡmする であろう。

立太ば不ﾡに夕砂されるであろう ビいふよりも、 A的な那喫的 
3古 経 剥 ﾡ ( & ンeccズe -ク24と44t～tditcemutz2mc)のもと 

にある ておろっ。しかし最ﾡの年の 採 ほ3o の代リに約よ0ﾡのみ

に対してﾡ引されるであろう・

三の頑種コ 出びに

前兜から 辱かれ だオタム 衣2図示

本長研<土にいて

の30% ごけを採すろ ご とによ

8 ?シ にあリ為ざた 

ハる*1
M1A当り抵大のﾡ«入は. 林分 
I)将られ ることを示じている.

もし蛇べてが'. 現たに於いてﾡﾡれろならば、 K大能書プ 

ブス の 価値 を もつ 野本 g zee 2 ニ ルay oed 〕のﾡべてを 代 

*卜んん夕u.. B.P.. 4nd A.J.F. B～xudcズ。 , S 2どcctwe〜- 

と 2タイ"uズ <t +イe ピ ・・ Fu / ・ 1acイエot ・/ タ 3イ・

ーノ/一

すること Iこつ てらる・

9oA2e グ - ピごとハt&ce Coxedxox ZcAued た2 M アズ ・ 2xd /Poe4er
2イ M^e& Jッエグ & ぴeox 4ecuJwズuルな 1

んue.uxd 8-P., 初/ A.J.F.8ンズx才uxt, xecイx みwtメt 2rニバクズ 

イ そe アス Reiot P22. 2〜dイnタイン /234

Pevtot f

Vダuw&
eどuded

クwX& ct 
た cn

クど 

vuと 
Cイ/uと 

&cue
Pt.b.m

✓

/t 4広wt- 
&4e

Conれ-

&イot 
&&uと

メuuaど 

イrcのrと

P〜x
0 加ル

んm
b .m
c

O.x- 
なo. 

"a-

c. 
宀

7 
九ultズot 

P〜
& 

ct

○u
/ ムム/ 

ct ( &u - 
Couなcd

? ct)

Jua
祭uc2 
册

t
a.x-
ル

/ o «4e 44 ■ s 3 5 b.oeo ラ $ 30 $バ4xPs
rgo soco 4 7e/e ・パな*7*

P o /・7^o 4 . . 42 47.o"e 夕 4efj.oool 4*43te
« o /7. 02o «o . . 247 442 coo /→ oose
^o バ^2 3o xP ん// 4/oeo / テ 2/cよcee ^ノx/x)
4 e $eo 3o xe s.s/ ^sIeco / s 2/f/e9 422

7 o ・ク7fe ◇« 4 o/ fo/.oco g / /4so/oeo パ3パ
P o 3x.242 30 45 <fP.cee

タ " 3→よo e4 «/7 477oeo →7 /teve sroパn?
/レ «→ナ2ク o o 7? 7co2 J o 2ecee ・ン&パワ

ﾡﾡからの入のﾡ大現価は、 現刊用限ﾡ(x/ee
<イピrRなtot 狄ゼレ>以メ上のﾡ不の4 の採 が5号・だれろ・

この力宏のば、 もっとも大ぎな死坂に対して. 求松なく
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vce ) でdアから30インナ注. 米ﾡ( &oBec& ) でばzo 

から22インケで. ﾡ 径代杯 ﾡ爪く そ&e dawteu cwなァ&イ) 

をあげる零を指していろ,

桑初のﾡがﾡK れたとさ. にもビり*して矛2 次の浜 

出ﾡする こ とが行列であること明台である-

=3 受初の条がﾡ受ろヒ3旅秀づれろならば、 そば終 

通破初の枕探 に 何して 尚葛く種 ﾡ扱限示 ( ze c火awtet。 cuwy

&ut )を高め. ¥*し て非的2ない価任のヌ天 な樹木にﾡる = 

の採にﾡするニヒ が将飛で ある= ヒが知られろであろう。

2ス塚に*からオ2. 3採寄々に衣砂さAて行く かも 

しポ G い・

所売=れ土に対しては、 4 甲の5町ﾡ期よ り掷な してい る* 

ﾡ谷麻に. 氏大のﾡ在価さを生雄するであろう。

の児知から *れば生起係能作茶(244イcLecate4z(uoa- 
- ) コ対して非常に大さでみでない。

一/メラー

第九ﾡ 林業経営の障害

C&en 乙 1 X C4otzcどce そe zんe /u&cZcce メ ア～uと才y
消ﾡ( &wdoなtcu )と林ボ経路 ( ぞ化e /aztic だ だeuイ ) と

3ﾡﾡ敗ﾡをﾡふこつの二看一的万去であり、 ヌﾡ京ばおﾡの 

生ﾡ力に内係してい々いから、 有耳にぼくも のに歩栄能啓に対す る 

際評ビ汚えられるかもしれない.

作. 消昇の圧造に何汝林然が経営<れG いかの唯一のﾡ田でに 

な<. すなわち文ず叶に対丁るﾡ回リ がお ※任営を和定す多力で 

3ない・

消動ば. 仮へ紙営が有刈に生起係認(<&xズ&in&yなと&) へ政長

亡られるどしてそ・ 連続する かもしれな い. すわちﾡしﾡﾡの 

距 がボ少 したと しても多く の係お所有 ば、 あるお求方宏(ペ&y 

メuイy mcatxue ) の用なしに受桜ヒ して通営されろ かもし

Gい・

消呼の圧ﾡに去の訳認ビ、 現在の示件か らあられている。

本栄任ﾡのP府に抵去 Y現起ヒのっ うヒ同ﾡに示のっちにシ 

発用*れる・

*のﾡ8ほﾡﾡし氏いば長しつつある分を バ浜 す 3方云ヒ 

百杯に探し 土ﾡの欠受にやさ反ぼ丁。

林ﾡがﾡﾡされていないﾡ田は ﾡてのな林地たに同じ血 をも 

つのてない・ そしてスある方にﾡげる々の紙営に対し ても問 

じさ をむっのではない・

あるﾡ啓岩述 ビつてI.永的衣本ﾡ営いらﾡられる刊益は、 

そ2件か西融性よリ大であり、 そしてそのろく の性ぜ海に民 

L代採を内新 して-

ﾡじﾡ力の他の任営者産に、 よ一ﾡ大は田ﾡﾡ面レ、林素 

軽営にmい てあ る駄政ﾡ利 益 2総す るニルが不町ﾡであるのもし 

れい。林供の際ﾡは確々ﾡ々であリ: そしてX個々の抵にた 

る*のﾡ用の形区はﾡ々0ﾡさで作用しているので. ﾡてのﾡ



ﾡ ﾡ「二進をす ろうある 金1監性の府従ってのﾡT るこ とば 

不可ﾡである- 、

あるも のさ能ての経きに通3れ. あろもの33 のもののみに 

た される。

あろ任営ほヒんビ総ての更号するﾡ刷にをすろ三とる余備ロ 

くさ北. あるものは. *年にも、 そのﾡﾡの々.3のもののみに 

愛退す るに違いない・

推てのﾡ求的企業 ( a82 そcクmtc4o eCec )つ対してあろ 

なGすべてのな林任ﾡに対して共達である不発ﾡﾡヒいか一つのﾡ 

示べある.

=の°示に将張の 市陽の不ﾡﾡ である, 

ﾡ本的に、 *れ3無が電しなく て13ならないﾡ大のﾡﾡであ

高いﾡ会の黙ネ. 次災の段険.遥い民年、ﾡからのﾡﾡは、

も し経営着がﾡの生ﾡﾡに 米の場 zポいて、 彼の低用2補さは 

い * u てがの般 に 対し て祭5 神ﾡす っ に 分に受のﾡ価ﾡ 支 

配<ろ こヒが産東であろならば. 生ﾡ係ﾡな栄のﾡ営を物百 ナ 3 

こYはない.

ごのﾡで孫任な しに高い税会. ﾡ大ロ火炎のﾡ吹氏いは高い庄た 

質に基面し 経啓ﾡ a ・ 当が不ﾡﾡな系の場に対 し て ﾡﾡの次 

入を継牲にすろ こと について蹟需する.

永究的解営に対 し て計品する人々に初何な る かたちに将未のﾡﾡ 

があ らわ<Aるかを 正確に町 らすに示の市に よ り 木ﾡの引受 

( 2nt cccetancc f wv-oz ) にな らく てならにい・

Cau2e。 /cc& テ次の亦に云っていろ すほわち、

ﾡ不の生ほば受く、ﾡX雑な登程である. 探抹 の, っ 問に,利用希 

ぼ並びにの状死1:ﾡ木的に ﾡ化するかも し Gい・

紅の の 予に対丁ろﾡ天の矢敗ば. るがゃってく れば旅消 、

る. これ対して森林断のﾡリ3一行代の両量ﾡ才ろ。.....

奨ﾡ のやく*m 料木 ば西日の4ﾡある生ﾡ物であるかもし い.

※ I Pcce C.L., M 2&ucxPtwae atd 4Ctcど-rat。 , 

J o ・ / ・そとdイッ , .・P(/アク), P.夕x/・
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沢 そ われわれ が 期 用 して いろお也ば、 太のs。 手の年戸のTに但 

の少ギいものである ニ ヒが判西されるかも しれない.

Eせ相は太の老化していろxg 性 のある需要戒びを房曲しな 

くてのらないの分らず、 文祭に供命側に於げ る 可 は設合を方 

虐しなく てばな ら ない.

來の3 0 乃至42軍ﾡに於いてろかも しれ々いﾡﾡのﾡ化はA 
柄の縫合よリサ旅来利福により大きな意競をもっているかもし爪な 

いが. へ同の本性は、 ﾡ圧の手に対して「リも万一のニビに対し 

てに汚鹿を挣わないハ 現在条本石蒼ば、 *北改次係ﾡ本点

分 ( タイ ぞe。 <イand >、改点の系杯びに小てい工か 

らくろて ﾡ性ある供始3対してIは ・ 将示のﾡ受の正歴な性常に対し 

てょ リ ー騒在的ド心 をもっている. すなわち 全日 並びに埸泵に 

げろに" る 彼合の脅点3、パル フ本か氏い ほ製抜ﾡ本ハ 商 

"ェか 水松COaa&o。Fc)か装ハは*本をﾡよボすべさか等に同する不確 

後 より も、 0-局永紀的在ﾡに対する現在の計画に大さな守営ﾡと海るのこし水きい.

有 なのﾡ量からの原ﾡ林れのﾡ合は、将木 に 密いてよ り もぬ去 

に 於い てより 品大な障別であ っパ ・

型去也びにﾡたに於いて. 消算の圧卓ば休木る無ﾡ理に代冷利 

境に渔いやり. そして立本ﾡに»る圧造これていっ砂aは. R 

刊 をかTてのお木のボ角 &超ﾡする林※の計品を的きしていろ-

しかし なバら 成 藤 技 本 が 採され. そしてぬの為条が市舟ハら 

内 るに従って. 立本のめは生泊衣の経長 に戻*されっで 

あろら. / •

究互子 2ス生さ( zecotd -夕そ& / ) を係している向 

門の経售君達II.原始林の松上K平洋岸からくる米松の桃台を刃く 

ぼじているべ. しかし桜に 二の炭烈し にぶいﾡの本べがなくっ 

作ビさに、 南加にポI る 生ﾡ係託任さに 原ﾡすろであろうと他じて 

い ろ.

画有林( 2Zとou&ど 右れムに )からく る示ﾡ林ﾡ のﾡ合はﾡ示の 

あ ろ B5I3. 問じﾡGニヒによりだ配さる 可 能性 がある.
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山はほのﾡ存の政のっちにば、場に於いて決大ﾡﾡな氏 
し本木のダンビッ グを示すろおなものに何もない,しかし改ﾡ *
の表化が心記されろ確及にぷで、 二の= とは林の計ﾡに於っ個 

ヘ京食の投類をめﾡする保句をもっている・

のての 区, 特2岡部に始いてほ、.小 さいエ 力の 種 東に 林 袋 

にヒって2Kな聡确N绢氏している•ましアもしあるチ内が紋等の 

方る改表さ仕るべく 8ﾡすろ二とがてさないならば、 *=て*の 

s、任して行さ*っであろ・

小さい工号ば氏ぶ区に対して浜つヒも示的である。 伺政なら 
ば小エ高ば. 本当士をにし・ 目 しばしば" 分の4 だけ し か '、 

* してにばい"いのに全部状する.

手の殿婚にﾡA測であり. *してﾡ考の生ﾡ也Jﾡ的に分平 

である.
る工ﾡの生雇析に"いが。 *の総計ば巨大であろ. /ク3* 

ハエ考***に低い方の司部( z位・ メ ン心 ) :
る絶松工場の?→メェ合む. 々"ロイはりリもすく"い- 4 

して営ﾡ方にﾡケっ松 本ﾡの能生をの «7でろろヒ 老ﾡられて

vec&zacc 波 に xパZパマeそ とcuどdtotc に 於 け ろ小工場松ﾡﾡ 

なの4o〜soの向I:, 少ロくとも/ク334から/ ?み5の 
高に 一真骨会S 北た工ﾡより a 札だ.*'

ﾡﾡ営に対するハエ"の問ほ. 永的*のX/であろかも 

ししさい活い生民のKﾡせびに 本よのﾡ感及 立木の低ﾡにﾡT引 

小工x生産のPると い小なのっ引にﾡ出 :・ 多くの星*のX 

のよい年と思いﾡをンっていろ, そして*の品体にﾡ託のﾡい手 

&丘えて経べを運営すべさ りよいﾡの列酒に呼していろ-

生煙中の氏いは生E していﾡいﾡ心のハさいAルのﾡ任,/ 

格が役ﾡの析いA円をバーする加で防RっY レ生ﾡをして. 表 

的保性 に 対して 嗣 州ワ* を囲 化 X 式、彼考の平型順牧はよ項ハさ

る秒さをもってさr・もし 永的怪き有 が. 小 王場玉5 リ 

マ 1 ～anム て zん w Sc&, Srwx4 ア〜e) err 
Jな, アご びxッy 2e&xxe 先 w- 2～どeete (/ク37), PP.と ー*

-747-
小兼経居 リ ・ そして民に対して5限ﾡこ守るであろうとい 
ハ= と5配格でヨるほらば. 生ﾡ係段証区にの出し文それを方え 

んと してい るよ り 多くの任性倉述にり大さﾡぷ得がもたらせるヒ 

いふ大さなAがあろっ。

/.oe。 万エーー以上の絶計を合んている小ぶい本の点ﾡ 

に対しては、 ﾡ刊でわの同ﾡ、 #にぶっヒも復年ほ向5であろ.

あろば方にﾡけろバルアエ場びにその時の星業紙きをハい 

て. ﾡ豪体ﾡ( P2mt w〜とax& )つ対すろ主なろ市場. K役G 

工ﾡ(/etLと&とっとと)に対しててあろ. =れらの工るが立木に対 

して夫ﾡかことの出示るほお1はﾡい. そしてﾡ催は工ﾡ任営倉座に 

当通可 /の何んでもき代採す るこヒがてさる督に一老して立 

本2ﾡへせんヒしている。若し 農 夫遠 が板 野の立木 に 対して氷純 的’ 

な巨X右A"鳩をもっているならに、彼専 は 生整条続の基壁 の工 

- ( et て&x 4-..。ゲ & <なuud yc ) 林 ﾡ任営に 対してﾡ 
電した位/と占めウ/るであろう.

伝番の浜休おは非考に会< 税にされない- 専宮冬の/は 

ﾡﾡのﾡで請ﾡに用すっ二 とがて"ろ. *してスおてからの次 

入 全くの概新係企業 ( <& .ンン /- / シ . • 
2営む二とに F していない.

二の旅高呼ﾡ性にもわらす. ﾡ勲ば小さい 軽ﾡG エの#かを 

通じて連統す5.

王ﾡ任営に林米に呉ばをしつていはい. 何ﾡら"仮はチ»っ 

から*の刊せ&"りXらないからであろ。 一必ての受会のﾡ供Iに 

ess もっていっ表天に送産その進虐の上にﾡ人でﾡらんいしてい 

る-

多くの真沢量に林不2老却しそ して土てェ恐にして しまふより も 

彼幸の児在の本ﾡそ紙営するコ ヒに「っ てx り 天く の年収入を 均m 

「っ二とがで"ろが ﾡ全にするﾡ近のぬ※性出びにボ本Kの 

敵政的町ﾡﾡのﾡ化の失政Lは. 級 手のれ木の清 理に M泉しに.
F常に会«%に市場出びに常によ いゅのm石立もﾡモのネの
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もとにいてにﾡﾡにげる※に対してﾡﾡであろ・

合函高市ﾡにﾡに月忍をしてほいﾡ格 でﾡ却する二とを強号 

する。 そしてぶのﾡ米えの冬ﾡ乙師受こる.

非常活ﾡ市ほ、彼 の 立木を 競争にする 入礼 に 尊ぎ, そして 

全部の示示内戸に対 して小こい秋杯工場Iにc リ ﾡ刀所つげ丁が行 

なわれる-

なふ士町を生ﾡ術任営にビゴしている有ﾡﾡのにﾡ協並び 

こお ﾡ 経 自に 対して契だが生長していろとしても、永 焼的 お糸だ営 

を促= t ろなに立ﾡす る一期向に旦う林木の予転く 

-どw4 チ イルイe一 ○ン〜 と- パルレイ ◇ み&ベとd 
/レイでマ®ご 々ーレ?ロペ?ロた だパとdぞ 7とeんイーのt®

o7t ② イゃイ イ 

)z対し てくの

本 が 任 営.( -ダax-よeと デ・ーークイレピ )り為されるつ1組ば・ コ 
所石 君 三拒西され る ・

お&げ有者をよ リーﾡ系ﾡ的 生た ※営く& んu

x. ) っ立ﾡし て彼の方 翎 を 紙ﾡ丁 ろ 方向におふ こ レのぽ

ほ・ 永先的旅虐ポ (/teクmta /u2dご イudtぞ2と。 ) - 対 

し こ彼 浮G豐彼的 な 棋 弟工 する - Lの凸号性払びにごのな軽営は 

千任るハエﾡの赤茶を如圧丁るもつヒシ町県的な手段であるヒい 

み事からく ろのである。

. 有想史をお魚廷営の方向にﾡか手賞は. *の駄ﾡ的有列性とパ 
ルプ 工場あびに ホ枝工羯 ヒ に 速結 し ﾡ※統的市 の ﾡ立t並 にGn

,イイ,と C ・フん・イ,ルt ,ケ ア. に »いて確立<ﾡ 然 s 

西的な共同ﾡ合 ( x&o& cuxxted»さﾡげ ろ秋者で 

あ ろ . ﾡﾡ し て ろﾡ営の生係ﾡへのﾡﾡをめしし てい ろ矛2の 

単 因 G X 姫的 探委ﾡ持すろのに不虫営であろﾡホの供ゆであ う.

手々兵し炎の系催的 を. 採 すべ さ 険 首は 利用 工 用 を 健代 する 

に 主分Gﾡの大ささ の 咸熊しP 求いに 生艮 してい る掛求の係行 5 ・ 

っていなく てならない.

ﾡ耳べ係の性示になづ っ、ある 又伐感 壇に 像虐樹 を4して い 

なかっﾡ» くの任営ﾡ述. 紙営=tc<ろニルの出Kろの炉
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にほで ﾡ守の受存し ていろ話裏を ﾡ大 *住る 可能性 の ないの そ 知 3.

守の多くは、 ○○〜32年前に概べをマつていになら、 彼号の 

ほ求は今百置能ﾡな探 を軒す程、分な大 4 さの生津ﾡ2手長供 

することがてさるかしし北ないヒいかこヒそﾡろ.

作ﾡ等の現たの唯一の世ﾡはﾡﾡをﾡJさせろ以い塩に思 

われる.

ロ月ﾡ2於いて当が民く ﾡけば総く程. いよい』彼琴の任営を 
生た係能に必投さ亡る可ﾡ性ば因ﾡビなろ. :

=の運にさって: 永術ﾡ紙送 を結す る X 考えられる萩本が取 
松われろ/に本ﾡ証営るる石ﾡ活にでさるだ早くゃ入する=ヒが 

位ﾡである ・

木が始の不圧に 蟋べて の 経送に 客し いガ & もつ林栄 の勲と 
してばあてばらない。 永能的紙営に は つ七花分な重M並びに 道 号 

d生ﾡをもっているものも若千ある- そしてこれらの土ﾡにいて 

d.生口保•林衆ば現英である.
傾総庄ﾡに対して充分なぎﾡをもつていろ価の軽せJ得耳を行は 

わんヒ丁るﾡ故てらばそ の不件が不過当であ るからである。

の概地G場合に拾いてに、現任の伐採 同 合で 数筆 以上 も 代採 手 
るニヒが出求るげの充分な不だるもっている会社もある。

ﾡ琴の多くは、 価人所相 氏いば政府竹月の ものからﾡ加例な 立本 
2得するコ レビ 不可能でおる. 彼奪の熱ﾡは、 tし彼奪が所有 

<れているな ら合36つ問話積でれる.

系の任営に対して 破樹過 株はは木世絵 の 幅ーつの源泉であす.

* してﾡ方出からのﾡ分"敗政的吹Aの町ﾡ性は ﾡ在多く の人を 

引さつるかな渡大さく aい-

求の軽ﾡに対す る技木の狒底 は 単に公いﾡ 尚からのみ盗らG 

い。 , ' .
垂い生民中也べにあろおﾡを狩ﾡづけているヨばらておか小生ﾡ 

很 読林兼咗常 を 抑圧 してい る不当 でﾡ路ﾡレロ じ株に金番秘 し オ 
くてにからない.
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ニイ ソクランド の欧 が常ﾡ方 ( イvC& 子イイルイ ・ ロッ 

そ一山ﾡﾡﾡ並の2シァラ ーﾡ部係斜 ( M イグue 

y そu メッ )は低い生起にりﾡ堂つられていろﾡであ

る .
林求がこれらの万に於いてﾡ利に #逆 ごれろ前にの髪ﾡに非 

常に虫合よく なく てはべら8い・
会弱なﾡ氏いに方守に恐磁のﾡ生姫に. 徳系的12 経ﾡ的価価の 

4求の命の不足ビなる. 生ﾡ係ﾡに対してﾡな杯太を前有 して 

いろ会社とﾡの不え分ほ供船を状しなくてばでらい会砕とに 
よってあらわされてい ろ両ﾡ始の同に'3、ﾡかﾡのたをと 

えすろ に=たかな土2竹石L : してべ的府バて何岬向びﾡ老 S っ 

に充今に係ﾡﾡをもつ 伴正代ﾡに げろ為い母左ﾡが刊用 

るま <戸別採キさ確I していろ製ﾡ工ﾡを営するつは不充分
保営 を も つﾡの合社があ る・ も し叙守がﾡﾡ台 ﾡのﾡ示 

こ ぬみ するニヒをﾡ等さハるならに、 ニ ゥの会社は . M当り回 

ﾡは校質(Pとえ～ととピのがcewCゝ が大sいビニろの点にで太

の生ﾡ&少く亡ろかﾡい高茶的僧催のある丁宏の太 が俊 問 
=つく され そメからtべての士が問び工ﾡに供始するに充分 

高 度の活的のあるﾡ木を生起する並糸手の問 も工場を岡県す 

ろ道現在の状掠例自を建統 す ろ かよ っ てのみ板将の紙ﾡ2底年 
t:銃検さ ろこ とがで る. この=指ﾡ一のﾡ活 は敗区上人ﾡ2 

「かGい, *して飛昇を tを行 して行く のビﾡの方玉のみを主烈す 

る多くの P石 おはﾡる協 が.
岐専自☆ の能にﾡ る<マ ッフ をm城 け る鳥に充みは』の長い 

期商にして製枚工場に低始丁べs 放 木の 購入 ほ. 生権係代 E ば っ 
ている経は看龟にヒっても我典の限衆录である•

ルィ ズィー7ァァー( <～zccaxc )の大同託ホヤ会吐(欠 puu 
.c&xt <ケ～ととと > ぶ二の百的に対して共年もの岡 

カリフォ ル ニァーからホ松天 ( 九マ4 &ァ・ )を輸入してきr 

. 大体の任営着産に= のﾡな基州で法のめ霊性を際 じい・

• -ノタ/一
ラくの任営倉は、ﾡ耳させろべく 氏いに又生ﾡ係役計にセ合さ 

tるべくﾡﾡ的に個価のある林木の分故されている 的洞 そひろいぁ 
げていろ,

启千 の槎港市遐 13 囲料杯 ( みeevet /e-uxな )か ら立不を 

状入する二とができる.

私的紙巻く /イ&ズe ・7Lなのv ゝそ為車から生 産係ﾡ を 美化させ 

るﾡ面ヒし ての政府本太の販売に、 =の杯な校木がはたすこヒので 

ざる品喪の使用の一つである.

なく分Kされている孫体有は、 永ﾡ的紙営のびたびの株( 

c&e u/uectd cut う つ対してよリもﾡ、よリー層よリﾡ合して 

いろ. ^

取? さ びにﾡ買( イ2zde dt4 /ン&xued )2 ろ ホホ所爲の 
ﾡ合に生た係能の計島が人目そ引くになろにしばし農ﾡであ 

ろ・ としてこ の場合その上2改ﾡばﾡ人内有潟盤 と+ﾡのR引さ 
於いて惘刀し• スそらするこヒがでさろ- み主受でRボ王※にお 

不2供的すち本旧の丁べて が同竹角 のそとにあろといふことa 

やない.

笑 くのバ ルフエ場び2 雨部のみ3 の製本工の活ﾡﾡば 生江 
ﾡ代に対ずろ手ﾡヒしてあろﾡﾡのあるﾡ救駄産を所戸すろニヒが 

メ並 く の片のﾡから立不を 隣へ丁 ろニと が加合 であるコヒ 
を児出 し・

本崇任当に対する才3の彦得は、 な延の係式R並びに火※、型虫 

パ ﾡ ﾡ・ ﾡ例( 24owude-ut。 > 氏いに証経からの区の尼ﾡで 

ャ ろ ・

各み味ﾡ ・ ﾡ味 &らり勝ちであるが、 杯ﾡのﾡハしての可ﾡ 

Gn宅の空大性はな 林ﾡ方 にって: ららであろ.

Pっロカにﾡいてに的同べ( <&xxe cxZ, )ェ り 向引 

三れて きた枝木に 於ワ ろ:例のﾡ険ほ非幣にべなので :にェ 

ﾡをﾡく林米ば行< ハい・

▼の方にﾡいてば. ®はﾡ及されろかもしれ③いが、渡馳上



-/ラ2一
X受は非幣口大であって.戸 ﾡに. 生氏すベミな木を枚つてﾡくﾡﾡ 

をラす= と世 示とい・
南加のあるたいては、 さい生委のﾡ隊びにムからうげろ 

換密ば災からの損矢よ リ ー層 天であろ.

印のﾡ力において焼派にはほいが、加 犯 からの.告ば ほヒん 
ない. 内虫さのﾡ害をうろかもしれない, 

全く eﾡ2 うげひいﾡ方や系本にない。

あみるのはゆ該ﾡに危きを受げすスたき バお ﾡ2大行 商用 で s

いかも し れねい・

他のものは. 別 の 条件 が空 烹 しいものであろにもかかわらず。休 

※がそのた宮べ系少さ亡り "るまで 経営でさない旅の危断の的合2ざ 

リ彩客をっげて いろかも しれGい・

災からののた段ば、あ ろだ力に»いてﾡのﾡ方に ﾡりろ工 

) 一厩大さ ロおボの際所にで つていろヒいつても。 鋭べ*の森林ﾡ 

力に於いて一般的にた怪であろ。

*災季げの持紀町同、 税t堺季術にげるﾡのﾡﾡ、 地力の氏の 

だ点位びタキマ ン由活有( Cdu)への並性ば 火炎色ﾡ 

に彩響する徒べての現因である.

/ク4 ポから/ク。 に提午ﾡ却された土姫は<22。ガ 

エーカー以上てあろヒ/されていろ- これらの士mの多く は生逢 

的本だでば2く. 本のﾡ年微皆はﾡ部したエー7一象より条さ

る和大ョ くにロい.

商師に於いてﾡ即され土ﾡは、 ﾡ却さﾡ絶面ﾡのク。"であ 

っにが. 円部の火災に』5浪ﾡは回に対丁る総色の /2かの?で 

はない・ •

太平半北血師くzと んocc ンクイっeuざ ゝの原林にけろ 

/co。 エーカーの※は、 商部にﾡたけろ/eo.22oエーカーのい

りも、 より 一ﾡ 大ミ な 枚 木た鞅雄する かも しれほい。

正当むﾡ司(に対丁る実際のを却のﾡ合2秀丁ろ合. この次 

は山なﾡ Izr り 大限の ものるあげられている ンいふ報ﾡ丁ﾡ施し

ーノー

て夏かなく てばな らない.

南部 に 於いて、 確立され正当ﾡﾡ却に対するﾡのﾡ却のﾡ合 

は/%"で あ% 文#※ぜ (そe Cextcとイァet )ぶ今.38,

太千洋ﾡﾡ汚では “ タ4 , 私有杯全ビ しては//.2 である. 

森杯火災の主撃に原因ば方に工 り確なﾡ々である,
ューインクラン ド( 2 .一 naとat )ミド ルア ト ランテッワ 

( 版ル： zとanz.。 >並のz五 ﾡロ方 ( &&。 xズな )3於ける 
主な るろ火災のﾡ因ばﾡ迫突メﾡ並びにﾡ壇 c ムルム ゝであろ-

中部也びに商部のH2いてほ放ゞ、與域お並び•に岡煙却がもつ 

とも主 声な旗因となって いる. 大平洋ﾡ片ﾡ方にいて電光 突 

ﾡ想びに放火が・ ロッキー山伝ﾡ万の州(z。 Pocイy A〜vaire 

xx )にﾡいてﾡ光びに災ﾡ着が主ﾡろ災の麻因とはつて 

いろ
全体ヒして回ﾡに対してゞ炎の?。" が人的照因である.

号の火炎因の復ﾡ性のﾡ序は、 民J考、次 調您 却、電ﾡ

ﾡ出びにペ マン 生君君のMで あ る ・ 代 ( 2t&cシッy )J全体 

の災の 火以下に対してﾡ任がある ・ *2

*炎べﾡの所上 同 じﾡに虹ﾡな同Hで おろメ スシコﾡル州(ze

Pxe >に 於いて は. / 2ラ«年のx炎の4々% が次: ハ

回している。 そしてヌ«グが突想に、/4% ベ耘焼却匸 •イノ 

がホに、oア%がﾡたに祭因している・※3
火※の?ク%以上が人的原因であっ: す。の5パエが枚 

y並びに突ﾡの不主なから原面 していろ.

ペでン・ 術並びに放牧に 対して私烈ﾡ を公共的所肩 として 

公六で取ねハニとに火災を係ﾡ丁べ"内月ﾡのダガをﾡに"らし 

める. 浜林行有Cべ彼の士処を並長する』を金をつかい、 *して 

又人 -よりつげら /火火 こ戦わなくてばはら子. X龍 划 し N .

※! が ZzZo7uc2 /合wt /et /ux.carF〜udグy J ぱ exuズ 

/づ(/アタッ, P/<c。 ( Cuceent &ed )
夕2 1 &c :,P./ze〜

※ 3 Jイそ2t /イc /o2dイ.Notzo. 7e7～oc6ew /tu
ゼ 4de-tイxZou , と 2&a?td , /ク4
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い火炎により しばし人な5ほ亡ろかさリ・ 入災は永代 

告ルし てな こ家ハニ とz対して 企天な降F であろ.

母 氏朴 g ( :/ Cawu )コ 対す う 現の請ﾡ力 林 の 
矛4の科であろ .

何欠に でもお行する 提 ての赤片産ほ税金 とレか ﾡで何にか2 
政府A冊にルしなく <げはらない- 二の杯支6い小木止震の

用であろ- I
税金 がよ ﾡのﾡ刷 ヒるに かa 狂の大さ 万用14ﾡ ろかビ 

っかは. テﾡ<ﾡ性と価の生足零ﾡめび2会をRてろカ ・ 

ほの *の監:号し ている。

K林定金 興後の 頃吿 ( そんc 九 メ zイe ア〜ーエ ルり力 U

Jなクッ ゝ3受金原卒のﾡ であろ工 りも問成林を和応丁ろ弘ﾡ 

ぷであろ ニヒを示のしていっ.*1
軽説 の 根 をめな 陥びに * れが非常市に本業紙当 &/ aてい 

ろﾡ由ほ、 普通の"ﾡヒして々の支いるさろ処ﾡ性 対丁 

そ 在林公 求の内出のっちにﾡ出さろ ・

生民 しつ ?あ 2 条林 ( w /ut ) 2年々マ税金2 幽「ラ 

ニ ヒのら生 アろ 困 翩 性 (九 ﾡ体i報吉(そ&。アバ4イジxwCnt 
兄ッu 二りあらわていろ. すわち*2
チ < のかﾡっのほの生ﾡは多少ビも起削正し く 年々にW入がある 

Tm p ろえ入Y 長のﾡの ﾡ 明になﾡにるの向に定術 M る.

か< して税会の支高に対する平々のﾡ求ほ、ﾡ入の々の受領ヒ

ﾡﾡしていろ。・

ﾡてのア リ り の菽 技 が廃叫 エ し い手々の係ﾡ生たのXばの上 - 

商tさAているなら 々の税金を支ハだの本々吹入が 2 
てろうハら. 5艦の"際のmSはそう登大ではないでめろう。WWのY-ろ 
府林の搬入蛇“ に 支uのNはI仕協Mﾡ則正Lい年々の回期をもたはハ.

吹入 はかに 不堤剛で あるに 天 さくﾡのに全く 不足し 
文少ないてあろかも し札はレ すわろり人のない3吹へがあら 

*1ア 〜uC グaxdイ～ ・ イc Z *〜 び イ ,イ S ルノ/ 
c ・ み..a ノイ ・P(/タター・ P.→<ア・

*2 1 &4,Pァ+.

ーノ55- 
ルろ4 < ・ もろかにﾡ山ﾡﾡしﾡうであろ. 丁2わろﾡ示に上 

" ﾡ本並びにある牧へがあらわろM にた千同る々同に5c付け 
られろかし しない.

平 々の秘金の支のﾡ求に 二のﾡ高不超例な氏いば氏く土岬され 
入に M和していない・

-京にﾡ全に引き出がいdﾡ会に百巡さ年々の試ﾡ税に 

二の fS不間開はﾡいにと岡 さへは人 を生産丁 る 委防ﾡに不公 
平に影9する.

陰ウ会の総招ば. 税金そ *Fわなくてはな らない時ﾡnめ*の 
アe掲版しない,

-の本告べあらわじて いる 様に「もし媒は 生を が史 爪 ミ そして 

dてのﾡ用にた〒ろ 炭へがあろにらに 会の頼が点- <ラろW 
リ学々 の跡定税氏いに生たﾡ ( ot aa2 ノプロ +xx - 
4 &4 a )のいっ北が解d =ろヒ して 己依屋とM にヒ って y

受らケい.

門 ﾡ( クとcズ・ーシッ P*ucx乙.cxd ) -A発丁 っ方 をな 

TS:#計&r. 木がさ. そして致入び所存着によ リ 受取ら 
るまで大叩の支2おゞぜっ ニビ 2日的LL csr.
ラ、の生定ﾡく ム -イ ) の 河べLていろ称nェ 

にグ か々に 対 して 年4-北a 出 ヒ い小 コ ヒ:声R してさなか った.

熱分つの杯万当に不至でわつ々改なら*Aﾡの* 

料 ( c&c/e.dタン プ cんteyccirmu )ばユラの幡税当万( 
( Prx2 そ二xみ・ペxcLA2〜エン )2して. 浜 m 有右 びか Aな地7 
ん と#計&す ; =ヒにﾡバをあえ"いﾡの低いネ空 に町 / 岡 の * 

合&ペっニ ヒ2部っrいらであろ.

力のN影幽所べ示は女ほ c 2…ょ e &.のtとで今 

Aのa/を立きすろ不麻ﾡしっていろヒニろのる管ﾡ区広に拾い 

て aﾡ例2点入に対す るx方の平式にほヒど=の杯なかﾡを遷 
K<るニビそ不町だにさu う.

卒体ﾡの内正に常ﾡの般店: ある
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会にﾡいているのﾡ在ば一つ eないが. ぼなﾡﾡがﾡ糸体 

営の主ほはﾡﾡの 一つ を取むわん ヒそ ろ計ﾡのうろに為されていろ.

再 ス杯 比 G 睬蜕のち 沃を え化さ亡 るニヒが・ 各校不有遍に よ り 

お茶紙啓が行なわっ ﾡ2帯ﾡ丁 ろてあろっとﾡ係して!はいIはい.

ﾡ全な税会の老除で干ジ=Aるﾡ休TるコビIに出景Gい. 何ﾡな 

らそ九a 可ﾡは収益に同品し て汚ﾡさAﾡ別の貞用びに障科に. 

多 の MS 方 に, 於 い, て 強人 企钱 ヒ してのﾡボ2不町能に ささろかもし 

れないから であ る ・

杯系任当2注所ささろ尽つヒも号くのものにﾡ用の示と不尺知 
性の除である、 *してこiベ 除 されれば税金 が 甲野回く てと 

wタu2 AzctMt )であろ点万任営石にﾡのべ採方宏をﾡ叱し、 

永統的ﾡ送に付してﾡ丁ろﾡににろかもしれほい.

枚不ﾡ戸の有野 にﾡかんヒ 丁 多本ﾡﾡボ( そと ルカレ イcオッ ) 

にﾡろネ4T. 杯メにﾡ沼をあにえている件と全く同じ乙ので 

ある.
清 ﾡの丘冬 にぴっろに、 不票 内 木 ぜ 単 爆 に 於いて U よ リールの 

降B. 丁なわら ﾡﾡの経営 をﾡ係ﾡへ ﾡポ さ せろで当産入 

( Cu evuu ) の不足を生ずる
もっルもよい 埼に立ち xモっ ・シ戸列に ﾡ際さ れている針営 

の対加的万ﾡ用 &ラ ズﾡ左の入る 腺 程に1•ろ 二 ヒ なしに改げ 

的 瑟 謎に 更岡す る こ とガ で こ る. 保ﾡ生在のﾡじとして多分利用すること 

の系る森 林所料の分ぐ現た*の目的に対して不老かであ 

リ、 任営ば附加的な六びに本ﾡ工頃入ばらす。 □も円 

ﾡしく てはな らチ. *し こ一ﾡの商ﾡ入にﾡ取ら予頭いI工ﾡ 

の4にﾡを須少 <せそして ある時ﾡの前収入の小 そうロく て 

高らない・ ,
二れらの二ﾡ一のいつれの一方は、 ﾡ戦ﾡ本の路弥い はケし 

いﾡ本の烈条2ﾡする. 不緊 元木ﾡ ホコ保治のﾡA Lﾡし・ 

a 本のﾡへのﾡ 目2田にでせろ・
か記< れ は い共 入 2於ける脱金 羽 を符てﾡ営し x e

ータ7一 
生ﾡに対すろﾡm的なﾡにﾡげる投類の所将る係有せんヒしていろ 

ニハら の合社に姫な ﾡmさ tt る.

を常ﾡにたすろﾡ入 *得ん不為の林 木枚探の圧迩他びに収入を 神 

ろこヒょリール田ﾡにさ tていろ会商ﾡ木改良ﾡ ( 

wvevente才 cud )並びにﾡばﾡ根 2 す る ﾡ星な 受断で あ 

リ1 それ0従せほ工ﾡmし, ﾡﾡの枚入る栄牲にTろ.

丁かに浜用2得ている経営居ば地亜。 円量 ※いJ彼の所ﾡし 

ていろ係 ﾡが生ﾡ係ﾡで さろかじっ かの町ﾡ性並 びに *うした合 
の病刊性2みすうにの霊店所究にはﾡんじA2氏わほい.

・加ﾡの不Xばあ ろた米のﾡほに とって 今大な昉善である, べも 

その例でばない. ・

ﾡﾡ もの向木状永ﾡﾡほ感不的G木 そ中止するニと 猛別さ れ 

*して米&紙営丁るニヒそ切自でれてたが、 しかし奴 等に林 衆 

任営の次際的万2呈示T る係ﾡ主* この主張にPS2及ば 

ない,- * ' ～
ﾡ々ののﾡ木からの長用並びに以広のﾡﾡはﾡての総水出ぐ 

2バ万衣及び試示のﾡﾡ2しバンフレットよリメエIに n 

的両代のX唯にﾡし林茶2制試すっ上大いにA丁ろ所がおっ 

r, 、 . •
ﾡ林山びに示の 画面に於 ける 画仰万同田の所大さ な述ふが 

A<れPが・ しかしそくの同ﾡが、 条林竹ﾡ想受がぶ*のほかに充 
か信じてﾡ当手般きべする ニ ヒ が出手ぶいに全く おう手般1ぶ 

f2ニヒ バ料来 であ る とする ニヒがでさろ でに.は さ れている 

ﾡ熱の向虫にﾡいてﾡﾡにものは. その知故2利用Tるコ ヒの出 

不るヘ々に該ﾡ<北ほﾡはを付さロろ ニビ cあり*して こハれらの人 

ヘに*の5が正ﾡ"むのであろ二Lを的得させう二Lておる。

総てI:ﾡじ木よﾡ君ばほ杯に於いて句&すべさかをﾡっており 

ヌ生常辛 (/ルtoムcc乙一こ ゲPとロy に 枝低 のき 展 ぜ び に 由 U. の 
手ポに就いてくﾡらてろ三ヒをほくうが、 しハしベは科学 

おぶいば山林所の刊行 z誠まほい.
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杯案 工 誕営 している 本林栄ﾡ J必にさく知ていろ が. はに 

本 が託み又商 く の シの 二 り ﾡ分に師常さ 亡けていさ い,

野みに い る山 林昌の人 ・ アcu才 S "u&"' )・ :ワステッシ 

ヨン林務ﾡ ( 2oムtoだwウ )並び:のよ茶部 (4 

/dイ &ewcvケwt。うの人々伝よ経啓為と通に持ﾡしてい 
%. そしてﾡ琴協ﾡ任当君の倍病2ぺている- 件下彼が=孫しr 

多 く の もの空ﾡ的て条用にばなら石いと思われてい ろ。 生頃
※の利益に岡し てっヒ もﾡ信さ A るﾡ裕はﾡ可 しﾡ例である.

ﾡ々の任営が永ﾡ的ﾡはに 町してﾡ立さ れてさていろﾡ所方 
ﾡい てニ の理想3、 近所任営送並らに林ﾡ所石虐度の岡に ら

就 K して行く 新に Gろう-
xの岡じﾡ"契例の頂 のュ つについてのべてみろと、 クロ 

xセット ( Ccde >ヒイ レマァー( Mベゼどmz ) に な ろ 紙店 ； L 

アラァンウァズ (4 レ尔山3 ) の南部る通して研並びにﾡ業任当 

が利<て ぎ「・
なsと本( eeuut ccとtwue >:牧ﾡを桜ﾡす ろ三とと円称太 

サ元営-S音渋今E舌する 鳥!に 生 た係 :工者、茶(ペイイュ〜

4 たedイy> の天際的な穴仰と設定されるべうすぐ林 

会が. 州位3田ﾡみにうる.
政府のエーギエントにﾡするべ"にぶのHがき並にﾡをﾡへ 

にﾡ小京任当造は. 彼にﾡ六的にﾡ用でろ =とを欲していろの 

に. 呼向的衣督をっが務ﾡﾡに上の完に2孤mす ろヒﾡふ 

から. そっすろのであっ。

本宏 ヒ 任千学 ヒのに」3円4があ ・). m した地の知休はﾡ 

ﾡ的ぬを 営大<亡ろ上に(用するこヒがでさろ・ しか し注さ d 

在済的を当性を磁えた竹の点ヨ で東行すろ二とがで"ろ-
各エーカー地り の主旭の※大の生氏ば紙的 浜材ﾡきの話ﾡであ 

つ浜* itﾡドル当りのﾡ大攻校を冬際しない,

卒ﾡバ任ﾡにﾡ全で～ いかに軍の代に ﾡげさろ時のみ 仙 

人紙営おに示のさAてゞﾡな地抵的々ﾡバ&区的ヒ してい う然

-5アー

※のﾡ の 例があ る

云じﾡ済Yのﾡのﾡ当はﾡが成すろコYが出示ないに 

らば *して文ﾡﾡが根忍る旅にしてﾡ部されるはら 、 二のﾡ 

円dお米縦協をﾡらせるﾡとして方えられねばほらない・

は求託営るﾡらせているﾡの不盗当の気例は. ※なに万 (2n- 

み&d P 九タなt ) -ける押得バ的同にする不ﾡは飛ﾡの 

くﾡてあろ.

べ的同代 ( ce&ouve c.なタ ). KR4分 (xczc.an.) 

2係紙6営対Tろ生民ﾡ ( ヘ ど必な )にび夕さ 亡ろ 

所的な方法L してﾡ類さメて ミr. "#作何にﾡバ的向をやり 

とげるかYいふ こヒに向しては8えのはいﾡ山のﾡ同がある。 に 

例両 によろ 代跡 増|1 皆依によ る町よりも手々夕くの士ﾡに 

大されろであろう. そ して押べ例同バよ り京リこミれたあ 

る粉不は災のﾡ除が大いにあるであろっ。

れ (/&wz ) とかﾡく 全wYuwuタ 4&.A ) 氏用がか、る. 

をげJなかつﾡ木2取)のごすこYはﾡﾡ病Rのﾡ険こﾡ加する

であろフ

突 K ( w〜tし工んルァ )ば材分の一ﾡかが取りわるに後ってよ 

リー層 兔大 な 色険にな る. しかしながらﾡ険が貞的に大:tる 

メ前 に云ﾡの何 九 が東リ 払わる か 知られて いない,のこ=れ- 

る係分のム出びに取り さ *ろべざﾡぬの記合3町ﾡである 。

みでれたお分の生ﾡにﾡたける光ﾡ並びに烈し い代 探 の物*  イ 展 沿 

の余 ﾡあろ向ﾡである・

系にしつとも大さな*  してもっと てAのう ろ舟下を飛初江にバ

するといかニヒはﾡ不的2ば全である, と\ハニビ不Aで列 

ろ. 何がﾡらば唯低いにの太のみが、 当の他系ヒして生する 

一本#かのよ り 立ﾡほより大さな然生掛L説合丁べく残さ代れるヒ足 

われるからてある.*

彼の乳の向慮にmされ「ﾡ山の不確契なニヒほぷ松方の任さ 
ﾡ望 してﾡ本的に. 軽黙上項常ので u計色3 我り 出す コヒ 般いて

*1 ee アバ イ乙マ 2ut , aic& ,/ア,PP. な,>チ .
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なﾡ的に応らレめろ・
アメリ 7合糸日にﾡいてﾡﾡのﾡﾡをﾡさ cてs「=/知バ®回 

d受実に任不的"ものとろハェり亡字ろﾡ持ﾡのものであっ-

ニゥのﾡの 一つは座ピだの不ﾡﾡであ ろ. 3oo杯以上 もの 

同わの系杯ばﾡ向( /cutd cudty )のンヒに平単 

と してKﾡわて aT, そして大さな和ﾡがこの方法によリ家 

形されて

受左の多くの不本常書きのなﾡな族(Aw夕o一 /ax&.。 )の

あである。 *して似野呼の岡には. しばしﾡ本的ﾡ化すなわら 

年許の恐に灯れしていろ・

新行式ょがみんLするこヒに対する磁思、 独次 圧4 ミAてさて 

いろが、 *ばボﾡ当の受へを座らせろ洞カロスであろ.

天平*ﾡルの次※相 この間にに、 ホ本竹相 ぬびに本米出不 
◇ﾡけ平く緑てらろべざﾡ業であるしいふ電及をもつていろへらい 

ろ. これらの人々立ﾡﾡ力 びにﾡ部にﾡいて大さは刈ﾡ「 

窓の父及び父圭 そみてきら. そしてこの会の大記分5 ﾡはボ方 

て天にっだ ・いハニ ヒ 2児てさに-

浮な末ば発任つ云ち石ちてろり. そして*4に対「3そX 

の見込みにH在てのに内下さていろにす ざない ﾡﾡであろ.

のず米曲びに 尾込み 3ﾡいて. 二れらの人々はﾡ新の求る 

R氏の= ヒ祭*のも っているﾡホ太2 洞 琳 し. そして リポ* 

d列なを/炉さ北ている兵びによりe認のないKAに低新のﾡ 

リエぷ投る こヒであろと思つている・

二のﾡﾡはしてズ平 栄ﾡ の全年的 にﾡを"他づけているので 

にGいが、 しかし*ればよい市場で枝ﾡの頑や&石最し *し 

て太生長ﾡ太 ( w ィ ) に対して い市が予ﾡ さハて 

いろﾡﾡの告月出の序と不受と大い2年受していろ。

逝犬/クケ浜 風 弓&e石 厘 の示 め してさr:ぷ盤の総計のﾡ く ベさ用 

○mにし"わらす リ会ﾡ圧のﾡ向が*っ大さ。なくズセ, 

ﾡﾡセ近で*する杯な事が逆 うﾡ造してハない前ﾡ大 xくはロかっ

ーノが「一

生足剤の低いﾡﾡ: しい市の杯末. ﾡを支小田登出びに 

にの当E呉問氏び生左受を下げよろとす う的え M る帘ガい. ある太 

n*創2#合従季さ亡*して系に対するrA2 ・える工*ル*一 

&びR同安船ん ヒAさ ない.
負ﾡのA大 隊倉達の向:=ﾡヶ2不78K情び2 承Aのf 

合の向の可氏扱静謀 ( /ucdcctimua2 ズ )により尽さFﾡ 

山uの府ﾡ, 加に裕る現をの向超ばれしてP.

M 即 でバ優能 め 以' に 岡间芨 ( パ2 aud&ow & 42ir ] 

1けAの生点4よ りリも大さ に質祉の ※*い &ボ丁 で あろ 

・ラビい か こ ヒ 電金 s て いろ .
担干の氏営なきは. ﾡ左K本のよリー層大さロn24えるべく 

区府のﾡ4をﾡ興んヒしていろ。 *して じい法の秒&2通合 

わ在ろ鳥に仰の点45べ少ビんししていろ.. 」
いゴヴ崎ってﾡ全2ﾡヒからい同題:ﾡけろ八的ろえく

<mwte.txe cotcdcなot )○不えの9変なならないたﾡほ 

いが・ しか し政3年の本ﾡ*は左の同』へオS ほ*らt* 

・てぶ の方 ほを愛ら亡そに充分手件あっ°. ネよ同ﾡの所 

ば氏ろﾡ定価人的ﾡ営看産が灯をす ラかに糸万 している一 ﾡ示 = 

—ト: 姑に 孤 熟 か•何 &すろかに大いに依舟している 城業に*す 
る人ft営行の位ﾡはﾡのて 皇で ある .

Wの士ﾡを生ﾡ的に係丁る為にがX営父じてば科がてさ 

る町の ニヒ& なわんと 思ってい る経佐后ユは , ﾡ的本の所不 

のみ2電求 しつづけ、 しかもお然に於いてAさて"新7丘ﾡﾡ 

し. に係紙迎KにA さ た計電を血最ででい ・mWにEづげチる公 

共の総ﾡに ほ概していろ.

六ハのりに. 座安的万ﾡ送毛至に. 公的月:☆する地パK 

いはﾡ区並びにゆてのﾡにﾡいてﾡ品の性営であろレーAに* 
らてい ろ略の非八に会っ-

公的け来所バ有に 及しE術索にいて存題すろニ ・天



-42-

町能であろ。 何故らげ* はてい配田にみ られなかっからて 

あろ. ある交不本業ﾡのﾡ売を利用す るヒ -処ﾡする二とは大いに留 

収永の々倍しの@催がある" ( &t oしz&c ec&wvu& 

そ一 念cc& んtそんe /& ) ヒいみが二はもつとちなことてある。

私戸ﾡ業が解示的に黙央行不 ものであるじいふ秀え方ば® 
ヘﾡ営声に ろぶ糸の保用を ら る上にﾡ千 のゃぞをもっ てs 

た.
列ろ時用にﾡいてば生良 旳次 ( アー )z 列ﾡがほ か っ

だ二以にいもない呉であろ。 そしてあろ 万 にﾡいて ﾡ近で 

もほ受であろが、突際の経営は 旅ﾡほ列益がないでるろうヒい?

拓的万記出にﾡけろ設労を表示これて ミ・ この秀えば充分G 

原 娟 林 もの 供給 バ存低 してい時世びに林ﾡにﾡに花株T るお 

で.日ス和ﾡG しでn5 ち4っているちのて左そ しャ え. ら m ていた 昭 
にﾡ庄し ル
ポ的同平びに産係械 を達麻さ性る手投 しての仰の推"の 

高ﾡの測用ば: 二の考え方のﾡ浸を茶した。

<り万がらﾡ明きが尚*と区灯の証明にス対して為てれている.
* し て呼の赤杯ﾡ係ﾡ生たIも って行くベさ 彼ﾡののをAく伯 

じていないがは縦営石ﾡI2対す ろそのﾡなば叙辱を大い3 m< 

て いる。

二の有えスの不ﾡは公有ぶに対 し て製 しい続輪 があ 石 ・ *してﾡ 
杯冏迎の暗一つの務沃魔お公码延いC公穴経营のうちにあ出しうる 

ヘ々 二の方え方を 系ﾡな石的であった.X1

分 ( cEuueccaズtox ) 5深書し. そして相次的に 少ヽない毎 巨 

にやさを及ぼすところの方干の附08な杯ﾡの降科がある。

二 れらのﾡ用の一つは あ ろ方2於いてはﾡﾡﾡに対す る 的 

受求であり 三れば系林のRをﾡﾡﾡている-

列のﾡ叶ある単し分のは い森杯師有の畑等協びに 営代には し 

ていろがﾡり し星ﾡ の代孫、く イuxそと2 &ンイ cxイ。 うにに逸当 
て い杯方も2ﾡ求す ろ 条林所有の々であろ。

※ JS2e ア分 ・ F ,一vイ7cdイインy /Pe 42 e weud 
/tte 7 ・tイy , ・Zw. ア ccctンy- レ&((P3パ). PP. メ7^ ～ <7

-/と3一 .
ﾡろ杯ﾡは、森ﾡﾡの町 後権に に兄 を つけず確単に喪 舟的收 法 

のみに問心そ もれて、 ﾡ修の場から&く Gれた竹にいる所ス為 

の兵的のもヒにAﾡ二*て いろものもある- あるﾡ立にポいては条ポ償 
Hの現伝の不可ﾡ性めびに方学林の有利ほ政の翌在の不可ﾡ牲は優営を*縦納 

にらしのる利べ5類ほさせていろ- 例えIマリフオル=ァーにぬ 

げ る水の不足ば. *のﾡ電がパルﾡ及び吸が次本に対す るﾡ木生 

左2刷パす ると考えらるパルフエの設立玉郡r していろ.
自 しﾡの他ての 陣砕 が. x 浜本 紙営に 通ず 通国 するとすろら 

ば、 ふ戸ぶ茶をﾡﾡにすべさ第がを亡んヒして* のmr 系ﾡ長山 よ 
ラヒずつ計ﾡにビでいであろっう-

コの合望みはいであろう- 件介、足生のその困進狂にもを 

ら干林求任営が置らばれてミた山の経さがあり、 そしても し相 

対的み.3のﾡﾡが取 リ除か北たロ らば永ば的任営のむじに利ﾡる 
「番ら北るであろっと足わろ り多攻の当があろ.

ﾡﾡの同ﾡ性2類少させる上に氏い*来 の不医興性金隰なする

に広す ろGらに・ リ ﾡくのなが係社生産に立町した優きに 
改疑 ミるであろっ- ,

拘制す る こ との出示ない兵いにあろ迅度でﾡ問すろニ ヒのでミ 
るﾡか母がある- '

二の同向にIに ・ 型い生長=位びにあるﾡ方を特世づているな 
い も建 窓・あろ工のﾡﾡびにあろ者しい生氏(メハc～w一 

尸ルズ ) の分ﾡ3浜貞新であろ.

方 千の竹相なだよ り 消されている不型当な点本の不ば!m 

さ亡ろニヒ4乗Gいし ヌあろ経当会社のいﾡﾡ口系は無玉に 、 
枚済さ 8 い. )

ーカ取り除く 二とのてさつ好条任さの山の際ﾡがあろ。 どして 
¥の障用のRり除会ほ多く の巧合公犬的K任である.

K 堂のらの 損 密'G 危険 は大いに不 注 总. ﾡ貞ﾡずいば公余 paセ 

の他ぼであり。 ダをみ亡ぐことを町 る為 のより一態 の 公 天 能 修 

全をﾡ求 してい る 探林所耦福 の 単版 は もっしちのﾡにﾡわれる.
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ﾡの旧路 任ピ ﾡじ公条じのﾡの正ゆに明西府向係をあらわし 

ていろ.

一府 係生足にがして不型当なげ利 &もってい ろ木ぶ染倉量に. 

にいてワンビンクるしている政ぶのﾡ浜の状始のﾡ高を

うし 紙内支生の上に浜係任営の際的Gテモンストレ ショ 

ンﾡ設Tるニビにより そのﾡ本供 鈴を役せろ二YIによ ってあ 

るﾡ岡をみ去T る上に大いげ系ぶす丁ろ ニヒが出チろ.

漫去に ﾡげろﾡ知といみ陰脂 ほ除丁ろ上2大いに拒町してさr 
さな利用. 近林 曲び に 終曲•に 於 け る界力の研格は ま 地加させろコ 

がでゞろ.

杯般ル 可 的でも のであろヒ いう放尚3林系ば利ﾡのいもの < 

あろヒい小王張のネ契に ・城つ出郡を除長 「2二 とがで= ろ・ 

e し て税左 の生在係 ﾡ営をに 対T る米かはび 2ぼﾡのﾡﾡは 

恋守のよ り 一短のがをべする ニ ヒがでざろ・

本材に対丁る 零を係証するWの万なのっち2 は代な町の利用门 

なおべ ぬ2採町すろものである ヒいみ壁心ﾡだ意ネ方 2 < 
Kすろ二とにより為す二Yがﾡ末ろ.

を < の本※のﾡﾡはゴ ントロールすろことが出ﾡ*して*れらの 

商Hのﾡ玉のﾡ:非常にお刊であろからなﾡ向ﾡ評のオーチと 

し ての私沼お六え町長さる ベざ計品はﾡﾡ的に文行されろでみろ

一/45-

発+ 林炎営の誘因

C/ど X りてC2"Lクじ4 レ プんPz2<Zこ オ アe240-・
社会受びに木材飛くt2 &wrusetttu〜)に対する沢uの 

ﾡ岳が松有ﾡにﾡける林永の*ごかう活ﾡしるいる。amあるmH 
の坂的でが冷が生えのに科ﾡ府全に対し2稲係せ引れ乙いる. 

分か独の保設 ・ L 7レィ ションの士,38の場費社 c aw2 u- 
f ) 主がにヌ山の8の附は的ﾡ益がﾡ保される ・ 星ﾡのが密は 

3 した そし乙 ご定 とに土地所不及が永ﾡ的ほ会社礼が確立せろスれる 

であろ う。しからそれう池方の工に追祝した悦金縦書の確係並 

がにネ久的お危ﾡの科谷をしにう。供総者賀の不市はﾡ木 

有と活算する圧迫とさしほうなるるあろ っ ・ ョ し Z 然林生歷物 を 市 

月に出すここはより堤町正しい形峠に浮かれるさあろっ ・ ニハtうの 
社会祖の確保は大いにほるべき受成であるが , しかしそれは 

電火の個人捉るﾡとず的的でなK宮 ( xunave +uッ /a
X ) の 糸 用に子 く Kあろっ と受はれるこのマない,

< 木材素沼は, 収守ほ区零の示林ﾡ有のさ当は火型にがい 

Z社会に不分を受』ﾡがあるといつﾡえ右に※欠るあるが, しか 

し れは自己の才むを社にして社会ﾡ社にるずペ さであるとほ意 

そZいほい.

そはいしろ ・ る し人ﾡ区倉ユが経ﾡ的は賢"とし乙休*を孫 

することが払示るほらば。其欠には光つするべさ本登があるとい 

ク考え方 ごある- 社会に福祉せたとするﾡ望は, 個人 経 名右 によ う 

ボアの経営 G 利義、とほ な：5な い、• 3ふわラその@は休※証じの: 

矛的可ﾡ株 2発にとんとするゃごある.

休楽のっ5に利む2発見べ ・る々の各人を営の*会 く ou oe 
rtuuy) 同私有杯系が社会に島可ことがざヨる投体的は Re 
ネえ干る・

ﾡ々の年林地方に舟在し乙いる素の*ごに対するべ会に っいz



ーノ4と- ・

xべ 今ことはﾡ通さある- 径的はる味におい こ 4 ・ 収冷年生年 ・

セ. *安のにﾡﾡびにのを面にﾡる2々 9ﾡﾡか多くの地方 

てﾡ出さるこは云っるら二のこと三当はとの乙ある ・ 何T広

ほう、 条区ラる一地区全体を可ﾡ'みﾡしているかうるみ

しがし ぶがう災ほﾡ学的な合このク りに停丘 し2いる ・

天子洋ﾡ方ぼ, 河Wほﾡﾡえぼ該妃万のの 校このりせに 

共しこいる c こ 5の部市場かうの2ﾡﾡと いっ咲は糸件によ ' 

午 っラマいる・
し。 しGのう杯ﾡ盤ﾡに対するﾡ会ほこの地方の- tの部分にﾡ

乙全くﾡじてrい。主 係 観にがするべ公か述べうハると至性 

-の火区とし2しばしﾡ忍れる低ﾡ都( W &cc<2uん) 

ほ山ﾡﾡに よ)多くの受 で.乙にと天 いに相ﾡし 乙いみ4 乃大 ミ 

は伝杯地おにクワ フル乙いる-
アラカ ン ァス の-おかにがこは, Kは生は係炎経宅に大

・に相ﾡしル公 乙供 し乙るろっのつ万がある ・
杯式=談のm/口やのみ 有者により ス受でるべ 三 この と 

あるさ して彼が生んざ(る方によりゲで尼ﾡ会は個人的に 

区に登用 ごガa,アスIに気、*がほい,
ぶメの営に対る"科ほ 名んの個人的8そ営に「ﾡし そ方ん 

ラc マロv zア際的Gとのに ほる っ 杯飛のさt老の7"で協す っ除 

に、WItのかは ・ あ る 存休為 看 建に % は を及ほTヒニ ウ ウ ﾡ 

z-般はおなて示す二と上にする二て飛ない。

刷 笈ば載 2 の 地方 の大い仃ある 淼林地k G なかにいる炎惨ﾡに 
と っ乙4しいみかざははい。*れラうのつあるしのはﾡるの社営ﾡ塁に 

s甲=tはい, *NO経昌酒 理 に 影言をな M物口 , 会々個々 CM為

mはズなに ・円でれた と 三そのﾡ表ほにれざ共っ 乙いろ、

一 然 时南れ 登ば坂登白ﾡの中に方みに 安とE年ぜし"る社め日 

夫分みく ﾡ恐いが, 飛を永役させる 手段を見さんとるﾡ力を 

ﾡみ*るにほ分ﾡし 3 の由に対し乙は *った0炎芝て際> ・

ーノム7ー

や^ ; )取二れた社会に対丁るで歌にがウマに, とぼ 

し デホ材 全の缶飛と しこぶ士し「ヤ石の社会 c 不杯全*のざ 示は 

H さのえ亡であると号えうる)に永を佳 2テたるべミ®ボがある

< の製工ﾡにﾡいそは, 工8#相君甘ほのﾡ48 支 "にﾡ

・のよ本にえ所ぬほ心をこ っこいる- 数ﾡ今の為刊に費仕E愛 

Lこみリ, りほ教の費設してきた社会を得ﾡに2っこいる, そしz

ノ 対と 乙 ﾡ仕 こい乙いる。彼にし 2みれば干 マン ～炎に工

ﾡこ, 城ば長平仮の君翌にえ像が提供Tることの出ホ 

ハ, そしZ社公の*米めみ分社公それ自体か消た五るごめらっと 

» い&itっz行中を考入る三 とは不やﾡは三とでみる・ 似の材 

木町相 こべり している六 熟有塁日級的ほ代木に対して仕念の 

反nを党いする・ そし2この岡情よI一々反交的は成に安え

【 」 は, 生金保説の司能性 を右丸ごせる M 加椚有理由であセ
内のﾡ的な現場のﾡ ( cu aンccac t fa -w.c<Q

◇x)がﾡにとって 堂宅である- 何政ならば*れ a教税のそ当 

i 火高ﾡ並びにナ左、 ヨﾡを資じてのﾡ考の堂々性炎びにめる 
fほさ ご吹座w人の世に点号し て いるから である-

不 ・酒に とって不名Gとのかっﾡ秒8 ○のへのﾡ方の状忍 (tu

と axQ.eo2)の差化は永氏的春林左集 を磁立 ざせ てへ -*5 

たの公及のﾡ米かち生じてミた- •

i 年係ﾡのマ件の同心をる突的守方向に力しZ! .純间 ・ ・

乙 状受は2女のﾡしいず念の不えﾡm2ある・

似 .ノ 孫株の 清ち挙う=せんといz いる経考にヒつ こ, aっ

2 ペに 税 P竹し ・ ﾡ方にﾡし zみ不 E飛め ・ イム" wt, そヒ 

似のd老のx営を谷%に勉かす二とは最 可Tさほい.

内六はを々不だし乙ヨそいる. そとこ工場におけるくツる正 た 

: d ・ さた分6る役の土ﾡ竹有つにﾡ軍べ系に心電R株林松4 

く &みレt〜C ) ほ窓2のあ るﾡﾡ 恐足払されるこに sGい

-報の刊ﾡが水少し , そ cz他の分にけマみ☆かろ ワw会
m し こ テ< に一つ z の窓が かﾡ対的にﾡな し z っ .
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ぶ杯ﾡ年の優理C天ﾡする孫にはっ 山のるいへきほ。 ニスラ 

の財星の 恐8の受受し 主びに段xがい"でれ乙 モほかっr 2 しz全 

< r心E そっ zいほかつた着しい全決をめるるﾡ任 e記Lf ・

ヌ山のメいた人星は ・ ③子及孫に河し 乙生方の永久的はﾡX 

こﾡ立ォべ e 魚得のめ受を科吸し「・

このm為とも*未に対しZﾡを得るﾡﾡを縦ﾡする可ﾡ口方 
とし乙の休米にとりかかう亡た・ ﾡての人によっ乙るほはいが, 府、 

ホy4に丁 る生星保袋のそ斉的ら可ﾡ性は一人ﾡ式にMﾡされて 

・るメ杯地はﾡ甲工項 <のﾡ耐にﾡ、このみﾡにﾡ理しも9同 

乙u クなた方はお干の人によりセか2 tる・
W2工 式のに分政で1マ いる話税円 ・ c.toよuc eza2i- 

Pond ) にﾡ忍の貫不を下 し2しるえ未ほmアの永な的係約 ヒイ 

証するろ云とし 乙の杯老てﾡし認わのとの こあっ ・ 

パルプ並〜"にな会社ほ繁にﾡけるNや石 乙フ ・ 何「なならぼ) 

パ L /のﾡ裕用ほﾡﾡ不のより 一®長いﾡ代明同よ りとよ) 

消mIには うしめたのみらちず. バルプエにみ下し r ・大は試 
区いdぼ町向と , 二の経ジを可G うと めるのﾡ的と こん秘とし 

= ・

パルフ・エ®は科の最代ゆ供均を確保 る場の企ーの※経ざる 

ほなか つ た ・

え山のﾡほﾡ奪のア不杯 ・ cuc cwt んcceands)に孫経 

営を孫用してきた・ ﾡ系会社のにサく こふるな会社は杯熟 

・老〜zこそいる・ フォード自ﾡ軍会社(プ2F〜〜、入t一Cイー 
an) は木が自ﾡに s り 一登広範にわってﾡ甲三岡 

生盛保無 化身的としミ 森林経莒を 確 立しE・ 界物政方石供能会社 

( アe 「tGroceu Sw- Ccmt2-) は ・ﾡ板(イッ 

oAc/&d ) になするリフォル=ィ ア 果物 秘石 ﾡ会 ( e cム/w- 
ウ Fヘエ Gruwes'A2cc:axot) の一部分の/む密に 施 
ずるるに性ごび設立された。

ミンィシィ ビン く ケなとッ )のマ ニ ト ﾡ云会社 くc

* -4アー

tacr coe&n ) びカiフォルニマーの ゲ マそンドマ 

ソ + 公社 ( xな D mon taズdと csnytay) ) は糸が2し2 

レ 乙杯京を経営しZいる沢山 の他 の話はﾡの中の一つでみる。

-し乙杯不る当のシつ一のW5Hﾡは氏同のか、つてる 改み 

「力 ・= 5 工場はホオのﾡ内供始にな科し ざしZス との際ﾡ計の 

主星はし ゞ虫電召呼いWmﾡである ) こﾡ有し乙いるm糸にす 

る対の ネ総的供:こ伏証に～て可る彼ボのクラに兄出し得る .

二の孫5を業はW等の 別 -む営 二 永蒙性ぞイ供する鳥に皈  呼のョ 

休ごに同武さするこ とがマきる・ 彼でがﾡ こしなく てはなうﾡか 
2 ミこいっ番実はﾡ系*れ白係こし乙の生ﾡほ*の登ﾡ的可ﾡ 

Eに対丁る味三刊微し, .

糸バエﾡ ぶ大ミぶ長を及わし乙いるが, しかし名材工角工差 5 

こ久的は改災工場( 乙 /tomtcuirこ Cemwvadox /" ス)とし 

<・設さtて なかつ店 ・ ※研工場区一ﾡ盛の材不セﾡﾡるゅ 

に ----  *3のそとに対し乙も計でれとし乙ﾡゃ的 . i なみ
： • 3 ニ 女枭 2 5 ソ X } e 4っ行 こ乙いる状的をﾡいべモー 

的工とと乙  世条 ごれ ここに；

公社の 浜宝に ( とペレペル4 4ec)にざればﾡ材「工場は, mホの 

約が繰つ 時にく何Gがさがっるいる ・ しべしほがうエメそれ 
自は番通歌上の#%に甲しzし る

一ﾡ 二 次 に ホオ 読メイ(&42a2 ・ )の 似用を虫させ そ

し乙 会社 有の工効 っ cPu" - い..L " -owxt J o
ﾡ向の私六に対る欲ぼ, 山の経受者呈のﾡこ生た候

-ロけん こ する塁面ごらる .
*

休業経営の最大のﾡ代ざあリ, 個人みﾡかが全くなし2いる7 

載は 生 差保 能経営か っ 件+ラ tるとァ九うれる利刑乙ある .

休 ベ 石オ であ3 は、町A刊な府 とのであるといっWの n u x 

余手一ﾡゐでいっはい。 B万の万的大同どぼ北た縦ぼにx 

た=北ﾡ場合のサに ﾡぞらる ・ テはわち どうも全認の 不株ほさ 

二み乙ほまっ母しッ らば呼 うﾡ会の試ﾡ同ﾡ々の 2 tゼ ,. p な*
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たにる応さ 承けっ呼いそつ乙ある、

ャの一ﾡ的なが論の ラ ラ で行っ ニ と び示ほい 乙いっニ ほ叫 

取ごあうゲ, とかしながう 2 T ざt の々の炎当に々の程るや 

通e迫用7る二 とさ認協する二こに', 林業村ﾡに負中8協糸件 

白花税 するこ とほ可ﾡである ・
生産保錠炎芝つ日のﾡ条は 土の生ﾡひ みある。ﾡ算は云林に 

立つ2いる材不が うのみ入がﾡ現化 ミ(るのに対し 乙 ・ 手を保紙 
さ、 生長に 号L “建耳代 保 堂 に座谀モ 2t い N tる2こ乙 合年に 依 

役 され入生のた計はﾡﾡされこ いる 品八並ゴに休地の生産 
力に依ﾡし乙いる。添杯は可能な生長に従っるべ孫されは <2ほほ 

っはい。 みほ ろ, 成歌林分に茶い 乙 x生長ご項ﾡがナのボﾡ 

にありそしZ共 火に は用加 はほい,

生長, ○し火ﾡﾡ,科ﾡ存,ﾡ科ﾡ安いは信は株てM 
す るﾡに弓= tうィの認方るに 対し乙 た分 率用か行4オ>北口 み ろ 

H 百•代 気い 同 向代のやれに さつ乙 eﾡd さ1るであろっ ・

伝林さ4ぎﾡの ﾡ e天 三ほﾡのﾡ分 , の何はるイ保万をがﾡ任 
の4入に孫林ﾡのﾡ両考に対し マ部と石乳であるか そめる 

こと召ラる、

のそ浜 こ tj亡t全の完全悟場ﾡみ全な性長は生ﾡ保"に □ ン 

乙ﾡっと と負刊は認系件である .

ﾡの 財産近 港寛 し てミに登云の林附有有2は長甲並立がにﾡ 
生書の ﾡのa方ﾡに く 評価る傾向 をこつマさに。

多 ム の○本林有程ﾡは火究かうﾡされる=ﾡ地のやく べョ 

生全がをﾡして絡し乙さた ・ そと2登平の生長空によって特切 

つけうれた足方におい zは, 多くの経ごは,全く予期し はかっ似 

生科ﾡの保給の5呉 ととz *縦的をごに戻化 し乙いっ2いる・

後生樹の 更 は 二の材かベ扱さ れめる知 ることがﾡる,

ﾡﾡ高にﾡけつﾡせが林材のべ系にﾡ ってさそいう ﾡﾡにが 
・)てばﾡﾡはず待でれたるのより高かつ。Rtﾡ荒ティ グマw材 

くーイt 4た0っC2eoメ - 24a&& 工&し ) かう2%らc8

に2入の o./ 番武六研を件るいたみる*にがい 2生ﾡ 

かうほ2○% のらとら並ろに3○%のo./ 吾通不ﾡる得た こ製告 

•2 九たメI

スバ ( 4c&cccwve. c ) にﾡし生た保役計みに がい乙は大そ a 

ﾡべのみが系さスる が, しかし二れう の研木ほﾡﾡ し2いない, 

大いに然ﾡの価乏低める ごこっのﾡﾡほあっわれ2 いほいか, 

しかと 二tうの高木は非に価のある生長にみ乙はまる程充分に 
六ざい ・

ﾡﾡ的林業がﾡ営=れ2いる叶では。商べでにﾡ打は非ﾡに価

のある立 不&生定 するミこ がで き る

ﾡ生ﾡのﾡはﾡ乙のﾡ方並びにみうるﾡﾡに対し 乙一神にるく 

さい・ すなわち送れは永久的1営の確立の日袋と し てそれ*れﾡ々 

のﾡ営に向し て方ﾡでほく Zぼほろない. 材木 の 曲植高 を 生盛 

T る土のﾡ之は生産保条のﾡ本的な全 てあるけれ ざt, 経ごこ 
i 久的な技番に改安で せるﾡ在の可ﾡﾡに*ゼ-で及ほしそいる長 

辛<は かにな多の そ回があ る ・

ニの 株な波 灰 に対し 乙型まし い色矢件店 , エーカ-当 ・な木株分 

の現在置, 休分にがけるﾡ色の型究は混為 蘇麻に於けら材木寸 

表 のﾡ田及べ各 寸去 のに率並がに現任 のホの ﾡに従つるほちほ 
みる、

現在の材不称分の昭ﾡ件がに生会は生全係縦林業における中 
に彩もする-の糸件るほい。 •

経ご為ほヌ彼のワォ不の示の低, 火表.,受, 並びにﾡ虫から 

のﾡの受の起全性, 祭の受取っれるご恐われる入に声ﾡしその 

ﾡ星木の長用モ方ﾡしはく z はほらな ・)・ 令生長ﾡが習登訓ﾡ 

回うであるけどe, ﾡ外的にのてテし い生長申てすら . 火炎み項 

者び 金 曜 とめ り, 長材契いは用材のﾡ用が去外に大モく, そし 

z ヌ生ﾡとた材不の価«がハ = ・,ﾡな経ごに対し z ほﾡﾡと生み出 

ず二ごほ示ほい。 .

年の人 と回孫に資売上にﾡるﾡに生産便ﾡ 三おする公振里

ホ' Sotta /ru& Fczとウは ot。 九 25

P A<ocanu, z OA&cad, /?36
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点合子に丁る ことほ相し 乙いは< こほほうない・

内ホﾡ ( ② pct t なかuイ&と) の考宜にずいそほ列る - の 

四向に旦る可能な破りの大=はﾡのデか 目的である ・ ♦ し こ 

孫が3 =た核にﾡ0た材と土ﾡは、二の価電の決定にほ方 

感されはレ ・ 永完的経宅は何に こ 当ﾡ系の中で孫取 了るかとい > 

こてCﾡに何にこﾡ林の中に穴8さ せうかこいってとを々ﾡしほ 

く乙ほはらなレ・ そしZ 附有 地 、 プ& /w/u&2す ) は平イ にり 先、 

8 =北た材不の最るの 資本化=た畑イこ*をボす る為に客理さ tは 

<zほはららい- 星係ﾡは飛高のの代ﾡ不にﾡけ ○Tと 

同じ孫はﾡ程に従う るあろっ・ しかじほが う港算日值種価的 R 他に 

たもつ 糸 26は木 を系るでは生星保祝にる釈ほし し次 

のな子ﾡに生長に “ ・) 的 g = 3ペミﾡがﾡホ ・ 丁 そ長用 

こ尽えるほうぱ. ﾡﾡ的な値の事木を存さ dるか乙とれい・

名のい石不 (Peds ト ハagoCxe c2c)ほ経済的代保 

のmに呪 り ぼかれろ でm ろ う ・ しかし生年保やのと と さば ・刀と 

4る以金丁るには余手りにさﾡざる町不ほ, 乙し そのﾡ木が生母 

こ休上し安いほその除去 が , ﾡ界以下の高ホ を孫去るﾡ甲を正当 

とするにた分に本林の生長2H*る なうば孫去でれるであろっ ・ 

いt合でﾡいは全く 生長 し い林不は杯林の生4高た刊る 

ﾡに孫去=れほく 乙はでう丹い z とマごの林六はのﾡ対向町 

政的ﾡﾡの糸理の中さ ( cntた2 addc。 C こ乙 九e0a工uc がビt c -
〜ス子 )孫去さ るであっウ ・

高いﾡけあう材木 ( ん - 2w?u- ロェん.と ) 店 ・ そのﾡ任の 

ﾡﾡにﾡららず, 芝の林木がﾡ政的に成さる芝保符=るであ 

ろン.

ある経ごが永統的ﾡ望に立 ﾡしZ設立=れ乙しる時にほ, ムの 

愛化したﾡ天件は, い与んの貴用にﾡﾡする〜ころのﾡ攻的いﾡ 

仑可■随にする.

ﾡ約のあるﾡ束は放が生ﾡ係ﾡのつとてﾡこ下げる= との出 

天る登い引合にィ Lている. あ る一町の経芝が林六P有セ 乙っこ

・ ーノ73一

紙頃こ立=さ し 乙工場試ﾡが2o 4の軽ごm岡にせ合= れて ・ 

るほうば, シ本のﾡ用はとの胡向の中に帳消に =れほくてはならら 

•・ 线営〇牧衆 によ っこら, 弘使ほ 價本 が う中現でる何るかがち 

るかとれ8い・ しかしらがう ざのがはお通取る に足うない ○の 

aおる・ ﾡ込床氏いほ工のﾡと伐セTる貴用 aﾡざ明向 のち 

に公にクハー-れほく 乙ほなっない。そ 乙ﾡん ごmホ , ﾡぬ , 

1 地内いほの子物か うやめ- る 二とは ほレ ・

0絶区に対と 乙はﾡ山のポﾡに河する 型の永ﾡﾡ剤ﾡぼ公 

y っざあろ っ ・

J =地ん=北た工秀格堂ﾡ○、上氏くでれそさみろっ 

〒は及 こﾡ優のﾡらしはいか ○と Kない. ・袋し た円全に 

: ra=北た区本に対するW夜的広ﾡ却のﾡ合は,代系府所 

.,' とにK立三れたへ為的生命(d2ax4.cce と)にガして* 
り e 出不の78遅的生命に * り)座をに 一数す るて汚 ろっ・ そして" 

の y書用はﾡ応的に武丁るるみろ っ ・

24 ぼの神た性はス冬芝項く euox cct )Exッさ dるこころ 

ワ 仲戸 前平経さ ( ② &actoc uox乙t)がそれこ役用Bる 

二こ出ﾡると政短期店に対し z は実用的で応い, ﾡ久性のある 

・。 しa①ほ科柄と刊用Tることe可ﾡはうとめる。 ス町政的ピ型 

7仕1セフ (が& ノ2&2t2 卜乙 txovt_a2 cdwonnenc ) 
究約の=の不ﾡぼ木にぬﾡは故らに対してﾡ六M 当長 

ﾡのっちに見出=る・ 常*にし とづ, 会計沆*興务区妁卫 

,、星 のヲ用 のに 当 座代称 ( d cwox c )によ(ﾡ= 

#木の六皮合の貴用を方にﾡ入し2=た.

保ﾡ ( <44cancd o&x )のしとで ば輸試仲は永 im 

p そ L z 単姫的侵用る 二 とがざさる。 それ改にﾡ出放働は当座 

営用 ( ムン?3n c&と)とaっ - も家ろ質不費こあらわし2 ,

玉4保"のしとるﾡ代三れる才3のW改的断始ぼキ 子申の ボ » 

ッ戦-子。 ここある. 汚置ざにしこ=のﾡは長ﾡべお
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<tシニ ごが経験=れるヨﾡギメ弾的管令の認い歩合頃(的星熟

( ② /uiuanewc どdu ) に r 1)安 わ ければほラほ い ご 

あろっといっ二こ こずるべモ理由はい・ 未水メ飛的な※本P こ 

つ乙該立=1(たﾡﾡ並がに他のﾡ業によ () -ﾡ天=応永ﾡ性とた 
庄がﾡ立 れるに従つ乙仮将の中の 5払ほﾡ少させ つニこが 可T 

マあつた。 ・
不材栄ほつLを完反しほかつた ・何丁すらろば不イﾡﾡ型ﾡし て 

さおかっのみなラず, ヌ個ノ の他用人 とし乙 の個々 の不ﾡ業 単位 

( ジuacxva2 &t4eグta uws ) 永住とをﾡにげてい 

た ・
ﾡほの僕全ほ政ﾡのによい件のW有く/»イよ) てとって 

よ いﾡ理による永ﾡ的送に x りベ=北実店ほ飛不駅い巻 

翌石改要に対しる有 =マい る示ﾡ全の材不 よリそ, ーイ a 
・系ﾡ・に ヒ つ 乙ばﾡが べみっ > ・

・ﾡ的で経ﾡはないﾡ合の危金の得定たをる 三 こが出未 る さわ 
ろっ - そして孫力 は町政く 登に tっそし つﾡ今社は低いﾡ合 •<• 

(i乙円反の金敗をTることがで=5でみうっ・

立をはの賃下た込じ乙ほいﾡ用で示林ﾡ甲賃し を祝へ引スに 
猥㈱ごれ た ・ ニの代な立去のい史ぼ生亀保ﾡ経老に対立るテ食用 

の戒のWな 的可ﾡ住Eゲ丁 るさあろつ.

«的本林経ぢに対する税金の 成かう将う北るべ =みる*ね日 

公共の林にﾡ序にゆ合 る ・

森ﾡ業( d。 feueac cu&.eウ) ある他の全炎と呼ﾡに税会 

を 支名っ ニ< を暴ボ=( こいるであろっとい ニーは見まく こ 

ほ呼うでいが, とかしある存茶経宅 さ☆登し こ=た顔税に* ナ ・ 
不公千に砕去さるか 乙 しれ8い ・

岐入に応じ乙 支い は益期さ れるといつ微税石にﾡける突に同 

確立さ10生星保袋位に利ﾡをﾡ供するとしり力法とハうり とマ 
ろ生を係ﾡ平位のねに対丁る 障磚き 除をする方法ごある,林の 

聖 年 保 く anua2 A4eムム70れ工4 ) の 不利 ﾡはﾡとし 乙 活

ーノ7一

# 杯がﾡ業的に間優をとつ 令にﾡセうれ るﾡ向 ・ 並でに 六砕業か 

うのゆ入ぐ神用ﾡれほい ・ なわち生産係ﾡﾡ盤に立商丁る経せを

破 立せんヒしN3る過程の期 向の 向に行はわtる ・

-ﾡルﾡが生長と代孫の=れた永編的磁望の上に確立さ itt 
"東のお方は室宅ででい - 税金はそれかう曜科の言担るの-さ 

ろべ< 現ﾡ上二れないかヨﾡ貴甲とし ての入に対し z ﾡ求さt 

マ. .
し し従ﾡだ ( 加 ○cL wo.2occmt Cax)が生 星単位ここての 土地の 

価個に量不つ置= そとて生長し 乙いる女ﾡぬに っそ(はい8ラ 
さして方し 株ﾡが他 の 財産 と同じﾡ合さ 価 =れマ1るはら「三 

のﾡは桜金は丞立した生え保ﾡ位 こ な塁す る このでざい。か < の 

m =ﾡ保姫当に対する表は税金の支払い eする 上に便民さ 

るかもL rい場与 入Sしっ乙いることてある.

との上にみ政的神おは, *的さて宅により, ﾡ会的1イ並に称 

杯が石を生ﾡ夕%の 翌与生4あに対し 乙飛サの &翌性ま a査ッさ e 
3といウニ こにテり得う1れ3,

し同うく 工あ能ちに退ﾡであろが, ・9 と動ﾡに同数林工場政 

他 の改な工場く cwvu.zzucoc r2aw2a. )同ほ 頑則 正しい 々 の生室 

にﾡ合さ1るでみろう ・ 経ぎ担向e石さ(に材不の電の引合ぼ型 
昇生艦のﾡに対しこ高く。 しばとう○対 /こポえてさた・ 生雇 

係で下にがける通与べ系に太 る材六ﾡ:合の型並がにﾡ価の比甲は 

小旅弱伐期のほ工によりミ •まざまざ 行るが,しかし番比年 ( du 
voとuot2. cな2 )のウラ にる手のがあり そして ヌ細低比宰(てi

&cuox2)のうラに明際おゝがあるであろっ ・

けくとこそ *れ の野生 産2 にこり玉最=れるべ=入言(プな 

ouod/uecそ cそ)は武サさるであろウ。生春供後鰹注に対して 
ﾡっと乙ﾡﾡのある財政的司塗は垣為財ﾡいバ材不ﾡﾡ堂含 (

uhe2- ccoe 4cu ) のﾡ除ごある,
有ﾡのここにおいこは立木に救ツ=れた金は選場町 ワ状受にで 

乙 函本立ﾡの自氏にし 乙木は保さ れるこのと してら 互こ
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る。22 ﾡの有質を全区=れて計島=れ 経そ宅は辺貫ほしに谷 
に森ﾡ受本の2o 分の / がﾡ却さ(る ・そし乙 消ﾡさﾡ本のﾡ 

甲守3年吹入( 亡2cuのこ スv?uイa0t cクmt②) に対し乙請求 

<tおげほらほい. .

生ﾡ係のこ とに茶、I zはこの孫は週ﾡぼはい, 2o 毎のﾡ用 

こ◇つ経ごは品零土の 2○分の /の 等登かう高不 を代ﾡするが

孫さ(る 2 10 ごれの 工地に対し マ 他に / ? の土セに 生長があっ 

z, として共义に氐純砥名(/以 .以M )。 ない. 系林貿本はﾡサさ 

Lおいそ し て 式本をカバ - する場には=1る協甲のめ番ぼさい 

るしﾡゼが材不に下し た救ﾡのﾡ干を消にる 二 と 三秋 しな b 

tば ・ 六保存 基金 のぬﾡはほい,

材木 によ り保証で(た負役がﾡヌにづした と 三には, の項 
ほ償夏さるな* Lでい・ 何政ほらその松当やはその負ﾡがﾡ 

わ受約=たと ご百じ程の六ミ でさあるか うである. ﾡ本の週A 

のﾡ除により影老さたﾡ約は ・ 王電保かっ短采る別の師的が 

ﾡtそのご仮定く こ ,ﾡ年のことに故茶さ水る ( txccvuocC ) え 
・ は却さる林地の 窓ﾡ並びに保ﾡ貴 , ししあるっド釈代的 

保の7的認書甲並にﾡ理及び製ﾡのﾡ復しﾡ食用をカバーオ 

ろにﾡ分はた大 S< ふうz はなうはい ・

土なの生産力をﾡわ可岡地は会計士の方送(Zん2 opcowntat8
eCん) ごある酒ﾡ投用 ( 族 dau乙et c2ca2)のﾡ除は,他 

のﾡ糸が有ﾡな乙のてみる場合生ﾡ係続林求こ受っと 乙勉力的お 

ラしめると二 ろの衣ﾡである。
生ﾡ保ﾡに対るﾡ林生長が程供さるか ししれおいる千の方去 

がある, 裸ﾡは番ﾡこ れるか吸いほﾡ不をﾡ彼でれるかし しでい 

現左の存林ほ材水の新し い林分を確保つ爲にの ニ C2ﾡく品ﾡを 

mい 乙はﾡ代に 基づい ている- 吾は下ﾡが行はれる ま 3ﾡ林分 

は保さ ずにﾡこ= るかﾡし ほそのﾡ分は的に代保 = iれる 

かと乙 带げにえい 0群状 に 実行ご れ る.、
話築件が「ﾡさあると ころの林※にﾡて望 cいこ ぼ て

一/77-

さここるス杯業の乏勤こ嵌つ とも利ﾡし 乙る去く 42/2c-

乙e Cじn ) である・
ぴと っ三求ほ、 工地てﾡにﾡにるﾡの大体ある保万太 

こ示すといっ程ﾡのルー ズ=でﾡ用でれて 三に・
ﾡawの みこの 二 今氏い rほﾡﾡに対 し 乙報小の政径ま手での 

孫ほしばしば送釈 (4&と乙2) こ云われる・ しかしな がう生星保 

縦経送の其ﾡこし乙状ほ二上のこのそ意味する ・
択 区 当 産代 ( ② cuon cuc ) にが ・ ) 乙ﾡせ うるべ .桝 

木の 注意深い 印ナワ W 意、麻する ・ そしこニの印づけ2有的牧拉並

に承林跡ﾡの翌林的は改巻の田ﾡに基ﾡをﾡ)乙いる・ 改的に 

成ﾡし たﾡ木を代ﾡる合のﾡﾡと C 乙確立されマいる互怪の限 

界べ区定的はこのマ点 しl・ ﾡ政は ラ緊政的成系 く か2rcピ

てヴ)さ為しﾡ存されほうた分に簡けられほいごあっウ

とﾡォれるある十ものﾡ木に列翌で れこ の乙ある ・
のオれたﾡ ( ◇v2@◇), ﾡ曲 ( cock,板張 () ( wどい&<) ・ 

勿第怖桂英■い は召分 ・ cootdc ◇イan) の登M荷木 の 除去
み行杯分を改場可る爲にﾡ品-れたなの-ﾡである・ .

品繁テワダマ ウ林分 ( &oんw - 2ct- 2et2oe&+ ) 
= けるﾡ業的に利用し 尺るﾡ六の代系に対して ・ 休2を影己の状

ﾡにこどめ そし乙同 時に 当産経宅 ・e cwcクnて a/uuct:P1% ) 

が ら利益をﾡ衛るるの,ﾡ洋 さ 1(た収序は()ﾡﾡ虫宅六ユ込 ど く

ごポ乙い 弓ホ, ひどく ﾡ針しZ いる不、ﾡは寒いメ得忍をも 
乙いる木 (3い)個伯の生長のみを生ﾡる欲ﾡほﾡのﾡ木

wa)は いﾡ木の生長空ﾡル= tるﾡ式返=せ乙いる理区のﾡ木 5 

才材六とし 乙ﾡ定でた場2 こっこいる為零号ﾡﾡ (と)也のﾡ政上

熟したﾡいら過ﾡしたﾡ木並がに (7)Lしそ北か森林附有有のM 

政的ぬ登性こﾡ足つせるに化老であるほ ら財政的成致に才づヨつ 

、ある合不のパさある. *I
新し い材木ガ去のﾡ長は , 多く の林地に茶いこ状を研ﾡなし

* I - #8-&c Mイanzaeincn乙 e 好ルセ泌ム/ and e&6a4保y

Pu f～S.datxtoz422c, Socdた 下 22c2乙 EcP.Sネ,0ccu
Paruグo, Ma- o &and c/?37, P2ヨ
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ので上に空宅ごあつ・

訳ﾡ云ﾡしa牛亡喫ﾡ出しにﾡ用する孫にはって三た時突行

る二とがるヨた. と 乙ごれほ常にﾡ初にがい乙はﾡゐと受用す 

るニ とに'可常さあつ, しかしほがうﾡﾡ林分にﾡける米材に 

実召出しする上にﾡ羽ほハ小ﾡ究桜岡こ促同する = I 町r釈にほ通応 

二 北なか フた- トラックター ・ モーター トラャク ・ モークー芝I 

フた系才根込ﾡ ( nteなet: 2 とcocd)立びに他6 うしゃ 
の感的反並のﾡ介は , 衣付が実行さ (るかひしれはいとこ っのセ 

広を広め 乙三た-
mm つ松地に茶い 乙は/724年にイ ラ・クター の°介は ・ 鞋治竹 

ﾡT六寸をの研ﾡと相って迫径べﾡﾡ界のﾡ立にﾡ燥 し 作 -

本ﾡの状どるほはいとし乙と, シュゲーパイン( 4gac * 2 ) 

並びにポンディ □ 一"ァーパイ ン ( /uontddaucda/th )にﾡける互色 

双午くイ2mun% &ウuス)にするﾡはﾡ的はケースルがの

保くc244 /ン3ル とc89み)の理向こ突シをそしる生ﾡ保ﾡ

Wの突現に立づ、こ行つ-
4めの未長立びにユめﾡ設にけるほ ラ c ﾡの役用はス山の経 

ごにがそ軽段のﾡにある承材の理に対し 乙依巧の上にモー タ - 

トラック の 憲他性 Ew 立とた.

似零の 竹有 ﾡﾡに ・)とた多く の森林町相ﾡ型,時々 同 ■ 

ね•.城晒に対 し N 彼野力 像 支区復相し こい3づれど合, 生産保条に対 

し乙ﾡ当基示に ﾡっ乙 トラv ワ道路を利同す る及にはった・安出 

し に し乙トラク クー 白伊用し乙いるオレゴ ン( O2ae) のお 

経ご為同, 彼の認太の代保にと てﾡ逃7称( %&&な) 

こエ天とZいる。之れるﾡ8をﾡ=むし" そし乙ﾡなっし税でほ 

ラしZtる・

二 九日 花火探, 泊火他にする株林のﾡ認並のに格天の N ラ ッ 

ク茶に対する ﾡ部場こﾡ丁マ ・ Tに同し z 相 干 ワ不利 殳 と
敵とある釈はW改的迫が森林町ﾡのﾡ算を孫(ている と 

ニ ろのﾡ矢件の 乙となは行寸る= とが出ボはし .

・ ー/7ター
ぴら非対成はのﾡな区い大ミ ♦反第 した一奇除分 に対し そ 戸 

西日日中益こ得さ登ﾡする ニ とほ景ない、

みる地の地ﾡ代木に トラククーの侵ﾡになしほごし 

コ スツり立=れﾡ軽及の保2非経ﾡ的はしのに 著る ・

代は , 大 さ は高ホ 二百樣 に小 ごい 梅木 ©ﾡ問することの出示る 

嫣材,系%材( dtcedocot ーマく) 阪・同侵ほどの生をﾡに対 

丁る保にﾡ こぶ常ﾡ口会しはい、

ﾡはヨ々代保ニハれマ役ﾡコる・ そし乙火災のにﾡほ, * 

J-登大ミは湿根をカパーとてい るﾡたの7 り程(この〇 り 貧式 
有昇/系に X ﾡ大ﾡでほほいか )に120さスtてい1る,

ス六ﾡ遅安いほﾡ具代木天 ( 2csstnta fopmur) e2 cucこ 

w33v2d ) そし乙マー? された合木のみで4 さ e るﾡに= a る 

因ﾡﾡ同だ干の (有合金に 経歌される ミ「・ 深ぼ在の入 
こポ六一は ・ さ とこざ亡テ条=せるゃに - のﾡ孫必冬 に迫 

才る三とのごさる万ﾡ深マに日い、 スの計島が, 祝付作※の予甲 

z ミる以ﾡに2図人財の上にほ=スtG< ZFﾡっマい- a . z 

な配分, 生号並びに町改の諾条べが"に区ま しいゃのご予るﾡに 

二 の作炎に稲がﾡいにﾡ受ﾡよ "シヌ山の神Iヌここつのてある . 

名 と ことぼしば二の業にﾡﾡよ ) eﾡてある。ﾡほ本み星 

の宮理ﾡの師ﾡ並のに現在の 依入亡ポの=せる目的 こよ,)ﾡわにy 
k的に 熱した町六のべ系を年ﾡする .

祝なは砕存休分の なる近井 に号果 :)伐*に汗し こハよい材ホの

E*備る ・

ペは翌べかろ生ずるﾡ大ほﾡﾡの項者に上Gこ>ち,そ こ 

ネ に茶ける 勢 2は生 民をとマする ・ ス代ド話代ェ? に氏にﾡ 

/ っ 受者か ラ付ろれるﾡ習 *乱いﾡ"明をはﾡする . 衣べら , 

何々, C し 乃旬Q找碾が 延 度 で あり,ヌ広はﾡ青バポ、2 とな. 

& ・ywowmuorC cズ )がな-れるほうぼ, 牧入ほ星解* 

経ビの最わのの向内ﾡさせうれるかし とほt<C 乙こ呑株の 
入て得っ 心等住之阵 かtる.
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«りエ- ーる58度Q伐系にsrすて入金约おめ、*の碓立*a号にU 

引&市に対し こﾡ々○ﾡ不の代ネ 可7にTる ・

・rほ火央保張立みに契ほに平動する ・セとて その上に登2る可 

木が正に賃のほ下ここたつ1(る前に ・ Rm=北た り ・ほ火学 

並でにこ虫によ り祐次 これ乙さ買 し得るﾡ六 の抜有を可たら ら 

しめる=・

にるﾡ木の印竹に全 < ﾡホの寸去に立向るのる は 

4 し て,直径履科(/ルmん &かu乙。)ム最の代系にぞける町 

攻ぬにﾡ察した有不の ※祝 み3字みでうる・ そと2存休の改る 

に従り板をに纪NHT木の寸カ同:e疾におサる義っ豆电&考k 

乙ある・

天材の お, 代不 ﾡ , 税貴 ( "ル&na c2とそ > ・ シ空こ LG 不 

カ つ価ﾡに不守分の生長を込い乙, かうのるに影者色 

みぼ ・

多くので -才I油の影ぜぼ算代保に対し てのﾡ合と生星保ﾡ経 

営に対す る合ごﾡじ 乙ゅ s ・ オハ" め )とかし なが ラ 不の 

浜杯生ぜに対T っ 同係は, Rﾡ的経幣に対してのみ区心がみる、

代木ﾡ間ほ々の寸芝のﾡ不の糸に ・ﾡ一のご物マ 軽* 

さル呼い、 . 、

クI. ( &たウtケ) , 受で出し ・ 高, ﾡ工安い トラ" 

ヂととクよ> ほある互ﾡﾡほ位でで たMc,会 のO天ﾡのさ 

に"=きで手である・

エ, エﾡ立にキマ ンプﾡ設の受の別の長甲はM ク" こ 

り に 村してエークー 当,代平量にりﾡする : しかとなつ らて迫 

( ev&&wxu,.t ル 高示不のをと天に受る場合を 株い 乙はﾡ不のす交 : 

ぶ )ルせ-北ほい ﾡァ にﾡ rる税金並に保ﾡ同系承材の M t 

当 ・) 一ﾡである ・

製材工光におし乙ほ合金賃, 式価却長, のに一の長用は1 

・):てか 1良みナ空ね ( 422乙t? a , L&とイtす- > <(ラ係ﾡ仕率

o貴的く4くとPハ&.L2&4)AHC、b、当(一定ぞみるが 系

-/ぶ/- 

林の丁去と浜に姿に丁る、

業所 ﾡ系林(く②んょイッィ-たクァーとイ2て)にかける 

不及砕受材長のﾡ在の研究の:飛同三 ほでほのさの高不かネ 用さ 

cるに従っての受用のﾡ真2示しZいる才25役にみわ=れる。

To少& -25一 E#ct。 4 Cute 乙 Diewズ DLemwmo 
っエク ・イt Co4C • w*w w*〜.* a.aiwa..iwwiwiwiwa....i.....iiii........i....... ww.......

し M に. B.M.dそよu&ut /oxuctx* /

D. と.に. フt.
二/2 coA シ C /Ax cズ

・ スル 、 -

2..xu ン

: シS3心
LCイエじヒ 
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クク? ・

, Cxしxt; Coxパ'ル◇-1 c二◇t
: d.

2Cニ と ・------ 42.2_0 空 0.2 2 が 2.。 o
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9クQ 0

/2 2.C •九 ----- ・..2 3 2.2 Z 2.2 生
• • ・

2.2 2
/ / 7tC ・/L-- - クノク 0.2 2 2./3 -003

/2 at ケ ------ 0.2 / 2. 3 _223 - o.。 6

3 と------ 23 - 2.2 2 25 / - 2.2 ク

" _C /L ---- 0.4 6 2.3 2 077 - o.c /
5 L----- 260 22 2 ん/?

" ’ " **** w* * 
十 2./ /

/ の〜〜 と -- - o2 2 2.42 /ろ o
,7 crcC ---- 2.8 5 0.43 ラ ラ

/8 乙 t -- -- クタ7 2.22 __ララコ
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土 フ 3
/? 4t と/e - - ク タ 28 a 32 2
20 anta c/L ---- /2 o i $2 \ 十2?o

二の 箱 ﾡドﾡ々 の合ﾡが王艦ﾡに及ほす救考を出っづに -乙 

"とばoラ= の他米日なての経こべ云とて い/い,

=のはにゲ乙 は, 不にﾡける永ﾡ的改ﾡのﾡの貴用み/の 

保にしこﾡ衣されてい, そと 乙ﾡ径ﾡ同示が上チるにﾡっ 

M*c きりのニス うの貴用は不才並のにエメ長用にﾡける陥ずを相 
w*・wwwwwwww 神神**....waa.... *..... 〜......www.w」・ wwwwwww

*『 <uとcue よ一46xtみ 二“ こ と工zシL Nl〜イwイw dtc 

た2 みこc乙 , 5 . Dt ・ Aッと, 7Txと .cc /o.(I3o)
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殺丁る上にたク3mし マ行ク ・

生元係ﾡつこ ごに茶いつ ・ 永ﾡ的改君の本貫用 く zk2 とauこ～2 
codz4 )は運役的ﾡ保によ子ﾡに令勢される。こしここの税ら 

永"的貴の列子貫甲士でに 攻価ﾡﾡp及の+が当&代ﾡにさし こ苗 

不さスるでろろっ,

乙 しめる貴が翌氏祝の上にﾡ布二れるでラば, さ径ﾡ界が上 

昇=れるに従 ZM さi,分長用みﾡのほﾡﾡに武るでうっ 

ゥ ・ p33合ト ラレ"かﾡ工に て三そえラ北Tにﾡt 乙木ﾡ生 

にエ メになすつ生を受にけるに年し くほいなとし水らい, 

る干の冬営考2は合径限界が上ﾡ三れるにﾡって木並に製材会 

か双し2行く コ こがえし乙いる・ 森林生長にﾡ雇る不林毛ﾡ 

量セ代杯る 二 ごこ強"= こいiるつそご石そ ・ Tイの c る, 

り *ハ小さ いﾡ生ﾡほM こ 当・) 子為の工貴ﾡd。 るミ<2足 

出立 かとしない・

不のに改長にが→る よI一 号るいﾡ径ﾡ不にﾡし ての代 
のウさか何であフ 乙こ,二うのﾡ受用ほさ寸のﾡ不か ラと,ュ 

= た不ヤの零ﾡの 肉係にがミし てみこの木林の低値に立向し 乙た 

ﾡ=スは< と乙占はうけい, = tこいっ不材の 長甲にﾡ ける夕 

印なポm ごテラ, こし 不材の値の増mが夕 堂のﾡ0三水た貴用 

よ・大U弓ら ぼ王 当化-スる。

ﾡ々の本のみ税ﾡﾡ木(4u4れベ/Cなc4 )から改こる= 

<のマ=る 木ﾡの研ぼ , * レ 缶丁らわ FA宅< ンニー. 

..〜火 ) "に融上そのか非るにるいパーセ-テーシと 

. とC 乙ほつ者込与認かハ-いパーセ -テー ブﾡをこつ こ1 
る○のほﾡ大 8ﾡ木か っィラ tるとレっ二 とo示してハる・

オ2 ○忍に示さ cこL 5or一なバﾡ央ほ, 価の戦田かうるﾡﾡが 

他の書袖に対し そりいこし 乙名るのﾡﾡをべみしそいる-

4滑軍代釈にテ社があろ木並のに改ﾡの 貴に 内ﾡし乙大:B 
ﾡ木か う製二c S不材 にﾡけっﾡが, ﾡい互代系限 

の立から っるここぴ乙さる, スﾡ杯のちい 生長2ﾡる こ C

ーノ83一
Tっぬ28.- G&&4 とと夕.t ar Av Vc-2〜& サ4 Diolt Ciu 

t Saと Mイaru Tauue'
ノ シとooitZac f 0 PaッJu

PP・化・小 

と・ FAe 52.cえ
Mo. / 

レレシ！“ル

7o 2 

cクmtto
/。 3 
como

w. Mtt. 

b.t

? ***拳 a.2 / 2.3 7 3.? 222.57
ッ 〜〜 ** /.2 4 , 3.5 シ 、 2344

・/ o.4 ・ク /.? 7 25 24.83
2 9.? 2./ ・ 2.3 / 5 e ?. 26.o5
/ / .4 2z / 3.7 / 5e 66.3 27.37

ル 2、 3.2 / 5、/ / ○o 28./u
* ・ 3.2 34 , e.* / ◇.2 c 0.0 3o.08
/6 .. 、2 / './ /o./ ク9 3/4

7 .o 4. 7 /a.8 ' ○./ s s 32./
'8 s8 5.2 2o.3 ・ 59 5 2.8 う4.・7

/9 ◇.6 s.6 2.8 /58 s ○.2 35.37
2o ?. b.o 2 3./ / 5、7 " 7、7 36.44
2/ 8.3 e.6 2 3 / 55 4 5.3 30.93
22 ?./ クノ 2 55 / 53 ・ う.2 39./4
33 ク.e 2 6.6 / 5 * o.a 40.:7

2 /o. 尻' 2 4 / .e ラ 8.8 4/.ジ
,――* " 8 : 8.4 2 8.7 ___ / . 36.8・ 〜... ・ ・ ・..... w : _ ・2.23• •+ #"w"wwwwwwww構神

' 9ムucムwe 4ea8 と ヴと MeuzutHauxw#マ.& 4 2/& 
うZそ4 ・び・S. PePt. A と, T... Bu /64) (/9).P,22.

に がみる ﾡ係ﾡ経営は,合ロ性商の不によ'ﾡ"付加=

=年生長にﾡ叶し乙富径界三号ルしはく てほなろほい、 

常平が, M * 当いエーカー名のﾡ大品て生え
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る天におい 2最の孫段と沢実っらる は, こし 在の財政的 

案件が許すほうド, 永的経営 . こしそうするこてにり大=は 

ﾡ木が次の孫示ごﾡ木E ﾡ理する受用に宅し レ 大 さの登の生長 

におるﾡ林所得の 中にのこされる点う ばイや保ﾡ界こ 上ﾡするざお 

ろっ・ •

To6e 2ク ー ,: "Wa且 T ンたくクノ2 况 Vekz が S 2c2tC -た

S oc どe5ビac& Pwce, がが DこanucZo%
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2 7浜は没栗に ティ ゲ松の王ﾡに、三る 二 研拓 

である ・ 本表同ﾡﾡ召径に 2 74 ンま ミのあうルラ寸法のﾡ 

不の立木に対丁る価催並がにK径にけるそれされ / イ > +の 

加に対 る 及 ダる生長に対 引工木信電にﾡけ る 加 こ示め し 

zいる ・ 昭高直件/21 ンチのﾡ木は品年23%の価のﾡ加色してい 

る・ そし乙ﾡ高夏20イ ンオのﾡ木はら%の運号価値倉加さ示めし 

Zいる:

て と C大 っは村木に対するﾡ加ﾡ合は2の不を将でせ z置

ムニここ 正当化する経た分大 三くい 野 (荷木 ) は財政

的ﾡにﾡこしたﾡ木である,ﾡﾡ2○ イ ン千ﾡ木店次の代保にま 

さこのﾡ木をﾡ理可るに翌する 賃甲より こ 森林の歌ひ と 多くかせぐ 

乙みろっ。

山の経営召理は工場設備にﾡ下したﾡﾡを支ﾡすべ ミス台産 
入2ﾡべ 連野生ﾡご得る令にぐく の=財政的に未ﾡﾡ木の 

研ﾡﾡﾡさるざあろっ ・ しかしおがうﾡみ財ﾡの最大のバ政的 
生産力を宅求し乙いる 永役経さ二の恐に同不は須存する代保ﾡ 

界の7立にﾡ力するであろっ ・

清算終営 く 2auビニo% eutaZクu) にがしZ非総に大=はPI 

ﾡeほかつた生た保ﾡ企業くる。<4Zやud-シCズ opMn) 

にするﾡﾡ大の源究区 恋みに不休材 円星米 (u-2d-u.

& )の定成を得る場に .• z L 乙スMﾡのﾡﾡﾡ林才の

P 円 &ﾡ加べヨ 乗約 的利戸ﾡ林 (muzznk - ua2. ku。 ) の確立 
に対 テ るか会ごある ・

ホ利甲ﾡ芝工ﾡ (csccC -4&イ8 2がacブuwt? /o&aッt。 )

-お ナる目大伝被貿は,林業経営と烈救し乙三た。遠に永徳的福林 

経呂 ・ 保証さ 北六材長 くニの多く はそ期向 < /wv+

uaZos > のウラに消されるであろっ)2利用べミ協工場 
巨琴の次を正当化す 3-

右利な“産物冬策k、主堂保境経鳄 に 罔里し 乙 設で 0るのみほ う

7 況終生足す府わち木材はさうに-沼よくさる.



木材産米ぼ木材ﾡ記には定成生ﾡﾡに対し 二の場祀Sﾡ丁る 
ことの利基を認超しねめマいる。架めうスれm(acco/4-&&〜 $octo) 
秘子 .平阪 . 木ﾡ ( ) びにのﾡ項目の裂並は製工ﾡ

にﾡい 乙年向ﾡ仕手の大工ﾡい は返い エ 場 匚於 ける考めﾡにこる、 

上によ -層経ﾡ的に営む二 どが出示る・
不材は型認会 に対し 乙S当な催 さ保 =0る・ さしこね役ほか

=c, 稲登は王父的に怪用-れう ・ 大 三なﾡﾡとﾡﾡが常イﾡに 

より好される。亡 しこ足氏 主 程為 M/ 賃%論送の咲: る干ほね撲 

=るであろっ ・ 又父莖 に kし 乙 ・ 16ポみコれ羽な でい とこっ 

の不材よ りこ虫= 存いし ヌﾡ甲 も かか う ない,

生産保契慈林かろ 永然性 こ翌ﾡされ不材全衆ほの工に対し こﾡ 

<そ経ﾡ的な税ﾡに呉する 二 とが系る ・ ざ しご木材&葉ぼ定成 

三た品に対に て布足正死展ヒ人 と る受用S"牧す う三こい出 
未 る ・ 何改な ら ﾡの 2 丈 m明夜 にぎ鸵 ざれ»ごあ ろう。 う, 
永ﾡ的致炎雀式ぼ市又ﾡの っラになを ○っこいる・ 何さほっ 

対 王 鹿地 の贩型者整は贡鈣 の 永就 專 深泉. あなに応 官 期慄名 の ととに

判を確立さ ミるﾡに 気の6性 ごﾡ空し 乙いる。 林2れ 自休に 

より矢やでた価王ﾡ保縦の こ とに役ﾡの こっご ヒ脸ス的® 用 

sにﾡせうれるかられにい、 ,.

初iえぼ部岡 岡さ己万 ( プ wv22 - クu4 2g»にがし乙 

同牧入ほテ ・ごゝ経当, 女牧に対する森六の利用, 特4ﾡの販え, 

庄、ﾡ材,ﾡの吸ﾡ,化学印れに河し乙の材木の伊用及のﾡﾡ. 

パルプイイ, 数オイががっ得うれる-

条数的用森林のﾡﾡは . 各生ﾡが最とし簡価の高い優甲に対 

し 乙ﾡげうる と 三 うの そのかある

ヘ このみ林万同ﾡﾡ電品ののっらに見払=れるﾡ々 ワ協 

俊用に対 るﾡ会るで供しはいが, しかじこっヒとﾡきと い場に 

合ける様々 の寸のﾡ並のにﾡ格の材不の ﾡの師ﾡ性さて の系 

株足方に共通的である .

祝は特寄 によI) ニキ用方表に血合ごれごいる .

ーノダ7ー

伏送木 ( 乙 4&ccze ァとす ) に対 るぬ零ほ 傘得 こめ 
ラれこいるﾡ並がに地区ははm 河Tほう科が糸林に含まるい 

ろかこ こ乙トラ・"が、つてと天 ミﾡS っ こいるﾡ木とポ戸 

Tる場に何6るﾡ林のﾡ分に行く 二 と が式未るかて示す ・ 合さ 

L た刊用が 森茶 P相右 全のﾡa にイか ミかける方去は丹素並にテイ 

ク松地区にがける23の大弓どﾡ望の 経さの記王にさ"示= 

るか a. ない- " み号の主は王ﾡほい 号部の木材 にﾡﾡ 

未材(とんc&と夕)かラ代うtﾡヤ木 ・ 並にﾡい守認の不材並不 
、負地 な 素材か うの材木がある、低い ﾡの資材は夕数に短いモ 

: 役用る ことに欲り ﾡ干の会社にり 有利に木材に切うれる。 

一右=の様点高い程度の用に対るﾡﾡのない9の会社は, し 日' 
しド仮培は4比天材をパルプ材の中に示才るニとによ" 一庵招新 

ﾡっしめることかで =る とuゥニ ごセﾡ出,パルブガ•H 国.々 枚钊 
し=会オ不岡ﾡ木(<火-ズルフ ) つ7かうロラう 

しん と非常にﾡい=ﾡﾡい可大Sﾡﾡ示かうさ, ﾡﾡ(4&み) 

の広常佳及大 受お夜こるあいず吊のﾡに全、ﾡらgい ,

バル材おス向代安いはポﾡネに *り吸 り払ぼ る書木かラ 

っる・ 河茶ﾡのﾡ立ごお辱はﾡに対し乙は化ぎ的そ# 並がに点 

材こいっ孫は市場にﾡ定<れる・ お干の松示はス砕、ﾡ、ﾡ木で

ﾡﾡﾡ を火理丁る Pオの 六有 保号工場く -/&e4&-n8 /ゐ) 

にさし こ代うtる* '

金部の生をを立方吹にﾡえる二とに依( 乙ﾡﾡ用立木のﾡﾡぼ 

立方唄当り2かうと ca 斐化： し ・パル プオ は 立方駅 当 ・ゾ2 か う / 

○Cまみ,ﾡ業ﾡ戦材材木はユたW当2〜#ス, ボ,ﾡ支つに 

技用 ヒ板 ラス(.だ利 度 ミ 丸だ松 寸 /レ8ぬ番 る受化す るニとが見虫 

でれている、、 ・

" そ改 &. 当 ・)ぺか2分 / でﾡられている※材ﾡ木ぼ 
パペルプオにられる方がﾡによいかられさいし ヌパルズに対し 

乙 c.c 当4 の 価格め© 樹木 近僅か cu,花当t / cc のo価 ・..** ****ャ.*...**〜マママ*-*・*..マ*-------...----..-.--...------**-.-----*-や-----..-------*--.-.**--  **一 <**w・イャ業ャ*ペ-..****"*-.〜.-.-*マ***.*マ-*.*-----.........****** w* 
か / P-シZz4&と クと22L2327127そ そ• 3R2z2Uと2kaC Cc4eedy

Pc& fン 2oマ2xnu2 と&, Sowt-Feuそ E乎. 5な. ユ3 

Pdt, 7o,イa 9Can。 (/487) RP. 27～28.
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ﾡで林林木用立木 ( 44火 -Zmと ◇イHL0)三ﾡ却しZいる 
会林ﾡ有君はﾡりﾡにはる価のか Z5%ﾡけを受取ってし る 

と は全 <明白さある

他方, 製材工場経きﾡに対してﾡの製材材木用立木°完, そし 

乙それかうィのパルプオオ並てにに学同林(高r相, mな ・ 立次にる 

代ﾡにる) モﾡ細る所為召は, ﾡの林不の元令な立不電値を得 
ろ*2。

G初並プに大千ﾡﾡに茶ては, -パル産業のﾡ戻は会ほ 

eのがみ , その為にパルプ用材の生をを石利にほうしめ ,として 
森林の完全ほ利用 ( cgud azcaaZとr ) に対する渋会を高 

mし乙いる-

現在ﾡ部にﾡし 乙は, 工場はパルプエか う 当の染にあるﾡ 

至老に対し 乙私ﾡこ程供しないﾡでﾡﾡでたやす く 利 用可ﾡほ供 
をョ入る二とがざ=る、しかしながう工場に非にﾡし ている 

ﾡの09ﾡさ, ﾡ都にがける沢山のセ営ﾡ理をし乙 ﾡを得る前 

ﾡ並がに向を利 甲する二 とを可能ほ うしめマパルの価格を

させる さあろっ ・

パルプﾡﾡの高ﾡは集的的利甲の左去に森林造ﾡを"ﾡし , そし 

乙経営君達のてﾡ加0つ さあろフ。ヌ ざは向並 に改るべ 

ﾡこ有利にほうしめ,zし 乙林地のﾡﾡ力 をな =せるるあ ろっ ・

永級的確立さたﾡﾡﾡ市ﾡの不足S除いては, 昭天件ほ, 鹿燃 

林地 く#mt eee.xcc ) にﾡける林糸経せに対し乙正ﾡに石利 
さある -

ﾡ夫にる休共経営に対し乙ぼﾡ多の刊微がある-

農萬森林 (#aerc fu4そ )はﾡ場物立のに工地に対丁る防ﾡ休

く ②- x 4uezた ) こし乙,ﾡあ に対 る羽み物 とし乙, そし 

乙ス リクレイラョ ンの場所ご しそﾡ仕する -

そは浸ﾡに対しこ土地を保ﾡし, 歳場の外ﾡを改老する。ニ 

うの向ﾡ的刊 るにmえる農用林 ( ② &ox。 feu4二 )はﾡﾡ,燃", 
並でに型ﾡ ・ 及 ﾡ理に対してめ受は材科等のﾡﾡの及客にﾡ密 

* /tz.,P.2a

-一

ほ之型矢丁る, ニハうの益こ得るぎけで、ある故みﾡﾡ右 

倉呈による林業経送を正当化するた分なﾡﾡであるかそ しtでいが 

二っの価ﾡを外ﾡの市場に対し 乙 森林不#の生産、こ合さ 
4るボ会がある、A夫お王受材木の供いﾡ町により 静ﾡ的ﾡ林全米 

の上に明白存ﾡﾡここつ ・
農場林地かっ の 生ﾡは及党とﾡ権に 口ﾡし こ 生らっし © ここ 

がさ さ る ・

ﾡ翌ﾡ如万の住民びにﾡ天仮自勢にぶ りま約て 1 っ,さし 

と永的がに対し 乙家ﾡいべ食品の該ﾡを程供べ ミじﾡほは 

レl, •ニ ・
彦場森林は違与より ﾡﾡのある牧ﾡ さ生年 る展E 占有するじ 

ﾡがらい.. ﾡ計木ぼﾡに対し こ余ほにるが多 くヌ急傾でみり a 

ざる 土ﾡに モ安するさあろつ ・

彦ﾡに対し 乙限界下さある沢山のﾡﾡ記分があ る. そしこ震 

ガﾡ林は= れっのこセか うなむと得る方去こﾡ供する .

休が引の方さ刊もﾡ得る = こグ系ﾡい工ﾡこ5為る帰 

ﾡ木の権はしし 区益が奈林のﾡ理費に号しい なう正当化ごI( っ 

こ ・ タをが土地の税金をカバー 丁るほう ば系林を雑得してﾡがあ 

る zとてこ C依協がこうの長用ぞﾡえ九乙ﾡをﾡみ6 ら F 

― D企米はﾡのある。

K場林地か う の札ﾡの可能性は , ごのた険にが小 さ< とて長げ 

パほい改に大 =い・

火く,愛受立に点か う ○係ﾡ ,卜林地の転そ ユ て二 

ﾡビに ある休地のﾡ工 ばに x' 工にで e る ・

唯内上の食甲頃大三ほ存林地度に対寸る x ○相対的にy・・ 

全区場あ企業に対丁る経常受のﾡかハ ごい部分さある補ﾡ常せ呉 

税し得る,

かJ伝さある ・名と 乙税金がﾡ問の 中 ど相対•的に 大きい 幸天 

cほつ乙るとし乙e, ﾡ林地ば. しぼしば高栄的不株ﾡ有泊室 
二)T有 ざ M こいる王地よ( eいﾡ合さﾡポ= る ,
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林K 胞林株 (it2arべ ivocd) はも場ﾡ出、に茶ける利る 
立がに不利おの司ﾡにより 特微づラ1れこいる.

-母大モはﾡﾡは林地の位置に ある ・ 実ﾡなての林ﾡ業はﾡ翌 

な迫ﾡ中心に並い ミ シシャビィ のﾡ部にﾡし こおり, 太平やポ 

かろﾡ根みされ乙 ヨ六ﾡの上に卵ﾡほ利書をm有 し乙いる.

杯F地かうの兵材平送は トラグ 平立に対してﾡ当6示久的迫党によ

り ﾡめ に<れている。 ・

市場み出生にﾡける 最大の不ﾡ益永統的ほ方木林# 甲を業 (ix- 

"t&w JC ピッe2&〜一- <◇グa ィーム4イ ) の不だざ弓る, 

林ﾡの町有君受は, 軽侵区製材工場せ巻望に記る=*こﾡい う 

Zヨた. 二と乙= のﾡな市ﾡの中に板多に g っ次番徴があ 
る っ ハヘ 製オエ場は土女 の上の3こ つ材木こ照 入する こどS 受く ﾡ玉 

して=に・ zと三 のそ営のス芝区ﾡﾡ王もﾡ体ﾡご問ほか 
つた。一や尼区とと乙叙のみ不のﾡﾡこ坪ﾡす寸る合にほ, m石ﾡ 

ぼ不中があつ ・ さ c <市大ミらﾡ命を っ乙:た・休地か う 

○6材木ﾡ始乙問丁べミ万品べの確立ほ不可ﾡでみつた。 

そと て林業経送に対寸る林地有意受のき望は , 地方ﾡ系ぼ祝代 

基ﾡに立府し 乙 考 保 C た宗ﾡさでにさ際入し ご=白西に示さ1れこ = 
戸 1

物に組合 く プ ・cwex'. ) は市場同窓三がする実ﾡ的な万 
去さあたえる= とグごさる◇こ cない ・供谷に帝ﾡの宅定性

互にﾡ協があろつ ・*/ ・

ﾡ神切に杯*奈林( い-どC 〃3カ ) の理に *<塾 

お二る

現左ﾡ立点 . 大L にF石君登がヨ当はﾡ理か うヨさむニハるべさ 

a っこレ ほかった がに とほと 可花ほ承林生長の #分程 

と問電=ほかったしヌ生長そさこ =こい さい・ 多、の地の 

地ﾡは択に対し マあ当ごある。印こつけること tがに釈に茶け

な/ と Fcdフyu cucハ.L 工..u&, .S. じム て A ッンこ .戸...- 
し2 3.c2e . (/35>,0cてと夕2.C三. 分7tこ <..,Cゥイ2aユビrC/januス9ククu?,drtdUロピ?aてe.Ar.しこ2c びンテウt

'. プ2とプ と ラー& ・VPvンuえ2た ・ がーュと-Aと ・/タ7

-//一
る知協点戻天ﾡに利甲可ﾡごみる・ こと乙次S通じこた分は生生 

。 に対して.の休抑 回役ﾡﾡは孫林経ビ ・.t& /ucIc.:こto) 

レ保甲に *りﾡ成させる ここかで=る・

ﾡ代ぼ称し ・女役を王たするやに存=れた合高こ ○った寄べの 

クえに模場林ポに対してﾡ訳ほるここ ラマしる、
企業(て&い422く-Z%ec"aczuc)e 聖ﾡ的材木牧極の向に長

・得お期点とﾡボる・ そ おス示ﾡ足に辛ﾡ =ればし てヌ至 

=(由ﾡこ程供3 る. そとる= ○代保方の Cとにﾡける 生長の 

合は取大の可ﾡ的ほ こ の ごG ・

※な経及 の示モこっ こい る衣ほ , 土地かう長ほは入こ保 

t丁る ・ よく 愛根=北た工地ほ烈L い代孫を=0る士*ハ e, ﾡ 

にまい安の功木こ* "多く 王産T る・そと て軽ﾡの平はﾡ並イに 

みルか ラ っぎに 打7る保ﾡたﾡ丁る * '
才改にﾡ飛材木を牧意丁る ﾡ理, 並〜に 集四 毋 なあ索 的粽 林 に 

ﾡい こ代系をﾡ場寸るﾡ存林分改ものﾡ理ごFいﾡﾡがみ*(L- 
=こ島高する・

株ﾡ地(と火メムて)かう取味かれるべ=ﾡ不ぼ, 政象木・ ﾡ召

ホ 基だ と く 大得のあるﾡ木、六えにかって いる高ホッ dっ 不 
並のrに価Tわる主長をtしない別のﾡホ, 個価の伝い石木ﾡい は 

他のホよ e密確とこい 3呈い圭長の前不将ごある、

票歌林業くルが2な) に対 丁 る 痢賞 は,自社的基盤(2v2- 
ビrCw 424% ) に向し て 屋夫塁に支私 史理供丁る 土*保存び

に家反 分認去く dなe&&ど Csdzt..i:erc auc Dercなと 4 ctnenx
A)ンラに=るさﾡ, 土没烈念な穏物かっ土念保S区ﾡ々。

ヽ の士 块の画 訣,並のにをは ﾡ不ﾡ及を 合む工負 選 ﾡ作条 ( & -

&xどとntg /ccr。 の保甲はﾡ天金に対る支初のなさある、 

二の本の堤定はﾡに承ね的ﾡ方去S来を熱す 3のみは うず 

税ﾡ的ﾡ林経ぼに対し るﾡﾡに偽C こいる. パ38年の彦求保得計

函 Cスu2/?38AX4れd2 Cotawyp_otPuauvt )はこと支ねそっ
けき契格乙 2 こ ・る人が健全 S保全 とはとの浜ﾡ学 はﾡ炎

*/ 4zと, ^/e文c 7 ・イcc 5x&-エシe Cユ トブ K こど

rce (na.c だッとこど 3atれ.2tF) ・mr%,Foucッイゅ ノ4 じーン, Ma,/3d,rev.
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ﾡﾡ型 ( ぬc ant29cnu2を) ミ 求甲 つ 8 ラ別 の方 

a >1 ③ ある受払のそ許し こいう、

wMはだいこして不走ﾡほ地ﾡ却。余手に場聖乃がﾡ

( wマtcCdantz )の浜ﾡ ほ級塚的はテ L ビ ン孫吸という 快な経さ 

で不的に忍い経宅のはかに合まマ L) る* '
R部のつﾡ夫皇は, = の地方の新し い1パルプエ場に木林さ 提休する 

こいゥニと、竝久；二上宼保け支:4いに対しご貿格支悟マとしIウニ っ 

の刊令こかﾡ経らのなかに 乙プマいる～
ﾡ何に確心そこ って爲三1た ととzと, 林ﾡ利通こそっ ごわう 

ゝといつA的は , 浜林件得合色してまほ保役=ぷ、*営二旅用でせ 

るべ Sﾡに対と てた分日やﾡではﾡい、
経そ営各ほ生ﾡ保°か少う加何に多 < の刀が契現 う = とがこミ こ 

か,zと マ叙がﾡかう得ラる中ﾡ!ﾡ福大ほい小はり 才I 

ポ ―生き 保網 *(契 ﾡ丁 3こと が払ﾡ フ か そテ るこcこしこ(る 

みはﾡに牧入と支出とて 影卷て.JK；るか,そとマは入とﾡ用がを 
あるﾡな 同ﾡの両係と- の 内係求示沢にﾡ< こtlっ どん保証があ 
るか こ知 ・) たびっどtl3. 彼ぼ0価点 る 後誉が森林延。 <6 永灵性一 

得る為に用しはくて☆うでいか,:と こ初何によし二ろの経 

送こ符の特孫は光に通なゞせ る = とがごさるか全知0り たか っていe, 

大佐役示るだけ夕のとのと根似と ご・る行のこ こ ごのﾡへ 

し 三 L るを利 な•法理休経歪み 芸為 に 込例 3=こ こ¥ ここいる 式 

・rニワ石二 と S えなくて た役 r為科で 炎用,や入 ャニI 通 

そ示しこい るﾡ・の5い はの従送の こ名とて tる •

林 楽及 権 のある従済的研のﾡ多の功的 実例 は 違紀 6に増 

加uとつささいる・ ・ ・

生産保業こﾡし2 ・ こ *のツ吸かう#ん ざ=店と 二のた北執 

ュみﾡ並""に「もの経ﾡ君ユは , 他 の 衽皆港 連匚 対し て ﾡﾡこあ 

たえヌメ示こあたえる ミ こが未る,
太子の不科*ﾡﾡは . そうの妃地方に裕ける生急係E目的 

Yし 乙行みわルZいる経営にﾡ心をこ つて見せ っ乙いる,

* Feg u Pu2cxnt ぞ 24と2なx2 ・RP /u" U.S.

とe/on才ut cf A cueCuu , wotんvイでt ・/7ラ8.

一/7ター 

山林場はエクステンショ ン山宮, 地万の翌税・ *杯生ﾡ物研 

え所並 不にん休ﾡ験 場 ( &xzoiot か3を切, u Hc:みcnZ

: ,&F ・uoC /oん〜.乙。 Lo6cuc工- ,4uイ7u2 Feux 

Cw/uotmudc・S こa乙ot。 ) こ通いこ言ﾡしこいる

規 自活効, 業服く 22ノutnみ c.ccと4)に対する計面の幸 , 

立イに突欧休においるﾡにた諾研定はﾡこ大いにﾡがある。

数多の 休系求ﾡはの零のにがける表"塚の代浜6下沢株 e 

堂菜 とざし乙 客理する ミヒか う中Iﾡの経済的ﾡ研が8=れた .

倒人的にﾡと 乙 いる山林宮金け ・ 主ﾡ係ﾡに対するビ期向の

5 史と那助 T 3 上に利用で訓 る ここが示る宋際的石さﾡの部こる 

役してヨた。遊林並びに双林経済のﾡ, 並のに石刊でﾡボに立向 

・ た 生産保ﾡの実ﾡ的例の河ﾡの谷々のボは管人社看翌に * 

る林業経ごに対と 乙ﾡこﾡ御し 乙=た. 王ﾡ保は木立に不 

材米の旧い 後と同一ﾡ○はい- そc 乙な承経ごにﾡけラ項うお 
☆て今日の森林所有看に非(に 岬明にﾡださ れ るべ = ごある.
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第十一章 利潤の試ﾡ

Cパwな XI ラ&。 e p.k
/. 総印 考 索. Goc%z。 Concc&ucxd.

京林同更のう退をﾡ決する上の払月林米の功は私有地にけ 

。 休業任営に よりﾡけら るべごさ利油にﾡ存 して tる。

けどもある新らしい企束にがてそ してょ り確立さ上企京に 

いてすら ﾡ何に故夕の研ﾡ彼にあたえらても ポ求 の紹区量 

並びにぬﾡ用同ﾡ確にらるこ ごほ ポ Gいしス本林有為は 

次レ <彼べ保用する方法ゲﾡﾡとレ てﾡつとも賢さしので みっ 

Pろ う と確悟 するこ こはお示ない。

の崎区日ポ不の政ﾡの卒実性«場ボし6い, 利ﾡぼ収ﾡさ8だ 

ゆに井する粉鬭 でわろ. そ レ て 珠抹折用 だ 0 大笑. 室支. ス氏 
用並びに玄化して いあmあヒいふ秒 の定設&ﾡ用 していあ. 併で 

ほ杯径営の彼の次益ゲﾡ収ﾡすあたﾡに対して 彼をﾡ債す 

る来え分でらりス城が行っﾡ以資に対して合ﾡ府なﾡほをﾡHす 

ゐ程分でゆろう という ミ ご2合理的にﾡかの点< cはなら&( 

示の 径営に対する計近を作成するに当っては. 河倉品自通ﾡ

任の向並びCﾡ等の号能な好促住2方落しCﾡ在の度用並びヒ 

ﾡを京硬と して利用するであらう。

・岐は大ヌ・ 誕並びに神受からのﾡのた次に砂督すゐあ2 

泻 兔 し なく て ほGらぼL。

肉区労ド. 税金 す羽, 保表費にけと順司を不Aしほ<ては 
ほりな。・

安はﾡ不の---- ・- 沖酒を得てのパルプ材取ﾡの可T住, 
坂の数用材木市ﾡにけろの地ケ並びに樹穂のﾡ合 ﾡチの 

供に対するﾡﾡﾡは四論地方ﾡ裁の肉係, 彼の材不ルﾡ物の 
よ 一省ﾡ的な利用のﾡ会をろしなく て はならtl。

若干の岐守の ﾡ未のﾡほさあ る年営合産に対 し < 非常に明ﾡに 3 

あけら扱守は 狭戸ﾡ2ﾡﾡ チるか 受いはﾡ示の 経さに対し



ーノア7一

て・す<こへのﾡ圧のハそ皮す るかモし&い。
しハレなゲら多< の合 求に 剤 す 乙嶋は来の 及化成 岐入 

びにﾡ出のﾡ在のダま しい内ﾡと改慮しといでろろ というﾡや 

さもってﾡ任の名用並びにのﾡに同さていと。 内"士さんと 

してい»経ﾡ君N系の内除が吹に対し c和ﾡ&生ﾡ する役分 

にﾡ化しないであろう ごいかニェとたしていと。
*企燃に桜会をみﾡし c いるゞいほ代ﾡる行っ て さた優へA 

対的な&みにハてか" cロ< ﾡの上た支びに全の»る二る毎 

一府イ用かゆ夕取るか もレ ないﾡ品との 関係にい ぐa員 

か»mrさハちべご利裂を方ふしな<てにさらとい "ムに

内を生ﾡす2。ウろっ ところの土*町ﾡ点に対レてはり一盾 

大さたﾡuがうわかもしさい. そしcおしﾡからの区ﾡが 

よ n 一ﾡ大で pとにらば この休ロ 土ﾡはﾡ&ﾡて木の生&で 

せる上に利用するこ と成ﾡﾡ的に そ ア(っ
生係ﾡ京に ピみのわる孔項と受出せと証多者ロﾡのほビ方 

法"ららと区品にして このォl川&方んしなく て 目4, な 

d.. 生星条ﾡべ丹れでるのでみるかるのの央向は寄量てない。 

::の『向n ■鼻」りそドより一番ﾡてみなやる"のロ 向 - 
材木にの価に aザﾡにﾡ会するといふこヒ平のもとに

いてロ」 ゥーで大こいみるへの央曰である。

な休所右はエーﾡ収の刊油のにﾡにﾡく方えてﾡかなく <u 
ならなl. 土たゲらる別の同ﾡに刀レ c+ し材木ぶに対レて 

・りﾡゲる としてスnずに対レてよりレ生とﾡ凝のもとS 

より休のm仰が大でめと仮文して, この虫戸にA休"めの次 

基がだﾡの考レ いあるﾡの方はにﾡﾡ書の金2桜した ニビょ 
&Rら々区むて等レい大会 のも のcああいどう かと いい可ﾡ

• aす.
熟らのだ欧並びに利子に対レての期間2ﾡ収量がほハ2% 

cnとなゥ. m角るは収のけ不を算することヒょ り彼の資本 

を促企に夕化すと=ビ &水定すとかししい。

cしてﾡ公ゆに夜の話全とはすとで»力う. レしのの会が 

4% で あ 4 。 リエ ﾡほニカー府状貴の村内○とろ&し区 

<て点αらαいそらろう。
"出しをびにロレいがﾡの桜云と受出す中にちコハとた喚クー 

の分は代ﾡﾡﾡ行 石の忙の及メに対すと"通の不又の中にﾡ出2

あ-
後はスが林京色報じすとかどうかﾡ炎々ものとしc. ス倣がび 

すかどうい成しいしのとして次色夕に対レてAほびに受氏 

の日ﾡ&ち島じな< てさなゅといでpらう.

K老る!は*ﾡ的会休性さいらズの用"さ E札ﾡにアしてH 

じ方法cﾡて ﾡび行なりないであら う.

・会の費W*ヌのだ改をびにア云ﾡの甲並びに 二を一許桜会 

のBカロ。のロ人にレ < ュらふ らでらと、
レケし なべめ この予に体ﾡの利 ヒ、 そハ白男払日に"けもﾡ 

ﾡ任営をnﾡするた分な抑ﾡでない こ とと城二 していわ.
休ﾡかゅのﾡは比収し"るﾡぬの二☆督一ﾡ桜ﾡかのHﾡと 

両じﾡの天:さCな< こなゥct.

ﾡ賢した経営方法の校にぶいほ»わ方会からのTAのW文にα 

問こハbす平ほﾡけらわであ力う と ニカのﾡミ"ﾡネﾡに 

大な影督2 もっていか、

深ﾡ営 ( ew. - &..c acca乙x ) の共用Rにnu cャm 

のる午向にどのと>"と営用α利予ら甲べα入にガして当醒は用 

( CxucC c&-cd に6った後. &林ケ々入と生えす

ﾡ札でﾡﾡ二 ば«うない。 区入のないﾡ品のmH4々 

の侵3 た F常に 高いNチﾡのﾡ用は刊ﾡのある可た性を表際 

▼る 二 とて ・と- こハに対レてﾡい創す本に休条を正 サル3 

と+ n t一番B力的なものにEntあ コ と天た。 

生ﾡ区ﾡゞいほ骨ﾡのわと にけわ凝老の ﾡ左 の比費にお( c 
生産係然からの工収品が資本じ、々8合は経営万が最大の 

ﾡとtつでウカう と 二ろのしの&Tとかししない。
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赤休所が泊に対して /, "クク, ククク ドル の免任恒をンちセ して生 

ﾡ保所のも2に メク vee ドルの区益るかヒSであわう と と

ならは, 6 ダにける永死的ﾡ老かの次社のﾡ本化はU方の方 

注で容しいﾡのﾡ在位と示すてあら う.

永ﾡ的 牧入 &西本化するのに高い制合の区用は河ダに り一ﾡ大 

=じﾡ在m&あえるでらろう- ニに対レて 6※より伝い初台 

の怪用5生年保に り一号大ミ な現任と示すであ う。

あゆある方のあらゆお経営看並に対して杯妹計面にﾡ応さそ 

して間的にば之とﾡえる利子年にほ尽い。 ・

(だみに対して2% ②もっ う%の利3幸にﾡしに政多の 

ぬ研兄が局さハてさEっ レハレ利潤並びにだﾡに対す23名 の 

牧品がﾡ山の営石選にﾡに入ら々のどうかにﾡ同てあわ。 

理浦 に 於いてほ. 員ウさﾡ利子計ﾡに区用さとべごﾡ益来成 

た*べﾡ金丁ち こ との出示◆ﾡいほ守しいだﾡのﾡの左泉に茶け 

る桜ﾡから得るﾡ甘のﾡ合のかでゐる。

本ヨの利チ名ほ大部分 の経者に しいかモしないが, しかレﾡ 

ﾡをカバーするにめﾡな収品は大いにま ちまちで ある。

五湖地方のある区官者ほ孔チ子並びにた欧に対するイ%べ当該方 

にける生ﾡ係ﾡから明代力示るﾡてであたくじている。

ﾡ部にりるらる経老有さ 6ス%が公正な区益であるとそっ ている. 

円部にけも列の経営者はも し彼べ生産係ﾡから 6～8%上で 

ﾡの株主と契的不なかつﾡならば技等口波に償り述すことる命 

すちでらろう とﾡ宅している。 太平洋にかいCは利子並びにた 

喚に対計して 25スの社がふ林所月右により 生係紀に対 る映 

ﾡ浸 として設ロさていP。

計品と比ﾡはみと利子平2俊用して3さ るかもしふいが. レ 

か し各仁へ条杯所相右は 生星保怪ごを当にさはととﾡわハと 

区協字 を決する時に区自9の資本並びにだﾡの向ﾡ2ろﾡしな 

< てはならないであウう。

ゅらゆと枚保と生民&ﾡさ せとﾡに@さ そ し て休米2 経営はん

-/アアー 

としていち 不材糸有-------浜杯ﾡ 君は生産原ﾡ工びにﾡﾡから 

信対的価ﾡ並びに価回の記活さ"た計受と行ってさRと区夕して 

さいけない。

同司にﾡい <彼琴の多< はひどい大求とのがW工にぬ生樹の 

ホロ休分を見出さんと するﾡ果と レて生星保ﾡに しゅずレ®デ 

のっらに必かさてミた。 .

ﾡ干のヘ々はもしそべ報aそ今え/いならﾡ事ばえにﾡそ 

レ c 号 : て いるﾡﾡ下の歩不&べり すこ こが不るとい 

= ととぴﾡしふがら、 ﾡﾡﾡ量の上に拝なケをを浜用セんと 

していと。 あと人はポ示込くコで祖登し, そして注ﾡﾡくﾡ政的 

ﾡと島ゞんとしていとが. の人は現圧の蛍用とﾡ品のえ面的 

6Lﾡよ り以メ上にほ喫じともっ ていGいo 
例2岡師にけとﾡ5の経ﾡ有度に次行べ市ﾡにいてc& 
ﾡ入する上にを働にウ不を生長するこ とので=る土たにﾡ専の 

休兼任ﾡと営むことと正当なものとしていと- ・ 

もレﾡの確一の目円が数わ工場を経宅するこ2 がpるにらぼ。 

こして= の経老べﾡ入材ぶい は官新生産材のい で有列に 

ふこ とが でさるなら 氏 二にすとﾡ当性の証明にぞ分であろ

ニハ らの経老右達はラ分林にレCよ り しの司向に対して 

n 一習月利こあるといふ土用の同ﾡを人すあこ zはEレo. 
何改なら ばそ H さ な跡地に rして の域町ﾡび さいからてあ る. 

し し 守が丹 受いは 生雇 係託生足に 対して彼等の保休の ﾡ圧価 

の阪区高すはゅば. み介十中ハたで生た係鳩ゲよ"はい価回 

そのに乙わこいふことと見述すCあっ う。 何改ならば起近休業が 

経さ-< い,あ岡究の地ケではﾡ8生ﾡ予で神桜づけらハ ct 
βかゆごかな。

二Wらの基ﾡ的ﾡをほし < ・こいない径営着量は休茶米ふ 

木材茶べだ除を7バ→す々思た分に大さいﾡ任のﾡ平2生ユお 

しと して桜ﾡに対してﾡ分なﾡ量る生出し ているかざり材木を



β ースクP一

ﾡ入するよ り もよ り)客い材木&生長させることでﾡﾡし ていろ・ 

木のﾡにﾡ量の ある血怪取将と採用 レ 乙 ミ て いるほ営合達日 

木が怪沼的に行なりとのは天 きはﾡ木のみとﾡることでめと 

と愛め している-
・ﾡ的にﾡい但の番木を服り 除< 振司伐並びに同は しばレぼ 

か< の初係に よ り服除のる材木がﾡゴすとこ そが土示女い 

はなﾡダをﾡﾡするかス寄しいののMﾡで利用さとが破怪営 

有逐に」ハ正 当化 ニあ。
ﾡの人は. 取除こいる立木は そ&探レ てしﾡﾡさ ないでめ 

みう か彼は か を向伏し そ し てﾡ向ﾡﾡする余でが。いと込 

っている。 森林の価恒並びに生ﾡとﾡさせとﾡで喧並びに休 

杯ﾡ育の秘密とよ り注ﾡ示く分析する二とは改せ丁るこ とハらう 
けるポﾡを起ﾡして いるﾡ杯楽いらの利品さ明かに示のす か 

もしない。 ・

済ﾡの迫2通じ てﾡ出 経そﾡ 的町値をしっていた ここ っの丁べ< 

のﾡ木と杯こんと し < いゐ列の経営右ゲいと。、 
ロﾡの松た叔にが( て は ﾡ高 自経/のゅ22 cc のﾡ木はﾡ 

以下 とレ <ﾡﾡ3あ。
現任の経8ゲ沼ﾡに対してのシのて pっても多< の研有合塁ぼ区 

ﾡのﾡﾡを経老し保ﾡせん < し ていち、 こゅの土と所日す 

わことによ nﾡ玉さち一つの諸ﾡ円は税金並に係ほに対丁 

るしのてめと。 材才不のﾡは清算ﾡ係に吸区さハてきﾡ。 そレて 

現在個也とモっ <t,なt矢存材木はそにガレ て桜下ミに世資 

に対して測子口はない。

発税金さ非常に大会な日格では高い。 そ し<巨一の課税地こにみ 
おして い界始材不のめち とにa しドレ ばベ 広に対? た北 

会の女神「ほ処な林わ木にけあﾡ金を怪戒こせる彫話&しって 

いる。 そ で経名有に対すわ紀ﾡ用ド広に とてほやもいい- 
杯雲は*ヌべﾡち 3 は大・< いい- すαりらメ災消火ﾡは大 
はものてふる。

T〃一 

生ﾡ係成に河すと明確で計ﾡなレに ニらの引< の経営るは 
< こもﾡ二次係に戻っ て行く ベく計回しじている。

しし生長が当/エーカー冊に222/cのﾡ合であるならは, そ 

レておし立木がm1K 当 3ドルのﾡﾡがあるとするなら応エー 

n一当"の生長は一ﾡに 42c である。

税金並びに係護に対し てエーカー当り0c と回じﾡのﾡ在の 

費用に. ﾡ◆こらの年証内甲がﾡ二大示の時までで計界 

さるにﾡいないとしても 波みのﾡ経にがけと利ﾡに対レ て 
大・な神ざやをﾡ丁ﾡにﾡえる。

5%で枚利計ﾡさ, 40千直向述統するエーカー当り2。cス 3 

での午ﾡほ, 40表に収ﾡさる生長の電回をﾡ母しさいであ 

ろう 土並の生差を保ﾡさらしのんとする神望&もつて規左の 

深 ( cuz cc、に茶いて品 洶的利 ごやと号えてﾡ木と谷月 

していとほ営右は, 次ﾡの伏保の時が引でﾡア以上の術不るき 
型するﾡ甲を神する総計をﾡ金並びにﾡあの論費用に下ロし戸 
< てはならない。

2. 裸址 休票 から の 和!®の 沃 足

んと- oeそみヒuイクt ダ /Pそパー白ド2e じouod*ozc砲y.
戸林素にしてKハの利ぶを振状するにpn c=ﾡ老型 

t・は標心の受新にもﾡしたﾡ計動であ»。 裸城口世ダしも 口 

羽の占い咲いは ネ林の被属 してい ない土をﾡﾡすゐものてほ 

ない. 世は貝し得と材木のさい, しかし破恨ﾡ的木そさて 

うたと してス入※学町( クeZ/ 2222.c2 ) にょり給 

からているﾡい生ほ て yewy みduマ& 丿 の再任してける上た 

cめる。 課地林米ゲﾡ的にﾡ力がないのぼ主として森林がめる 

•入纟生屋 す る 迫にほT月 吸するといふ矢に因している、 

ﾡ任の桜右はその 経ﾡ"ら ・bな入を"る注生与してい☆いか 
tレ/おいし, しし生存するとしてし ﾡ杯が京入を生産Tる時 

例でにﾡ牛ﾡ茶 ことﾡ用は根刊で計算さな< てはならと
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ﾡ池に 被及し攻い ほ自がに田面ﾡさているﾡ地をﾡ置する上 

口ﾡともましい保件中ほ生長子の里でめることとのと. そ心ド 

給償用を垣品さロ, 初に入をﾡし そして用と打のら 

ない期向内のうらにﾡ保さるであろう 商代. テレピン保業 

受いば浜ﾡべ売ﾡしﾡた午なにﾡすと前に他の浜ﾡ体べら吹入を 

得る可能住点 この経宅のﾡ7をﾡﾡさせるでめみ う.

侵の ﾡ研は常にﾡに ミた土地 c4と2cイ-2axと の 管理並 

びに招樹度林とﾡさせと心暖はない。 生ﾡ保ﾡのﾡ月ﾡ株学 

的置由に対レ て、 浜林杯分の ﾡ並びに天悠ﾡﾡいは祖救"ら 

の生受に対する改ﾡにﾡさとかもしAい。

5○のﾡ代期にﾡいては, 杯の5○分の』が毎区保さハと 

でめみう。 そして土ﾡの月衛にいて生長は償杯ﾡ型に等しいで 

あわう。

確々の令の一星の土地がﾡ果としC求る。めう。 そレC生 

下しこいと土地 c子2ewh9 乙xct) &感理するﾡ用はﾡオさ 

る代り に係から将ゅろ当ﾡ区入に対し 乙n場さあでめろう。 

毎代のめ画に問した生ﾡ保ﾡ熟さのそんでいあべ、 この様6 
経をするにはﾡ因し得る材本り苦 ﾡべえ分でめたといﾡほ 

若干の任ﾡ名ぬいと。 mの的ﾡ給宮騎入することバ不可ﾡで, 

あo6らざ 彼等はﾡ二ﾡﾡ一の方云としてﾡW地にﾡ杯するい 

安いは田諾区を保授すべさのてめわ。

tレ ニ の採な公面べ一堺向の向工ﾡるﾡﾡしぞい こ伏木業2休 

止ずるこXと含じものである点らほ 寂利は植ﾡさた受いは係 

帳さた土ﾡが入と生年する民場ささ< <はさらにい。 

ししこらの土 ゲﾡ在の ﾡ図 し得と材木 ゲ消ﾡっく ごとの 

で生基するならば 費用日当産区入に対して費=んるとりらう。 

だ良、 ﾡ甲. 生区ﾡ, 立木価並びに中同例牧をのマ係件は樹和 

及び地方に より 極々 さごまであと。
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外Rらﾡ用と吹品をあるほ老が利油と得て経るさ ろ - とがと 2 
るかどうかを決ﾡするﾡに計算さるべき方ま区示す二 とゲ可能 

でらち。

ﾡ2み恐はフロリダァ < 千&tと～ > にﾡけとスラッシな 

<424 Ru にナち研究のﾡ果でらる。 この様占ﾡ兄は 

こ心ﾡさ白地才以外のﾡくの経老芝右ﾡ対して収談ツとレて 

のみ 率は す る こと kg 2 る. しヘレタ守がこらのﾡ用をりそ 

し乙被等の収益を価す為二 とゲできとふらら、 二仍研究に侵用 

e 方法ほ波等のロ々の怪きにあるﾡ書右に よ " 俊用ごと 

ニとゲでさる。

この研究は 8〃 に &方 の面隔を犯し, そしそエーカー当 

280本の樹木をもっ標のﾡなに血ﾡさて いる、 /2 ほにこ 

の环分ロ エーカー. 当り 45○本の 州木 に 対し て 面 伐 し て いろ,、 

品冠器数品はノ2年, 22年及びヲ7目に生ﾡさ、 杉不並び 

に研み材くCw◇)ゲラ/に, 枠, ﾡ積み材並びにﾡ 

材用材木ゲ40午目に生を2れていと- こゆのﾡ々の請ﾡに受 

Rらと区益とこヌ2まざヨのﾡ町にじﾡとさた 函貴用 と 七 

教スするあに. 区等の彩«を及す時のら40工ﾡやﾡの終a乙 

5*る根計ﾡさて いな。 か< レ てこの断ﾡﾡ区入並どにこの 

総てのﾡ失用の恒は正当さ比政の爲さわ時明すなり ち景校の 

きご→さる。

さののの ﾡ盛林に 対する 区入 並びに ﾡ用の合ﾡ目はこのm 
によ示ヨ 乙いちものと相量さ ていろかし レさい。 土 

はエーカー当 5ドルに評働さ乙いろが土せのﾡ価は穂"休々 

てめる。

ﾡﾡ営はめら ゆる世万 に 対し て 一cs i. ﾡいは又係浅工 

採ﾡ供も 一文でない。

ﾡﾡけﾡ品地方 の外がいては, この経営に非常に亜ﾡてめるテ 

ヒピン 株坂京 から の 収益 伏、な いべ その他の経営ごほ向以ﾡ原区 

の諏家いはそのの家滅から区益をて いあ。
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もし自なに百 ﾡ検 ごてい をゲ庶せが経さのﾡぎでめるな ウ ド, 

祖な並びに 西ﾡ書の ﾡ用は土の ﾡ分び田ﾡﾡを保証する にじマ 

そめあかもし ないなと除 いてほじ受でほふい ごめろう。

二の研兄並立びにﾡ用及び灰品のゐるの研ﾡは総て の怪ee!に 

対して ﾡ地林ﾡ"ら の利ﾡの証明とし て 宅区さ"と 二 は出示g 
・ゲ, しレそぞの経営忍ほこの一定の形天の中に彼自列の 

ﾡ営用並びに四問さと収入&ﾡさ検えてみとミとゲ公不ち レス 

ﾡ自ﾡのﾡ足にし乙彼がﾡ町でさた祀区品を沢えすとことがさ 

2 o.
吹益が2Rとして, 経ご右ほﾡグ収しBくてはならgい 

き喚さその 刊ﾡが正当化するか どうか この土ルべの目的に対 

してより休ﾡに対レてより一や間ﾡがみろかどうか だﾡは同じ 

そめると3 ろののWの企犬にぬの資本の祝資したときそ が役 

により一ﾡ大2な炊おをしたらすかどう"と足し互くてばほなら 

ない,

3, 清ﾡﾡいほ生差保院に対する森林の価個

Zfe レ&.と グ ② み%24る,

現在 母球産衆並び匚社会に 対し てﾡっ と 乙 亜受てある糸林財政

C /etc.c /クvotce )の今#に消と生を保炎とのにﾡてあろ。 現 

なの買し行る材木の所月を消昇"ら生委保ﾡ生星に政まごせる 

-と同ﾡ求に対してた分さ材不供を保証し、 永ﾡ的社会の覆～ 

そするﾡもﾡの5手はであわ。 多<のな林ﾡ右皇に対して 家 

存していとﾡ買しﾡ○村木で母的にﾡ灰す2拝会びに浜交 

入にするﾡ帰向竹桜のﾡ除は生雇保ﾡえの期商"せ ( peu. 
/xxn ) の政長&ﾡ長妹よ り J り 一 •魅力的合可能 た を 

n出す。

清片証ﾡのﾡ余に生ﾡ係ﾡ2A位す2°とはめる経ﾡ石に対 z 
酒媒 件 べ靈 を レいレのでめ o'a ば'なら をい.

全く 健的はそしてﾡ分ら県材のﾡ始&しって 工陽に快給す り 程
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のﾡ分なﾡの双存材太ゲな< てはならなL。 従ﾡなﾡの圧 
めってはなGい. 生長辛ごびに市場にﾡX的としので占くて日ほ 

なαレ、 収本的に. 生をほ炎はﾡ内なハ因よりも一%ゞくの 

割因E& 費ﾡし u < てはなない。

利潤とほﾡに林入に対して歌ﾡのﾡ因ケあとが、 レハレ A" 

は*ﾡ的生えにする経宅の』ゲ取らの双のでめる。 

在切mに外"めなハ堪団の上に確ユさた生太係/は もレ:の 
ﾡバ像のなt 乙のてめとなゆば8あに 7ﾡにG ) っる。 

すなりら休証セの不ﾡ正S反るはﾡ堺とし てﾡ老のﾡ呼2の向 

ﾡとなとcろう,
ﾡ当«の証営にと味天経営の女べは約てのべ々&秘鹿:てあ

のﾡを保ほ3 ごと8にﾡし非性済的Aﾡに って ,, 

染をに表にしたﾡﾡはな<ﾡ天ﾡレ ご しc 有バでに^? cn 

ったと いにっﾡ二お受によいこととらろう,
"のE( Pe*.od ooetcどeu へゥの刊川の王な京ﾡはロ \e

・のﾡm. 家区砲そびにみ*のmﾡCある.」
生ﾡげﾡのも と むい <はその案ﾡほユ不dqのﾡ大. 岳河

びに やと 新たに に補たし

ﾡしﾡ切の2っのﾡハらの

こわるa は吸な一つの

ている土の雇 向利円での々

入がロ イ プの経常にいて ・じ 

はﾡﾡIは生Aに対しての土

地の公ﾡでの う。
仪 木 的 M の 須川 は,。 典 に 対 し て ルﾡ 

m証営に刷wするであろうが、 しか 

とごた"の向同じスまで 

レ水ﾡ的径区舟アのﾡ向

解J しためし不竹のﾡ大ハらの刑がめろう。

ﾡ堂" C m～u・/ペcズクケ / )は区eにかレて正電に 

mじcロないてパろう。 "な共間にはらち<»" tし 

てべ生を初のに区ケ」"wで名うけととクク うハら. 

*なの阪ﾡ欧い口在る"ゅのな の 際にﾡ分府ﾡその上べ休 

ヌに対レC より の巨的に対して より一ﾡ仏吹めとハどう"に 

確 なし 乙いわ

-2・7一
AFﾡいば杯生よに対すと田対みなﾡほの回で口"たななと 

y ナに余にﾡﾡと" すごと. す☆ハウtにﾡ容していと 

tnビの 暴四は経ﾡの田方にﾡ止し 乙方ﾡさハr< 乙はなら 
a い。

ヘ休2経ビする2っの方法の向にける回区の由ﾡるﾡす 

bﾡに, こしてﾡ用並びにα入にけとのびにﾡの王ﾡな 
Aそﾡすもたの. 2っの収ﾡ内な経乙すなハら一つロR戸 

びに他は生A保Mに対して乃慮すとことは以にロ? ハも レハい' 

2っのﾡ営は 同御の株テクダマツ列 (aイ〜z&人 &&ce 

24-っ (当にﾡはなのﾡとしっていちゝに白して 

ハと と収こさわ"もしない。

r的係件にロづウうビする汚アにせずに甲にに収を長w 

: はtbくいミニ xだけとあして.このﾡ8ほ次の状にのひ ・ n力 
ハレしなt •

* 日----  林忙エーカーきり平ロス ケco/r, 6 K もっている
当にﾡ最にﾡ休さていとは生な岩の/oo.e2o エーカーより 

な立っていわ。

ホのち用はヤ木ェびに土たに対レて クo, oc。 ドルの なマ
& 今んといと /r.b.nt台" 5 ドル とえのゅハていと,

・mのもとぐはこの士さ2ジ軍にバ保さていや。 •バ J 

4 ノ"クエーカーの 営祝 とs4 3。 "m,ク,ク戶メ. 解 の不&◇んぐ 
( o,

のとuTクに工dは1/ wgo, cve ドルの*用ぐαさ 
"bそわ力う。 土だそに工にけとピえH47ケ"eeFル

点係艇 - -生左べ品後営はスエーカー 3 り 2, チvp ハ 

ムタククメ匕 ク.パ4 との々のけ木今並びに子ﾡ約イ ダpgxc 

し?そ いや.ovgPe エーカー のと念んそいわぐらろう- 
ロ不*円はH1+ 当り)5Fルて、 口不た扱ぎは22so,ove ドル 

cp力う。 収受コバと三受キはmエエーカ ー)ョooxc,b.mt,
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で»", そは年生5うo.gvooceだzをあに之あでらろう。

二の*けほ又ﾡをあらわすぐあろう. 生を保ﾡ計国のもどに

いては. この土地に府高ﾡ怪/4 ﾡい同ほ タイ ンチの改品の当 

<皇怪ワでFべさるるのろう。 ○年の得選期( cutug qyc) 
をもって そは各エーカーから うecofて.b.nt を収除いて工当 

り /oov。 エーア ーを母桜ケ る = とべじ覆でわろ う。

ィve2 ccoドルのLﾡ資は#以名 う.25oev2 ドルにもら 

せとてらろう- 2っの経らにする計ﾡはﾡ死2夕なに示さ

。

2っの怪さのしと にﾡげろほ宅当は放引の受でこaa くみらう。 

しハレ なゲゆ比ﾡの化と行4島に. 貴はみとﾡ団て 均缶 ご

< ・るくゅろう と区史さんハも レないっ

あろ失用は索ﾡにいづハの云のもとで同じてルろ っZ、 く

2244 2と-2222 4 4u2e2e2eと 全パンとeと& ニ“ス

o cZuou〜 - cucズ c2eユズれ

I 2ととビcC2乙～2 - S ・4zzクeC 14

アaacdご 2 , ac&どイ ---- 

aue4ご dZar /e2 acu2
/ィグ ,◇◇の

ク ケec/上ら

/ ・ クク ク

タ. 6ルク fc.ク.c
クてュ& Sな.k.bm ---- 
Cイmx・Pe+/7 メご

クケの ククム e
s 5

"ル 〜〜〜

& ・

CcdC/2cu ate -・--------- る 乙 今2 % 22・5ク

I 〜〜Zceイ t Zィタ ・--- ゐ 222 c。 ・

4woc!yaxu.c&n.. acae ・ - サクク左ム加
4eと4 /ー ンと ---- /ク. c
2c#ePeと ンと ---- の ワワク. P の 2

/eeマaieC/ct cイ---- ク とと 3. cco
パ イ ctaZux乙 - --- % /eoo. oeo Z バ poo, vpo---
7cイイ cwレuZmuexイ---- %の $。 oce 名 , 25e oeo

ﾡのしど で税ことかししな(。
: れ らの諾ﾡ甲と しては

/. 金--- ﾡﾡ&営のb とにuて は. 猊幺总 サ木ダ 供 快二J.

とに従っこ午々セﾡさ々てろろう. 全係の目(eZv 
ん上乙シ ノ に六すと及評価さのとし て材木にがける区をはﾡ 
際に後宅の®資に何bなく なとほにふグTる ごpろ う。

消ﾡ明向/対するけ不の平白体分は. 死買しほあそして評«の 

対となっ ていちも は ラ7 see 万 左. 6.め Cあろう.

生保報のしとﾡいてほﾡし桜金がげえのﾡ@の上にヌ足2
々Gらドそのﾡ5は 工々 曰じであろうゲ, しかしそうﾡくは 

ないゲ又ﾡ戸にがけ々ﾡそう低く ない。 *ﾡ府経らに立つ材 

不杯分はﾡ斗約 45ovco,ve。 メc.b.ﾡﾡさるでろろ 

う ・か レ そ は活ﾡﾡの杯さ cい材不 より し 平均ェ 
ほﾡもよ り: い乙みろう。

ケ< し<, 2っの雀電に対する従受ほコロじに内Sルなか 
ししない。 州のミ( 4こそe ea. >が*ﾡ町登ﾡにつ経 

営にァして税並びにを忍の◇&らぼ 生をみ炎のとに 

けと従金ほ清ﾡ経どよ" tグロハかも じバない。

え・ 伝信ず加 Ceuczc)---------- ボﾡほさにァしCはﾡ値 

ﾡ同は 2今の以云ﾡ2印役ナらAに2イスoﾡ合でﾡ
ACさはほらないてらろう、

生ﾡ保ﾡのしとにいてほこのヨ合ば火αいそあ力う, そハみ 

ﾡ価請可ゲ2っのﾡﾡにァし乙的合うといるﾡえに, 二の収タ 

時例Irいと生星係災ﾡそ不刊なしのに頃く。

ラ 伝木並いにﾡ材 くcsaどy ar "ビy )-------- ・ ハメ o
エーカーの土ド"ゲのしとに午27不さLあくあろう

そ して /o,pge エークー休お生冬係ﾡ怪多のしとに至さA 
とそめろう。

- 中央から感り 算経老のみがベネ営に"る砲で帽る 

ﾡ分的に このlそ相役するものとし てのしこrる
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「1/ 当りの伏不ﾡにﾡける起ﾡ性である。 そルほﾡ竹そﾡ保 
ミハとﾡﾡの平ﾡﾡに大きな丁去ののぐあらこどからﾡ丁 

ろしのである.

内木 にポ oて永 ﾡ田路示並びに トラックの似用をもって, 
大きさ土忙ける軽戻の区坪の不ﾡに起促さら. 生産保 

統経乏の大 な示村からの木材 あのﾡﾡの低気用はホ 

にか r 々済性 か ら 生 丁る消算四の 五を並るかにセ及する 

cわクラ-

・4. 生産物の®ﾡ( &.. み pzocy )---- スっの経る方 
のしとごﾡ二と木材は湯にがいく口じ個格«Lにら J- 

でクろう。 といふこそに在え=と こルロス生狂係究&収滅 
Wに不けと不利にﾡく。 何改"ゆﾡ算のも2 ciliこる 

小 さい不材はﾡのそどﾡしてﾡﾡﾡﾡいらの生左ﾡの午 
月信を灰"さ と惚G& シっマいる。

永的老かゆ生たさ々不材の泊mﾡﾡはラくの同念消ﾡは 

浜に よ, 受けら ◇不 にけゐのとﾡ品& 全 に ﾡ般す e. 

前のﾡ営用は2つの収こさあ捉営方法のもとでるに月町さ 

ていと と し て月倉 こゃハもし ないが送の動に従って 

大(に烈化すろ とろえらみ引の失用がめる。

この求っとし翌をなのとしてほ亡不. 利礼子並びにメ災防 

のﾡ用でらん-
1. 立不価(S 乙mtpeac )---  濁男のもどに(てはある電と 

もっているﾡCのホド. のらﾡ去さな、 そしてﾡ生 

樹にする平ﾡも生ﾡﾡの係設しない 

木内生産に向ってい々る『/z の材木は5ドルで評ﾡさる 
M1Az の不とﾡ杯いらﾡすあ。

預本が泊ﾡさとに災って消算は係にいてはこの立不に 

ら用成生ﾡぶの中合3な <<ほならuい。

レハしゲら生を係のしとごはﾡは生性ににし < さ心 

そして保杯資本版その優に して崎かとっ。 不の収入にかして

T 〃ー

(ﾡさﾡﾡ用はない, そ し て生え保究のしとにかける貴用 
超当に 戒 さち。

2. オチ(/ nな&cdぞ J---  生扉保促経らの し と にけ るﾡ子ﾡだ

は清をらに対してよりし「1 当りより大でみっう.

清ﾡのしとにﾡいてほ利子日ほ5にﾡ大でめろう- そして 

桜営べﾡ京さルそして利子がﾡ用こして消失する時の 26 写目 
3でﾡ則的に承すあcﾡろう。

利チを平方牛英用 C a cと3と 2wuo/ ccac ) として 
し そしこ刊子ゲ支払りそして収入に対レて岡担こな<

て り ならない時 に 類強し ない ご. 清ダがによるM1/x 当の ・

利子員相は 今文 の計ﾡでさ う.ク4 ドルであろう。(254た力す

や ク 7今999 ドルの 5%のキ分と 7の 22e「/c でッっ 

さ 王歴係ﾡのもとにいては利子貝に一ﾡでつりそ心

保材不の毎Yナc 対して 5.夕2ドルと上さる .

(32So"ee ドルの 5※を工々係のう。 cee Hメcこ引っ P 
う. 火 負 入装....... *災の枚宮は この2っの怪さのもとに「

て団じて力うとﾡえでさとゲ、 しハレ保※はは生を保院に 
河すと方ゲ+"太てめろう。 洞ﾡのしとにいて保&じﾡこ 

さと平ﾡﾡは 5o,oee エーカーでのがとちえらる示 _ 

万生龍保脱のも と ご 8 eo,cv2 エーカーの常面務べ担ﾡ保奨 

ささ< こほな ら で い。 メ災け区駅材に対してよもﾡい空、 

に対して"之ゆであと。 そして生を仮えのしとでﾡ裂と、ム 
る保渡口」り就用べり、り、るごあろう「消英に対すもエーカニ丁 

り)の貴田は生た保品の帰合の2スの5cとして ﾡ初のぁ。 
の係み営は『/Zきふ○乙て2ろう c5c の営用に5.。。。 

エーカー&余じ な探のうoceoHHそ創つたつ 生基保。 

のしとにけと共用は口 当り33c4 でpう(。こ2 
/eoeee エーカーに糸じ ヲク ククク H1Kでﾡった)

イ, ﾡ酒« (S o..ue, zaAu.c ) 2f年の啕囿の終りに
や上だの"°に *いき来が"い"で歌有 (Sakv。 ey
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と呼ﾡ二る。

ししﾡ地がエーカー当/ 5ドルでﾡ却さいる ことがてきちと 

彼ミとなゆこの緊孫から eo. cee ドルの攻益ゲあり 系 
は洞ﾡﾡ保にしては各『tz 保に対して 67c乙 の収るが 

あろ う。 ﾡﾡの低恐した工場ほ この向のﾡに 25o cee ドル 

の個処をわた之ちてあやう。 ニの ﾡ合mK 保に対してﾡ 

にヲラ ce の何ﾡを附加して ハち。

か< し こ公平にテニ"とﾡﾡ価回は/z 当 』ドルでpと。 

生左係記のも とにては休に対しCﾡﾡ価はな0。 同区 

なり呼似等の主な刀 はアホﾡに 対 レて ウ本ﾡ用の味去 ( ズ 

2entu& グ マー +tP2すe cf2A2と によ り 円 衝をとって コ 

た. ぷGﾡﾡゲﾡ方の怪らに対し C向一ごらわじいふ区文は生 

星保ﾡ下の工に対して(Hもり 3ctSs の改河承部(aoんrec 
aどCowrovcc.そ正も止させち; 何みなウばし工場ﾡべたウに 

対して 25o. oce ドルのをしつ C,とならば そは電坂 

中のエと してた分のがあんっ 
2っの8ヶ法のしとで大いに はちュらてめろ う と企足さハる 

員のﾡはﾡ30 ﾡに示 さる。

2eと-t ○た Coビ Pンと だ上.と・ とこじん 32

C夕xcda乙.u &,uZ 人zaued yCて , /ou ノッporLc乙とッど 6xamp&.

cac と乙c とか..cと.o工o .uズ ・と.C 
ど

Sイmペ2夕c-------------- d S.oe 8 o,2o

I 乙uedt ----------- ----- 3.76 42

アvue PzZccンot-------- o. ク身 o. 3

o イ- --- ---- 一 -- -- 222 ニクク
・5oピ e ---- ---- 一 ---

e< czc--------------- 5”
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この結界は生産保続に対してﾡてみるゲ. しかレこのﾡ示の 
日的に生産保縦が清算よ り レょ ハ有Cあるとハうこルを明 

すゃ=とcなuし スニの性央の取は比戦ほ生産保流受いほ 

消ﾡに対して営の促伯&受生さんが島に利用される当なﾡ 

近Cほない。

この比ﾡの目的は確ﾡ至にﾡﾡ用ゲこの2っのタイ プの経営にﾡ 

客する4つた方を 示さ んとすることぐあった。

二の設的ﾡにﾡネの桜資るが2っ の係件の画でその目的にガ 

し Cほとんど各々甲 し分のないものと押で さゃ といよ収xの 

の C有札であっ 現ﾡにほこのﾡな送解はﾡ多にﾡ任し < 

いG(。 生ﾡ保ﾡの区益と消ﾡの坂登ご&教するこ とにﾡだ 

&抱ていと人ほ清ﾡの自ﾡC材木ヶ有&獲得し モ し てﾡの経 

ﾡを*さ ぼ々手段とし て林*にﾡに&ﾡﾡさ て さ=森林 
巨君であろ。

ﾡ工も市ﾡ探ゲコースとﾡわして さてい々ﾡ合をはﾡに 

対して不否休令の分にﾡ事さF 土北とﾡ しなuかもし 
aい.
彼等は係の火常のど暴性にいて炭恐材木の土立2行して 

いたハもしない. そしてスﾡ分吹的は2町をしつﾡ名 
再していろかししれない。

削向経宅に対レてﾡ段さてさた製Nエルに生き係にに対して 
ﾡ休ゲ々生産丁とここの出入るﾡ7を溢らいに岡場しPた力 

としっていと. そしとエ に 於 け ○資は* ﾡ前置せ のもとて 
の制ﾡ=た保に対してアさるしのよ非常た大さl。 

清ﾡこんと レこと ス坂の格る永流なら しめんとしている経 

ごﾡに県際にとんさ以ﾡ反 びた林話ﾡを月 しておかさ汚ﾡ 

しロ< Cならな い。 彼 のし い計画 に理也的に 通eす a 
ところのものばな (-----そ レ< 三のxﾡにセmして この2っ 
の保スのもとと対向"ﾡ営用並にる個@2ﾡ信する。」 
河ﾡの目的公示るﾡの短明日に示»同"政大の収人を将
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んとすとことぐみ©。
生産保ﾡの司的ロﾡ休ﾡホの保将とﾡセして尽ほの午月の向 

木るﾡり 大さな改入と殺価すあ こと そのと。

二の2っ の経営ヶ去ハらの攻入は同じB さの明ﾡ止ﾡしないか 

eこの2っ の経老の告用並びにﾡ収入をある一午にし てにﾡ 

する こンほ全く 不当であろ。

永スに回工/0ドル の収入がふるこ とは唯 /5 の円司に タドル 

の枚へゲある こと J 一®価値がわ2。 遣つに期向に対して受 

け収らるべ ご広入さﾡする ことの できる一の方なは. そ 

の入そ更圧間の舌通の基延に投号するやハ方 である。

午当のドルの永 的次 入 の ﾡ在価 は 4% e 割引 Tとと2タ ド 
ルとある- 工"各" /タドルの/夕ﾡ1の更在は.イ%でa引' 

するこ /44. クふドルてある. 周ﾡからのNさに区入の東圧 

・と 生た係ﾡから の坐え府な入の現左を t数する= とにょっ 
てのみ狂診石ばﾡし大さ8経市的価ﾡの経老方去とる"もし 

ない。

生産保ﾡにアする受任働と清ﾡに対するﾡ圧ﾡの比ﾡに犯任生 

差保ﾡに対して 休ﾡ経宅2行りん と し乙いちﾡ干の経営為文に 
とっと翌裂である。

・左の似守の経営の記から, こらの経営直ほ、 ・賞用 

び に西収品 を兄することに対してじ最な経珍を もってハゐい 

らバ なﾡな し に水ﾡ的区ﾡから府特ヨ るべミ 平ゆ記区入 

を兄出す こ どゲ出示る。

ミの来ウら収にしてﾡ守は河ﾡの二省援一的引圏にガ 

しとどばたMﾡ二"た南間の前に期得さあべ2年 教入 a * 

定しは< <はならな0。 彼等は指定こルたﾡ向に清ﾡを可能さ 

とべさ工場並びに設ﾡにける可ﾡなﾡ登, 大呈の材ホがる 
エーカーグ除去ことにつヌ平白的寸法の系材が戒1と 

に從つて代木及び世材の儕用に於ける可能な发化並びに驚算找 

杯から面帳さろ不わの等級にるﾡﾡな友化2方へしな<

-25- 

てほGらない。 彼等は河究さてミ ている近ﾡの経さいら 二 

らの価ﾡを沢定す々ﾡの大きな振町名得っこと ゲでころかレレ 

ない。 .

ﾡ柱前有を河ﾡせんとしている。 そしてスもしそが経ﾡ的ﾡ 

ﾡの上に島さあ = とが述ﾡとならば彼ﾡの経宅2永況的に さ 

ビ広いと布ﾡしてい ○軽営着の町n は個担の比投に大2な刻 

じゲあ々かししない。

岐守 と っ てほﾡﾡのしとでﾡ料さ るべ さ区入は丸ら< 

いる。 すなちこの同ﾡに生足保ﾡからの午区登2評ﾡ丁々二 

とでらる- 二ﾡ一的計面のしどでﾡ用並びに区ﾡの同じ分 

は河算&月残しているﾡご有皇に回m す•わごと を さ Eると連 

いなt・ レゲレ圭 星保めに対 して の失用びに岐入にWし <ッ 

いﾡ知ﾡは利用さあかししWない..そ レて人さなGﾡゲ 
評幡の上に か ドは らな(。

ﾡほ悟のにﾡの目守ゲ何んとしﾡ価の壁匠として利問さハる 

收 入 U 22 のケ法の いづかにﾡいて孫さ ハあMft.b.m自 

)の収入cgな< て 所ﾡ叔に対してﾡけらににﾡ総入で 
»2- • ,一,•

二ゆのﾡ政入の※えにﾡいてﾡ用工びに枚入に彩否するﾡて 

の愛因成方点ニな< こほ ならない。この 2つの 程*•方法の• 

とで相していととﾡ之らとの多の会用項目がわる。 こら 
の向にほ不並びに以材費を含ん乙いる経営書べのる。 々の 

保夏供は各。の経営に対し て 碑面ご H なく <は"らない. 

工ﾡ立びに改伺の欠記ﾡ』口経営が甘計画さてい々期同の長さ 

に よ り ﾡﾡさ とそらろう。

政程のﾡ金はﾡ岐入から校味さわべき営用の向に 含3こい 

なくてぼならほい。

従価常い は分 離税 < AewezaotccZoxcc > にプラス土の2 
午回ﾡ際課なのる"の性ﾡの材木にける従金は戸度さA 

ばはら(.
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工め. 保並びに任荷品にがけと後従状はﾡの科(P3)

にな号して い。 と考之らる社会的係証税 (dccaP4cuty

*>と同じく計ﾡに入えらなくてほさらない。

枚入の算えに茶いて ば生産ﾡﾡのも と ぐの林木のﾡ及び滋泣ﾡ 

ﾡ却及び 酒ずのもとにけるﾡ本の区と世的すべさW後が 

dけらない。 こと改こせるあに永ﾡ的怪営のしとの 

入は木材区びの生ﾡ物並びに正生長の木働場の取ﾡか 

ら守きさるの入をﾡ区レ ているわのと してﾡえゆとかし 

しな【。 '

木材のﾡﾡは司方の任ﾡに2っ C同一Cあわとﾡえらとかも 
しないが、 名々のﾡさから発ﾡさと木材の専奴は今さL 

な< てぶなゆない。 消ﾡ経せに対レ <は枚入はじ保:はい材 

木地の上の平均生5の 木ﾡ田さ合む (もしバオ木び不成ででそ 
して生ほと財しているなら) そして生量物の取元のらのα 

入と多むのそりる。

この 万法で計さた 出 収久 から%ﾡの ﾡ用は名株 さあ・ 

そレて 合名に対し てﾡ界さ ているﾡ収入のら型並いに 

のじへﾡまいに 特みﾡ友 < Pux4ge &x..cdeuc ズのe> 
色多欣之凡,もな»な,.

生度保随依惓に対して, ﾡ県ほ所月右に山甲牧入べめわ。 こ 

は泥任«と示丁ﾡにﾡ本化さあ。

併でら. ﾡﾡからの河有ケ入に対しては. 資本の区益をネ示 

する品にﾡ計名えらな< 乙ば&らない。

このﾡの紀けさ, この期因の 久 故で 幼 ゴた このﾡ河の う らc 

汚ﾡさて2た材不, エﾡ. 改ﾡ並びに圧品の形ﾡの預本の 
個ﾡでめろう。 ・

西本の収協に対してこの課税つとい粘計のWは, 工場並び 

にめﾡの舟信ﾡ河が失問とも っ <ゞへさW ・ さ白がﾡにの翌で 

pる。 そレ<消祀さた材ホに対レて政信ﾡ却ﾡﾡべなかっ日 

ITども. 生産保ﾡのもと その 收入 に 於 ける 林林生氏 の 植 想の 

牙入にこ/ﾡこ化てきた。 清算からの ・紀的ﾡ入は そ れ 

Cﾡ向怪営のﾡ圧岡2 次定す る島にB引3なく てばならない. 

河ﾡからの午区入並びに生ﾡ条ﾡから の永記田皇手び入2 

教すち目前で ﾡ左価 を※欠するﾡ合に冬ろ/ﾡさと利子ﾡさ非 
常に ﾡ塁な零因で らる.

低い平のﾡ用は 消ﾡの仰に&ﾡmさせる上に」かも生ﾡ係捉 

経宅の促在間とﾡさせと上に大3なﾡ緒ともっている。 そし 

て こ に相たし <郡(ﾡ引きﾡの似用 生産保紀のﾡﾡ働そﾡ 

< させb上に不均衛は彩客ともって いる。

同一の印引さ字ゲロクイ プの経営に対してﾡ在ﾡ&決定すと必 

合に収用さル為べさであるといかこYは一吸に容ﾡさてい々 

何区体ゆばﾡ定さたしのしﾡ之田ささている2っの受圧品 

は唯この基ﾡの 上に のみﾡし得るからそ oる.

併Eら. だ喚の愛禁はよ一ﾡは大さくあとかししGt 

レ区い片永 ﾡ的な及ﾡ的版明ﾡな部のﾡ力は 日一ではな 

いかる し&いから. 各2の経営にしてﾡしR卒をﾡ用す 

あ 二 とに対 レてﾡ千のﾡ命が存任しているかも しgい。

刻むご率の遐理ほ將来の収入に対して現任の根の律標を測ぜす 

とるに名ﾡ人経老右にょりあ:な< てほならな!。

たDの愛因. ﾡ入に対してのﾡ岩の受なの立で性並びに及資 
に対しその三右ポー的徴会等ほ枝の時の保神を次Eすゐ場合の 

ﾡ干の方ﾡすべきや柄である- 

ﾡべの死圧間をしつとこみの経営る逃を安定すべく 二の性aの

と執を契ってさた孫ﾡﾡﾡ為はﾡんとないが, しかし株々の押 

同にこ々乙らろう*求の枚入②比ﾡするな一の完全なﾡ 

各的万透であと。 二のﾡの比区にﾡヌ材受いに向ﾡ生を材の 

用のﾡ賃用のﾡより も一宿大きgﾡﾡそもっ て(と。
そは唯一人ふ休からの区ﾡにほ足さないで, 波等が条際の 

経谷Cﾡ合さている同じ方法Cﾡ材, 木並に材木生権の 
桜ﾡはﾡ合さくている。
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この性ﾡの数に暇大のﾡ市的ほ2確丘するで桜のﾡ孫 
乙彼が係せんとする こと そﾡじらろでに名々の経営石に 

x/)8さAなゆなU。

ースー
オ+ニ ﾡ良畑あるﾡ糸

Cfaptv ZI Am Jりadu才i 82anditoa
ﾡ在衣株震 ※は大さな 袋化 をっている。----

一般 ダ 者誕し ていろ りもり大さ な交で ある.コ の夕北は回 

京小风た林 秋の終东に植近す る 時/燃的に生じ なく てはならいも 

のそあり そしてわれわの森林ﾡ米各べ項圧惑出している状Z 

は世せがの回ぶのﾡ史にいてし いものではい.

町人的ﾡ校Cよろ林*の経芝は. 森林生ﾡやの製益に対してﾡ甲は 

しでﾡんビ容られろべ き 艮 女林就ポ もまと仔 任して いる成りして 

なアし い. ,

林米経芝 は林木の欠女林へべ通勤に直面して始めて。ﾡ解株分が 

脳人的ﾡﾡ式いは政戸警本に』合さて給りて、 そしてﾡ六的カペ 

ﾡは茶盤の上立つ林系経老ゼ可ﾡする消炎中じ地からﾡ塚森株 

がﾡるか移ﾡさてためて可ﾡである.
piわは立さた地域C林米をi永した地才的林木の不足を 

シってさたが・ レヘレ背都並びに大平ﾡのべ女林からの本林生雇 

ﾡの供給は林米 経老のAにらなかったﾡ格で回*に木枚立片 

レてさた-

みﾡ枚木清章の☆政的ﾡﾡのﾡ2. われわれ の與女林の通乾の卬 

ﾡもかかめらず。 木材は尚生走原ﾡ経芝の双せの Lu.セ 滋担させ 

ている ﾡ格 で が ﾡべ* 林か から りわの市場入っ こさていろ. 

M下ら. そは規ﾡにﾡﾡするﾡﾡではない:

ﾡ木余り支くなく べ*株せ木 の次米は支Wに#木なるてあるろ. 

eレてわpべ知って 未た様は枚木なに木枚米経老べ休止すろ 

であろろ ﾡ堀 はやっ てく る量いない.

コ の ﾡ畑かとわわのA林の産式は地のロ永の型去の経験の ら 

おでﾡ対的で あった2つの 道のいづ かにﾡふかも しない・

そはわわの士地は得さ 燃力さん. 受終さるであろ 

ろYいふYビ・ そしてる習*Yしてhめ れはネ林崎へ数いはへ 

替物 依ﾡするてあろ う込いふ二Yである人も しはい, いはそ
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はな継 レている森林産業ム. わわれの 木よ確ﾡ立給すべく 

地方* & を総 用 ナべく. そして雇壊ど企米にして桜公を以給すペ 

くﾡ及するてあろっといふつであるやもしない.

x2の ﾡﾡﾡの予選のヤに本林左業のﾡ柱 の米#が地更してい

るYいごビでみろ。

型去 2高 さルたﾡべﾡ してより多くの様会べなく 狂米は消 

※tならないか. いは 業べﾡ任ﾡﾡ している又はXポ 

が立* o ﾡ木経芝か ら救済す石 N ビの出束石 赤林資派セ も 2 水ﾡ的 

*送に放レく cはならい・ 終末 ヒや ってく ろこビをまnい 

c. ﾡ米はtはる資深が残なすろい. 如ﾡにしてﾡﾡは永ﾡ的修

% ヒ対 レて 或浪匕廃落す万 2 ピ乐出来ろ か. 牧木並びに製広方o 
なる 交化が ニのポ木 対tレてﾡ所るユビバ来ろか そし

て 知』以る 和 5■の 見込みバホ ・の市/ /対する秋木一庵の中たある 

"立出さんYが交していろ-

数多の艇を着止より 永ﾡめ経せt確ぶ ◆べくすすめらている. 

そしてネ林経芝は浮山の別の人産により 桜今者女AﾡはA血 

しないが. 終木けろ 水ﾡ約経芝の基ﾡ 乙uc火uxていゃヒ 

いふニビ水製來さていろ. 一投大条の悠ﾡヒけろ欠化・ 貴修“ 

令. 倉謙に対する祭済的梗胡. ﾡびに本林激の米ﾡはだ送。

になルなしたらす. 林茶のﾡ 頑任 ﾡは次の4概Mとにとかセc ッ

た ・

1. . 火炎、 R女並びヒﾡ気から②み林係識 ・

2. 次の木の負に、 士九のﾡ都績セな証すべく乃のめmを 

しっているﾡ木立ﾡ坪するコY.
9. a当は炉oサヒ 次のﾡ対しC才電を形めずべく地上 

穴分未熟樹木の 生長してい ろ格償を杯々 すろこく・

4 生A粒に対レ ての本林のﾡﾡ化企びに**.

ォボば災ﾡて喜さである場合には. そして土地べ資併にﾡﾡ* 

ている場合には- 二らの経ごは全く受出さバかっ,そして 

ユルらの*せのﾡっYも奇ﾡなものてすら せらるべ = 枚

ー スス/ ー
ベ好左したの は比ﾡ約に最止である竹為着よ る及地林枚の乱的 

ﾡﾡはずっビ*に終たしな。 そして成ﾡ林枚木の*夕みらの深ﾡ 

は&並に計a さて 5 た ・

ル作ら. 残 跡地 0 原族は. その2ビから岩千のﾡ慮ばX出される 

株になろて 始域寸 るセのYしてﾡﾡこれなかっ た.

ﾡ部にてr株地の必ﾡは、 *ﾡのむ立受けかった枚な 

べ材しい生長の高ﾡすろ 徴セ生査レた ニヒが又出さたﾡ*、大 

概ねに なっ てセ・

にけろ *及べﾡい て行なルんた. そしてw一 のもい林かが 

消地並びに杯ﾡヒ対し こ各々の生左ﾡセ比なサる負ビ整ばカ。

ﾡの休 は広=ろY いふコヒ 立盛信 し て 沖都てはﾡ区 

林贿の环 * ホ松大々れ て 当な,そレこ«ﾡ計n"林地のAﾡセ*久 

ェせるべく N拾れた.

ク生氏して いる林分対す る *父ロ気の督公は角ャだけに高K 
さルはかった.

ﾡべい生長の必後のろち°又さるはqばても. *※か 

らﾡ地1炊ふ負にど受なﾡﾡぶ系さルた- ァメ リ合条回C 
ては灰復さた林だの絵てべ芝会な灰はを女けていない. ゃくの士 

ﾡべﾡ試*受けていないが、林米の一の桜略はは付すてめる. 

多く の林いて そは余文ﾡさてさた.

数◆の後生材の林分 ( その結干は高任*さている ) は 林* 

の経及口けるオ2の桜略の※可の総来ではなく. 興般的な夫然灵 

竹の鳥Xで ある ・ 

尚枚のセYでは/lのあるめ木は計n的には故ポさなかった. ピ 

して務しは跡ゆ た納木岚 次*2して戒ケ れ るなら ば. eはtaw 
去ナるﾡにはAはり にとの塔木べ公ﾡでわったからである. 

よいﾡ※ の後にd約にﾡ二っ た皮株 レばレ。 どい火災の 

Kﾡをまめがたﾡは天約○名ﾡビしてる」 そしそピはル木 

*客対レての基炭てするかもレない.

*予の田壇の あるおい城の林かは日公ﾡ格体ルた数※士んた

※I 4oeG-cavca H・S, Ceocz2才とu feeocそ ムレ Fauc+中, 

fa工4ヤ &u4 Q* ・ ・ と /タタ?・ , S
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植樹並林てあ る .

若干の来接着法は. 忌嵌約ﾡ蔵のある#木 をな対ビ してﾡなして 

さた。そして Wの経送為注はな救枚 の隣林分よ り 者灰地の番* 

触 をマ匏 たすろ 爲 た互遗いの枚称枉粧 く40が saM auttiチ ofwt- 
- atian% ﾡした。

林※のﾡ氏の才3桜踏の状悠は、 ねく<o&cctいueCc子au夕) の 

ﾡ系並びに忍小ﾡ経枚株政ﾡの確立 く そんん.24ta6_0ieんmuot q wルv一 

ー シmum - damuctex Cut子 -6ンwジセ > である。林※計画の翌

み部分込して、 そはよﾡいはス0Y大してﾡりはない。

生左京ﾡ対 しての経※のア4段脳は. 尚さ ら新しい・ 版令数 吞蚌面 

も試台に基ﾡし乙枚木数ﾡﾡを 生産して た森べ督た し. 生て 

xオ3並びオ4 ②枚ﾡ納 べア左炊株=ている はし ても「 株系の 

※K対がる食大な系ポビして②水ﾡ的経老のﾡ該的計翌は、 アメ 

ノカて は極く 政近の経である。

可デは森林ヌの大ﾡ分の解に対してﾡﾡ林米にﾡらばならパ 

いとだじて いる人ﾡは 河の到るて示さ てい る林系 のﾡじﾡmに 

よ り大い ヌ付 けらCいる. ・

大余はしばらく の林米経送の確ﾡﾡじをもってセが. そは 

■貝 週 白タボ林集 を 電 え才計・ じそ して支行するコ ーに 充分関 心* 

ルク Z 三 た滅近 ro～s ﾡのだけてあった. 持にコマ56年の 

商にﾡ店 が経る者式の高ヒ 生長じた. 就ヤ コ ②堺声に木ﾡﾡ業セ路 

っ た不※孫の株ﾡに入っ アビいふ者文はﾡ心の塔大を させた. ﾡ米 

○中にしく 楽盗した商心の1 ※性は . 少故の経る 巻工だけかそ 

にmねレたが負 しばレド政さている- しかし二は総ての 

ﾡ切 ピ 戸林に・ ニの区ﾡはﾡ少はﾡﾡを もたなくてははらない- 

減並まて 諸株片は個く女本に対する経済や桜桜ﾡ ビしての#米 

の 図.む を 刺我 す る ベキ 格知 のものではなかった.

抹紫に 於け る 同心の生度 して行く 速友並がにﾡ米内な大 レて行く 

ﾡ度はﾡろ一球 枚けるじのﾡ度よ り ーア1大で ある .

林米のﾡ心セ公言 して いる経芝倉ﾡの怒は しばレばﾡﾡセﾡく

・ . ーススョー
災け入れるかも しれないが. レか レ 彼若 の 貝 心の 表ﾡﾡ意るに去ら 
せるには余ま り に調台証ぶ多く ありすざる. 政百万 の トレ が. 

ﾡ斉よ林をし・ 商本 を ナ ろ 為 た •森林巡視まグに炼族評価を すも筠 に,方な 
と話仲の表要に, *紀的経墜に対する工ﾡを代化ミせる戸に旅のにしい太お利 

T エ帰 を 数 する忍 にネ耳 さ*てミた林 聚会 議•ボレロ•しば 困ポ糕 してょく 出 x 

こルた・ 支惑は次役さ・ ごし て林米に新しい向ばセ代及する座協 

着はﾡえず彼の力法を政るすろ亀そ して彼のレ い及根奉東 の 安 
ご性を九大させろ合によ、り多くすばんYしている.

数多の 事柄べ有* 達及び木林葉着連み 由 ヒ株※ の図u を大させ 

み上に贅默レてを於•贝犬木放の曲範の倉血笠びヒ速東の大チな特 

納のボはは政くも復送であった。

解式的は彼マの又株 tのニレた・ そし て疣提た向ふ公家 の 態度は 

その影管&うけた。すなとち公共地並びに*代株ける*本が査 

並び音伝は無老者述のﾡ心に司ﾡしてさた。桜多 の耗営港湮 の灾 
ﾡ並びにﾡ人幼生浜係統林業のなァハの 懈大成他の無善着変の と 

*すいた- 杯ぜだけべ多く ②地之新しい来林炊ﾡぬ立涙する 

であろう とい*惑は株林生産にﾡける森林ﾡその効*の高 を 利 
板レてきた.

経済的前部ﾡ、対P区太接. 微本営. 並びにさまゞまの寸はの樹太 

からの考にする経汗約所ﾡは 揮故及び直坯M联旗域くムQ加居 

ピ - &シヒ, cutたia )にﾡく 起 さる著しい桜M並びに寸法 

の従属ビ共に、 新しい知バﾡﾡしセ.

23の場合2. 政産音理セ多けるコビ(cuzu/』ゝがに新 
芝の交化は炊木ス法及びネ林並広のし いケ法α結 した。
林米の戸増大な産業に杯甲女た回産業衣法ﾡ射のう ら :

=*た-/アライ年3戸にム :剛の計曲が炭ヨさな, 奈林行浜 
を 系存 レ.そし て 瘠、林生長 を 後持する といふ目が塩さゝて を. 

愛い畑ﾡの最終口的は消基峯から生ﾡ区ﾡなセ口星業立伝液 こせ 

るユピでち。た。 e して生産係ﾡな管の上に立敵する 二らのﾡ米 
は /0%の生産ﾡ加"!合をも っセ,



ー スス4 ー
姿ﾡした*産米は次のつくセすべ く計醒=iルた- すなわちく出木ろ 

だけ冠度済予なら生査株ﾡ愛る2ヒ・c2 ﾡ林経ごセ改並しそ 
して林地持にﾡ任枚している林地 のK営セﾡ致す る2Y・G α 

木*の改る ﾡ区の炎功並びに校相ゞのが救をすべ 夕西支の計A 

資 すべ さコY・

ごのﾡ劇の敬ﾡ*施は /タss 平よHス? 日 二の回*ﾡ米ﾡﾡ属

く/RA   +Aeratawag I,レム4 たOaC P&cw&Act) 

はi文である ビ大者ﾡで立3 内去されセ、当時回の木枚生ﾡ 

の約?よ* 左泳 め してい ろ ro地方意合の 7年合べ倍楽的端に* 

セ延じて *密株の規文の 上に毎せんY いふ桜等のな走セ来した. 

株月高く 右u Canowdtレow Seacctnuot) が向都な短合のもい 

ヒ してﾡ村されてとた. 都なﾡ合はその海本起炎*則 < fouc 

Pこ&cttcox&uゝをお してさセ. そレて祝並のにFo 

Wのﾡ如合はつの双川lの規立の林にﾡいた方のポ の**のた 

にローの法てﾡレ レ た.

- のポ材 経渺範 血 の一寐 なf守はは狼ﾡﾡ商は付らす、 **a 

その次の日ﾡ的点ﾡのもヒ ヒ いても不ﾡであったが メXのパ 
AのA-. ずみの期を今えな. ¥し乙支ぷご負ﾡ*は林の 

だ* *大=せ ¥ して又 珪龙探般 を支なすべさﾡ米のダカを常合 

せた- イ々Aな林不を木炊メXのﾡﾡさた計要の一部分Yな" 

める支. タく。离き;6運によ りAされた資歩はん バー級 た殳 け 入 

れなか っ た.

生産ﾡﾡの討出は. 公共約竹月セのごんでいた然心な係ル主砂 41 

口より高せらセ。 ¥ してﾡ林的情着並々者は桜ﾡべやっ 乙h* 

•セ公数ヒ現わ寸コにを嫌がクた.

¥ はも 米の 氏ﾡ約なな送からはずんたか汝にはM:でべWるレ 

ていろ林で あっセ. 規ATペ く +ん.codc Axx?d) のvAのMH 

は 似等の紙合殺ァは金く mられていないﾡ多のを芝*は』

り *行士 て いるﾡな した林 衆 力派 を 公両 した.

N故艇芝*産が林米終考の公ﾡ なﾡけてﾡたかのﾡ出べあっ

- ススー

*湖な左 し て いる ・

生た塚登の計函をﾡゞに者さざくした. をしてヌ直康的に板の司, 

な*の上の非帯にあい製令以ずに等 レめられたﾡ品 Cけるぁ ろ* 

,君 の 廃験ほ施 の 終型 宿 連た こめがらせた.

灰*の多くは、 会社の名をル立2して夏く ニビセﾡﾡして 順等 

行 ○てさな道歩を後論 しながうている。

ちの燃味のあるもの対する公水のス対 は林ﾡの 経や べ得わ 

cいろ大= なm枝の 以ﾡ地の竹ﾡ*セ して 彼専 の 給涉た阀 し て公向 

出ん ナるニヒから引さビめていた・

生友係*に白っ て幼いていろ &くのへ々は、も し試ﾡ件が彼守のW
日 ○道炭を次条させる*に丞すすろな»ば、そ の制 家公 家伪技真S 
たの公条の受のがﾡよ り 公深 ビの口杯によ り 有さそあろう Lい

ゝコビを恐れて政戒の確なﾡ*立するつYセばっそいる.

公衆ト林禀の良霞を知らせろ枚肉は呢在ない.

そして産*ピれ官体セ年々ﾡりつ、ある経にける友化セ知ら 

tる 二Yは困姓でわ。た。公來のVﾡ*でない部合の人Yははい株

終送立町rするﾡ力炎いはﾡﾡセHじ て延納の本大に気付く へ ・ 

候 ヴと な ってい得レ 、 ﾡして翌たﾡ林は・ よく煮人によりメビ 

まらh るかもしない-

N休み秒鮮て 円T改の公來は 政X枚木の次*を そのmり創し、 

. ポ びに項台政家立もって共凝立更政すかもレルない.

A"は 遺若な灯火の紀 家 と してたさた2 の橘な枚旅は 上地を生た約 

は水催にロ桜こせろ 任の系良 の立法である人もしない.

冰 k汇於ける 木番 の’進 アは余ま り滋査であり . まして余より に" 

でありすざるのて、 浜いﾡ正ﾡにビどまろビぶえるが書*Wめる

ピ は不ﾡである。

しかレながら公祭のﾡ巻は桜べﾡﾡに金妥はものでがっても ﾡ 

淡の単ﾡへ整てあろろ。
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土玄さ /.クス エーカー セえ々払ボ林の名送に頃す る研死ベ"so

に、 の後動セ将てアメ り林務官達の可(れo-&sciref/miut- 
ica Fxexte4 > 2より行なわれﾡ。

この研死の一部の名ボが31 表に示さる・

こ の椅 派 の総引 は金波 じていろ。 そ してﾡ々ﾡﾡしなく 乙はなはら は 

二の調査はとル未ずっ 乙#方林米2よ り 為さ れてさているﾡ燃の 公 

共鈴談冷対し ての甚変とし そ 本止して きた。 浩干の附高約ﾡW &t 

つ ©afe2aRonezt は. 生ﾡを 文 »べセ並 びに生産 深 を点 

感 方 べ チ方 法 が /93,年にとらてた 土地 のﾡ立令でいる。 

き崎桜ﾡが出木るだけ正脳立 して行っﾡごのはﾡ平メﾡX 

ける株治あの 物期の本当の耳火をしていない。

二の研べるさたﾡ以木ﾡ都2がける休示の生長は・ 少なくYも大 

竹料よ ろ 4e0oxエーカー②材木地べ、政る移ﾡの森林終芝め ・ 

れている耐な的6,台20,220 エーオーの土地立もって, の地力に 

がい て注ﾡ充のし 2で経ゼな ている二立ぶ /タ3ぎ算の 証雨；」'

※工 A 72右ンのα& 大0ユ?レ fezAmuctcaw 高o2&4そ? , Auo在 

ぴ ocume ノ </夕e さ),P, 59e く CoQu0and /sooスオ >

ー スス7ー 
格ﾡさている・ .、

※一人アッズ ンサァスの州/いては: 左,タョ/年会ﾡ都で評町 
さﾡよ り2くの 土地が'0会社に よ り 生をぶﾡ任送 さている.※2 

運山の の諸地の 土ﾡべ経※さて いろ数は /9ョ / 年 に発表さぬ 

た魚計立ﾡえ 乙 いるユビはﾡ声のない竹である。

北ﾡ都並がに中 大 品 洋 用、んc イoctkcdxtnv & 々と&o 

At2arやo-tzts) は活初灰木こ・ そして政ﾡ契着の行ばﾡ 

州である.

長い同己れらの諸地がはﾡ林ﾡ来の愛ﾡなポﾡC一つの*かしいﾡ 

Y※えらてﾡた. そしてこれゅの材地なの森株からのﾡ党が生逢 

はアの本立急対 ろ一ﾡとして昼用さﾡ。

しかしながら. マらのホ林の逆や的生産は. 今世おまでは所前方 

ﾡの資面ﾡは区てはなかっ。を 物 は麻林 の福い 蘇毅づけゆ ら き 

ﾡものから,て政にﾡ大のﾡとのある樹格セ区り 除くﾡから. 

モル小 ら酒植の少ない、しかし約に品ﾡのあるﾡﾡにﾡるコ に
よる か らさたのてある-

二 iらのより作らﾡﾡ午は天総受者より充ﾡさた. 2 

して大さな土地が滋杯に対してﾡ迷さルたにﾡドらす 六林は相タ 

ら ず生差約でぁ っな。

しかしながら・ ﾡ任・ 三らの地は英ﾡ林かの女下の株件セ家 

っている. 複合がﾡはベさず. *先崎ルﾡセ除去すべさ計ﾡシな 

く<して 雄の生産がえび林林のﾡﾡは よいﾡ芝のもビでﾡﾡセっ 

けてい セそよ り非格に佐いものであった。

地ケは一ﾡﾡなﾡ速Cﾡﾡづける2は余まり 2*々まちまちてあ 
りすざるべ, しゅしご の地かの大祝分の林地ある裕株件牛はﾡ用

る ・

の地かは消費市還2な近し乙いるが. しかし二のﾡ台な利益

もﾡわらず、一祭の枚ﾡはい,

※ t Aeな, Gr・H, Fozectたxacctce chanc, F&zc4tzy 

イcc99・, 配吁,ノタシ& P.ス

*? そのみ F・H・, Fezc+才4qPAcRK-vtad,Fox&xセィでute 
9み, Ma#, /38, p 7 .
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木ﾡ炭所ﾡ※は名修ﾡ格の不玄会な枚木立刈所でさなく て なら/ 
い. 或いは他の地力又はスナダからのﾡ入水ﾡしなく てはらG 

い。高火並びに評税は大ﾡ分の地ケにましいﾡ催あろべ、レハ 

し女又くあレむcaゝ.お支ﾡ。 六の不だ並びにか散レね航月 

は素株経送C対するﾡﾡである-
生産 尿鏡林乗 は数 多 の小竹有の上 及び感かの大所相の上経送= 

ている。¥して桜の用のか ・ っ ている改 工場の生たﾡﾡﾡ

するるの 法規的拱/花 送*しているパル2 に版会社は很苦 o 内 * 

所加をホ般的生 産 の ス句ゆ経芝す 万 NXに球板お cあろ。

才 2の製送な株林地方な洲ぶ U乙ていろ 五大 朗 池方 は伐木治効)o 

ねられて いた. そして=ューイングランドをびに十ﾡ大マ*ぬ*。 
ポに. 五大ボ地対はﾡ度及台よ分く*ん。のzシv&2<そ4)が

る浜っY もﾡ嵐 あ る樹位の除去 のﾡをを受け ていろ。

原岭林 0 話越 ある 北筋白松は を ルに全く 除去さルてさた・ そレて- 

力めろ *松 ¥ ノ ルシェ A 松水ﾡ尽 しているのに. ﾡﾡの紫樹の大 
都分は偽である. ﾡのkいな 末塔ﾡ は系生松く そ。 actaorzxf 

Riouz. ) 日を哲 して年 だ, そして今日ﾡポ 釣み株 生盤は Yんヒ4 

く み刷 している 協ﾡX* 米相林にﾡさルてい ろ ・ 

この地かける済ﾡはつの回のあるWの大きな株状地力ける 
よりさら資く付わてさセ。双左パルぴ 紙会は 先.** 

ﾡ並びに 寸法 の数多の対木を以しているべ。 投枚枚木の"示 

※は. パパルプ及裂枚炊木主産の相ﾡな※なを面ﾡにはらし ゅてい 

る ・ 深格 並びに 災の ﾡﾡは林茶に込っ乙支ﾡでうはいぎる"い.. 
そ して よ い 女の生産物区対するや的市場ぶなた していろ・ 

エーカー塩りの生雇ﾡは全く前又るつとがでさるか、生氏不は運 

い ・

左生た杯*基督立つ23のな皆がある ・ ¥Uて数弁の刑 なマ 

が生准杯求のﾡゝみ立しってﾡはさんていろぶ。 ナべてのこルらの 
会社のﾡ水のMﾡ場は経六的株件に炊尽し乙いろであろ う・ r 

ら の林峯ﾡ※の 声には、 もし修て あるならばﾡﾡせんビ す る 本台

ースター 

の為ﾡ.があるべ. しかし桜ﾡの数多の人ﾡは油ﾡがじ姿であるへも 

しないビ いふコ Yを恋ている。
私用林業は ロ ッ キ ー山缶地ぶCい て は大こな並税ははさ なかっ 

ﾡ。 北都ァイダホー(noz&owwldale )並びCロ初モンタナァー 

(uoxtwv menttato> セ除いて ・ 注長率はﾡく そして生艦は会高 

てある。火災の危除びにﾡ女からの 私除は大さい ・ そして原護堂 

用 は ﾡ い・
試税は大前分の地戒の済を刺殺する。 アノダボーびピモンクナ 

ァーい て は若の名ﾡ林米の終老が与左していろば. 経数るﾡ 

の急惑はこのガ方の象余のキ の対レては 林米は会ま り C不安文 

て名月着対してアピールすろ こYはないYいふ二Yである ・

国の 総この森林地方 の中. ﾡ前は. ﾡ林ﾡ米べ現だﾡ大のいポー 

淸算•か ら生意塚ﾡ経送えのﾡﾡ —— 立経ﾡしている地文である ・

力法ける衣化は役セこえてﾡﾡしてさた次ではない, 
30年求いはそ以上 の. 南記 に 永続的森林産 業 丸の 方渡 を軽余 し. 

Hし. 恐付してこﾡのであるべ、 しかし生ﾡ原税るく経姿«多 

敵のﾡ芝為並状用こてこたのはﾡかにニニ 5,。 膚の回であ 

る, 二のﾡ枚は支及さルなかっ。 そのxぜは ﾡuの小アポﾡ 

並び2業地く4◇odCa4)のﾡ河着盗はよ り大く の心はも? 

#にっ ﾡけどセ大経ゼに主 ビレてﾡミさた. ﾡ部ヒにける総 
c のな大な竹有ぶ生ﾡ航に立ﾡし てはいい。

中加松ス協会 ( そんの Souオccv Pとれン Acccこatンa>のあろ惑ﾡは 
彼は神部 ポいてﾡか2つの経芝だけベ その+を ﾡ炊的CRﾡし 

ている(4tuipce4う ○な知っている、数多の林※を経ぎしてい 

ろ会社は及ﾡビ生長 ビのﾡﾡﾡ計ふ? ていなかっなご溢べていろ- 

ﾡ干のものは. 被*の土地べより 契着の炊ﾡにﾡコさている け 

ビも四夜区河ﾡ基経にアレ cいる. 地の意名のも ○は永*的経ご 

の可ﾡセ六すべく本林京産立作っている . あるものはﾡﾡえかな 

以総をﾡ杯すべく森林術有を対し ており あるものは水跡の枚 

木ぶ式区しﾡる寸法致ﾡせんしているﾡ製枚工滅渋やすべさ



ータラー ・

素秋を百入せんしている。 そレて 又n のもの は参 の 小竹ﾡ か ら 

の並統ﾡ立木ﾡへ計ﾡ立※スせんY している。何故市祝ではﾡ在ﾡ 

米ﾡ林米のヤ大な並及セ示 している のかYいふ数多の諸理由が 

あろ ・ﾡ部のど女林*の炭は株*の次のﾡ承2ﾡ っとも峯ましい 

時Pなされセ ・

ﾡﾡ及林べﾡであ ○7ﾡ前は治1的希変しよいﾡ格のﾡで b 

った。 そして数多の本枚会社はみ株を渋少し・ 主産杯ﾡのHiめ 

愛な諸ﾡﾡ資ずるつビが可ﾡであるﾡよい政政的諾条件ﾡ も っ 

ていた. 一

ﾡ部 のど女林は逮いﾡ都くイ。f&x 2e4そ > ﾡ除いてはﾡされ a 

べさ※俊のものであっセ- ¥して枚 木ﾡ ﾡ並びに有利 林 米の更会 

しは・ すべてのペ女林枚及び古いﾡ野枚がどﾡさ基く さる上 

2m台で あっセ。
飛部は今日北来前. 中部大ﾡ洋並に五大ﾡの諾地ﾡ松ける大ョ 

なPぶで ある六な的、非生ﾡ的求林のﾡ斗Yいか、商は血面 しな 

くてもよい。そし てヌ太平洋ﾡのﾡ茶を特«づゅて いる ﾡな清ﾡ 

ヒ どﾡな天さ は放ﾡ枚の 相 セ お してもいない. ロキー山益地 

方にける林*をﾡ格に文孫約※立せて いる域い生氏*並び 

ヒ伯い生産ﾡは部の大ﾡ命2於いて 向ﾡビっていない。そし 

て数多の経営ﾡは経芝セﾡゃさせるべ さ後生材のﾡ当な炭ﾡ立も 

っている・ ,

4約約林ズ並びにﾡ水さた差条に対する諾桜会はﾡ前.メヤ分ﾡ 

耐受品地な並びCパルプ諸工場を画ﾡし ていろ地方の*がいてﾡ 

利である。 .

地挙: 反・ 並びにd略の確区はすべて深※ましい. eしc油 
ﾡ市場Hﾡ止仲産声 (Pzo&LBじtu.c uatanc&) ない. 二のn 

ﾡの出合わせな盗合せ をもって ﾡ部で米が滅っY も名 は並及

セ示めしているつYはNﾡﾡくべこ2とでおい。 ごの地力の経老 
着違はア メリ カ 株林ﾡﾡの本場のﾡﾡ着 でめっセ。¥ レて彼ﾡ対経 

験ど字及から今目全< 頂合 ビ惑わる浮山の柄 セなく てはな

- スラ/ ー
らながっだ,

旅ぶ長ﾡ松の詰木のﾡを ﾡべるく 短ﾡ樹2は 千渉レないうビ いふ発 

見は長妹松の契着 な確ﾡする魚に林用する ニビがてさる。

粘ﾡび森林生長にﾡける火後の彩«はﾡﾡか らばた . そし 

Cﾡ賞の盗当は力法はﾡ及ルぬばならなかった。み方樹の 生長刷 

数にポけるﾡ紫林分の商次の彩害 は*細ま 小 と 計遐 しなく てははら 

なかった。¥ してど木にける利ﾡY樹木寸法ビのﾡ係の研ﾡは 

整撲 が経済的遅 谯 应に脚 して確立さるつビがでさる2ルﾡて 

カっセ, 

向部よがけろパルブﾡ米の※止の楽支はﾡ合さた税ネ < am 

nとし&Ca.ivみ) とレて更火して受た. その交及は非常き速で 

あったのでその 充分な効米は評町さルる ニ ビ は出来ない 氷. しかレ 

産業の生長は ﾡ部eかい て知らて さ な-県 大 の 奏威並 と は 減大 の 

斜板林業 ヒ して 之まざ ま性総づゅ らてさた。

数多の愛は左栄の定及にﾡﾡしてさた. 新レい溢ﾡのﾡ及はﾡ※ 

の従及を可能ならしめﾡ。そしてﾡ格の枚料. 急速な樹木生民. 

ぎ求は木諸峰件 比ﾡ的い労め用、充分な水のル給並びY北 

部立だに対 しての望ま しい 貝物樣あ 賀 差 < fuンんx c:fteunxc- 

oPa ) は工友ﾡる| した。

/934には南部と のパルプエジがあり、 ノタ38は経中、 

ヌ 社設中成い はは町確に計狙さているかのいっれかの 46 木材 済 費 

マルプエﾡべ力っ た.*1 

数多の工場にける 冬な生長並びにパ ルプ枚の給を将るﾡに産 
※により林用之れたわ岬の方法の活ﾡは赤林産米のオ 2の前べぶ給 

まりつ・ あるYいふ 溶炉 に番いた-

Kヤの着しい工ﾡは彼の竹為している枚木を桜将するたに殆んビダ 

ブしなかった. しかしそのﾡりり Cパ ルブ校のﾡ株に対 し て 小竹京 

の竹有着述Y契約し た腰得 着 凍忆取務 レ て い ろ。パルプ会社の整督 

はレに行った初期の契的は、ﾡ土のﾡ4くそ&<とPPとみ) 

を 要朮 した. 海軍給絡番臣経老を盗並びに パルブ地なの以作ェは

※1 Sce&, ・P, Fau4セ* Pzcてペ7%. P <kc RaPet In4u4t+ 
じ Lんc Seutん, J「・wェ, 子oxc才t,', 36</P38),P・/so



ス ー
竹本着章はその通だがﾡ束と そしてﾡK叔に対して区の☆刑 

t 叶計加さ せろてあろろ立木ビのﾡ合立恐れた。

ﾡ承 し ﾡﾡﾡは決して北部のペルプエ塔ﾡﾡ着査により女じせら 

ルハ2た・ ¥してそのﾡ術は杯士大着の商のﾡ色により増m 
さた・ M次エダべ同初建役さるに片って. ﾡ相道は. 彼 

◇パルブﾡの峰末の鈴は不事ダであることそびに工※成い桜ﾡと 

桜下 し を 紳 スク cc。 ス ドルの納合ﾡく Com.&ou&L いut.o. taw 6 » 
はがろ不支であろYいふつY立加嵌した. バルプ枚の責ﾡはル 

ブ製逆にけろ政大の¥一の聖天である. そして工場 えの給巡は 

可なり * 評立ﾡmナる ・

バルプなに対す っ ﾡ合*剤送 ってAﾡさた炭総を月すろA 
2, 3 のバルブ会社* 称いた 分 ﾡのパルプエﾡは桜の経さに対す
ろ子ﾡビレてﾡ依すべく枚木ﾡホセ慮得しぬめてさた。ごらのw 
公仕は桜ﾡの林木法給の2分の /からろ分の2までﾡﾡし. ¥して

☆に対 してバル 核のﾡへ た版たしてい るてあろ ろしいふﾡ格ル

力 2 ・
二 ら"士 地】入の約Xは女林ﾡのある士ばのメ高ﾡく 視城レ x 
比ビレて 沖証 い < は森本ﾡの m彼があった。 エガは本*エ※ 
に並*してい ろ松有地にゅ ろ 休*任挙 ヒwだセしっ乙いる. ¥( 

てMダ々べ林※が月 耐 達 の面 た林項,軽彩 を 取すべ=負z れてい 

ろ 小枚木竹戸るﾡからパルプﾡを劇へする 上ﾡX立パ » る . 

パルプエ ※によ り冷されはく てははらない祝資はﾡ少さ ていろ .

* レて大会注によ りﾡ日さている士なけるよ りも有地 <•• 

けろなべ*災のﾡﾡは化いY い ふ、マﾡ株べ ある. x入パルプナの 

Cwなしていろつヒのﾡゆ4 賞給べ該«看さよ りﾡス< 力 

ろゥYいふﾡ成いはﾡ載的炊枚対して流均"木血立M1す 

ろべり ・ ﾡ有着史は ﾡの減材太木をnのルプエﾡ神負へ 

へいは ﾡ炭な 収材 工・所 的 状 xに Aす るかもレないビい可 

*株 c*る・
常協にけるﾡ属 ﾡ 道していろ人はパルプエ※oはって 1

・ ー スララー 

ている本*地はよくﾡ後さ そしてﾡ硬さているであろうヒい 

3 ビ加 点归 しこ い る・ 病部えのエﾡの楽生は、コ りﾡ方の複督は 

生長r 対して 敗路 左戻浜 し 乙 さた・そし て小さ い+法の枚木に対し 

て市形ﾡﾡ供するコビにいて. ¥ レは製枚用枚並びCパルプ生た 

区対して庄倉 麻統のそ及を刺軟すろ かセレルない・

ルプ片に対す る地ﾡ的は以刈!正レい岡では地ﾡ約咲給対し て桜 

wの土地立ﾡすべ 経済的刷Wセ 次供す るこYにいても小ﾡﾡ 

# 性 月刈ルぎセ及ぼすかもしない。

ボ大の短除は余まりﾡ山の新しい工 受の桜立 の可性でおる ・ ニル 

は描X的には立木高おを ﾡさせ. そして 支2かいて浜供こ2 
枯お計のﾡ力 ○故に受約の セ ビ の済や対レ て林木をﾡ却させる 

は 始, 対* ろ支合を来すナろ ・

都はﾡの米況に暗に令まﾡ尽ﾡを よく知っていろ. そ して 2 
みのﾡかいては 新しいパルプエ1の※承は、 それべ古ってす 

限 ろ けり ル な様 に集極的 C 搭ﾡ さ せめ ていろ.

ア®しペる林木の残ﾡ炭給の台r, 大▼ﾡだな は 永ﾡ約来林産ﾡ 

のi立対して*A した求会を神 っているビﾡえらていろ.

mW aけろ 生ﾡ杯ﾡ林ﾡは 部 ﾡけろ*交ﾡし ふか.っ アべレ 

ふレ◆くの 忠にかい て太平洋岸のﾡ米は. ﾡ部のス。 至 3o m 
のポ督に区Kすろ。 つの地力 はﾡ及始なみのAﾡを育奪し ている。 

2 して a台wべ残 していろ.

** cxadwec&) *びに米松地方 (9eu.Ca4Ptx うは号度な生長 

** びに大さ注によ りお徴づけられている。

mの林※所るの様に、 こ○地方のﾡ石は切りﾡしﾡのど分 

のガ法 炊並び植樹造林にポいて*除ぶていろ。

»みﾡ協は生震ぶﾡ本置の上にW立さて ごた。 そして山のuの 

※はごの日約2向っそヤいている.

,9スス まで 米杉紙受考皇は丁らかにﾡﾡ的た対し乙桜ﾡの 

・なKﾡ心滋転4してう力- きレ て ﾡﾡ名びにﾡ火は桜 の 日 

納セ水させるべさがﾡビしてﾡして受たが、 ・ラスな年来の不



スョ4一 "

ﾡは二のﾡ切立祝坐こせ次。 ・
大平洋ﾡの経芝る産rは ス。 年前の青前の木枚業着と戸ﾡ名ﾡ林米 

のな内的支列を戸じく ﾡ区どしている-

数多のﾡ 2おい て太子洋洋のﾡ茶のアは. 南部 のそいは千新し 

ていない。

ﾡ単地ヶの経芝ﾡ正は声都の木枚※着査がろ けているより浩千戸A 

株の少はい市ﾡで破等 の営女林枚 な商している。そして様ボして 

い る会社はﾡ未の生ﾡ区対 して政政上炎用友かけ てﾡジに供キ す る 

=ビ パ不可ﾡで ある ・
多く のホ林は、 残なさてい、るクを営位がパルづ2対して※木畑店を 

有する ﾡ込みはある けれビシ. くも レ波☆所ﾡ木対し こはそ の株 

は或込みはなくてシ)ﾡく等ﾡづけられている。

声ビはzって. ﾡボ地かのﾡ老着峯は政府旅林(9cc2. 
feu4t。 > ¥ の協成的生意杯統計ﾡに従本する 可 従株を も ?ていろ 

産塚は. 灰令そがしっ て※放 て いないY して も. 南部の南 

ﾡ着をの竹戸していたよ り一ﾡ多く o 校物的知故を河 している。 

太子ﾡの木本X※並は林ﾡビﾡせセもっている。似等 の大多数の 

人 湮は破 臀 の終 歯 を永微約 しﾡがっている. そして桜等の多くは 

ﾡ産塚ﾡの可ﾡ性七※なしている ・ 

あろもの対Uて は知 あかすべュ桜へがはく 製ﾡ◇小夕 無 = t 
及出するだけそあるが・ しかしのもの対しては. 型統的性生たの 

よい可ﾡ性がある。

波大のﾡ別は現圧店ﾡの圧Eて あるが. し か レ询径反探 破 界 のw 

並びに以跡地ね わなえらて い る注老はﾡ分契材セ事す る ・ 

よ り 一 層拓劍 た混 済矽諸探件 なセって 2の 地ﾡは枚木の 麻忆於 

い C 南部 ﾡ«するかもしない。

消ﾡからﾡ統には行す る ,祥って森林産業内に技越オる救多 

の後Y が楼 がある-

紙者な水統の基盤XかヘY サ 今決※は. 工域 並び会社竹ﾡのゴ 

株 C ComRa - ourex CouitLcx ) のろちの改もﾡ

- S一

收しこ どろ. ・

小竹の ﾡ区はﾡ初於ける数多 の 木枚会社 より為さている。 

すなわちのもの が竹ﾡ のか散の な布納いてい ろの2. そしてﾡ 

H工 的 杳 探策する為ヒ 大いに 繭入素松 に侬錚 してい 方 の2. ﾡ時 

末 策的 生産 に対して よ り林米を経数する高小枚木潟着度を x 

づけて い る ・

木の 経 < そん enozatiov4 cf &eァみiみ )は 戸一 の 地カ ポい 

て工垣の経老くな林の理 ビ立余離ごせて いろ- そして経き着ﾡは 
以人契約の中P数多 のAなセﾡ出して いろ-

※求さ と投資は浮らさ れzていろ. 請負人よ り ﾡ相さセ トラッ 

ク 炎びヒ他 の 設備 は会社所 あ の談崎よ.り 一層よ く注ﾡなあねえら 

cいる。 そして 経送糸は会社杯証税の支松い の投並び産米塚 

除分く いLuatttoe ttwzatcc ceotut&uオt24 )セﾡし 

ている. ・
数ﾡビは全く 列企米ビ して の林は • 林*ﾡ相着堪の☆で 

ははく全く大さな メ模 の校ﾡししてﾡ流してきていろ .
小工ﾡのは. 糸ヤエ場がよ りﾡ市登ヒ対して太枚セ支な 

zせ 改善を せ ろ為に建汲さ的てき ていう. 木枕女びに工陽の利用 

は多くの経芝 に於いて よ.りﾡ全にはってﾡている。 そし 乙か林の場 

木は政っYも磁倉あ る所会にﾡ却さめて い る - 
わわが量去に知っていたよ.り ・ ーﾡ小工の立何何ふ叔句が 

pる。 e してあうものは従来の数遊方法のもYでは不可従常ダ 約的 

ィ H何 ) の木校セ小エル区り むユYを どみ ていろ。

A林ﾡ米バ株林府始を解決してと女Yﾡ保しては不可ない. 非 

#&小 x い出ﾡのみが マの甘的伝? cAさてさ立すざない- 

チレイ 鹿葉 は 尚生産 探統 森牀経皆 の ラカで 用兆しつつお万。しかし 

a がらどは及さ て きている。 そUcその 滋頁は企契 r滋桜 c ち 

る ※米は ﾡか その 様会 ビその古し.知っている-そし て失所 

桜動W部合よく 矩ぜんとレてひろ.
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ァ十三4 政府並びに勝人の森林企*

Cfantcxm qrovomnnc才 auしRrとuん亡と 4

&っcCczptt&c ・

は』の桜ﾡは逐格に台宙数 主&のセY制似てそいる。

な不加載はﾡの干みSよくめくさあろろし *生差 消故そびに 

今点は・ もし屋人やむﾡが和*ず メ製やべイ由であるならば 

台中的 ビE大の社会ね祉を桜供す ◇にあろろ・

政舟の&は一ﾡのﾡ崎対しC確海ﾡを維持すろコ ヒ. 激判的品 

x立するコビ • ごして属へ2すろ よ り ○Aﾡさた対会により 

層よく 行ふ二とべ出末るかのﾡ催セ島す zY初限さて さた。

名曲ぬ令主本のRガはアグムス ミ スﾡべから大いに座正さて

ていろ-
アはくのﾡ理ぶぎかれていろ数名 の及が惑出されていい ピい 

ふコYの 今は話ず を用を して さていろ- 認やはない産求い商 

あの済ﾡ消☆を河山のﾡ*2広立するコ ・立失*しそ3だ- 

2 してﾡ4びに労ルば株件は 予炉さﾡ水2到して '

証 人的 発足 < ui..xtcuituatw.. ) ou4 Mx#Eさ1ず ろ 氏 

和の 力 は 図数 の 加 ビ e の客整枚のみ呼の状大を感じ させら化

た ・
個々 の州の・索力を 且け. そレて 永ﾡの立 の力並べ 州 同 の 初 

米 統制 を 通じて 諸ﾡWが協4の創也並 び次約 の台古の 上 ドM か

てさた. 立*約諾制Wセ*Wレて. 産*上の改庁の力はﾡ改 - - 

びにxしい解ﾡによ りな大してさた・

営楽力 の枚令並が ヒ*』の正しい火嵐はたの基に残コ=れてきた。 
そして公ﾡ の内心がガい ま正*しセ資媒はめ*ず数 をﾡmして 二 

ている。 な林産業は比ﾡ"に改月の干ゆから合由であったが 情 

は人会永の向の炭やべ大kしてう別の座常べかるYいふ ピ 

並uにﾡuしいく竹戸のセくに催承して全た協許者を※正 ろ 

ちるの政お治むセ正 当/ 才べさ充分公水のﾡ心ぶあろのAズ 

ふたしこいる いふニ ¥セ長せている- 森林/むに 森妹 步 堂 

俭産米に対しての改的の力 の は大を r 覆して. ・人 産求は4ﾡちる 

天ベ☆深のに失政したニヒ 艦ﾡ台体べﾡ名じていて枚の 

給点少の所容ぶら場然崩特士る ゝ#益を科る二じが出本ない二

ﾡびに産米は非ﾡに塩Aやて1 < あ ろ外からの校勤な しでそo 

本ヤにメ仰 をもたらすニビ はむ ニには出末いYいふニビをﾡ培 

している ・

基東た 連統 レてきな燃 干渉 を枸覆して. *く 表 公まご 経済岫・株件 

は 商東的松 木生産に焼古 しくなかっケニビ・ 公戸地く A.b-e.
2oesゝ の静牛けペYのu表の改ﾡは大いに圧の清"o度Ar 

ロKしてさねっヒ w機に示しをさた一叙公条の終だ並びに恐ろし 

い火災の&除セ仙独する払ﾡ攻ﾡﾡ型さ の採混かける一ﾡ公条の 

経産は林業セm止してさたニヒ. 並びにボﾡﾡのる枚の☆メよっ 

て経済的諾件 はﾡ々るななの4投と してね 京地 に於 けみ 林業 

経送 を対云するでめろろビいふつビをﾡ椅している。

一つの忌にやいて林業に対する ※月ﾡ干渉の産迫は政かし届ん的ﾡ 

*の高係にポけ るある量去の経数ヒよ りさまざまてちる 

州のは型存歳米 の歳創びに経芝 の掲ﾡゆが可立 れてき てい 万 小 

し て火ﾡ対しいﾡ 米のﾡ桜の並はしてさはか っな.

われわれ の 府林産 東 は 晶伴 資源 一木枚の製度 パ レプ. 腰 相板. 

ヴェ=ィ マー並びに他のネ林生雇な - の南ﾡに新今してさた・ 

政府 干渉 の要理は. 数多の双血栄を除いて飛だの経ゞ並ﾡ製する

でrい. ヒはなっMしいA系の創桜 —— *林ﾡ対しての士 

地のﾡ - 左助け万コビである.

株林声ﾡの ある功五の解状に政村ﾡの1確なめ警性の めるヒ 

は同ﾡのい竹であろ。最おな日古越令主*理染Y一救して・ 型へ 

会※によっこは行ふニ ヒのでさな い会令に負 緊な桜だを Rっていろ 

ベさ公条の みﾡべ杯柱 レている.

ホはば京に2ﾡ忘さなつの+料くUて、 立公面そびC念のK 
立 レクレA ション地どしての火女林のな」 分水ﾡのx営、 泊水
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の盗N並びゆ士ﾡぼ枚の尿ﾡの桜政舟竹ﾡ林地の 役司ふ置か 

てい る ・

な#セてい る土地は土地ﾡホC対レ てある改ﾡめ仙ﾡを叔供す る 

いふコYなレ 全林2 レてﾡ会数今の刈巻 を 我越 している・ 

通人約資木びこの様な土池に扱資すろてあろ ろといふ二には対特て 

ョない。 すなわち妥望こﾡﾡ送を勝付するW一の可ﾡ株は意ﾡ 血 

びに社会的だけセ通じて てある。

普株がﾡ人約企Xがポさい株けもの てあるYさ・ そしてx 

公糸W対すろ諸責所がﾡﾡアﾡしてﾡ止的て ないビさ 政府林 

の又非が向ﾡYzいの でカろ・

政対が森林ﾡ域らるべ さ桜WのN並び孫は・ コの株 
た 沦動が 競争. 製挙並びAい& iじ CべA*に杉督ぁ 及ばす

ビzの み改のあ杯Y な ろ・

ﾡ古ﾡ4主求の方正こた孫刑じ -数レ て・ 州の千ﾡが令の政 

した込さ のみ正台さるYいふつYセ方 じて いる人々Yっては 

本木約内Xは鳳人ﾡ茶ボー人だけでﾡﾡ多 く支なさろ2Yがで 

さるかの次だのﾡﾡYはる。も しﾡﾡが台分のﾡ廻並びえ会の 

Mﾡセ解すろコビが出未いコビが 西台 なるならば・ 前1ﾡは 

そ小らの竹相. ﾡ前ﾡいは2れらの給合べﾡっともぞ 

まレいものであるかどろかでめる。 そしてﾡかのﾡ友まで各々は 

ﾡ可さるであろろ ・

あろ時ﾡの.2のﾡえケは. 政点のある枚の将ﾡは森林予ﾡの 

並びC他 の 森林古ﾡ の解於ける個人約確ﾡを 刑 飮し 或いほ奴 

ポえ ・ぬ行す る負めでであろうビいふコビを生氏之せてうていた 

/93s の Jん Copoa ep.et の公ち以木・ コの 何幽 の 1*1 心 

は大い拒蓄加しこをた。
N の#告はへﾡの林ﾡあ ﾡえ らる経老 め※しいもﾡ立令c 

いる。メ公約竹ﾡの大さなな化をめん、 そして公共的校めのﾡﾡ雄 

ﾡ述レ. 土地②整を創人竹戸P村ﾡレな.

よ り 大さ はm心が ,s7 年 o ※大正 く そA& Scotawy t

- スミ?ー
快レ“協で 名 ゝ に対す る 山林局長官 く ta cAi4eF tんc .

イu* &owシc& > の 領を の結ポ 生じな・

公共めﾡﾡ並び経送. 星人ﾡﾡﾡ庫Y公共の協m. tび人産 

ﾡの公共ﾡﾡﾡの3 总 0 次演 な 提涡 している。 の叔告は改の後 

qo多く の論の堂ﾡビっ てさた, 

つのもは ﾡ任 的支おビﾡ曲に強スな及対セ ろけた.

数が c 大粒ﾡ ) 公共約校納 ・ 公共的ﾡい並びに公共ﾡ戸のﾡmを 考 

なする今戸なﾡ会によ るﾡ林商ﾡ の研充を情した ・9ミラ戸4 

日 の談会へ の大統領 のメッセー ジ週人ﾡ業 ビ 政鳥 ヒ の 両係は森林 円 

ﾡの解決かい てよ り 大な※因ビな。てェていろつYは殆んビろ 

た が い がない.

1, 公竹河 --  Rage.c 役ww4.&io---
ある公共ﾡﾡ形ﾡの林地ﾡ計 ○ﾡmは、 本林向題解決ポける は変 

歩みして改に歯導さてさた。

力ろ人は ﾡ株 地 の 支全な ﾡ化水解ヒ してﾡさているYき 

じている・ あろものは充分な林が枚木玄深の*ﾡﾡて以証する負 

t本林注ﾡぬをﾡ立 ※文化 するたに公共ﾡ的ﾡすべ=てあ

ろうっYいふ2くセ方じていろ・ Wの人はM人産ﾡにける戒任の系 

を*済じ・ そして 阈人的交本が充分な 滿足すべ き ﾡ督Aせ ベコ 

バ出木いつらの士地をの区する f段とし て公夫的桜 ﾡにする
土ばの 用さ* 取お戸けを している。な大な公共部所別 の 4 

ざわ*わ*の最っと を並人な向区はﾡ人納ﾡが»生政して ミ 

ﾡYいふ事ぶに り 做号 の提索 を正 当化して いる.

桜ﾡは不※はﾡﾡのﾡ人ﾡ業のﾡ去のﾡ毎、森林祭 ﾡ業の生 

ﾡ武並びにﾡ失. 公共/対すろﾡﾡ的並び2社会的さ 士地セ 

産的に灰っコピ の共政. いは枚木子ﾡなﾡごせるべさ共政

か水Aを 評桜レクづける二Yの夫数 & び五 m の 放校地ﾡ の ﾡ化 ェ 

はAす ・
公共約術ﾡは料べての二らのﾡ者なﾡ正するな法ビしてﾡzぬ

ている. ,
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それは木枚甲ﾡ求に永短的族始深 セﾡ任する dでは方渋込レて 

導さている . そはみ多 の竹相着立セ枚木諾依の縦持の負ﾡめ 

ら数済す ろてあろろ。 そしてﾡ入を流じての 政ﾡはﾡへ地がﾡ出 >

るてみろろよりよ いﾡ牛の故に税公ﾡ然ﾡを特っ 二Yを盤ﾡする, 

代計スス.4e。xエーカーの公共的ﾡのﾡmを納めた ん. cope 
2o4 九グオ の結ﾡは次の様である- 公共ﾡﾡﾡはﾡかウ林 

ﾡ炭用の主ﾡな林業 百約 ・立する一 の確杯=た午ﾡセﾡレ 

ﾡ分点旅休と逢めのょ給を叔供する2Xわ. そレてスﾡるのﾡ 

分なﾡ済内社会的ﾡを立凝し、 その上2*なﾡな回茶物計に資 

検するNかセ 行すろﾡにそ1*好マiヒ する株に恐われる,*1 
林地の公べ約ﾡ河 はアメ り 力Qがいてはﾡしく ない。元米公*幼 

耳地は広大な木ﾡ五木ﾡ令ていたが: しかし二は/? 世お 

の可ヒM人竹に急波2変北していっ た。

/&?/ 斗の基会の法冷は公共的ﾡﾡの大かﾡ株林るﾡとしてば 

キする 2ピセセ可レた

そレて ノ897平の法令は二ら の士地の行改乙ﾡ奪からの枚木の 

受を督コ した.

かくレて 引さ政られ次土地はﾡ圧公共ﾡ竹ﾡの大部分の 士地セ州ど 

していろ・ ﾡﾡC主として置レ. 2れらの土ﾡはﾡﾡ,7o00 
ズエーカーをﾡえるか面ﾡ立公むば戸林でおめている。公共ﾡ泉林 

お地のwmは/タバ/ 年未ﾡ政をじて行なわてﾡﾡ・

シィーク法くたんL urokx u ) は航行し将る 決水の の様 

Cば受林ﾡのﾡヌを認マした。 そしてハタス4にはクラーク 

マクナり広く tんe ceecAe - co Acそ > は枚木生ﾡにめず 

な銃行し将る 高の分水が巧の土地に己の政策友 及ぼレた・ 

ノタョョ 年までﾡ入のスス坪商の高に. ダ000Tエーカー 

ない土地べA符士たべ. しかし/タヨとﾡの6万30日 

の3商. ク。 ケェーカール上の土地が非常予ﾡ金よ

より 

の紙ホ 

リ名能

※ 1 Amatシdrag PCa? #ox Awunican Sezc4txチ 3unaイx 
Docmuン ス(/f3 ,p・68 て Cone&an 2/zoれ才 ) 
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なら し ゆらたﾡ又ﾡ通じて公共的所ﾡﾡが耐さ 。i ン デア 

ソボ(Imdシai-2cwム> な令かW合同約Cﾡさ・ そして 

N て いろ土地m うるに、 s6は現左 ?coが工- カー以上の

合なくdcom&iouaw) なも2州. 森を竹ﾡしていろ。

高 並びに地方 森林 ( そウ &vレ C cut 合 ozet ) は302 
7エーカー のw富的面太セ ・んでいる.

* < の*ﾡの公的竹神 は 会林地 の約 3o% . ﾡ*的ﾡ地の均え。 

% び2本好しているﾡ系約製よ川状木。 4o〜 な合んでいろ-

叫人ﾡﾡに対す ろ公共 的計 和校 の 阅探から 生版 してこているx。 

とb製投r前塩は飛任の公ﾡ林の徴着しくﾡ"WれるG あろう 

かビろか・ もしそうであるピすろら ばこらの士地が畑ﾡP¥ 
こルろであろう小- そしてセレ* うてない ヒ す ろ なら 声現U の公* 

体的対がﾡ炉に社会の活ﾡ の払巻の ろちにﾡzるてあろ うかで 
りる・ ポ.;！

は*の公共々竹力の益の大さはな大に対して。 +*。点林の回 

お北口対レて数多の話裕がﾡ及せらて至 .

m人竹ﾡびに信人卒ちくイてズなめ.. )のァメリカの長ﾡと釣り 
合わずにﾡ用さ ている .

4 < の人公共的番W2かいて官燃N水。*だ*性べ※Xする二Y 
なボている・ そし て又公 共々竹N 地台味 べ燃おzペ る » どろ か 

り％がっ乙いる。

※立ﾡじ ての士地k解炎mべ大い ヒか、るし又相せの双対にu 
鼻寸乃であろう.

株岡空 夕 政"すろ ﾡ米や行いのX4セ数じている人々ははでみ立 

内の力並び女将 の文送は浜加向に消*す るであるらといふコレ 

»ク ニ鳥.一的歩み尔#常に怎流ににられ万であろう っ ご*式めz 
いゐ・

公的ﾡは州又は地方の社会(-2»caしcgm..xuたuゝ ヒxレ 

てﾡ命M の大内ﾡセホ士 仕る。
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公共的み生式いは協同立もつﾡ人ﾡめの杯ﾡは公共約ﾡﾡが木る 

よりーボよく気ぶする二Yバ*. そしてヌ戸時C画人的発域の桜 

会セ終ﾡする コビがでさる ビい心請確はﾡ村が あ る ・ 

W&ﾡ入くou夕んお Ru〜cゐa4e)が林地回人ぬ及玄を諾れする 

ﾡ愛ﾡ政令よ り刻いくいふ諸地力がある込しても. 混人産業 の 

球動かは多 < の 合一紙公ﾡ対 して比該的い武用て公 共的竹戸 

のもYで為すつYべ出末る絵てのつツセ支 送す るかもしれい。

公共約ﾡ河C対するﾡて のネ林ﾡ京抜の催及は戸じではない。五 

大所均なにがいては数多の冬光着ﾡの向2木ﾡA用雇求は。 もし公 

祭ヶ林地片有の Kの一部 を込らは け将左する コ ビべ出ない 

いふ※神がある。 . .

ロッキー山缶地立の多く の託分てはは. 公共約竹ﾡは、もレ森林の商 

ﾡ知益が桜どされるな は強勢的る ある様にﾡわている ・ 

政ﾡ枚の選ﾡ椅をﾡっていろ太平 岸の枠林産米は: そを竹有す 

るよりも卒ろ合理的な ﾡ格 て立木を球入 せん ビしている・ そして多 

< の番都の経芝着はﾡ任の市 場から水置 した及ﾡ材のﾡ給セ 更ん 

ビしている・

数多の他の竹ホ約ﾡは海※的林業が大行されるかも しれない土ﾡの 

公共約政符に及対している ・ 本林竹有査公共ﾡ有のﾡ加を不ﾡす 

るある可限さた田まで ﾡ当は国ﾡ林より 州方林セ将でい る 

ﾡで力る. ,

二のコ はポC青節 Pいて表※であるが、 レか し別の地方ポけ 

る書林の竹ﾡ着は林* いて 公共約性悠を シっているもの <a 
Pu&-CLc atuu。 > の治ﾡﾡmは地ﾡ の は治約ﾡ位を通じて よりﾡ 

く行政さる そあろうどいﾡ村をもっていゐ.

球入に よな士地の政得をﾡじて支放さるべさ公共約竹相林ﾡの 

あ る な大 は. 蒸ての土地は似のもっもﾡ妥は用途に杯げウろ 

てあろっYいふﾡ法によって: 主地計昭の非常にﾡ受は 向謂 を忍来 

する・

フの向ﾡは、 丁炭公共的的ﾡ対してと同株ﾡ人的ﾡ戸にﾡし

して命受であるべ. しかレ 計型のど受性は公共的政得の4荷ビ戸株 

非#に大さい.

ﾡﾡは土地がごかれて いろ用逸いてﾡへ的発超 で負=士たﾡま 

り &ﾡ正する浜句をもっている. そしてよ り ﾡ効性の少ない刈用か 

ら大さい利用えの安桜はﾡふコ ビが出ホる。

し 小 しがら公共ﾡ村所に対してﾡ入された土地はﾡ用/ポける所

り 減格は名油営ﾡを ラけるニビははい。そして そはR対同本米そ 

割り あて ウれた恐い利甲にべビし て*行るかもしはい。

公共ﾡ地の非経済的ﾡ戸を避ける ACは. 土地のK神ﾡに決文 

さるべさ似事のもつYもﾡﾡあるA用をなさるつ以バﾡであ 

る.

計画は少なく ビシ4つのﾡ本的終のﾡ*を念んでいる. すなわ

ち (1) よはお士地が林業にきら炭用さるべ=そあろろか。

c2) 加なる林地が公共約竹有に合まルるべさてあろうか。 c3) 
なる政治的単が公共的林地をﾡﾡする べさでおろろふ, そし 

てズく 4) ﾡなるクイ プのﾡが公共的竹料にめたえら るべさ 

であろろか。 ・ ・"

ネ林式い は別の 所途対す る 土地の分ﾡ分 けかい乙は. 林業を 

めらゆろ可ﾡな利所を少なく とも生産するものじして考えるY 
ﾡのM利甲に対し て 波枚式い は及ﾡに適してろ 士光立ぶポナ る22. 
並びに林媒対レてある別の目釣に対して不ﾡさなあらゆる土だな 

分烈 するつくは桜 召的 r二とであった。

・ レ土地べ林業対して よ り セ刈のﾡﾡ対してよ り多く のmを 

ヂだ成い はル 木持っどするならば、 土は林ﾡYしてことめらる 

べさョてない。 しかしれ の用金不な< あるあらゆ ◇ﾡの土だ小林 

米に普所=るべヨてあろろ いふつ ビはな型約 そうはらはい。 

め 〒の 考皮べル益Y貸用の河脈あたえられべさ であろう。高故 

はらは利甲さているあらゆろ土地べめずレ も経済的なも のそない 

からてある ・

阪今ﾡ約あ る林から ・支出さ れる生産物の位が有のが炎
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用2ﾡしくないかもしないゲ・ 分水岚の,碌複. 水のﾡ整烈いは 

ﾡﾡの坪ﾡはつらの 土地の公共的所点 ②附対して 分が調 

であるかも しれないが. しかしﾡﾡある生産物来いは向ﾡ的A会の 

各立も放 しない土地ば政ったらかして夏く才がよいか も しは 

い, ・

ﾡの甚効所に不盗* である総て の土地は林業署ら 用いらるべさ

であろうビ いふ西投的主 あは赤林生慶ﾡ 対レ 乙 常給 0照 末 のM 係 

ﾡ考ﾡするつムに失数している.

ﾡ利は市2 戸型 レ て み林 生星坊の 通創供給 は・ もし林業ば株ﾡし 

ている式いは客な土地Cまで次大れるならば不町従でないであ 

ろ う.

知ﾡなる 林地ばムﾡ林 にのつされちべ主であろうか。ヌ畑 なる士 

地が公式約料に合さ れるべさであろ ろかていふ決だにかい c は .

多くは: 州及していろ込ﾡえられる 諸枚 能 の桂 資に依念 している. 

社会主炎約は淡府は論的にすべて の生産的林地を術相するて あっ 

ろ. だがしかしアメリカ政府の因数ビー致して: 公共約竹ﾡはﾡ人 

ﾡ登友を%単荷受するにすざないであろろ。

公共竹ﾡ地に叶mされるべさであろろ土地は ﾡ人ﾡﾡﾡが充分 

な神アすべ=な迷立ﾡるつビべ出木はい. e して向純に国*の社会 

的経済的ﾡえを叶加するものである。 畑人約竹ﾡ は次除約であ 

るは 土地はﾡ人約ﾡア形低2のこされるべ=であろろ。

あろA株 の恐っ 乙も利るのあるﾡﾡ形ﾡのﾡ友は全く如河はるH人 

約竹耳が型去 支放さて さﾡか 立ﾡす べ主でないであろ ろ。

ﾡ北しているﾡﾡ件立考慮しなくてはねらはい。 そして 油人竹相 

の格求のﾡ力の 見込はﾡ在の不系烈なﾡ栄のよ りもﾡ良の竹方 

ジ催セ 決※す る上一ﾡﾡでであろう。

土地べ旭人約竹ﾡ から杉転されろC才ゐ=ろべェてあろろ もら 

一づのぽ因は公的ぶへより もいﾡ所で酒人的ﾡ業 ビ公共 2an. 

支通じてよ り株を感ボする可ﾡ件である。

公河林(Ru&2tcPux才4>ばイ治株 地、州lの竹ﾡであろべ

ース5- 

さであろろか, 成いはの有であ方べさてあろろか, は冷林に 

よ り 来出さるべさ治桜2びCヨらの 諸桜ﾡの*行2対して株 

地を度将すべさ社々 の 政治的 単 抜 の 各白 の桜縦炊坪している。 

資法の 力イの 力 の分記C従って., 回戸林 立正当化すべさ面xの或い 

は州ﾡの性ﾡの創益がなけばはら ない。分水 温 の就知 次a 汇漫触 

の区営はタく 0 州 た影答 を 及ぼす 協水 の 認林胖 无 粽鶴 すべ く 計面=

ていろ. そしてコらの 巨的セ点ち約に ﾡいは主ビしz ズ行す べ 

=林地の竹相 は西台 2回の桜ﾡで力る.

一層少い分西な事 (2o.4C2aax > は ﾡ未対して充分な六株 

生産物 o株始を 係すべヨ公 テ林の ボ ご及び回家的で ある。二 

の目的にして竹ﾡさる回永政舟の本ﾡは音通. 名有. 共ヶ林 

並びに州戸林 ( Rzシuのも, Coumtc, and 4tat 2ov&xそ4 ) によ 

り あたえらた木分なﾡ雄 を浦ﾡすべくMﾡzたものとして% 

えらる,

K夕 の森林煮はﾡ人産茶のﾡ給ﾡ (centui&uttの セﾡ又す る 角 

画耳林より相林をなむ株てある。 彼許は多くのﾡ合そは州の 

通 当は機能 で あろビ宿 じてい ろ, そレてﾡﾡは海ど着ルより tし 

ろ☆冷的考喜べごま ごまの 地区に回※武会の訓当立命ずる だろろ 

いふつを 恐 ている。

州はそ の ゼ城内の森林産業栄の 永紙准に一ﾡ のﾡ心がめ をであろうし 

ス叫約た公ぶびメ芝ﾡの ﾡ求対して よ り一活注ﾡ深い 2あ ろろ 

( ヲの株に話ぜらる )。

公ﾡ林かW投 かれZ い る 方法は森林 によ り ﾡ出さろべさ言約 に决 

ルレ・そし て灰授する二とから魚約めばﾡ体ﾡ3理までA々 と 
まごまでめるかもし r い・

久月林竹ﾡ2ピ2Zの 滅大のWじの一つはな約的ﾡの書系約林 

の客理ﾡに番都の国相林ヒﾡけ /澳 大な面兹の灰 鉢秋 の 啓理 と ある,

部の松戸はのﾡ左々材木ﾡ左ﾡ力の命に、 そし 乙ヌ勘顔 の 整名 

弟 感 の 現任の 政政的困離性勿 故に. 二の力の団な林はﾡ人ぬ所* 

の生達係靴並なの発及セ 店者するょ り おしろ検めすべく w項z nる
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二Yベ血裂でルる ・

回相林はﾡ的な枚木吹ﾡセ生ﾡすべ く奇理=る かもレはい, 

レかし本林戸来解ﾡのﾡﾡは. も レﾡ地の生産品管理が可他は 

らレめﾡるならは. く偏人ﾡﾡ着述 ビっZ利用払 未料るコ ルの森 

林から枚木なﾡ戸するつにより )可古2もﾡさﾡる。 秘任山 

林ぶの公き=セ政煮 は..枚本 をﾡ人的経芝を生産よﾡ速話数姿 

るつどを 検助する ど#えらる林時に国戸林から ﾡ校している 

弘力 明 の 経曜若 逢え 発知 寸を つYてある。

しゅし政点の枚木地に対オして 安零へと淡*する政京はﾡに生差係 

ﾡに対 し 乙枚木 セルﾡL し乙 いろ狂甘港 に対 する販元に結求しい。

致点枚セ ・ん ている 生ﾡ深ﾡ計 a K経芝着/用ﾡ さて 字た 部 

にいては. w政方の土地べより 高い入北着ﾡぶさ れた時断急 

してレ まふいふ なム zも一つの 合が海だ してﾡﾡ。

もし 叔 旅地に対 し乙の枚木球入央いは次検にいて 改府が よい 腺 

件ヒﾡつ した土地に対し ては与金な あたえるらば. 政府は以保 
いてより下い*ﾡ送セめ長す方 二Yが*. そしてヌﾡ弥地 

のよいﾡい米死を必ﾡする ニビがて さる・ 枚木のそのﾡﾡﾡいて 

ズ不系烈な話格の ビ=Cはﾡ人ﾡﾡべ市ﾡな木を出さないﾡにす 

る = とセ被けすべさﾡ会該府ある ・政*" 母座原説林銀 斑博助 

長にﾡする法坐*" く 4uo& t。 PcomPtc メAt&シし一 i&&し 

2oxsemamae7がしマ祝談さたマクナリードオクスセイ 決伴 
※くパeイww-Dox&* 9-) C序にが然中してさている- 

つの法群ﾡはﾡへ的#有着並 の契約のもY乙公月地並びに名ﾡ 

な名令していろ生艦深ﾡセ談立する枚ﾡを政ﾡえ とレ乙 

ズ生艦保ﾡの出からそのズ行べば姿てあろ時2は枚木ﾡﾡにﾡけ 

る妖高入札乙いふ永ﾡからﾡる枚ﾡなあなえているてあろろ・

談さだ方法はよ い森林艇芝の妥求に応ずなス て*林セ油事す 

るこY・ 桜の(ﾡ戸*) 名ボ地べずﾡがさて いる商公枚セ似株 

オるコビ、 2び*戸地及び公料地の司者からを燃ﾡに立所すろ 

永ﾡぬ来芝な皮立する Vﾡ友ﾡﾡのﾡﾡ倉2可ﾡら しめるてあ

-スイ? ー

ウ。

二の株ﾡ同的キ配 (α Cccfcxoてu&, Ca 2emnuc才 ) は新しい 

生笈 応対す ろ 授ひ 祐が点Nにaる彼のあい話どの及※放のﾡ2及 

ぶ 二になしに生産屎 続 ヒ烈武するつYなﾡ人終芝者可ﾡら レめ 

るてあろう。 そはﾡのﾡ全、Aる. ¥び2地の固文ﾡを経成する 

Cあろろし、 メ公有林に肉して 締合 よく 基している 数多 のな怒枚 

のﾡ人約ﾡﾡ着度セして。 Wの歳で経済約に次行不可ﾡてあるかも 

レれないネ条約なせをH立す る2ビを可縦ならしめる.

公共竹ﾡ地は立の行政的対し 乙ﾡ金全ボ新地の桜塔よ り 

大いCﾡmしてさた。 ぢがUかレ. 令大都の二らの土ﾡがあ 

ろのﾡ用に対 してよ り 林※ よいよりﾡ当していろ込してセ. 大 

多役の 土地はあみ形ﾡのさ理 なろけ ずに将ﾡ してこた.

州杯林 ( <Lte4ouuts ゝ 同株にある地力水林並びゆ団休督林 

(-&emte Couしか Qnレレ C Qのレ?し火?力 合ouc4太3 > は ・ ﾡ及 エ W 
<zた・ ¥Uて立法が女令の州区於い乙州ホ林五してい ろ#会 

ﾡの枚A の除去セ桜すべ く面型さた. おべしかU大部みの 

州並びに地方は林地のﾡﾡば妥基金並びにﾡ等の竹ﾡいている 

秘合常竹地立改るすべさ基会に欠としてきﾡ.

この林な炉品を数来サる負r "3S 耳 の 横今 でんムマ7ノリ" 

(49 ﾡ計、?6ヨゝくイ? <そた ・ ク4さ > ビレてらている法ﾡ束立 

刷支した・ 2 の法束はぶへ式いは総合滞納*の声区セじ 乙州ホ# 

狂成立するZし2ぐけろ 直ﾡ周を次A レzいろ. "3沙 卑 まで二 

の法來 の株項セ支行する島専用さて ﾡた基かはない が、 しかU 
ョe 小豚2 の法京の も ビ協 同的 東林 の本ﾡ立被奪あなえた。そ 

レて学込ま 燃入却なの者交ぶなゞている。

の 広東の闫の基金の,株頭 は. 数あのデモンストレイション株のw 
立並 木枚A 雨雇 ※ 区枚木 セ極供する oヒ 网嫌た林関に过 し Z 海 

ﾡ性災文する結飛じなった.

公ホが 増m したか否ふはﾡ林ﾡﾡの血当なﾡ東てあ る. 2して秘



-- ・

圧公共約政ﾡが※次並行するだ ろうYいふあらめる花ﾡぶある・

#木*の均御並び脳人的術ﾡに会ろ どXのれろ*ﾡ約た系へ

で置さる烈の 諸A益のれ供のAﾡの故に ※のﾡ粧及び川人 

約的河L のゅ所は女地ポける旅※経客を剥すろ 中似ピレて大 

いガﾡz れん レz いる .

-2?-

2. 生ぎの公六的判括

アM メムC Rx夕w2aイo?t f Z&e Fc2cご dJn4caイ2d 
夜在士でア*げ力合象回の条林生ボのNRA法が効之20 ってい 

た起料向を除いてﾡんビ起ﾡはうけ4かった.

のケ法並びにﾡみの制にﾡ並してさての着と米に地用すろ 

时至を 除 いてほ 必 用 規整は 全 かっ た . M の迫幌ﾡは条点の艦送並い 

ヒ *なのか送と コントロール十るぬに斗動ごれてさたのて3く . ﾡ 

くビeく 他のくこ夕び他のﾡ産のﾡさを止十べ さ 火災のべ& に 

に内度に してのみに定さ れてさた・あらルみHは火央のﾡ検を 

怪式する冷に部岩ﾡに対してぶろﾡ変のコントロールさ十ろ 

网)利し 肤の欢里 を 合ちぼ木方法. ま休の除ま 炎がに桜並のズ • 

パーク防止終の準ﾡ、はあるにポいてコントロールさていろ.

な休ﾡ岩は桜台ﾡの土地の火災左外に坐が してはいけない。e 
レ て他のくの土比をさし てはいけない- ←して又あるでは、※じ 

=制ﾡた添する上に幻えてホﾡは角古の城灯に ょ o 或 いほけ火切 

会2当してパトロール=れろ ここをﾡぶしていろ .

ベ生*を総名している湾規村のなはﾡ在補足すろことを王* 
ごれ いほ 久 共的林 林'浙有ヒ 於 けろ 幡加ヒべつて い る とハsﾡい 

大レ ていろ・

区や神しいﾡ方の伝に&対でめみ とはいえ、認監はﾡ在とん 

ビ長切のﾡ区ﾡを完以さてさたﾡ*にし てS導さていろ.

¥ して *の1よはべ共の超社に並大べ係をも っている. 製ﾡに 

すろ ・望はﾡ師にﾡいてはパレブ生*の倉堂な拡受のら始ぷLてい 

み*る中 <よ ・ 営のされてさとが、 十べての地なに*けろ全命林g 
Kは•方あるコントローレを依号とす;&ヒ零•之うれていろ：

/ ク334の CPc2aイ /&〜て は , ヒづ長叩起登のﾡ

注g2 ﾡ中し ・*に画ﾡ資承ﾡ ( zん クzなotzg Co.c..- 
Ac<2 dcw ) のご表に注ださ条中してさと ・ 山 枚句企がヒ他 

勿成関武东妖里熊の從皆0制限と曲じて冬代0向ふを候復すみ包か

性をﾡ名し てさた ・
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智く的区A並がヒ歳ﾡがべ的ﾡ米として伴ふと多えタルる自自 

の例ほを正当化十る冷に考* ら 松る公建救正む力纟つみ族本的占目 

的かある,この長初の目的は. 水的株林を米はﾡ供十ろ二とべ出 

※みべ、不地則ﾡな塗*はﾡﾡすろことの出まないば4: 逮仕的4 
*べ合. を定的m定衆鈑伏に/余、 にか水製ﾡ契といふ絶々 

の公共9脳祉ので保である ・

オ2み目的は愛家自张の奋定槌並伏と炭木の建死的青琉が木は市 

ﾡを圧迫し、そのて永的産営に対して手4条林ﾡポをペﾡして 

いろく々の教合からよ ・ー重企少約経営台遮正係する =とで力

公共的ﾡのは手牲は公共的剣べと一受してい4い多く の ﾡ休番 

普の受在の決行.産*は自ぞ"行釣とユじてはその向尾を解決は不 

Tﾡであ ろっとい ふおえさ並びに規ﾡが受であった列の回々の玉 

後ヒ立脚している ・

はﾡご九ねのうケいそ営は. ホ休政ぬ、不ﾡ定4ﾡ米ﾡび会 

こびにg当な象茶受新を率質する矢数を*く bのてある。

災応架止びヒ火災ﾡﾡの失政はは待さ4くては 4ら今い ・上 

ルはWの目約にルﾡヒ これていろよ "登述にべ好され てsてz"、 

x&金番みに のろこと2姿めている ・
ご幽動は私大の受新左準常し ていない。そし て*多のそ皆は尚 

ﾡ株的に公責的にへ株= れていろ.'

区令あろそ営ち述は生ﾡ係を対 し てﾡの条林をﾡ活 している 

として. *してスW のく並は *ラ トることと姿ん でいろとL てo. 
あ ろ 外*的圧出蛇がご 猶尊 ヶ し とは、 &*はそれ自べ永純的を盤の 

上ヒ 確すみ2とは不可であろろといふつとペべ配さ れている.
ﾡﾡの庄迫、 *利ﾡの不ﾡﾡ性並びヒﾡ故の不足は主た性に対 

する自ﾡ約ﾡ業の好之の改内ビ交対して十べて仲いていろ ・
②な大多数の条株有浩査が生ﾡ係の救盛の上に水的でゼさ 

坦 気化し たとしてし ・ 段等はい工からの条愛並びにﾡ場22す 

る<とが出求」 そしてﾡ茶女び公条のf宮刻係にのさかけるら

一つ夕/一

の夫女を 汚式す ることがでさ ろ 徽烫氏が 芸送哲遠から の鬣趨 交 必義 

とする・ , .

帆帯の当源は、一 郎介は公美的コン ト ロールベ木ﾡを回述し 

いは回新を自ﾡ維持ごせるには手であった列の司の怪費に翼って 

いろ・アメ" クにおけるﾡ不件は塚のコン トロールオ法左は受ヒ 

+るてあろうし、又*の才滋は年し いいはよ"大さ 以功ヒ あふ 

てあろクといふ< とがﾡﾡされろ ・

多 く のく々はAく主ﾡのアメ ハl力の伝焼と余 靴れのい故公夫 

的台よ)報監のケ左冬んでいろ。 ・ 、

ﾡは、 «令つのKな至送がする経支まで点者がすろ ほとんビ 

経べての 二 と之 包含オべ く R定さ れろとしても、 な共的福にスす 

る至当2群止することをﾡい てはﾡく的産叔に千オしないであろ 

? ・ ・
况 愛は、 f有する二 とょ" 一般大令に対し で 意用 は ひ をいであ ろ 

ろ.*Lて セの影審は探林取丹の影智よ ・ー西金になぜら れるで 

あろう ・ ﾡﾡはよい林**束行すろ有者に刊ﾡ2ボしないであろ 
う,才なわら *れはﾡ送が公共的利さざ係にて対であるな有舎

対L で直徙的である。

じ に公共的並にズ対すろ場合べある。 &益は苦なしヒは 

条休ボのﾡべての言を故着しないレし、 て自勤的に社会によ ・番¥ 

= 九に若川卷を保近しケいであろう .

ﾡは多 < の 老爆が も し 森林向図べ * nu & しにﾡし 簿力 4ら 

ばg迎さろべマてあろろ仰く的灰の受き2な灰している . *レ 

て乐然健 耳勿 除去 ば 装 解をし に*ぞそ営を判ﾡ十るで必ろう2右ネ 

一的かしのとして冬がれている。手ボごれた林*を至当十みよ し, 

土 しろ枚の林他を校来すろであろ ②有右を起峯十るな法はい ・ 

E レてA8«上地と水為十るニとは長依並びにみ水求ペばの向ﾡを 

内m十る であろろ ・

従。 文定 し 靜万 町 に 龍次と れねならないKﾡのﾡ座的向ﾡが 

ある.*し てち施ごるべごﾡﾡ並びK行ぼの著向電べある。
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至が森向題の解水にぐろのそま しいステャプとして受け入 

九ちれほる前に仕的牛狙の社気左却ら= れカば«タ4い-

州はK*の考料力の行偵2のじて、死の人々率 い 付 耽虔 に适書そ 

裂十であろ クホ林ﾡ杏の至せをコント ロールレ十る次Aを向脳 

+く 有している。段域は又会通社ヒるするとちえられるﾡﾡ的
• て殺み約なそせを山止十る次ほをしっている。 しかしながら もレ 

系六、有右が夜※的でない. *してえ俊止ぶいはか水求Rﾡに付 

十ろ 終の紅位をちし いでﾡのよ六ﾡをﾡ叔りん ヒレていろ 

a らボ、この水4府宮に生とﾡを均ゅ 十ることそ手友でゞる

Tがあみがどろ い炭カレい ・

・産的な師じで糸旅生生ﾡの降求の供々の確ﾡの うちにあるべ 

ゅf哲向然があ み。しハレそ 化は戯支に収並と正当化すみべく考え 

らんていたﾡﾡの公共利ﾡ向係で4い ・

茶林そせた歳益する あの回符の次は. 分ヒ確=てい

ない. 、

R立の大都改の判水の足解の上に相ﾡのﾡ木に入る主をの 

主産2契ﾡすべさ次ﾡべあるかもし ケいが. L かレ炎がヒに回ま 

ﾡﾡにﾡってい くも のが命があろろ ・

※的生走人ﾡ片の法2皿じて確立しﾡるが、レか し派が的

• 支度 4您は そり畝一也を確立ヒ進バヒ生屋候佬2 eだしていろ川o 
¥せ右送/対して区叩を物げろきヒ回新的立と登十るとx わ 

一みであろう；

系株※*に必用さ/るべさ 2iのzィ プの※水は. Kの国ﾡた

・ャらクレていろ・

何女ﾡを各州に対して一でなくては«らのい か、のよい型 

出があり、そじ て何数*れはﾡ一的ヒ未ないいのよ いﾡ理也べめ 
万- ,

めみ州のそぜ若&が、学ボがよいぬしく ない*してボのﾡﾡ町 

の+1 &い列の州か夕のﾡ営自ﾡとホめにし て回字市ﾡで設す 

ろ不基いぼいオる»に、さ型の中に あろ溺ー性が上くては
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ならい ・

同にﾡるﾡは唯一-っのHの中で寸ら変化して いるから十べての 

¥営営辛にﾡらかにな平にﾡ用し ﾡる祝叫はない.

地あ、生長ごがと旅のﾡ色崎べは旅休ﾡをによってごまざ

*であろ・* しである至営者じ実楽的であろ消守代は別0人に対し 

てはﾡ済的にﾡいはﾡ学的に不可ﾡであろう . 夕令*素さ れてさ 

eﾡﾡﾡ井ﾡはないとしても ・ ﾡケのﾡほﾡ2ま器tろ ことが 

< さる地ケ始行政がま しいといふﾡべある ,

通さ九みべさ幌ﾡのタイ は文ﾡ好のﾡ題に向主して番であ 

ろ .

ﾡ業いは各々のホ林ﾡかに対してﾡ伏さルたﾡNの半術を含ん 

でハろ1則の不変的な女立はﾡ行宮支ﾡに十ろ創さの救決のはﾡ性 

2 ネますろ であろう。*して核ﾡは、あるしのはMRAのもとて行

e曜ビに *ーケにポい てはαX視則の女立びにかにポいてはご 

犬 " * C. パ c.t? 2cど・。 イ te &< aっ a 
/tイe?1&イt そイ のcんtフ" W 纶疗する こ とかでーを.

ﾡ合ら. 2のxな燃しい規定はすべてのそぜ古座 ギしい4正 

大ごて空得ご ケいであろろ. 2のnは非ﾡに不判にめろ かも 

しルケい・*L てすべての不坪判な立法の水. 実行は困混でか ろ 

ハ bL れない,

二告の一はを2盗用すろ と= にﾡ行セのあろ判けを可継gら し 

めろ 一は的«き*では区ﾡ附与不令CQr2<42a才つと 

sパルるし のてある。2のクイ プの規ﾡはﾡ*からのよ ・大さ的 

両のみす べく 掲*ざれる かもしれ タハ バ. L かしバら*れは行 

成に対して火さルた*してﾡ力のあろくを 知版、別断滅 

びに業転2 もっていろく------ 番ボすろ .

二らの賞ﾡの不足し ていろﾡ行官共*と"めビ求査才ろ二とは 

ごみにを削の目的を打ち株レ、*L てニのダイ プの山搭は盗な» 

/宮*の剤集めがに逆校に準ﾡごれろにた分の年く進行さ れa 
くてはならない。
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多分切並に対寸る星*のﾡ認は方還さ«いでめろら ・ 何後4ら 

ばそれは規ﾡは多分それ自体をさすろ <との不町である差*に対 

し て井西されていろからである. しのレﾡ*の送度は幌叫地行ﾡ商 

の7ちに示めさ れeに、 ﾡの試内に非帯ヒ g半でめろ かっしれ 

sい・ ",

太が終有至まﾡ材にﾡく主炎付である.*れて木*能の at 
ﾡいら正確な生生数並をﾡと二とヒ茶いて 十ら因難であった・

波等はし レ桜なﾡるのf益に対して級塚自ﾡ てそ起L とか法 

て協ご十ろ二とケ可絶である。 どバレかレ城じ て賀ﾡはﾡﾡのも納 

にしての外部的千には*すろ ・

認に*のボぶ孫王は*空の井ﾡをクけ入れてい い ・ R等は •

彼ﾡべ休*至営の もっと。 ﾡ大なﾡﾡを除ますろ にあたってあ 
るゅ口をろ 入れろならば. 彼令紋等は自分直か小工揚向屋の将次 

戡をし つ てい よしへこと を 承思すわ としても、 双考の向脳み#*をな 

・とげ浮みと度じている. ・

生を 条 牛画の準的にﾡくそせ者空の物口を参知=十 べく ど し 

てSE山旅るの易式名は示ﾡが幌盤の基生とレて本仕十べさセﾡ優

の目約に対して為よろべさであったと いふ巣倉とﾡ倉に並迎さ

れてこた. ,

担生の※成は多くのく々 +n 休*コースの明確4出 cあろと 

し考感ごれてき左.

投ﾡに対十るﾡ*の発度2奈林有ﾡ達が正ﾡ化十ろ かし4いか 

数*が段在あらわしている旅4入変は、もレﾡべくろ ならた 

の内受2大いに塔ぬ十み二とべできろ ・

在手せﾡﾡのﾡに自ﾡ的牛はとして休*に多大の高だがめる・ 

*してそき者圭をし て規登のプログラムの とヒ姿式 L い王とね 

問=るよ 0 し今ろ天励と支持をﾡじて2れらのﾡべとMﾡせくヒ 

十み可能性は、 ょ よハ旅林ﾡせを確係すろ向盟ヒ対十る火r的4 
あるや近と考底し ケくてはならない・

ﾡ林業の授ﾡはル受であろろ - もレ左業べ生左係ﾡ比がに水

t的王営に汚する*ぞ営に夫敗する ならば、 注会の刊占刺係は 

問く的そ営の上にある コント ロールをキ废すみ で あろク ・ 大部分の 

¥ ご有こはもし自ﾡ的ヒ生走係至営2確立する らば、故好は、 

似*のプログレズをよ り uﾡにならしめていみﾡK任公少以のそ営 

台迷にに対して楽とど半とすろてあろう ・

◇L *ルらの情考が逆以ごれるならば、 ズウーーデンのﾡくそ営者 

*の』に ・ 生ﾡ候他王営右達はﾡ*自身の条数に対して起ﾡ生だめ、 

¥ ・ てギポごたそ送の実をと主ﾡする であろう・

配並のヶ向に余ま nに延<後行すみ合に危映がある。 生に対 

I <翌的に本ﾡの出木ていないﾡ米に交対寸る 場に&快がある ・ 

ﾡいアプローチをすろ 合にた険がある . ﾡボのよ ・ 大sのプログ 

レス を那度 すチ と云われていろ同じ知ﾡの不は堂業に対して規定 

rべさ半ﾡに大さ aハンディ ァ プがある ・ 森休そ営い天のそ 

消でボみ>れ ・テスト= れてく る込ﾡ休そ営ばの中に論入され 

のべきでないであろう .

3 未恭愛栄との公共的物同

/v4.e Cec/ne&dZce メーく cんe Roeeat &u4co.
一炎大ぐべ林*そき2よ ・ 次行可ﾡ4ものに為う しめが上ヒ優く 

ﾡ*と協司す べさであろとい ふ永示は会く 向運えの対し ハアプロー 

午2ﾡ介してはいない.
■隼间朝 蛇がヒ里掲は // /年までウ火に対して基女名ﾡ当し 

てさた-*し て火に楽しての協同的行ﾡ区に対差拓の須動をポベレ 
ているその年のウエーク法(e?e&d 4e才つ は*に支 

ヒェ 剤 抜 し丘。 /クラ2年よでヒ3み は 方火基金 を ・%す ろ<と 

で運州政ﾡと協司して・白 . 彼肋ば磨を並べヒ宿老公 ・未林並条業 

rみ ににまで及んでさた。

植がはほい価格で苗木と深的する =とそ4じて剤ﾡごてさe。

4 L て及状*幽 (Pz2ot ん〜イ&xtイ。) のf有舎全は協本 

が株林株者に対して恐典報書王受けとつてさた。
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K※済ﾡ(2AEC Aee乙つ は協司的としてﾡ途せ 

らルて=た・市民供存(JA。C2azt Cer.c2 - Ic-
Cx/、はめらゆるケはでホ休育者ﾡ名次助してミ 

た・ ・

山休写の中ヒは州びにKG休*(cん2 ・&こ..oっt ・
Pxte a u乙。元o2cイ2 が空*を翼めすみんに

*さんだ。 そしてホﾡゆ ( zAe /Qルよ &x/uxビdwou
Pcxとのt。つ こr本休生卒汁て Z&c 元c2ea〜 

pc〜duccクa Co-6～2xイ2y つ が包値する奈と送行してさ 

e- 二うの*して別の予老のと共的ﾡはと挙に対L て大さのd 
生があった。< して生ﾡ並びに区各した孫休王めにくって= 

れた大く のプログレスは このほルにって さ た -

ﾡべはこれらの すべてのぬ2 tって永を的基益の上に* れ自 

ﾡ立= れな ハつ生い* に ・ ゆ口1は大区し てゝたといふ. wヒズ共 

的有彦いは規は木休郎解次の4一の可ﾡなケ法でめるといふ

分が以多のく々の中に存在レて いる。

な*は*の*刻を冷十にと 4レC福動をそﾡすみと 2述して 

=だ・*L て<夫的協口にも約らずﾡﾡのﾡﾡは、<のアプローチ 

は専クて Lのみヒ存すべ さでないであっ ろといふﾡ分の正的2ち 

ぎしていろ。 .

多くの ﾡ休育首こと合くでいる高政のK多のYの年災択迷の高 
ビに、ﾡ口はく平そなﾡ及とくってさなかクにといふ征持が十ろ・ * 

は祐系件牛が休*のそ営に対レして もっとも有て4かつた期に松ﾡ 

されてミEバ・ しかレょ 0 よ ハ休ボそゼ向ふ非市に調縦なプログ 

レスがw得の行にもやわらず命=れてさた。

一終大糸は生定べそ営に対すろ ヶ途を全偽オる上ヒ ﾡ任のﾡ分 

な分相と 呉わなかっだ ヒ い ふ, - と ゲ*底ビられていろ。な条は旅株 

生左物の永ﾡ的供ﾡ並がにキこ的は産*に、分水ス係減並びにﾡケ 

社会の椎*に、多大の肉べをもつている, *してく糸は立よに*い 

て もこれらのが益た準仲すろボ用のよ () 大炎な部か1ﾡ旭す
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るぶたかあウ?・

とべのm以頁業はﾡ*に、ﾡボに ・ 空でに2がとﾡの生*に対レ 

てお可= れて= たﾡの神ﾡ企2指ﾡ 才るにとがでさろ. そして終 

け"九らの Wの送勤に対し てヒﾡ旅に林ボに対してし曲企の正 

性2 兄出す ニとがてさろ。営/し た«共的協司はﾡ*は条初の 

路gのwになら ないであろろといふ2とは総図されない. 段ﾡのヴ 

nのt -X いﾡ林そ送の報科と し てのみ1回を受ﾡすべさ明ﾡか秩 

答め 条Mﾡ者達の桜として存在する ・

み 団な生ﾡ能学位にﾡけろ回有がの用会はﾡも レ 個く的な 

内 、グ” 貞 占が生産景紀ヒ対し て Kの有2皆する 4ら ば工当 

みコ れろのであろ。 差*に対してのあろ翼めのは受に*い ては、※ 

sごたそ送の番ボべあみ? . 主験は. よ 小並はしばしばよい王 

消にﾡふ2と立に営mしたな共的ゅ口は、認在点林育右はびベ 

条 n益のあろと思わ九るそ営た用する 二とそ和ﾡしていろそﾡ 

約正:迫のは"を故済する 吸金を提供し ていろ といふニと を示めして 

いろ・

州足びに州産の敍Mは火災からの休遊紙洩と划載すろ 上に大いに 

価位がめったけれども、しいレ 3のPの協口はﾡ記させろつとべて 

sよゥ・ /ク2"年のクラーク、ユク+ル法(Zん。c2zパパー 

Me Mペy xw ゝ はけ火に対すろ主 "の ※助に対レて夕 sr2,ccP 
1 レを超しケい来年の支金と契定レe ・

レハレ 発定さたとﾡせと*レい支生全たしつに年はなかった ・

火は休*のﾡ単工予ﾡであ *レても っとし基本的ぐも ので 

める. めるなにぐいては火はよ ・受を確べする ヒu番44- 
T ヶは2 前以している。だが&有*比の ィ ケはた分なけ火に不 

レていク とそわていろ ・似木、木*並がにﾡ糸的落孫因は多 

Kの火災の任かの合ヒ対し てK仕がp ・、宮ﾡ、*キマンプ生 

V,/ ； ± . が択堂びにﾡ行者ﾡの不なが条休火災の大切分C 
L て真任べやが故に ・ け火に*ける上 "大ミなな象の協ロに十 

ろだ水の番み うちには担ﾡのネﾡがめる .
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地深ﾡのﾡ才法は示林有ﾡ将圧迫を附加し、そして生生係 

先C務等才る森株そきのよ ・ 大ヨ 4がをﾡ老せくとしていろ。

&企改正は台あ的ヒはよい休茶そく在し いてあろろが: しかレ 

&を後正はよい林米のﾡ大なﾡ科を 今玄すみ で あろ り ・ 斑金の軽城 

字 いは銅 は 也力 の行政的単( どecxピ nceceeピ イtZ > 
に点入2型伏する上に明確公希版屈2例空すろ・ ¥ しで政4の整黄 

甲に宣面十べさ当産京入の火性は、丁ﾡ京林有者ﾡの上にいゝ 

る 者ﾡの圧追は※本益いめろろと 今えっれろ結才法の株同をﾡ 

す»ヒ、 よ/式西の業継プコグラくの迷用を阻止する。

新し いﾡﾡボかべ木*るびに方が米にべわるごちえられろろとい 

不げ» てめる とさ 数等べ 維祥 ろ 冷に依合して い ろ 李休ﾡと表 

いるニとはﾡヶの架私単位(Aoc44メ。ズてィ? wtそ2 に対レ 

て※4政※でないが・ しハしない ・ この政※はボに多炎の拠ケ 

C存在していろ。

叙み系株はﾡ去(ズるe2 か必ーナ C2P ピadにおい 

て、い く つかの州は、生在ﾡ収定 (zLe&4 -イマ2 /&2ズew) 
のしとに休のかﾡいら当室載入(C2cクオ2とe〜e の中 

ヒ次2*つていろ岩処之にしてﾡをを凝使して きた。しかレ多 

くのの 中では波対が休ﾡの従金を軽すろ e=ﾡケ唯料に対 計 

2 愛 ﾡは存任しない ・

有②格後用と軽球すべさ小行政皇位の常台は笑町さ れ、*レて 

ぎ干のプログレズがる= て= Eが- しかレぞみ金本的な皓状はい 

さかつe ・
ﾡ休有有ﾡが公夫的福才の利肉K合すろ ﾡにそぢとがﾡ 

才べく 番ボさ れるべ償と し て を年の桜全のﾡﾡ2 軽球オみ 上オボ 

と"Eがに皇ﾡとの協司の 教会がある ・

条旅有ﾡ*の圧迫2しっともmし、そして生童偎就をN•を度 

言+ろ 資用の受米は、伏木に工めど資に部年堂愛さ ねばなら 

sい ヒ ニろの0そである。

炎多のそ営はね本的#校的迷盛に立つて淡金2供合さ れてさた.

* L てずﾡの及担はﾡ実花ざて い石化皎的に 諾い刊す幸ヒよ () ﾡ 

Md=ろ . ﾡへ的登営を母全ﾡ十ろﾡ合の桜ﾡは4犬的物ﾡにとっ 

てnのか引である。木が法くZ*=〜&e2 c.c4とうの*協茶 

の枚立にポいた連合会ﾡくZe工oクれ才c〜feetce > は株 

株俊田の番性を巡めた。* Lて次ゞのﾡ奈死は会ﾡにまかせら九 

e計西の準納せられた・
フレオァーま案(ZんeF&cAeo3ee として包ちれて 

いる2の井画は、 券2そ行し、そ って後い例写羊で探求産我へ提 

ﾡ向のﾡ件2ごせろべく.認存している坂色用行ﾡ( <e
w2?t Cそeとど 4イmc?tcoZ2aイccフ つ に森林告甲候行 

( 応o2cutcec&イ。 Ba&つ 2mぬLた。告用右の倍計 

回 ( Pイe 子o22ow～e<。 Pピat f wペn4夕cン1CC ノ は 

ご 付其的の一出 であう ろ ・ *して2の豪な告甲名受 て いろ有者 

はﾡの旅休の生長ﾡ分どけをべ株十る= と ヒたじス てあろ ク ・ & 

*同の待甲はすべてのそ営舎の向題をﾡ求しないが、レハレ それは 

受をの 反債興根みもとで はそ青的ヒ 不可ﾡて あ ろ永性的そせの継立 

2 汝多のそ営者主にぎﾡケタ し める ・

但く約を英との協司は多数の列の形ﾡ2と" #る ・ そべ手の年ﾡ 

ﾡ旅まと砲イ用の行え並びに条休片作の示究はを*の長動と縦行す 

る2といでさみ・ ^

タ根. 何査。並がに峰*のそ営の若奈究は休茶そさのよい#会2 
っている条有者達に対して後に立ちべろ ・ よ いそ済工がによ 

い塗休に常びつろれたデモンス トレイ ション条林は林*米の倉の 

ヶ途と示め十< とができ万.

森 ,惑鹿 ル 合保は 建砌 とね 得る、, ホ*向燈になけみ公共的水者並 

w 二たら の 床床向感 用灾でま じ みるな条の桜はロさ得ろ。 

+レてﾡ新休ボく f-x2mz P一&2Zマが つ は経るかに笑励さル 

?み ,

走貫の 府荻範理と より よ りよい林米だらしめるべく 雀ゆ同のみ 

使伍 する 主な不五はﾡ林ﾡ有者ﾡべﾡ供ご た助力2うけず、そ



- 60- .
してメ主産係ﾡに以等のそせと*次のいか もレれケいといふ町ﾡ能 

<あろ ・
6々もし契4はけ火気いは&会対してﾡも支払わギ、*して* 

俊い例合で巻同でさととレても、 ホ*そさの港力のない------ x 
*の番なぎをのなハ炎多のく々 べいろ・

レかレ*能的そ営のを立2 峯み・*し て生とべ*の可確性 Cしか 

レ当生老支に対してス レを準命する ﾡに清算促進のは番4によ ・) 

4Eされて ろう 2がべにﾡﾡせんと していろ,
防メ・ &金ﾡ生立により キ田ケ倍甲にだけろﾡ初さ とﾡ助は 

多のそご台生2六※そ格にあふヒﾡかでめろろ ・

各利な%2よ "大さの係任は生定体をに対し てよ"多くのく々 

生活うであろろ ・的高た釣にﾡ十るであろう活干のくのハる。レ 

oレ 生を係ﾡにを出=ルe を*のよn気性のい高ﾡ堂 &tっ 
て. 至ざべ差ボ並びに会の利占決保にス対てあみそせ右2 コン 

ト ロール十べさな共的地ﾡはよ 1受入九みれるで必ろう。

十ロ® 条休内A解求の向

zM グw&2/ / 5い&.どごot x zA。成～2cazxCんaPイ2

森休可程の単一か呼決求は存任しない。巡有ﾡ*に利むしたゃ 

レ、*し て生を祭仕そﾡと可ﾡならしめる=とろの単ﾡみ凸は4 
在していかい・ 不に対する木ﾡの必せ供 ・ *的分社会並び 
にK休が公条に対して &供十み ところの向的価答2確証すろ と g 

える一つのアプローチは存在しがい。 *ルヒバって向虐か 貝 裡なあ

ある そさに立初すろ*そ芝2出みしていろﾡネ牛は別のそせ 

ヒにレてはで大のﾡ得とはな夕ない といふ= と、炎びに生産べ先の 

確立にあとてあみ王芝右2愛切レてい2 ○のv 列のそ営右に対し 

では 趁 ルビ 致初 ヒ广っ ていなハかししれないとい ふ派の記が G 田 

していろ。

一/一
めみぬのそﾡ右ﾡのあになつているいのは木バ対して可じ回 

の市冷に就争している別の地のそ営占主2送題さ せていろかもし

い ・

Kﾡ4あによ ・) 番いルた必びに告系的C管漫=れた会点の公 

点的有は広本の水供合必がに 注会に より ¥また向冷的益を 

条左でろ・
公米的有は未林向ﾡの一部かである個く的企ボと対してﾡ会を 

べろ =とべてさかい ・

Y れはﾡ出のﾡかなば次ﾡ空だ供する ニとヒ失ばする かししれ4
1,何Kならば*ルは※ﾡ、選町並がヒ非字2ろけろいししルな 

いい少であろ ・ 設在* は文全の率決※として公共的有にﾡ存 

十みことは天べ的てのいﾡと選わろ- レかレこのxな有はﾡ系

# * M•こ 句って 貢献すろ こ とか でぎ ろ.

#mレた旅地の公共的区ﾡ並がに設をの上地の質明なが『ﾡは レク ・ 

レイショ ン区、学生生物の進艦- ﾡ水の設ﾡ並びに区有休* 

パ ガ 内でご 年 い ﾡの 政ﾡか らの条xをﾡ供すクニとがてさろ。

な共的旅休は衣木とな共的阪走から7さあげろてとよn市冷の

住 里力一がかを故脊す乃 ことびで5力 ・ X多の地ヶのく的条は 

t り <有広がﾡ却さ れろ※終べ4く的星*に契めをだべすべくmぶ 

x"る客らは. 尚口的生を係先単位の番立に間用ごに母み。

么:育林(ルC/4z ケシエ)僮螭态足が天象に短用されク々

* いて 尔育林ほ紐育 水跑の 有者名に対してよ い迫休#的Eびにそ 

的そ営2有示すろ二がでさろ。

4*に幡える真任の沢人のか迫はK有休の上にハかるが汝に、な 

大内鑑ジびに協同は向題の 解*にばとしたらしてはダク9い・

・在の*凌の ものとて は<夫的夏めと任知的る令の告合は没大の

花性2たべする ・ すなわち認金ク敗正 ・ *問のクレジー ト、防 

火¥vにな有は . <②rα区め2受取つていろf有各登からのよ

t示休そ営の平名のや的と十る二といでさる。

ビみく星にﾡさ2メすニL2合むし っとも«終的なそなの地逆
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は 南 点事レヒ 他行しﾡみ ・* L て浜杯圭*が4似化さ *して* 

れにﾡしてﾡがべしてあろは、生を保ﾡ的にそ区すろ2 ヒにポ 

い て大祭との協国にま数していろ 二うの立登べ手だされろ <あろ 

ろ ・ 全休的に辻会逆びににを業にﾡをの刈ﾡのみ2考送している回新

gは術部の森休2生受ごすべ< 友考 とせて 出术ろ かざいuのド 

&バの慶"工しい科平2ば十ろ てあろろ。* てﾡ政的に*区& 

が2孫十る半性は除去= れろであろろ。*してヌ米知びに 

五大躬 起力の 除床を W 女 ざせ ラ みであろう。
こゅな& は*行不ﾡでな い・&ぜなう「列のケのそなさ迷 

+a司のをゼ谷芝と阿係大いCセ定ﾡ入を手と していろレ、ス

等の 有立はゞ し < を仲をど番とし て “みか” であ み,

太早字岸から シィ カ ゴー処がヒも率を#の老少 クシィカ ゴー+ で 

のホの4いﾡ火孝は、中央部部(Zん。 り.<&cい^edズ>の市 
あで坂の木2有* サ ろ 二とでのそせきこに助力すろて あろ 

ラ・ しかしなルべ西部之動すみ型、 *れはnの赤拠ヶのそせ合 

Ne 着すろであろう. しし *れが弟都の市2似換十ろ なッ・ *

れ は主塗係常休*が&迷に生長していろ ケエびヒ*ﾡ的そゼに* 

して忍大のや太そ不めし ている 才まででいがけ災吉べめろ う ・

他の 若 照方 の 坐さ 吉堂を し て有"な生係企には保ぐゆ上 向 

十み=と と可"ら しめ%つと、遊びヒ風 符に太年 洋も ヒ圣 け6 君 

杯の正迫2挫さ出ろ とと、スび部のそ区右*に休*の火行にの 

*まし いそﾡ的不件2 も だらオニとは大きな可ﾡであろ。

Bの比ケにKいて4た 結利益を確堂すわ 2とヒ対レて、・部の灰 

ﾡは少しも甲く めか少ﾡごかるべさであろが、 しハレ2ルﾡ 

在の ﾡ茶の 圧迫が地4十ろ か ダり不ﾡ企である。

しし 久欠か 休*に並む4らば、このﾡ並は当座*入のル群と京 

少させろつとヒより域さなく ては4らない・

楽紀ﾡﾡは改正= れな< てはならない ・よけよ いゅ火バめだえら 

九なくてばなうない。*し て星*は悠いず合の13でﾡ失さルたク 

レジ、ト 2 6ってm色点すろ ニと と可ﾡなら しめなく ては みらない.

- ど3 -

公共約株は主を係ﾡ単位の程立に対し て "育枝 ヒカあ用すろ上に 

依用こ Lくてはならない. <つの沢ﾡ2も って十らつのみ向ﾡは十べ 

ての才のな木に対して有利4市ﾡが各Eし 4い今ば年*される

いかっし tない ・

ない魚にうめは目的と確立十る上に助けとろ。 しoし主ﾡ 

Kたは本K的と堀ん的そ送の向受であろ ・ 条ﾡ的ぞ営に村十ろ大点 

の田を刈がよるニヒは、 ふ々のそさに対してﾡﾡ得のみ除支めびに 

ル因のﾡのがはければのうケい、 そ北は少らゆみそさ古主に対して

じでない. *して比ば的9並びに地ケ的4お向は、ニル今の迫* 

ををﾡするめるアプローチをル半とする . しかしながら大ﾡかのα 
く的そせ逆ヒ対して一般的であるぶるﾡ凶がめる ・

*そさク 主半ﾡがは水やゆﾡﾡﾡからのfの係左でめる.

* L て条林生生ヒ対十ろキ定レとﾡﾡ的なﾡ番は. 生づオーに生 

ﾡ縦いらのヒル:受的な0のである ・

米そ芝のめる申得はくﾡの初圧ヒﾡ催さルケいべ. しかレ大部 
かのﾡ呼はく向の枚圧に殺催する.

契Pﾡのﾡ西達. 火炎の念映、 ﾡ去及が行ﾡの*言. あいf子

毎T. 前数冷 C ・pet 2e つとがにめ均対年 (amz4
Lp2xdttotoう,盗産、 込びにﾡ本さルケいﾡ予は.しレ火斜 

の *にだけろ 内べが個く的そ芝奇に よみよハ大ゝの近ウ2判6 
オベ= 老島を支杵する にこかな経大さい"らば除去さたれろ・

4なは休*にの*まし いﾡ系牛2利十み上ヒそ食K2 負わな 

くてはケらのいが・ し ハレ*の系書は ・ 全くな叙によら"い・も 

しみ内べえ全α公共有支いはく共的収ﾡ4しにﾡ々ニルろ べ 

・ であ2 ダら*の か迫を承ﾡギはKっ a< てはいげはい ・

条が右文は水代的そ芝2確立すべさあ のる戦を利用せ々

4々分い・

夕の9く は逆去ヒおいては有約4ﾡ以会を*以レて>e ・そレ 

(K塚の多くは利為を呼て*を至すべ ミ ﾡ存のﾡが会とえかに 

n町レてい ない .
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木会社のそは生左保件<よ ()母タれ み可ﾡ佐を 注き※く不ﾡ 

し ・ *して永件的婚そ営によ ・7 育刊な着条件をa十べさ有者 

によっていろ.

を業は自身の呼まと凝め子べく 大い になす二 とがでさろ. *は 

よくこ以= Lとを米に対する崎め会のよ nチ分の7用を十み二とパ 

<さ ろ ・

列用は4り之以され、*して引ﾡ地を茶はﾡ立ごル浮る. 条株生 

走場のﾡ王はﾡﾡすろ であろう と いふ②えウ代 nヒに、ﾡ求は木がべ 

gに対レて矢なフたケﾡ2回ﾡレ、改存才る木次ﾡを広大オる 

上ヒよ" 終速的«冬ﾡ2米同しαく ては4らなハ.

工の生を日改番さ ル解るし、生と量なはﾡ以生ﾡの刊きの 

上ヒごタヒ当んてﾡかれﾡる レ、xょ n大さな効ﾡをしら . 消*舎 

全によ大く ァピール+る 生生物2市ﾡヒに出す=こが生来ろ ・

店的年大をﾡ半と十ろ 向建の一つは数多み小工揚からた走して 

いろ何塁でめる-

- ルら の 工ﾡの 内駆解ポにドける 任は とボ必がにな役よn分 

担さん4く ては4ら4い。こルら の工冷の多 くは#如する ・ *して 

これらの工あは有初性は電少であり、*L て森株資深に対してX? 
ヒ, 超後 的で あみ。又のがに地才市みヒポい てのニらの工冷 

からの木のﾡ子は求の認在の士条ﾡ銀を尚mしてい る -

大ﾡかの工場有者迫はな木のな凡な有をf有し&いが、 * 

の工湯そ当に失合すべさが木の瞬入依ﾡしている。ペギはK*が 

x太に占してい ろ上の北C対して黄区をﾡじていない。*し 

て 枠約 g伝換に対レに対して 木と入十る K対の大行は. た 

可絶。衝値工 6 つていクオべてのﾡ木2α係すろ< と を番べすろ 

に足われろ ・

終の王営はMﾡ的でめり、 そL てﾡ*のﾡﾡは創Rさ 九、そし 

て#5 ¥がで さる -

二の内路と製在であろしのは、 呼次対オみ化っとし※w的4ア 

プローチは工ﾡ行右査2ゐじてではろく . れらの工場の地4的

- スS- 
そきにそである休地の有ﾡ室を通じてであろといふ二と一ﾡす 

る ・

o し *地並がかﾡして いろ有の所有者至がﾡ等の上ﾡに 

けろ点共のそ芝はさ 合ふであろ うといふ°と、&び生を係統そせ 

は一送支なの状木ﾡたよ もよ o 有利でめろろ といふニと2確自す 

ろならば. 山工の図はないてあろう。山休地以有し ている 

木に対すろ水#的市ゆは南部のある 地ケにおける大 なエゆによ () 

確立ごてさた。 そして山有谷主は: 次べ的にベしたが木左 
ﾡﾡせんとL ていろ炭的大さ研落会社によ n維業=、欠行=北 

e緒ヶ去を祥甲十る上ヒ熟べでpった ・

ゅ同組合 ( Corpuよクu。つはN有者の市常出しの向馬研入 

の上ヒX多の可能性をﾡ供する ・

休*ﾡ (wve42amdd。 ) ポけろ旅ボの*行2楽町すろ上ヒ逢 

*t区動する為、政府は枚青的プログラムどな大十ろ上ヒ大い 

のさうる。炎多のハ木有否逢2しつ ていろ結"にけろエクス 

テンション休ﾡ営ﾡの炎み憎mは、もしま林央行の更済的緒撅金支 

有有知すべさであろのらばル手である ・

盛救並に休業の株ﾡ対して塔利益がﾡ夫に支われる z
とは・ よ ()戻い株体そさに対して卓ﾡぐ物因と«る。

地の楽後2失政すべく工夫しよろ. 又ﾡ的午べ採と対して 

木の販ををだいとどまら るべく工夫さん得ろ ある井画は小ハエﾡ向

ﾡの解水を促すみであろろ ・

株株と*の区浜進は、段は条休向又を呼だしなかつたユとと系

※している。叙ﾡは復4の週まの才法は役的で、"柒力利害同病

にZし ていたことそめていろい、しかしねは受存して いろそﾡ

し ていろ・

今日 括条件は 夏 化 して いろ ・ そして からの刊 ﾡが ﾡ台ヒなる 

ヒってを*のﾡ変は次化している-
株株有右逆は、 加レている多*の例外をﾡいて、永ﾡ的挙望
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○上にそ芝を確立してさなのハつた. しハレ災場は. ﾡ等のそ営は、 

4S。 英そ営の多くの車得をR去十っ上に適当な支性2烈粗する 

玉ではﾡ件ご立れみべさでないときえていろ。

星※は冷ごれていろログレスに対し て. 夜立=れんヒレていろ 

新を*の支持*して、工びにしいﾡ業の血m性んとしていろ向 

・のよ り西許約午型評ヒ*して公条の工しいWuEびに食めた*め 

てい◇・

条休ゅ脳の消民的な深決に対し ては向ﾡの新し いアプローチかな

< てはならのい ・ *してﾡ各のがしい認ながなくてはのらない・

ﾡ木後がﾡっとし恐れらたﾡてめり、*して状木の枯ﾡがR 
つっと0合されとﾡ均ヒ*い ては、«移運Mは次存していろﾡﾡの 

※なといか目的をもつと基ﾡを Eかれた。

将ﾡ客格るをさの0とで、そのウはﾡﾡしe" *して4条に 

して手だごルと 教多の土は 条存の中ヒけづけら れた. ケ火は潜の 

=れ、*して条休の包値は盗羽=ルた.

しハレながら塩系の文化と共、¥ してズ条ホ同慮がしい悠 

ホをヒケわ 九みに伴って保存のプログラくの中ヒふく れたもの 

のﾡ解は、 *ル縦って文化オみ二と失はレた。今日炎くのくに 

とってﾡﾡ ( Corde2xズ。 ェびに 条#( Pzeo.cz〜cc/cet 
は司一の°と である ・ 大さ幾査はヶ市べﾡぶいは卓ﾡﾡに対レ 

てﾡ木で 殺わルたXﾡの係存の中に附し わ る k. レ かレ佼会赋衆 

並びレクレイ ション他区 0 保イ は 豪 存慮効 ( cんe cotded+d- 
〜。 coイ,ue?tr つ の一かでめわとはるえ、 そルはﾡ存運 

めの全ではない ・

* 九は ボのが木ﾡ合. 子ﾡ的を止父びにﾡ公ﾡ*の1季4 
老向量に*しくEﾡしい。係ほは今日では記ﾡ才ろ 建東切 貴田 ク 

利用限バメ カ mご れ んと Lて ・ろ材木ヒめみベゝレい生長のﾡ筒 

をxし ていろ・ ・

f母は天※*ﾡのざま ごまの クラスを区列十べョであみ -水かは 

天ﾡﾡであるい. しかレ それはﾡﾡレ剛用さろまては有場で&

ース6クー

い ・ 速炎びに依材はﾡ1=ろ ま でadの4いズ※のクラス とめち 

わしていろが、レハレ質等は対にﾡたする2とは出太ない。 そして 

認在と同係にほ系も段析のﾡにに*いて考受し4く てはTら4い.

ﾡはそれらの各れしのクラズと相受している フラスである.

立木の添株は投チのを2ﾡ供十る上に大さケ価位があろ. *し 

てこの歳にxいて声芝ごイい水力、ﾡ、だびにﾡと似ていない.

レハレえ分4森休のﾡﾡは、#木がべぷ=九、そして生定め件 

木 から 製建 ざれて始めて実毘■ご ろ.

6 ゥーつ別の点で油並びに依物と似ていい、そは糸休は比終 

約出相崎に償小コと がでさろ. *してセし ﾡ備べ書木のしいK後 

の生2に対して為さ九ていろ ぐら"設在の ﾡ用に*いて条を解存 

一みことに対してのﾡ由のない2とである.

**のポに林以はよﾡ物の生定に*いてf大の留ﾡがある. 通秋 

ごルた点林は処*旅かの 仕処ごは もっていないしかしあろ促友の 

ヂレごはもってとり. * してそれはﾡ堂並びヒ消抵に対レて間値め 

ろ土ﾡﾡ2ﾡべする上に如ふろ と*べ*の条べの多く クﾡ的A 
途を*供すろ ・

«行の新し いﾡ会は、。 し旅ﾡべR対の之全の価位を生全すベさ 

ごめろ のらば、 K有休比はよい方場を迷べ十る といふCと、 びに 

ゴ内Tヒ同深ヒに外同市は休地をﾡかな生走性之ﾡﾡごる常に

4でめろ・ ・

条休生定物の ﾡは、 ししペﾡが係任の企一の目的であるならば、 

外回市冷に対するﾡ並びにな物X派のﾡ※が、#未の回内的品の 

町 智り 彼ヒ及 対•ざれ る か もしセ ない ヒ同慎に反対 ご れみてあろろ.
レ ハレﾡを物の輸にはて対が«い・それは多く ◇わわ九の土 

数べ及? と も巡してい う麻 常を到 献すろ バ技に獎物ご れろ. tして 

二の年に小国にを却されたものは*太土ﾡからの生生格ヒ上 ・) ﾡわ 

ルオ で あろ ろ ・

烬泉は二の載で鹿無と同じ根ヒお廡ざれろべスで務みう. qな 

ゅ市ﾡは木状*並が休米の利ﾡをﾡルオろ てあろっ .又*れは
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幼と司深にが木を生ﾡする命因2許m「るであみう。そはﾡ 

ﾡ2殺考せんとし ている我政的圧迫りー抑分を絞清すろ であろろ ・ 

そして には衣林町親み解 次を 財け万 で あチう. Wの桜木生と回の 

生と物と対年で他ﾡの老ヒアメ り 力の糸株主ﾡ物2入れる 2とを* 

オであろろ肉ﾡ表(乙2イイo子2ceかuのtと。 つの潤整2盛じて係 

存をぬ動すべさ#会が各在していろ ・

回内の消資に*ける木校並びヒにその他の条林生差ﾡのﾡ利用は 

又尿存は菽幼すみ であろう. 次太ﾡ継ﾡべに生長した木がべﾡの 

n用のg勃はべ毎み#し い定系のうちには存生していい・

木がの用にだける寸べての ﾡ大はが木生ﾡﾡをﾡﾡすべさゅ闘 

おﾡ供才る - *してK的恒内市ﾡは女有旅茶のﾡ及にルそであろ 

ラ。べ普ﾡの用は、 それべﾡすろﾡ/奈存が2な大すろ手段と 

し てﾡ等=れた。

レかレながち政ﾡバは永夕にく 2とはで=4い. ぶいは水タに 

祥する 以はない ・

折しい ひ裕が移彤亡生/レ 得ろ ﾡに存していろ供名によ ろ2と 

はﾡ蘇ヴ白行島である ・ *れは永説的行生長に依各し、*してぬ平 

どする 東林生長を準網十ベ ンﾡく的ﾡ*と利ﾡ十ろとﾡえら ろそ 

送をポ問十る ニとがより 受ﾡであろろ ・ 生生係#に対レて休ﾡ2炎 

行せんとしている登営歯文は市冷2めとすろが、しハし*れはm 
在生産係紀そ悠であろそせにケレて 生を保俊で4いそ営とボイ コ 

w 卜 すろ ことにはﾡしないであろう- •

よ ハ市ﾡは、ししなﾡ休業が※のﾡ給向履をﾡﾡすべさである 

&らは、 経てのそ芝有迷にとつて*し < ﾡである・町次行らば有 

刊 な市 纺ば故等が を ぜ 的茎盤ク 上に 更存し て い2そせ2雀ﾡにルギ 
てあろと 同凝ヒに、ﾡ年から生産条ﾡえの ﾡﾡにとってもﾡ受であろ

休に対する態豪は友化して いろ. 盗*のﾡ向ﾡ役が還去に 

翌解していたよnよく 曜解ざれていろ ・ な失的十ービズ教い は*れ 
クない条存運物のﾡ番右ﾡは株休ﾡﾡの新しハアプローチを株用せ 

んとして(ろ。 .

しかしながらぐは. が木ﾡ鑑港べに常によく ﾡ立これた保存 

の電怠ヒ保留すろ頃向があろ。今日保存王効は裂左のぱ及にたける 

本当の向虐並びヒ巡育株業には選 してそﾡギのﾡ手性をﾡﾡして 
いる多くの相番杏逢をめそとしている - 王ﾡは公象を&育林地にポ 

けろ 生定べ縦ﾡ営の番2を励して行く であろうと号えられろが向 

に沖然 すろ<とのでs ろ きが杏主をどモと十る ・

二の 梁な 指尊 を も って、森林向題は*の年犬に並やして行くでみ 

ろう- ^

会り.

(名和2ヶ年 3月5 日キ対/侍半叔了つ


